
『バーブ)レーナーマ』の研究(1 ) 
「フェノレガーナ章j 百本語訳

関野英

凡例

1 .本稿は.15世紀の中央アジアにティムーノレ朝の王子として生まれ，後，イ

ンドのムガール朝の創設者となったザ、と-)レッ・ディーン・ムハンマド・パ

ーブノレ Zahiral-Din MulJ.ammad Babur (1483 -1530)がチャガタイ・トノレ

jレコ語で著した呂想録『パーブノレ・ナーマJJBabu r-nama (別称『パーブノレ

の出来事j]Waqi'at-i Baburi)の第 1部「フェノレガーナ章Jの全訳である。

2. Wパーブル・ナーマJは第 1部「フェノレガーナ章J，第 2部「カーブ、jレ章J，

第 3部「とンドゥースターン章jの3部より成るが，ここに訳出する第 1部

は，ヒジュラ暦899年かち908年までの10年間の出来事を扱い，分量的には現

存するテキスト全体のおよそすに相当する O

3 .テキストは，現在知られている諸写本の内で最も倍イ直の高いハイダラーパ

ード写本の写真坂 (AnnetteS. Beveridge， The Babar-nama， being the 

Autobiography of the Emperor Babar， the Founder of the Moghul Dynasty 

in lnd勾 writtenin Chaghatay Turkish; Now reproduced in Facsimile 

from a Manuscript belonging to the Late Sir Salar Jang of Haydarabad， 

and edited with a Preface and lndexes，“E. J. Gi b b Memorial" Series， 

Vol. 1， London， 1905， repr. 1971)を底本として用い，時にイノレミンスキー

が出版した，不完全ながらなお無極値とはいい切れぬ活字本 (N.Ilminski， 

Baber-nameh Diagataice， Ad Fidem Codicis Petropolitani， Cazani， 1857) 

をも参照した O

4 .ハイダラーバード本の葉数は訳文中に 22a，35b (a ~ま表， bは裏)の如く

に示した G またイノレミンスキーのカザン本によって特に訳文を祷ったち，国
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有名語の異同を示した場合には，その部分をく 〉内に収めて区別し，また

カザン本の該当ページ数を付記した G

5 .訳文中の( )はテキストそのものに基づく注記であるのに対し， C J 
はテキストには見えぬ訳者による補足・説明である O

6 .訳文中のヒジュラ暦の西窟への換算は陳垣 f中西国史日暦~ (台北， 民国

61年)に基づいた O

7. 酉有名詔は原則として初出の場合にのみ原綴のローマ字転写を並記した O

8. テキストのアラビア文字の転写法は以下の如くである O

， (語頭省略)， b， t， th， j， ch，る， kh， d， dh， r， z， s， sh，ぁ cl，t，写，

gh， f， q， k， 1， m， n， ng， h， w， y. 

長母音 a，I，註.二重母音 aw，ay. 短母音 a，a， e， 1， i， 0，凸 u，註.

9.訳出に当っては，ハイダラーバード本に基づく以下の諸冨語への訳本をも

適宣参照した O しかし，いずれも一長一短があり，完壁な訳本はなお存在し

ていない G

①英訳 AnnetteS. Beveridge， The Babur-nama in English (Memoirs 01 

Babur)， London， 1922， repr. 1969. 

②現代トノレコ語訳 R.R. Arat， Vekayi: Babur'un Hattratr， 2 Cilt， Ankara， 

1943. 

③ロシヤ語訳 M.CaJIbe， Ea6YP-llaMe: 3anucKu Eaむ'Pa，TalllKeHT， 1958. 

③現代ウズベク語訳 fl. lllaMcHeB， C. MHp3aeB， Eo6upHoMa， TOlllKeHT， 

1960. 

⑤仏訳 J.-L.Bacque-Grammont， Le livre de Babur， Paris， 1980. 

他にウノレドゥ一語及びペルシア語への訳本があるが今回は利用できなかった O

10.訳文の末是に系図と地図を付した。

11. Wパーブノレ・ナーマ』の解題，第 1部への註釈，また第 2部・第 3部の訳

註，索引等は別の機会を得て発表したいと考えている O

12.筆者に『パープル・ナーマJの読み方を最初に手解きして下さったのはハ

ーヴァード大学の OmeljanPritsak教授である O ここに記して謝意を表す

るO
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lb (lb) 慈悲深く慈愛遍きアッラーの御名において

〔とジュラ麿899年/西暦1493年10月12B-1494年10月1日/の出来事〕

899年ラマザーン丹 (1494年 6/7月J，私はフェノレガーナ地方 (Ferghana

wilayah)で， 12歳で支配者 (padishah) となった O

〔フェルガーナ地方について〕

フェルガーナ地方は〔地球上で人間が居住できる 7つの気侯帯 (iqlim)の内

の〕第 5気侯帯に属する O 居住地域 (ma'mura) のはずれにある O 東はカーシ

ュガノレ Kashghar，西はサマノレカンド Samarqand， 南はノミダフシャーン Ba-

dakhsh訟の辺墳の山岳地帯である O 北には，以前には，アノレマザグ Almahgh，

アノレマトゥ Almatu，そして諸文献にオトラーノレ Otrarと記されているヤンギ

Yanglのような都市があったが，今ではモグーノレ Moghulとウズベク Ozbeg

によって破壊され，居住地域はまったく残されていない。

フェノレガーナ地方は小さな地方である O 穀物と果物が豊富である O 周囲を山

々に屈まれているが，t.こだサマノレカンド及びホジャンド Khojand方面にあた

る西方には山が無い G 冬期には，まさにこの方面以外では，どの方面からも敵

が侵入する事は不可能である O

2a (2a) ホジャンドJ11の名で知られているサイフーン)11Say1).un daryaslが東

北の方面から流れて来て，この地方の内部をよぎり，西方へと流れて行く O ホジ

ャンドの北，ファナーカト Fan誌at-一一現在はシャーノレヒーヤ Shahrukhiya

の名で知られているー←の需を過ぎてまた北へ向きをかえ， トゥルキスターン

Turkistan方面へ行く O このJlIは， トゥノレキスターンよりもはるか下流で全て

砂漠にのみ込まれ (sing語。，いかなる]11にも合流しない O

7つの都市 (qa手aba)がある G その内の 5つはサイフーン]11の南にあり 2

つは北にある G

甫傑にある都市の 1つがアンディジャーン Andijanで，〔地方の〕中央に位
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置し，フェルガーナ地方の首都である O 穀物が豊かで果物も多い C メロン，葡

萄がすばらしい ο メロンの季節にメロン畑の所でメヨンを売るという習墳は無

いc アンディジャーンの梨よちも良い梨は無いむマー・ワラー・アンナフル

Ma wara' al-Nahr [1 (アム)) 11の彼方の地JJでサマノレカンドとケシュ Kesh

の城 (qurghan) を別にすれば，アンディジャーン域より大きな域辻存在しな

0"0 3つの門を持ち， 内域 (ark) は南側にある。号本の水路を通って水が流

れこんでいる G しかし不思議な事に水はどの 1笛所からも域外に出ていない。

城壁の局屈の濠の外側はじやり石の公道である O 城壁の周囲は，全て居住区

(mahallaめである O つまりこの吉住区と城壁の誌にあるのが，まさにこの濠の

所にある公道である O

2b 鳥獣もとれる O きじは (2b)すこぶる肥えている o 1羽のきじを，つけ合せ

の米と一緒に 4人む男をもってしても食べつくせなかったという話もあった C

住民はトルコ人 (Turk) である O 町やパーザーノレでトルコ語 (Tむ ki)を知

らぬ者はいない C 住民の言葉は筆になじむO なぜなら， 〔チャガタイ・ト jレコ

文学の確立者〕ミール・アリー・シール・ナヴァーイ-Mir 'Ali Shir Nawa'i 

の諸作品ば，彼がヘラート (Hari)で成長したにもかかわらず，この地方の言

葉で書かれているからである O 住民の間には美しい者が多い Q 音楽で有名なホ

ージャ・ユースフ Khwaja Yusuf はアンディジャーンの出身である。嵐気は

縫康に害があり，秋には人々が熱病にかかる事が多い c

次の 1つがオシュ Osh である。アンディジャーンの東高にある O 東よりで

あるリアンディジャーンから 4ユガチ Y1ghach〈ユガチ法距離の単位で，一般

的には約 6kmと云われるが，パーブルの用法では 7---12km と必ずしも一定

でない O この場合の実際の距離は約 45kmJの道のりである O 風気はよい O 流

水が豊富で，春はすこぶるすばらしい。オシュの美点については多くの言い伝

えがある。域の東南に 1つの姿のよい山がある O パラー・クーフ Bara-kuhと

呼ばれている O この山の頂上に〔モグーノレの〕スノレターン・マフムード・ハー

ン SultanMalJ.mud Khanが 1つの東屋を建てた Q その東屋よち下方，この山

の肩の所に.902年 [1496/97年J，私は 1つのバルコニー付きの東墨を設置し

た。かの東崖はこの東屋より上方にあるが，位置的にはこちらの万がlまるかに

よい出全ての市街が足下にひろがっている O
まちt:.か

3a (3a) アンディジャーンJl!はオシュの町中を過ぎてアンディジャーンの方へ
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流れる C この)11の両岸には果樹菌がある O 全ての果樹菌はJIIを見おろす位置に

ある O すみれがすこぶる美しい O いくつもの流水がある O 春はとてもすばらし

いO 沢山のチューリップや蓄薮が花開く G パラー・クープの山麓，町とwの聞
に 1つのイスラム寺院があり，ジャウザー寺院 masjid-iJawza'と呼iまれて

いる G 山の方から 1本の大きな公共水路が流れて来ている O この寺読の外庭誌，

やや傾斜した，三つ葉のクローパーのおい繁った，蔭の多い心地よい広場にな

っている O 通りかかれば，どの旅人たちも通行人たちもそこで休息をとった O

誰であれそこで眠りこむと， かの公共水路の水をかけるのがオシュのたわむ

れになっていた o [パーフツレの父の〕 ウマル・シャイフ・ミー jレザ 'Umar

Shaykh Mirz孟の晩年に赤と白のまだらの石がこの山で見つかった O 人々はそ

の右で小万の柄やバンドの止め金やその他の品々をこしらえた O 非常によい石

である O フェルガーナ地方では，嵐気のよさで，オシュに匹敵する程の都市は

無い G

次はマルギーナーン Marghin加である。アンディジャーンの酉にある C ア

ンディジャーンから 7ユガチ〔実際は約 60kmJの道のりで，よい町である O

すばちしいものが多く， ぎくろ (anむ〉とあんず〈註ruk) が非常にすぐれて

いる o 1種のさ、くろがあって「大種」と呼ばれている G 甘さでは，黄あんず

(zardalu) の甘酸つばさに比べると甘味に欠ける O セムナーン Semnanのざく

3bろ (3b)よりはましといえばましである O また 1種のあんず(註ruk)がとれる O

その種子を取り出して，空いた所に仁〔種子から種皮を取った中安〕をつめて

保存する or神種J(subl).ani) と呼ばれ，大変おいしい G 鳥獣もよい O 近郊で
白鹿 (aqkeyik) がとれる O 住民はすノレト人 (Sart) である G 喧嘩好きで，

悪意に詰ち，激し易い連中である G 段り合いはマー・ワラー・アンナフルで

法日常茶飯事である O サマノレカンドやブ、ハーラ-Bu主hara で悪名高い殴子

(jangara) たちは， ~まとんどがマノレギーナーン人である o C有名な法学書であ

るJW ヒダーヤ~ Hidayaの著者 CShaykhBurhan al-Din 'Ali QlhchJ はマ

ノレギーナーンの jレシュダーン Rushdむ1 という村の出身である O

次誌イスファラ Isfara で，山麓にある O 流水や心地よい小果樹菌がある O

マルギーナーンの西南にあり，マルギーナーン，イスファラ間は§ユガチ〔実

際は約 95kmJの道のりでるる O 果物 (m註smir)の木が多いが，小果樹醤にあ

る木のほとんどはアーモンド (badam) の木である O 住民は，全てサルト人で
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ペルシア語を話す。イスファラから 1シャ jレイー Csharτ)Cシャ jレイーはユガ

チと同じ O 一般的には約 6kmとされている)南方の丘の間に l笛の石があっ

て，鏡石 (sang-iayna) と呼ばれている G 長さはおよそ10カノレ (qan)Cカノレ

は f腕の長さJJ，高さはある所では人間の背丈ほどもあり，抵さはある所では

人間の接弓どであろう O 鏡のようにあちゆる物を映す。

イスファラ地方 (Isfarawilayat1)は山の麓の 4つの地区 (bul色k)から成っ

ている O すなわちイスファラ，ヴアールーフ Warukh，スーフ Sukh，フシュ

ヤー jレHushyarである o Cウズベクの〕ムハンマド・シャイノイーニー・ハー

ン Mu与ammadShayb孟niKhanが(モグールの〉スノレターン・マフムード・

ハーンとアラチャ・ハーン AlachaKhan [11b 参照〕を破りタシュケンド

4a Tashkendとシャ-)レヒーヤを取った擦，私は山麓にあるこのスーフ (4a) と

フシュヤー jレの地方に来て約 1年間穀難辛苦をなめた後，カーブル Kabulへ

むけ出立したのであった。

次はホジャンt:Khojand C現在のレーニナーバード LeninabadJであるつア

ンディジャーンかち辻西方25ユガチ〔実際弓約230kmJの道のりである O ホジ

ャンドかちサマ jレカンドまでも25ユガチ C実際は約230kmJの道程である G 吉

くからある町 (shahr)の 1つである O シャイフ・マスラハト ShaykhMa~lahat 

とと詩人の〕ホージャ・カマー jレKhwajaKamalはホジャンドの出身である。

果物が非常によい。ざくろは，サマルカンドりんご，ホジャンドざくろと云わ

れているように，その優秀きがよく知られてt'¥るつしかし現在ではマ jレギーナ

ーンざくろの方がはるかに多い O 域住urghan) は高い所にある 3 サイフーン

Jl[が北側を流れ，域とJ11の自は 1アトゥム (atlm)Cアトゥムは矢の飛ぶ距離〕

の距離であろう。域とJl!との北側に 1つの山がある c ムヌーギノレ斑unughIl

〔叉は Mutughl1Jと呼ばれるむこの山にはト jレコ石とかその地の宝石の鉱脈が

あると云われている。この山には蛇が多い。ホジャンドの狩場や猟場はすこぶ

るよい。白鹿，誰鹿， n桂鹿，きじ，野兎が沢山見つかる O 風気はきわめて毒さ

れておち，秋に;ま熱病が多い O 雀すちもが熱病にかかったとも云われていた O

j乱気の悪さは，北側にある Lむのせいだとも云われている C

ホジャンドの露地の 1つがカンディ・パーダーム Kand-iB孟damcrアーモ
ンドの田JJJである心部市ではないが，かなりの町であるつアーモンドがよい。

めこのため (4b)町はこの名で知られている。ホルムズ Hormuz やヒンドゥー
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スターン Hindustanへ全てここのアーモンドが運ばれている。町1土ホジャン

ドから 5...........6ユガチ〔実際は約 70kmJ東方にある。

ホジャンドとカンディ・パーダームの間に 1つの平原があり，ハー・ダノレヴ

ィシュ HaDarwishと呼ばれている O いつもこの平原に誌患が吹いている C 東

方のマ jレギーナーンへはいつもここから風が吹いて行く O 西方のホジャンドヘ

法，いつもここから嵐が吹いて来る O 疾思がある O 数名のダノレヴィシュがこの

平原で疾風に出くわし， お互いの姿を見失い， Iおおい， ダノレヴィシュよお!

おおい，ダノレヴィシュよお!J (Hay darwish ha darwish) と叫んだが，全員死

亡したと云う。それ以来，この平原を人々はハー・ダルヴィシュと呼んでいる O

サイフーン)[iの北側にある都市の 1つがアフスィ Akhsi である O 種々の書

物にはアフスィーカト Akhsikatと書かれている O 例えば詩人のアスィーノレッ

・ディーン Athiral-Din のことをアスィーノレッ・ディーン・アフスィーカテ

ィーと云うが如くである O フェ jレガーナでは，アンディジャーンを除き，乙れ以

上の都市は存在しない C アンディジャーンの西方9ユガチの道のりである O ウ

マル・シャイフ・ミ-)レザーはここを首都にしていた O サイフーンJ!!が域の下

を流れている O 域は高い絶壁の上にある G 濠むかわちに深い谷がある O ウマノレ

・シャイフ・ミーノレザーはこ乙を首都としたが， 1........... 2度，より外側からさらに

5a別の谷を切り開いた O フェノレガーナではこれ程ど堅習な域は抱に無い o(5a)居

住区立域から 1シャノレイー離れた所にある o I村はどこだ? 木々はどこだ?J

という諺はおそらくアフスィのために作られた諺である O メロンがすばらしい G

1種のメ口ンがあり， ミール・ティムーリ-Mir Timuri とも呼ばれている O

世界中でもあれ程のメロンは抱に辻知与れていない C ブハーラー・メロンが有

名であるが，私がサマノレカンドを寂った擦に，私はブハーラーかちメロンを運

ばせ，ある集会の折に切らせた C しかしアフスィ・メロンの比ではなかった O

高獣も非常によい O サイフーン)[ !のアフスィ保ほ平原である c 自鹿が沢山いる O

アンディジャーン側は森である o 1量産雄の鹿，きじ，野兎が沢山いる O 大変肥え

ている O

次はカーサーン Kasan である O アフスィの北にある O やや小さな都市であ

るO アンディジャーンJI!がオシュから流れて来るように，アフスィ川はカーサ

ーンを経て流れて来る O 愚気のよい土地である O 感じのよい小果樹題が，全て

流れの岸辺に連なっているため，人々は「前に小羊の毛のかぎりをつけた毛皮

-195-



のコート J(postin-i pesh barra) と〔カーサーンの事を〉呼んでいる O 心地

よさとか嵐気の点で，オシュの人々とカーサーンの人々の関には〔自分の町の

方がすぐれているとする〕競走心がある C

フェルガーナ地方の局囲の山々には良い夏営地 (yaylaq) がある。タブルグ

の木 (tabulghuYlghach (赤椀J) がこの山々にある O 他所にiま無いものであ

5b るO タブjレグは樹皮が赤い木で，杖や (5b)むちの柄を作る G 鳥かごにもする O

けずって矢 (terge討をも作る c 大変よい木である O 珍品として遠い地方にま

で輪出されている O 若干の書物にマンドラゴラ (yabrujal一号anam)がこの山々

で成育すると書かれているが，最近はまったくその事を聞かぬ。イェティケン

トYetikent の山々に成育する 1つの草の事は聞いている O 土地の人は気つけ

草 (aylqoti) と呼んでいる C メフル・ギヤーフ (mehr giy討1 [マンドラゴ

ラJ)の様なものだと云うが， たぶんメフノレ・ギヤーフであろう G 土地の入は

この名で呼んでいる。この111々 にはトルコ石とか鉄の鉱業場がある O

フェルガーナ地方の歳入で， もし人々が公正にすれば， 3 .........4， 000の兵士を

養う事ができる。

〔父ウマ)(.， .シャイフ・ミールザーについて〕

ウマノレ・シャイフ・ミーノレザーは高い望みと大きな野望を持った君主 (pa-

dishah) であったので，常に征服活動を志していた O 彼は何度もサマ jレカンド

にむけ出兵した O 何度かは敗北を喫し，何度かは成果をあげずにひき返した O

彼は何度も義父の〔モグールの〕ユーヌス・ハーン YunusKhanを〔フェノレ

ガーナ地方へ)招請した O ユーヌス・ハーンはジンギーズ・ハーン jingiz

Kh昌n の第 2子チャガターイ・ハーン Chaghat孟y Khan の一族の出身であ

るO 彼は当時， チャガターイ・ハーンのユ jレトにおいて， モグーノレ・ウ jレス

(Moghul ulusl) のハーンであり，そして忍の祖父に当る。ハーンを連れて来

るごとに，ウマル・シャイフ辻ハーンに諸地方を贈与していた O ウマ jレ・シャ

6aイフ (6a)・ミ-)レザーの思惑通りに辻事が運ばず，時にはウマノレ・シャイフ・

ミ-)レザーの悪しき行動のため，また時にiまモグ-)レ・ウノレスの反乱のため，

ハーンばフェ jレガーナ地方に留まりえず，またモグーリスターン Moghulistan

へと帰っていた O 最後にハーンを連れて来た時には，タシュケンド地方がウマ

ノレ・シャイフ・ミーノレザーの支配下にあったので，この地方をハーンに与えた G
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タシュケンドは書物にはシャーシュ Shashないしチャーチュ Chachと書かれ

ており， Iチャーチュ弓J(kam邑n-iCh孟chi)の名はそとから出ている O その時

以来908年 (1502/03年〕まで，タシュケンドとシヤールヒーヤの一帯 (wi1ayatl)

はチャガタイ家のハーンたちの支配下にあった O この時点 [899年〕では， モ

グ-)レ・ウノレスのハーンf立は，ユーヌス・ハーンの長男で，私の母方のおじに

当るス jレターン・マフムード・ハーンが占めていた O

ウマル・シャイフ・ミーノレザーの兄でサマノレカンドの君主 (p邑dishah)のス

ノレターン・アフマド・ミ-}レザー SultanAb.mad Mirzaとモグーノレ・ウノレスの

ハーンであるスルターン・マフムード・ハーンは，ウマノレ・シャイフ・ミーノレザ

ーの悪しき行動を心よく思っていなかった。そこでお互いに協約して，スノレタ

ーン・アフマド・ミ-}レザーはスノレターン・マフムード・ハーンを婿(k註yaw)

と為し，前述の年 [899年〕に，ホジャンド)11の南傑からスノレターン・アフマド

ミーノレザーが，そして北側からスノレターン・マフムード・ハーンが〔それぞ

れ)ウマノレ・シャイフ・ミーノレザーにむけ出兵した O ところが乙の時，不思議

めな事が起乙った O 前述の如く， (6b)アフスィ域は高い絶壁の上にあり，建物は

!挟谷に接して建てちれていた O まさに乙の年のラマザーン月 413月曜呂 [1494

年 6月 8日J， ウマ jレ・シャイフ・ミー jレザーは鳩と鳩小屋と一緒立飛んで鷹

になった (shon弓arboldl) 0 39歳であったO

彼〔ウマル・シャイフ〕の誕生と系譜 860年 [1456年〕にサマルカンドで

生まれた o [ティム-}レ朝の君主であった〕 スルターン・アブー・サーイード

・ミーノレザー SultanAb註 Sa'idMirzaの4男で，スノレターン・アフマド・ミ

-}レザー，ス jレターン・ムハンマド・ミーノレザー SultanMub.ammad Mirza， 

スノレターン・マフムード・ミ-}レザー Sult孟n Mahmud Mirzaより年少であ

った O スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーはスルターン・ムハンマ

ド・ミーノレザー SultanM ub.ammad Mirzaの子で，スルターン・ムハンマド

ミ-}レザーはミーラーン・シャー・ミーノレザー MiranshahMirz孟の子であ

った O ミーラーン・シャー・ミーノレザーはティムール・ベグ TimurBegの 3

男で， ウマ jレ・シャイフ・ミーノレザー及びジャハーン・ギ-}レ・ミ-}レザー

J ahangir Mirzaよりは年下で， シャー・ jレフ・ミーノレザー ShahrukhMirza 

よりは年上であった O

スルターン・アブー・サーイード・ミー jレザーは，はじめウマノレ・シャイフ
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-ミーノレザーにカーブ jレを与え，パーパーイ・カーブり-Baba-yi K呈buliを

その後見人 (begatak引として， cアフガニスタンへの)出立を許していたり
やがて主子たちに割礼をほどこす儀式 (toy) を行なうため， cバルフ南方の;
ガズの谷 (darra-yi Gaz) からミー jレザーを呼びもどし，サマノレカンドに連れ

て来たっ儀式が終ると，かつてティムール・ベグが長男のウマル・シャイフ・

ミーノレザーにフェルガーナ地方を与えたという関孫から， c同名のウマル・シ
ヤノイフピ〕アンディジャーン地方を与え，ホダーイ・ベ jレディ・トゥグチ・テ

ィムーノレタシュ Khuday-berdi tughchl Tirnむ -tash を後見人につけて派遣

した。

姿形と習?貫 主豆身で，まるいひげ〔ほほからあごに続くひげ〕をはやし，内

7aづきのよい顔をした肥った男であった O 衣服を (7討す乙ぷる身体どぴっち。

と身につけていた C 腰帯をしめさせる時にほ，C，息をはいて〕お援を内にひっこ

めてしめさせた程であるむ腰帯そしめた後で主に自分を〔窮詔さから〕解放

しようとすると，しばしば腰帯が裂けてしまったか衣販とか食物は型にとらわ

れなかった (bi-takalluf)。ターバンを折り目をつけてひと巻き (dastarpich) 

に巻いていた。当時ターバンは全て四つ巻き (charpich)であった O 人々はまfT

ち自をつけずに巻いて，端をたらしていた G 夏には，宮殿内以外では，たいて

いモグーノレ椙 (Moghulibork) を身につけていた O

品行と生活態度 ハナフィ一派に属する，まともな信仰を持った F人物であっ

た。 5回の礼拝を欠かす事は無かった。生涯，語合で実行しえなかった宗教的

義務の「うめ合せJ(qa告')をも全て行なっていた O しばしばコーランを謡ん

でいた。〔ナクシュパンディー教自の〕 ホージャ・ウパイドゥッラ-Khwaja 

‘Ubayd Allah に師事していた c お会いする事を大変ありがたい事に思ってい

た。ホージャも〈彼を〕息子と呼んでおられた c 流暢な読み書きの龍力を持っ

ていた。 2種の戸、ムサj(Khamsa) とマスナヴィ一体の諸書，それに歴史書

を読んでいた o rシャー・ナーマ1(Shah-nama)もほとんど読んでいた O 詩才ー
があった O しかし詩を作る気辻無かった C 彼の公正さは以下に述べる程であっ

たO 中菌の誌面 (Khitaykara Wanl)が来た時，アンディジャーンの東方の山の

麓で，雪が 10001援かち成る該自を襲って 2人だけが死をまぬがれた o [ウマ

ノレ・シャイフは〕それを開くと収税宮 (muha符il) を派遣して隊高の全ての財

7b産を (7b)管理下に置いた G 相続人がいなかったが，大変なのにもかかわらず，

au 
Q
d
 



その財産を膏理して 1"'-'2年後にサマノレカンドやホラーサーンかち相続人た

ちを呼んで来て，彼らの財産を彼等に安全にもどした O

非常に寛大であったが，それは生まれつきの寛大きのようであった C 気の良

い，話し好きの，流暢な，話のうまい人物であったO 勇敢で男らしい人物であっ

たo 2度，彼自ら，全ての若党達 (yigit)から離れて万をふるった。 1度はア

フスィの城門の所で，いま 1度はシャーノレヒーヤの域内に於いてであったG 矢

を，ほどほどに射たO 腕力が強く，その一ばつで揺れぬ若党は独りもいなかっ

たO その征服欲が強かったため，平和が戦争に，友情が敵意に変る事が多かっ

た O 以前に法大量に語を飲んでいた O 晩年は 1週間に 1"'-'2度震を設けていた C

同霜すると楽しい人物であった O 時にはよい詩を言語んだ。挽年法それ以上に麻

薬 (mピjun)を好み，薬の効いた時には自失していた O 惚れっぽく (mutayyam

s恒三r)，多くの愛の印がその胸におされていた (na'l-o-dagh-lbisyar erdi)。

いつも双六 (nard)遊びをしていた O 時にはさいころ (qumar) もしていた G

戦争と戦闘 3度戦った O 最初はユーヌス・ハーンとアンディジャーンの北

8a (8a)側，サイフーン111の岸辺のタカ・セクリトキュ Taka-Sekritku[1堆羊の

跳躍jの意〉という場所で戦って敗北を喫し捕虜となった O そこがこの名で知

られている理由は，山麓のため，サイフンJI1が非常に狭く流れているので，そ

乙を雄羊 (taka) が跳びとえた (sekri-gan)という話がe5るためである O ユー

ヌス・ハーンは彼を丁重に扱って自領へと帰る事を許した O この場所で戦が行

なわれたので，タカ・セクリトキュの戦;まその地方で辻時代を画する事件とな

っている O 第 2はトゥノレキスターン地方のウノレス111Urus sUyl の汚畔で，サ

マノレカンド近辺を略奪して婦る途中のウズベクと戦った G 彼はウノレスJI!を氷上

を渡って大いに破り， [敵の手中にあった〕捕虜と財貨を(敵から〕切ち離し，

その全てをもとの所有者に返してやり，自分辻全く何も取ろうとしなかったG

いま 1度は〔兄の〕スノレターン・アフマド・ミーノレザーとシヤールとーヤとウ

ラ・テペむra-tepeの琵のハース Khwasという村で戦って敗北したO

領地 父君はフェノレガーナ地方を与えていた O しばしタシュケンドとサイラ

ーム Sayramもミ -Jレザーの支配下にあった O 兄のスノレターン・アフマド・ミ

-)レザーが与えたものである G シャーノレとーヤを計略を用いて取って， しばら

く領有していた G 晩年はタシュケンドとシャーノレヒーヤは手中から離れていた。

フェルガーナとホジャンドとウラ・テペがその領地であったO ウラ・テペの元
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の名はウスノレーシャナ Usrushanaで，ウスルーシュ Usrushとも云うの若干の

め人々はホジャンドをフェノレガーナ内には (8b)数えない O スルターン・アフマ

ド・ミーノレザーが (893年/1488年〕タシュケンドへモグ-)レにむけ出征し，チ

ノレJ1I Chir-sUYl Cチノレチク}11 Jの河畔で敗北を喫した際，ウラ・テペにはハー
フィズ・ベグ・ドウラダイ草afi写 BegDa wladayが居た O 彼はウラ・テペを

〔ウマノレ・シャイフ)ミ-}レザーに与えた O それ以来，ウスルーシャナはウマ

ノレ・シャイフ・ミ-}レザーの支配下にあった G

子供たち 3男 5女が生存している O 長男が忍，ザとーノレッ・ディーン・ム

ハンマド・パーブル Zahiral-Din Muhammad Baburでo')ったO 私の母はク

トゥノレク・ニガー jレ・ハーヌム QutluqNigar Khanlmであった O 次の息子は

ジャハーンギーノレ・ミ-}レザー Jahangir Mirzaで，私より 2つ年下であった O

その母ほモグールのテュメン・ベグ (t註manbeg)の家柄の出身であった。フ

ァーティマ・スルターン F孟timaSu1tan という名である O もう一人の息子は

ナースィノレ・ミ-}レザ-N句irMirzaで， 母はアンディジャーン人 (Andi-

janhgh)で側女 (ghunchachl)であった。ウミード Umidという名であった。

ナースィルは私より 4歳年下であった。

長女はハーンザーダ・ベギム Kh孟nzadaBegimで，私と自腹であった O 忍

より 5歳年長であったO 私が [906年/1500年J2度目にサマノレカンドを取った

擦，私はサザ・プノレ Sar-ipulで〔ウズベクのシャイパーニー・ハーンに〕破

られたにもかかわらず，サマルカンドに入って 5カ月間龍域した。しかし謂毘

の諸君主やベク、、たちから何の援助も得られず，私は進退きわまり，域を捨てて

出城した。その際，ハーンザーダ・ベギ、ムは〔散であるウズベクの〕ムハンマ

ド・シャイパーニー・ハーンの子中に落ちた〔実際は，出城の条件として引渡

されたJo一人の男子が生まれた C フッラム・シャ-Khurram Shahという名

9aで，才に恵、まれた子であった O パノレフ地方 (Balkhwilayah)を (9a)与えられ

ていたが，父の死 (1510年〕より 1""""2年の後に神の御許にめされた o Lサフ

ァヴィ一朝の〕シャー・イスマーイーノレ ShahIsma'ilが (1510年〕ウズベク

をマノレヴ Marvに破った際，ハーンザーダ・ベギムはマノレヴにいた o Cシャー

は〕私との関係から(彼女を〕了重ζ扱い，十分な護衛をつけて護送し，クン

ドゥズ匂unduz に来て私に合流した O 一別以来 J 10年の月日が流れていた O

私とムハンマディー・キュケノレタシュ MuhammadiKるkaltash が〔確かに姉
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にまちがいない事を〕確認したO しかしベギムとベギ、ムの側近の者たちは，忍

がそうだと云っているのに，忍を〔パーブ、jレだと〕認めなかった G 彼らはしば

らく時間がたって私を認めた O

次の娘はミフノレ・パーヌー・ベギム MihrBanii Begim で，ナースィル・

ミーノレザーと母を再じくした C 私より 2歳年上であった O

次はシャフル・パーヌー・ベギ、ム ShahrBお註 Begimであった G 彼女もナ

ースィノレ・ミーノレザーと開腹であったO 私より 8歳年下であった o <p. 11次
はヤードカール・ス jレターン・ベギム YadkarSu1tan Begimで，母はアーガ

ー・スノレターン AghaSul恒n という名の側女であった>。

次はJレカイヤ・ス Jレターン・ベギム RuqayyaSultan Begimで，母はカラ・

キョズ・ベギム Qara-kozBegimび黒い撞の姫JJと呼ばれていたマフドゥー

ム・スノレターン・ベギム Makhdum Sultan BegimであったO

2人共， ミ-)レザーの死後に生まれた O ヤードカール・スルターン・ベギム

を私の祖母のイセン・ドウラト・ベギム IsanDa wlat Begimが養育していた O

シャイパーニー・ハーンが [1504年〕アンディジャーン，アフスィを取った際，

ヤードカーノレ・スルターン・ベギム誌ハムザ・スノレターン I:Iamza Sultan の

アブドウノレ・ラティー 7 'Abd al-Latifという名の息子の手に落ちた o [917年/

1511年〕私がハムザ・ス jレターンをはじめとする王子たち (sult孟nlar) をフッ

タラーン Khuttalan地方で破り，ヒサーノレ弓句会を取った擦，彼女は私に合

流した D またかの同じ時に，ノレカイヤ・スノレターン・ベギ、ムは〔シャイパーニ

ーのいとこの〕ジャーニー・ベグ・スノレターン]ani Beg Sultan の子に落ち

9bたo (9b) 1 ---2名の男子が生まれたが，生きおおせなかった O 最近，彼女が

神の御許にめされたという知らせがとどいた O

妻妾たち クトゥ jレク・ニガール・ハーヌムがいた o Cモグーノレの)ユーヌ

ス・ハーンの次女で，スノレターン・マフムード・ハーン，スノレターン・アフマ

ド・ハーンの婦であった O ユーヌス・ハーンはジンギーズ・ハーンの第 2子チ

ャガタイ・ハーンの一族の出身である o Cその系譜はJ]ingiz Khan -Chagl首長y

Khan-Mii'孟tukan(M註at註gan]-YisunTu'a (Yesun Tu'a] -Baraq Khan-

Du'a Khan [Du'a KhanJ -Isan B註gh孟 Kh孟n[Is孟nBugha KhanJ-Tiighliiq 

Timiir Khan [Tughluq Timur 五hanJ-Khi手rKhwaja 五h孟n-Muhammad

Khan -Shir‘Ali Oghlan-Ways Khan-Yiinus Khanである G ちょうどよい
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機会なので，乙こでハーンちの諸状況についても簡単に述べておく事にしよう O

〔ユーヌス・ハーンについて〕

ユーヌス・ハーンとイセン・ブガ・ハーン Isan Bugha Kh孟n はヴアイス

・ハーンの子であったO ユーヌス・ハーンの母は， トゥノレキスターン人のキプ

チャク族のベグ階級の出身で (Turkistanhq QIPchaq begl盃ridin)，ティムー/レ

・ベグが目をかけたシャイフ・ヌーノレッ・ディーン・ベグ ShaykhNur al-Din 

Beg の娘ないし孫娘であった O ヴアイス・ハーンが [1432年 ~cJ 設すると，モ

グ-)レ・ウ jレスは 2派に分裂した o 1 i夜泣ユーヌス・ハーンの傑につき，より

多数はイセン・ブガ・ハーンの到についた O それより先に，ユーヌス・ハーン

の婦を， [ティムーノレ朝の;ウ jレグ・ベグ・ミ-)レザー UlughBeg Mirzaが

に患子の〕アブドウ jレ・アズィーズ 'Abdal-'Azizに要わせていた O この関係

から，パーワン部のテュメン・ベグの 1人 (Barintuman beglaridin) のエノレ

10aザン Erzan とチョラース部の (10a) テュメン・ベグの I人である (Choras 

tuman beglaridin) ミーラク・トゥノレクメン MirakTurkman は，ハーンを

3 ---4， OOO~震のモグーノレ・ウノレスと共にウノレグ・ベグ・ミ-)レザーのもとへと連

れて行った C それは，助けを得て再びモグーノレ・ウノレスを支配下に収めようと

する考えに基づいた行動であった。しかしミーノレザーは擾しくはしなかった O

若干を捕え， 若干をひとりずっ地方へと放逐した o Iエjレザンの破滅J(Erzan 

bozughlughl) は，モグーノレの人々の聞で 1つの紀年となっている C

彼らはハーンをイラーク方面へ送った。ハーン辻行って 1年以上タブワー

ズ Tabriz ~乙居た。当時， タブワーズの君主 (padishah) は黒羊朝 (Qara-

qoyluq) のジャハーンシャー・ノてーラーニー Jahanshah Bar忌niであった O そ

乙からシーラーズ Shiraz に来た C シーラーズには， cティム-)レ朝の君主〉
シャ-)レフ・ミ-)レザーの次男のイブラーヒーム・ス jレターン・ミーノレザー

Ibrahim Sul悼n Mirza が百た o 5---6カ月の後， [1435年 5月 4日〕イブラ

ーヒーム・スノレターン・ミ-)レザーが残し，息子のアブドウツラ-'Abd Allah 

がミ-)レザーの位に即し 1たO ハーンはアブドウツラー・ミ-)レザーの家臣

(nokar) として仕えた o 17---18年間， ハーンはシーラーズとその諸地域に暮

した O

ウノレグ・ベグ・ミ-)レザーとその怠子たちの抗争の際に，イセン・ブガ・ハ

ーンは機会を見出し，浸入してフェノレガーナ地方をカンディ・パーダームまで
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略奪し，来たってアンディジャーンを取り，住民を全て捕E警にした o (ティム

ーノレ朝の〕スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーが (1451年に〕即位

すると，出兵してヤンギの彼方，アシュパラ Ashparaでモグーリスターン領

10b内で(10b)， イセン・ブガ・ハーンを大いに破った O この厄介事を取り除く

ためにスノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーは，かつてアブドウル・

アズィーズが要ったユーヌス・ハーンの婦のハーヌムを自分が要っているとい

う関孫から，ユーヌス・ハーンをイラーク及びホラーサーンか与呼んで来て，

たびたび祝宴を催し，友誼を深め，モグーノレ・ウノレスのハーンに接立して〔モ

グーリスターンへ〕派遣した O 当時空サグルチ部のテュメン・ベクYこち (Sagh-

nchl turnan beglari)は，全て，イセン・プガ・ハーンに敵対してモグーリス

ターンヘ来ていた O ユーヌスはこれちの人々の間へやって来た O 当時，サグノレ

チ部のテュメン・ベクーたちの筆頭はシール・ハージー・ベグ Shir厚邑jjiBeg 

であった O ユーヌスはその娘のイセン・ドウラト・ベギムを要った G モグー

ノレの慣例 (Moghultorasi) に従って，人々はハーンとイセン・ドウラト・ベ

ギムを 1枚の白いフェルトの上に坐らせて， ハーンを上記持ち上げた (khan

kotardilar) 0 

ハーンのこのイセン・ドウラト・ベギ、ムから 3女が生まれたG 長女がミフ jレ

・ニガーノレ・ハーヌム MihrNigむ. Khanlrn で，スノレターン・アブー・サー

イードが長男のスノレターン・アフマド・ミールザーに要わせたが， ミー/レザー

の子供はできなかった O 後，私の空生時代に，シャイパーニー・ハーンの手に

落ちた O 私がカーブjレに来た時，彼女はシャー・ベギム ShahBegirnと共にサ

マノレカンドからホラーサーンに来て， (1505年〕ホラーサーンからカープノレへ来

た o [1507年〕シャイパーニー・ハーンがカンダハーノレにナースィノレ・ミ-)レ

ザーを囲んだ時，私はラムガーン Larnghan にむけ出発した o [スノレターン・

マフムード・ミ-}レザーの子〈母はユーヌス・ハーンの娘スノレターン・ニガ-

jレ・ハーヌム)Jハーン・ミ-}レザー KhanMirza，そしてシャー・ベギム，ミ

フル・ニガール・ハーヌムは〔シャー・ベギムの出寿地の〕パダフシャーンへ

lla行った O ムパーラク・シャ-Mubarak-shah がミーノレザー・ハーンを (lla)

カーライ・ザファル Qal'a-yiZafar (r勝利の域JJに招いた時， アパー・パク

ノレ・カーシュガリ-Aba Bakr Kashghari の襲撃に出くわし，シャー・ベギ

ムとミフノレ・ニガー jレ・ハーヌム，それに全ての人々の妻や家族が捕われの身
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となった O かの悪しき暴逆者に捕えられたまま，彼らは乙のはかなき世に別れ

を告げた O

次女は私の母のクトゥノレク・ニガール・ハーヌムであった O 私の誌とんどの

放浪・空往時代にも，私と共にあられた O カーブノレ征眼後 5---6カ月の 911年

[1505年 6月J，神の御許にめされ給うた。

3女法フブ・ニガール・ハーヌム Kh註bNigar Kh孟nlmであった。ムハン

マド・アサイン・キュレゲン・ドゥグラト Mul:lammadI:Iusayn Kurag長n

Dughlat に与えられていた c 1男 1女をもうけた O その娘を〔ウズベクのシャ

イパーニー・ハーンの甥の〕 ウパイド・ハーン 'UbaydKhan [1534-1540 

在泣〕が委った o [1511年に)私がブ、ハーラーとサマノレカンドを取った時，

彼女は逃げずに残っていた c [モグ-}レの〕スノレターン・サーイード・ハーン

Sult孟nSa'id Khan のもとから，彼女の父方のおじ〔ムハンマド・フサインの

弟〕のサイイド・ムハンマド・ミーノレザーがサマノレカンドの私の所へ捷者とし

て来た時，彼女は彼について〔モグー 1)スターンへ〕行った O スルターン・サ

ーイード・ハーンが要った c 〔フブ・ニガーノレ・ハーヌムの)怠子がハイダjレ

ミ-)レずー草aydar班irzaであった O 彼は父が [1508年〕ウズベクに殺害さ

れた後，来て忍に 3---4年間仕えた O 後iこ鞍を乞うて，カーシュガjレのハーン

のもとに?尋った O

全ては己が基へとたちかえる O

純金にせよ銀にせよ，また錫iとせよ C

彼は最近で;ま悔2援して正しき道を見つけたと云われている。書道，絵画，矢，
やじり

llb鍍，弓の指貫などあらゆるものに彼の手は熟達していた O 詩の才((11b) もあ

った C 立の所に彼の上奏文が来ていたが， その書式 (insha'sl) も悪くなかっ

アこ C

ハーンのもう 1人の妃 (khatun)はシャー・ベギムであったむ他にも何人か

の妃があったが，子供たちの母となったのはこの 2人だけであった O シャー・

ベギム辻パダフシャーン王シャー・スノレターン・ムハンマド Sh忌hSultan 

Muhammadのま良であった C このパダフシャーン王家の系譜はイスカンダル・

フィーノレクース IskandarFilq us (フィ 1)ップの子アレクサンドヨス大王〕に

さかのぼると云われている。

シャー・ベギムの姉にあたると思われる，この王のもう 1人の娘をスノレター
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ン・アブー・サーイード・ミーノレザーが要っていた O 彼女からアパー・パクノレ

.ミ-)レザー Aha Bakr Mirzaが生まれた O

ハーンのこのシャー・ベギムから 2男 2女が生まれた O 他の 3人より年長で，

先の〔イセン・ドウラト・ベギムかち生まれたJ3人の娘たちよりも年下なの

がスノレターン・マフムード・ハーンであったO 彼の事を，サマノレカンドやその

毘辺地帯で，若干の人々はハーニケ・ハーン Khani凶 Khan と呼んでいる C

スノレターン・マフムード・ハーンより年下なのがスルターン・アフマド・ハー

ン Su1tanAhmad Khanであった O 彼はアラチャ・ハーン AlachaKhanの

名で知られていた orアラチャ」の名の起こりは以下の如くだと云われている O
カjレマク Qalmaq [酉モンゴノレ族〕及びモグー jレの言葉では殺裁者をアラチ

alachiと云う O 彼がカノレマクを何度も破り多くの者を殺したために，彼をアラ

チと呼んだ。捷用されている内にアラチャとなったと O なお乙の史書(ta'rikh)

の中で，ハーンたちについては何度も記述する予定である C 彼らの諸事件や諸

情況はそこで述べられるであろう G

12a 他の者たちよりも年少で 1人の娘よりも年長なのが (12a)スノレターン・ニ

ガール・ハーヌム Sult忌nNigar Khanlmであった O 彼女をス jレターン・マフ

ムード・ミーノレザーの所へ嫁がせていた O ミーノレザーの子として 1人の男子が

生まれ，スノレターン・ヴアイス SultanWays C別称ミーノレザー・ハーン o 27a 

参照〕と名づけられたが，彼についてはこの史書の中でやがて述べるであろう O

スノレターン・マフムード・ミーノレザーの死 [1495年〕後は，息子を連れて，誰

にも告げずに，タシュケンドの兄たちの所へ行った O 数年後に，人々は彼女を，

ジンギーズ・ハーンの長子ジョチ Jochiの一族でカザク (Qazaq)のスルタン

の 1人であるアディク・スノレターン AdikSultan に与えた o [1503年〕ハーン

たちをシャイパーニー・ハーンが破ってタシュケンドとシャ-)レヒーヤを取っ

た際に，彼女泣12人のモグールの従者 (nokar) と共にのがれてアディク・ス

ノレターンのもとへ行った G アディク・スノレターンによって 2女をもうけた O そ

の内の 1人をシャイパーン家のスルターンに，もう 1人をスノレターン・サーイ

ード・ハーンの息子のラシード・スノレターン RashidSu1tan に与えた O アディ

ク・スノレターンの残後， カザク・ウ jレスのハーンであるカースィム・ハーン

Qasim Khan [1511-1518頃在位〕が要った O カザクのハーンやスルターンの

自で，そのウノレスをカースィム・ハーンの如くに治めた人物は 1人もいないと
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云われている G その兵はおよそ30万を数えた O カースィム・ハーンの残後，ハ

ーヌムはカーシュガjレのスノレターン・サーイード・ハーンのもとに来た。

最年少はドウラト・ス jレターン・ハーヌム DawlatSultan Kh孟nlm であっ

た O タシュケンドの破滅の際，シャイパーニー・ハーンの子のティムーノレ・ス

12b }レターン TimurSultanの手に (12b)落ちた G その 1女が生まれた O 彼女た

ちは，サマノレカンドかち私と一緒に脱出した o 3""""" 4年間，パダフシャーン地

方に居た G その後，彼女たちはカーシュガノレのスノレターン・サーイード・ハー

ンのもとへ行った O

〔妻妾たち〈続)J

ウマノレ・シャイフ・ミ-}レザーの妻妾たちのもう 1人誌，ホージャ・フサイ

ン・ベグ KhwajaI:Iusayn Begの擦のウノレス・アーガ-Ulus Aghaであった O

I女が生まれたが天逝した o 1年ないし 1年半後に人々は彼女をハラム〔後

宮)から出した o Jj!Jの 1人はファーティマ・スルターン・アーガ- F孟tima

Sultan Agh主であった O モグー jレのテュメン・ベグの家柄の出であった G ミー

ノレザーは，最初どこのファーティマ・ス jレターン・アーガーを要った O もう 1

人はカラ・キョズ・ベギム Qara-k凸zBegim で，晩年に要った O 大変愛され

ていた G ミ-}レザーをよろこばせるために，彼女はその系譜をスノレターン・ア

ブー・サーイード・ミ-}レザーの兄のマヌーチフル・ミーノレザ-Manuchihr 

Mirz孟にさかのぼらせていた G 妾・ 11t1J女も多かった o 1人はウミード・アーガ

ーチャ UmidAghachaで， ミ-}レザーより先に残した O ミーノレザーの晩年で

誌 1人はトゥン・スノレターン TunSultan C <p. 15. Tursun Sultan> Jで，

モグーノレの出身であった G もう 1人はアーガー・スノレターン AghaSultanで

あった C

アミーんたち ホダーイ・ベ jレディ・ティムーノレタシュ Khuday-berdi 

Timur-tashがいた O へラート (Hari)のハーキム(与孟kim) のアク・ブガ・

ベグ AqBugha Begの兄の一族の出身である。スノレターン・アブー・サーイ

ード・ミーノレザーが〔ウ jレグ・ベグの子アブドウ jレ・ラティーフの子の〕ジュ

ーキー・ミーノレザー JukiMirzaをシャー jレヒーヤに包毘した時，彼ばフェノレ

ガーナ地方をウマノレ・シャイフ・ミーノレザーに与え，こりホダーイ・ベノレディ

13a • (13a) ティムーノレタシュをその宮廷の長に任命して派遣した (ishikinibu 

Khuday-berdi Timur-tashqa bashlatlp yibarip erdi) 0 当時このホダーイ・べ
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ノレディ・ティム-)レタシュは25歳であったC 年ほ若かったが，彼の制度，規律，

解決はまことにすばらしかった o 1 """' 2年後， [モグ-)レの〕イプラーヒーム

・ベグチク lbrahimBegchikが，オシュ近辺を襲撃した擦，ホダーイ・ベノレ

ディ・ティムーノレタシュ法追撃して戦って打たれて殉教者となった (shahid

boldl) 0 その時， スノレターン・アフマド・ミーノレザーはウラ・テペのアク・カ

チュガイ AqQachghayという夏営地に居た C サマノレカンドから18ユガチ東方

の地点である O スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーは，ヘラートの

東方12ユガチのパーパー・ハーキ-Baba Khakiに居たO この〔ホダーイ・ベ

ノレディの死の〕知らせをアブドウル・ワッハープ・シカーウル‘Abdal-Wahhab 

shiqawul [シカーウノレはモンゴノレ語起源。「客の随伴者役JJを通じて〔ス Jレタ

ーン・アフマド・ミーノレザーに〕上奏し， [ス jレターン・アブー・サーイード〕

ミーノレザーに早馬を走らせた G この 126ユガチ〔ウラ・テペ，ヘラート関誌約

1，OOOkmJ の道のりを 4日で駆けた O

次にハーフィズ・ムハンマド・ベグ・ドウラダイlJafi写 Mu1.IammadBeg 

Dawladay がし")lこ。ス jレターン・マサク・カーシュガリ SultanMalik 

Kashghariの子で，アフマド・ハージー・ベグ A1.Imad草ajjiBegの弟であったO

ホダーイ・ベ jレディ・ベグの死後，人々はこの人物を宮廷の長として (ishik

ikhtiyan qlhp)派遣した o [1469年の)ス jレターン・アブー・サーイードの死

後， アンディジャーンのベグたちが彼とうまくゆかなかったため，彼はすマ

ルカンドヘ行きスルターン・アフマド・ミールザーに仕えた O スノレターン・ア

フマド・ミ-)レザーが [1488年〕チル)¥1で敗れた際，後はウラ・テペにいた G

13b (13b) ウマノレ・シャイフ・ミーノレザーがサマノレカンドをめざしてウラ・テペに

来ると，ウラ・テペをミーノレザーの支配下に委ねてミーノレザーに仕えた G ウマ

ノレ・シャイフ・ミーノレザーもアンディジャーンのハーキム職(1.Iukumat)を彼

に与えた G 後には彼は〔モグーノレの〕スノレターン・マフムード・ハーンのもと

へ行っていた O ミーノレザー・ハーン〔の後見〕をまかされて，彼にディーザク

Dizakが与えられた。私が [1504年に〕カーフツレを占領する以前に，彼はメッ

カMakkaにむけ出発し，ヒンド道 (Hindyoh)をとって進んだが道中で神の

御許にめされた O 素朴な，寡黙な，きわだった所の無い人物であった G

次はホージャ・フサイン・ベグ KhwajaI:Iusayn Beg であった G 男らしい

単純な人物であった。当時の流行に従って酒の席で即興詩句oshuq)をたくみ
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にうたっていたようであるむ

次ばシャイフ・マズィード・ベグ ShaykhMazid Begであった O 人々は彼

を私の最初の後見人 (begatak忌〉にしていた。その規律，制度〔行政詑力〕

ばすこぶるすぐれていたっ〔シャー・ノレフの子パイスングノレの子の〕パーブノレ・

ミ-)レザー BaburMirza に仕えた事がある。ウマ jレ・シャイフ・ミー jレザー

のもとでは彼以上のベグはいなかった O 色好みの人物であった O ノト姓 (chuhra)

の面倒をみていた C

次はアワー・マズィード・ベグ 'AliMazid Begで，カウチン部 (Qawchin)

に嘉した o 2度敵対した o 1度はアフスィで，もう 1度はタシュケンドに於い

てである G 場動的な，みだらな，感謝の心を持たぬ，丞認できぬ人物であった C

次はハサン・ヤークープ・ベグ草asanYa河ubBeg で，小心で，人の好い，

敏捷で，活動的な人物であった O この句は彼のものである。

帰っておいで，おおホマー〔幸せをもたらすという霊鳥)よ，そなたの口

辺のうぷ毛すちまだ私には無いというのに，

からすが私の骨を運ぶ日がもう近づいた。

14a 男らしい人物で，矢を巧みに射た。ポロも (14a)うまく，跳び馬 (khakpela) 

も巧みに挑んだC ウマノレ・シャイフ・ミーノレザ、ーの死後，忍の宮廷における権

限の z保持者が彼であった (meningishikimda $ahi b-i ikhtiyar 01 edi) 0 心が

狭く，気の弱い，まずめんどうを起 ζす心配の無い人物であった C

次はカースィム・ベグ QasimBegであった G カウチンである O 古いアンデ

ィジャーンのクシュン・ベグ (qushunbeg) C部族軍団の長〉の家柄の出身で

あった心ハサン・ベグの後に私の宮廷における権限の所有者が彼であった G 終

1立，彼の権威・権援は増大し，減ずる事;ま無かった G 男らしい人物であった O

1度はカーサーンF付近を略奪したウズベクを追撃して大いに破った G ウマノレ・

シャイフ・ミー jレザーの脇で刀をふるった G ヤスィ・ケチト YaslKechit の

戦でもよく奪戦した G 私の放浪時代に (qazaqhqlarda)，在がマスイーハーILI 

地 (MasihaKuhistan) からスノレターン・マフムード・ハーンの所へ行こうと

した時，カースィム・ベグは別れてホスロー・シャ- Khusraw-shah の所へ

行勺たと3gb参照〕。私がホスロー・シャーを捕え，カーブjレで(ズーン・ヌー

ン・ベグの子の)ムキーム Muqimを包囲した 910年 [1504年〉に，カースィ

ム・ベク、、が来た。忍は， また全く以前と局様に彼を重んじ眼をかけた o [1507 

口。nu っ“



年〕私がトゥノレクメン・ハザーラ族をフーシュ Khushの谷で襲撃した際，カー

スィム・ベグは老齢にもかかわらず若党たちよりもよく進んだので，パンガシ

14bュ地方 Bangashwilayat1を分ち与えた(julduberdim) 0 後 J (14b)カーブノレ

に帰ると，彼を〔私の長男の〕フマーユーン Humayunの後見人 (begataka) 

に任命した O ザミーン・ダーワノレ Zamin-Dawarを取った頃，彼は神の御許に

召された O まことのムスリムで信心深い敬愛な人物であった o C法で禁じられ
ている琢肉等の物を含むかも知れぬ〕疑わしい食物には子をつけなかった O そ

の意見と助言はすこぶる役立った O 冗談をよくした G 読み書きはできなかった

にもかかわ与ず，その機智はしばしば人を楽しませた O

次はノぐーパー・アワー・ベグ Baba‘Ali Begの子のパーパー・クワ-Baba 

Quliであった G シャイフ・アワー・ノてハードウル Shaykh'Ali Bahadurの一

族の出身であった O シャイフ・マズィード・ベグの死後，人々は彼を忍の後見

人にした G スノレターン・アフマド・ミーノレザーがアンディジャーンに出兵した

時，彼はスノレターン・アフマド・ミ-)レザーに投じて，ウラ・テペを献じた O

[1495年の〕スノレターン・マフムード・ミーノレザーの死後，彼がサマノレカンド

から脱出して来た時，ウラ・テべからスノレターン・アリー・ミ-)レザーが出て

彼と戦って破って殺した O その規律や法〔行政能力と司法語力〕はすぐれてい

た G 従土ら (nるkar) の面倒をよくみた O 礼拝はしなかった O 断食もしなかっ

た O 暴君で邪教徒的な人物であった G

次はアワー・ドースト・タガーイ-'Ali Dust Tagh邑'iであった O サグノレチ

部のテュメン・ベグの一族の出身であった O 私の母方の祖母のイセン・ドウラ

ト・ベギ、ムと同族であった O 私はウマノレ・シャイフ・ミーノレザーの時代以上に

彼に自をかけた O 彼の子で何事かが起こると人々は云っていたC しかし私のそ

15aばに岩たこの数年間，云われているような事は何も起こちなかった o (15a) ス

ノレターン・アブー・サーイードに仕えた時代には，彼はヤダ石を用いて風雨を

呼び起こす事ができると主張していた (yadachlh守 da'wIsini ql1ur edi) 0 鷹

匠(qushchl)であった G 惑心できぬ品行・態度の人物であった C 嫉妬深く，事

あれかしの，粗野で民善者的で利己的で，荒々しい口をきき，冷い顔つきの人

物であった C

次はヴアイス・ラーガワ-Ways Laghariであった。サマノレカンドのトゥク

チの人々の出身であったのamarqandhqTuqchl elidin edi) 0 ウマ jレ・シャ
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イフ・ミーノレザーのもとで晩年には非常に可愛がられていた G 私と放浪時代を

共にした Q 意見や助言はすこぶる役に立った O やや煽動者的であった G

次はミーノレ・ギヤース・タガーイー担irGhiyath Tagh忌'i であった。アリ

ー・ドーストの弟であった C モグ-)レ人の王子たち (mirzadalar) の内には，

スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーの宮廷 (ishik)でこの人物より

上克を占める者泣いなかった G スルターン・アブー・サーイード・ミー jレザー

の西方形の印章 (chaharsu muhn) は彼が管理していた O ウマノレ・シャイフ

.ミーノレザーの晩年，非常に自をかけられていた O ヴアイス・ラーガワーと親

友であったりスノレターン・マフムード・ハーンにカーすーンが与えちれて以後，
ひょうきん

彼は終世ハーンに仕えた。ハーンもすこぶる目をかけた G 人を笑わせる剰軽な

人物であった C 男色 (fisq)においても諒する所が無かった G

次はアワー・ダノレヴィシュ 'AliDarwishで，ホラーサーン人 (Khorasanhq)

であった G スjレターン・アブー・サーイード・ミ-)レザーのもとで，ホラーサ

ーンノト姓隊 (Khorasanchuhrasl jergasi)の一員として仕えていたO ホラーサ

15bーンとサマルカンドがスルターン・アブー・サ一千ードの支配下に(15b)入る

と，この 2つの首都の仕事に適した若者たちを特間近衛隊 (kha字率atabin) に

仕立て，ホラーサーン小姓隊 (Kho誌 S長nchuhra tabini) ，サマノレカンド小姓隊

(Samarqand chuhra tabini) と呼んだと云う。私のもとではサマノレカンドの

宮廷でよい動きをした心男ちしい人物であった G ナスフ・ターリーク体の書

(naskh ta‘liq khatりをよくした白人を楽しませる事を云っていた C 性格では

欲深さがかっていた。

次はモグ-)レのカンパノレ・アリ-Qanb訂正AliMoghulであった。馬群管理

官 (akhtachl)の出身であった。彼の父が〔フェ jレガーナ〕地方に来て，しば与

く量殺人 (sall孟kh)の仕事をしていたために，彼はカンパノレ・アリー・サッラ

ーフと呼ばれていた C 彼はユーヌス・ハーンのもとで水さし持ちはft忌bachl)

をつとめ，後にベクーになった。私のところでも非常な寵愛を受けた。地位にあ

りつくまではその努力はすばらしかった C 地f立にありつくと役立たずの所があ

った c おしゃべりで話があちちこちらととんだc よくしゃべる者はとりとめも

なくしゃべるというのがきまりである。 心が狭く，頭のわるい人物であった O

ウマル・シャイフ・ミーノレザーにこの事件が起こった時 (1494年 6月8日L
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私はアンディジャーンの〔域外の〕チャハー jレ・パーグ ChaharBaghにいた。

ラマザーン月 513火曜日 [1494年 6月 9日〕にこの知らせがアンディジャーン

にとどいた O 急ぎ馬に乗り，棲らにいた従士・従者らと共に〔アンディジャー

ンの〕域にむかった C ミーノレザ一円に着くとシ-1)ーム・タガーイ-Shirim 

Tagha'iが私の手綱を取ってナマーズ・ガーフ〔集盟礼拝場]の方へ導いた O

彼はふとこう考えたのである:スノレターン・アフマド・ミーノレザーは強大な

16a (16a)君主である O もし彼が大軍と共に来れば，ベグたちはバーブルと領地を

彼に引渡すであろう C パーブノレをウズケンド Ozkendとイル・タグIltagh 

[<p. 20アラ・タグ A詰 tagh>Jの麓の方へ連れて行けば，もし彼らが領地

を献上しでもパーブル自身はスノレターン・アフマドの手に落ちず，そのおじた

ちであるアラチャ・ハーンかスノレターン・マフムード・ハーンの所へ行きつく

で三うろうと。

ホージャ・マウラーナー・カーズィ-Khwaja立awlan忌 Q昌告と域内にい

たベグたちはこれを知ると，ウマノレ・シャイフ・ミーノレザーの古くかちの部下

(bayn) で 1人の娘の後見人でもあったホージャ・ムハンマド・ダノレズィ一

五hwajaMuhammad Darzi を遣した O そして種々の不安を乙れちの人々の心

から取り除き，私たちがナマーズ・ガーフの近くに到達していた時，私を連れ

て〔誠に〕ひき返した C ホージャ・マウラーナー・カーズィーはス Jレターン・

アフマド・カーズィー SultanAhmad Qa告の子で， C~ ヒダーヤ J の著者〕シ

ャイフ・ブルハーヌッ・ディーン・クノレチュ ShaykhBurhan al-Din Qlbch 

の同族であったO 母方を通じて〔ティムーノレ時代のマルギーナーンの支配者で，

サトゥク・ポグラ・ハーンの子孫と云われる〕スノレターン・イリク・マーズィ

Sultan Ilik Macli にさかのぼる G 乙れちの人々の一家は昔からフェノレガー

ナ地方で人々の精神的な寄り所 (marjiっとかシャイフノレ・イスラーム (shaykh

al-Isl孟m) に伝統的に (yosunluq) なってきている O 彼ちについてはこの書物

の中で繰りかえし述べられる予定である G 私は域につくと内域 (ark) に下馬

した O ホージャ・マウラーナー・カーズィーとベク守たちは私の前に来て相談を

まとめると，域の塔や城壁の整慌・補強に努めた O マルギーナーンとその近辺

で先遣球をつとめていたハサン・ヤークープ，カースィム・カウチンそれに若

干のベグたちは 1---2日後に来て〔私に〕仕え，皆が心と考えを 1つにして懸

16己命に(16b)なって域の確保に努めた O
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スノレターン・アフマド・ミ-)レザーほウラ・テペ，ホジャンド，マ jレギーナ

ーンを取って米て，アンディジャーンかる 4ユガチ〔実際は約 30kmJの地点

のクパ-Qubaに下馬した。この時，ダ jレヴィシュ・ガーウ DarwishGawと

いう名のアンディジャーンの貴人の 1人が不適当な事を云ったというので法に

処せられた。この処刊によって全ての人々が衝撃を受けた c

在、ほホージャ・カーズィーとホージャ・フサイン KhwajaI:Iusaynの子のウ

ズン・ハサン UzunI:Iasan を使者として派遣し，おおむね次のごとく〔スノレ

ターン・アフマド・ミールザーに〕伝えた:この地方に，あなたは御自身で自

ょうの配下の中から I人を選んで〔統治者として]置かれるでありましょう O 私

はあなたの配下でもあり息子でもありますっもしあなたがこの奉仕を私に委ね

られるならば，事態はよりよく，まだより安らかに落着する事でありましよう

との

スノレターン・アフマド・ミ-)レザーは三a葉数の少い，素朴な，男性的な人物

であった。どのような意見・議論 (sozon) も，どのような仕事令shkuch) 

もベグたち抜きで立決定されなかったむベク、、たちは〔私の)この申し出に理解

を示さず，厳しい回答をして，さらに前進した O 至高の神一一ーその自らなる全

能で私のあ与ゆる事柄を常に人の助けをかりず，正しい方向に導いて下さった

お方一ーは乙こにおいても幾つかの事態を引起とされた C つまり敵方はこの遠

征に寂気がきした一一ーというよりむしろとの〔フェルガーナ制圧の)許画を後

海して，望みを達する事なく退却した O この時起こった 1つの事柄は次の如く

であった:クパーには危険な所の多い黒汚 (QaraSUyl)があった。橋以外の所

17aでは渡れなかった o (敵の〕大軍が (17a)来て，橋の所で押され，多くの馬やら

くだがこの黒河に落ちて死んだ。これより 3---4年前，彼らはチノレ)!Iの渡しで

敗北を喫していたO この出来事はそれを思い出させて，兵士たちに怖れが充満

した O もう 1つは，その時馬が死をもたらすおそろしい病気(る国ti) にかかり，

群ごとに割れて死に始めるという事が起こった O さらにもう Iつは，彼らが，我

々の兵も民も，生命身誌に最後の息や力が残っている限り命をささげる事をも

のともせぬ程心を 1つにして団結しているのに気づいた事であった G 以上のよ

うな理由かる，敵はやむを得ずアンディジャーンの 1ユガチの所からダノレヴィ

シュ・ムハンマド・タノレハン DarwishMul;tammad Tarkhanを派遣して来た O

〔域の〕中からはハサン・ヤークープ草asan Ya'qub がナマーズ・ガーフの

。
J
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近くに出かけ，会見して，和平の如きもの匂ulるguna)をとりきめて 2入共

に帰った。

ホジャンドJ11の北側を進んでいたスノレターン・マフムード・ハーンが来てア

フスィを屈んだ o Cパーブノレの弟の〕 ジャハーンギーノレ・ミーノレザーがそこに

いた O ベグではアワー・ダルヴィシュ・ベグ， ミーノレザー・クリー・キュケル

ダシュ MirzaQuli Kokaldash， ムハンマド・ノてーキ jレ・ベグ Mul}.ammad

Ba司irBeg，シャイフ・アブドウツラー・イシクアーガ-Shaykh 'Abd Allah 

ishik-aghaがアフスィにいた O ヴアイス・ラーガリー，ミーノレ・ギ、ヤース・タ

ガーイもそ乙にいた o Cヴアイスとミーノレ・ギヤースは〕 ヒ述のベクーたちを怖

れて，ヴアイス・ラーガワーの領地 (wilayat)であったカーサーンへ行った O

ヴアイス・ラーガリーは〔パーブjレのもう 1人の弟の〕ナースィル・ミ-)レザ

ーの後見人 (begat誌a) であった C この理由からナースィ/レ・ミーノレザーは

カーサーンにいた O

17b ハーンがアフスィ近郊に到着すると乙れらのベク千たちはハーンに(17b)投じ，

カーサーンを献上した。ミ-)レ・ギヤースはハーンのお側に仕え，ヴアイス・

ラーガリーはナースィノレ・ミーノレザーをスノレターン・アフマド・ミーノレザーの

所へ連れて行った O 彼らは〔ナースィノレを)ムハンマド・マズィード・タノレハ

ン Mul}.ammadMazid Tarkhanに委ねた G ハーンは，アフスィの近くまで来

ると何度か戦をしかけたが，成果ほ全くあがらなかった C アフスィにいたベグ

たちゃ若党たちはよく命を堵して戦った O この聞にスノレターン・マフムード・

ハーンは病にかかった G 戦にも厭気がさしていた C 彼は自らの領地〔タシュケ

ンド〕へ帰った O

数年にわたって誰にも頭を下げ、た事の無いアパー・パク jレ・ドゥグラト・

カーシュガリ-Aba Bakr D註ghlatKashghari はカーシュガノレ及びホタン

Khotanの支配者(l}.akim)であったが，彼もまた領地を求めてウズケンド近

くZ来て，域を築き，地方を荒し始めた G ホージャ・力一ズィーと全てのベグ

たちが，行ってカーシュガワーを撃退するために在命された G その近くまでせ

まった時，カーシュガザーはこの軍誌には敵わぬと見てとって，ホージャ・カ

ーズィーの仲だちで，多くの策略を用いて自由となった G

このような大きな事件が起こった時代に， ウマ jレ・シャイフ・ミーノレザー

の死後に残されたベグたちゃ若党たちはよく団結して勇敢にその命を堵して戦
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った心アフスィか与〔ジャハーンギーノレコミ-)レザーの母のスノレターン・ベギ、

ム Sult忌nBegim，ジャハーンギーノレ・ミー jレザー，それにその家族とベグた

ちがアンディジャーンヘ来た O 葬イ義子azaresmi C犠突の犠J)をとり行ない，

食物・食料が貧者らにふるまわれた C

18a (18a) 乙れちの重要事から解放されると私は軍民の整舗と秩序づけに勃頭し

たC アンディジャーンのハーキム職。ukumat) と宮廷の長としての権摂

(ishik ikhtiy孟n)をハサン・ヤークープに定めたりオシュはカースィム・カウ

チンに定めた O アフスィとマルギーナーンには，ウズン・ハサンとアワー・ド

ースト・タガ一千ーを任命した。オマノレ・シャイフ・ミ-}レザー配下の抱のベ

グたちゃ若党にも，それぞれ適当に，領地 (wilayat wa yer) や職務 (mawja

wa jerga) ，俸禄 (wajh-iistiqamat) を定めた C

〔スルターン・アフマド・ミールザーについて〕

スルターン・アフマド・ミーノレザーの〔サマノレカンドへの〕帰還時 2'"'-'3

宿の後，彼の健康状態が急変して撚えるような熱がでた G 彼は，ウラ・テペ近

郊の白河 (Aq-su) に到達した時. 899年シャツワール月中旬 [1494年 7 足~ ， 

44歳でこの世を去った。

誕生と系謹 855年 [1451年j， Cその父〕スノレターン・アブー・サ一千ード

が〔サマノレカンドの〕王権を獲得した年に誕生した。スノレターン・アブー・サー

イード・ミーノレザーの長男であった G 母はオルダ・ブガ・タルハン OrdaBugha 

Tarkhan の娘でダノレヴィシュ・ムハンマド・タ jレハン DarwishMulJ.ammad 

Tarkhanの姉であった C ミーノレザーが大事にしていた妃であった。

姿形と習?貫 長身で，赤掲色のひげの，赤ら顔の，肥った人物であった O ひ

18bげはあご先にはあったが，両ほほには 08b)無かった O 非常に雄弁な人物であ

ったっターバンを当時の流行に従って 4つ巻きに巻いて，その端を前の方へま

ゆ毛の上に置いていたO

品行と生活態度 ハナフィ一派に属する正統的な信仰の持主であった o 5 oc 
の礼拝をおこたる事なく実行していた O 語 (sharab) を欽んでいる時も礼拝を

おこたらなかった o [ナクシュパンディー教団の長〉ホージャ・ウパイドゥツ

ラー狽下に師事していた o C <p. 23 ホージャ狽下は指導者であち援助者であ
られた O 〔スノレターン・アフマドは〉非常に礼儀正しかった。>J特にホージャ
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と相対している際にはそうであった O 彼ばホージャと同席した際には，決して

闘を組んだりしなかった併zibir bir tiziga ya wutk基ganemastur) と云われ

ている O ある時，ホージャ況下との会合の際，彼泣いつもとちがって，瑚を組

んで (ayaghlnlya wutkap)坐っていた O ミーノレザーが立ちあがった後，ホージ

ャ狽下がこうおおせられた:ミーノレザーが坐っていた所を調べて御覧と O そ乙

には〔正座を妨げるような〕骨が 1つあったという話だc

彼は何も読まなかった O 文字を知らなかった(冠miedi) 0 都市で成長したに

もかかわらず，粗野なトルコ人で洗錬されていなかった (turkw註 sadaedi) 0 

才龍には恵まれていなかった O 公正な人物であった O ホージャ狽下の門下の人

々 (ham-ayagh)の自にいた G ほとんどの重要事項はイスラム法に従って解決

していた O 約束や言葉に誠実で主うり忠実であったO 決してそれに背く事誌無か

った C 勇敢であった O 自分の手を直接下すような事は 1度も無かったが。もっ

とも，若干の戦でその勇敢さの印を示した事があるようだと云う人もある C 矢

19aを非常に (19a)巧みに射た O 鳴の形をした的 (ilbasun) にその矢や， ティー

jレゲズ〔ロrgaz，先の分岐した矢〕辻ほとんど全て命中したO ひょうたん形の的

(qabaq)を，射場のあの端この端から L罵で走り〕入って大低は射ぬいたO 晩

年に肥ってからは， きじゃうずらをピヤーズィー (piyazi，先端のついた矢〕

で射て，失敗する事は稀であった O 鷹匠であった G 鷹をしばし迂放った O 巧み

iこ放った O ウノレグ・ベグ・ミーノレザーの死後，彼ほどの鷹匠の君主はいなかっ

7こO

非常な耳らかしがりやであったO 人ばらいをした時に，親しい者や側近の者た

ちかちですらその足を隠していたという話だ。ひとたび欽み始めると， 20"，-，30 

自問ひき続き欽んだ。ひとたび酒 (chagh1r)を離れると，また20"，-，30日間飲ま

なかった O ひとたび坐ると，宴席に時には 1昼夜坐っていた O よく飲んだ。酒

を飲まぬ日はやたるに食べた O 性格ではけちくささがまさっていたO 言葉数の

少い，男性的な人物であった O 権援はベグたちの手中にあった。

戦争 4度戦った G シャイフ・ジャマーノレ・アノレグン ShaykhJamal Arghun 

の弟のニーマト・アルグン Ni'matArghunと(サマ jレカンド近郊θ〕ザーミ

ーン Zamin 鮒近のアカノレ・トゥズィ AqarTuzi で戦って勝った o 1度は

ウマノレ・シャイフ・ミ-)レザーと 〔サマルカンド， ウラ・テペ詩の〕ハース

Khw勾で戦ってまた勝った O もう 1度はタシュケンド近郊のチノレJl!の河畔で

FD 
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スjレターン・マフムード・ハーンと〔対決しJ，C実際には)戦闘は無かったに

19b もかかわらず， (19b)モグーノレの略奪殻が 1人 2人と[ミー jレザーの〕軍の??

後から来て，軽重に手をかけると，かくのごとき大軍が戦をする事も無く略奪

をする事も無く，お互いに相まみえる事も無くして滅ぼされた。多数の兵士が

チノレJl[で溺死した O もう 1度はノ¥イダノレ・キュケノレダシュと〔サ7)レカンド近

郊の〕ヤール・ヤイラク YarYaylaqで戦って勝った。

領地 父の与えたサマノレカンドとブ、ハーラーであった。シャイフ・ジャマー

ノレ ShaykhJamalをアブドウノレ・クドゥース 'Abdal-Qudus が殺害した後，

タシュケンドとシャーノレヒーヤとサイラームを取った G しばし領有した C タシ

ュケンドとサイラームを弟のウマノレ・シャイフ・ミ-}レザーに与えた O ホジャ

ンドとウラ・テペもしばしスノレターン・アフマド・ミ-}レザーに属した O

子供たち 2人の男子が生まれたが天道した o 5人の娘があった。その内の

4人はカタク・ベ、ギム QataqC <p. 24 Qutuq> J Begimから生まれた c

長女はラービア・スノレターン・ベギ、ム R亘bi'a Su1tan Begimでカラ・キョ

ズ・ベギ、ム〔黒い瞳の姫〕と呼ばれていた o Cスノレターン・アフマド・ミーノレ
ザーは〕自分の在世中に彼女をスノレターン・マフムード・ハーンの所ヘ嫁がせ

たC ハーンの子として 1人の男子が生まれた。パーパー・ハーン Bめ忌 Khan

という名で，かなり才に恵まれた王子であったが，ウズベクがハーンをホジャ

ンドで殺害した時に，彼とさらに同様に年歯も行かぬ者ーたちを殺した G スルタ

20aーン・マフムード・ハーンの残後，彼女をジャーニー・ベグ・ (20a) スjレター

ンが要ったO

2 女はサーワハ・スノレターン・ベギム ~ãliba Su1tan Begimで，アク・ベギ

ム〔白いお姫様〕と呼ばれていた。スノレターン・アフマド・ミーノレザーの死後，

〔弟の〕スルターン・マフムード・ミーノレザーが式を挙げて長男のスノレターン

・マスウード・ミーノレザー SultanMas'ud Mirzaに要った 3 後， c <p. 25シ
ャー>J・ベギム， ミフル・ニガー jレ・ハーヌムと共に力一シュガjレに捕えち

れた G

3女はアーイシャ・スノレターン・ベギ、ム 'AyshaSultan Begimであった G

私が5歳の折サマノレカンドへ来7こ擦に，人々は彼女を私のいいなづけにした G

後，彼女は私の放浪時代にホジャンドに来て，私は妥った。私がサマノレカンド

を 2度目に取った時 1人の娘が生まれたが，数日後に神の御許に吾された O
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「タシュケンドの破滅」より前にその姉にそそのかされて私のもとを去った O

4女はスノレターヌム・ベギム SultanlmBegimであった O スノレターン・アワ

ー・ミーノレザー Sult孟n'Ali Mirzaが要っていた O その後，ティムー jレ・スノレ

ターン TimurSultanが要り，さらにその後はマフディー・ス jレターン立ahdi

Su1tanが要った O

最も年下の娘がマースーマ・スノレターン・ベギム Ma'~üma Sultan Begim 

であった c 母はアルグン部の出で，スルターン・アルグン Sul怪nArghun の

めいのハピーパ・スノレターン・ベギムI:IabibaSultan Begimであった O 忍が

[1506年に〕ホラーサーンにおもむいた際に，見て，好いて，求婚して，カー

ブノレへ連れて来て要った o 1人の娘が生まれた G まさにその時，産みの苦しみ

のため神の御許に召された。ま良i乙母と局じ名を付けたO

妻妾たち 第 1は〔父の〕ス jレターン・アブー・サーイードが定めたミフ jレ

・ニガー jレ・ハーヌムであったO ユーヌス・ハーンの長女で，私の母と罰援の

20b姉 (20b)であったG

次;まタ/レハン部の出身で，タルハン・ベギム TarkhanBegimと呼ばれてい

7こG

次はカタク・ベギム QataqBegimで， このタノレハン・ベギ、ムの乳姉妹

(kむkaldash)であった O スノレターン・アフマド・ミ-)レザーが恋して要った O

非常iと愛されていた O まことにぬきん出ていた C 語 (chaghlf)を欽んだ。彼女

の在世中は，スノレターン・アフマド・ミーノレザーは他の妻たちの所へ泣行かな

かった o C彼は〕最後には彼女を殺し， [吉分を〉悪い評判から解放したO
次はハーンザーダ・ベギム KhanzadaBegimで，テルミズ Termidhの王

家の出であった (Termidhkh邑nzadalandlnedi) 0 私が5歳の折， サマ jレカ

ンドのス jレターン・アフマド・ミ-)レザーのもとにおもむいた時，彼が妥って

いた O まだ顔にヴェールをつけていた O トルコ人の習慣に従って私にそれを取

るように命じられた G 私はヴェーノレを取った O

次はアフマド・ハージー・ベグ Ab.madIjajji Begの娘の子で，ラティーフ

・ベギム LatifBegim という名であった O ミーノレザーの死後，ハムザ・スノレ

ターンIjamzaSul tanが要った O ハムザ・スノレターンの子として 3人の男子が

生まれた O 私がハムザ・スルターン，ティムーノレ・スルターンをはじめとする

スルターンたちを破り，ヒサーノレを取った時，乙の 2人の王子たちとさらに数
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人の王人たちが忍の手に落ちた G 私は全員を釈放した G

次iまハビーパ・ス jレターン・ベギムIjab1:baSultan Begimで，スノレターン

・アルグンのめいであった G

アミールたち ジャーニー・ベグ・ドウラダイ ]an1:Beg Dawladayがいた O

スノレターン・マリク・カーシュガリ Sult忌nMalik Kashghar1:の弟であった G

スルターン・アブー・サーイード・ミー jレザーはサマルカンドのハーキム識

21a告ukumat)を，またスノレターン・アフマド・ミーノレザーは告らの宮廷の (21a)

長としての権限(邑zishikining ikhtiy孟n)をこの人物に与えた O かわった品行

と生活態度の人物だったらしい C 彼については面白い話が沢山ある O その 1つ

はこうである O 彼がサマノレカンドのハーキムであった時，ウズベクから使者が

来た。ウズベク・ウノレスでこの使者は力 (zur)で有名だったという C ウズベク

は力士 (zurkishi) の事をブケ (boka)と云ったという。ジャーニー・ベクーは

こう云った orお前はブケか? もしブケならば，さあ来い O 一戦交えようム

この使者がどんなに辞退しでも許さず組み合った O ジャーニー・ベグが投げ倒

したG 男性的な人物だった。

次はアフマド・ハージー・ベグ AhmadIjajj 1: Begであった G スノレターン・

マ 1)ク・カーシュガ 1)ーの息子で，へラートのハーキム識をス jレターン・アブ

ー・サーイード・ミ jレザーがしばらくこの人物に与えていた O そのおじのジャ

ーニー・ベグの死後， c彼に〕その職務を与えて， サマノレカンドに派遣した C
気の良い男らしい人物であった。ワファーイ-Wafa'1:をペンネームにしてい

たQ 詩集 (diw如)の著者であった O 彼の詩は悪くなかった O この旬は彼のも

のである O

酔うた，酔うた，おお見まわり役さんよ，今日のところ法見のがしておく

れ。

正気だとわかる日に，どうか私を語べておくれ。

ミ-)レ・アリー・シー jレ・ナヴァーイ一法， ヘラートからサマノレカンドに

来た時には， アフマド・ハージー・ベグと共にいた o Cナヴァーイーは〕スノレ

ターン・フサイン・ミ-}レザー Sultan草usayn M1:rzaの即位後， ヘラート

に来て，非常な寵愛を受けた O アフマド・ハージー・ベグはすばらしい俊馬

21b (topchaq) を飼育して (21b) いた c この後馬はほとんどが自家産であった O

男らしい人物であったが，指導者としての資質は，男らしさ程ではなかった O

-218-



構わぬ人物であった G 仕事(tshkuch)は配下の者たちがとりしきっていた O

パイスングノレ・ミーノレザー Baysunghur Mirza がス Jレターン・アワー・ミー

ノレザーとブ〉ハーラーで戦って敗れた時，彼は捕虜になった O ダノレヴィシュ・ム

ハンマド・タルハンの血の問責(一族の死に対する復讐〕によって，彼は不名

誉なやり方で殺された O

次はダノレヴィシュ・ムハンマド・タルハンであった O オノレダ・ブガ・タルハ

ンの子で，スノレターン・アフマド・ミ-}レザー，スルターン・マフムード・ミ

ーノレザーの同腹のおじ C母方のおじ〕であったO ミーノレザーのもとで，全ての

ベグたちより強大で，尊敬を集めていたのがとの人物であった C 敬漫なムス 1)

ムで，男ちしい，ダノレヴィシュ・タイフ。の人物であった O いつも『コーランJ

を筆写していた O チェス (shatranj)をよくしていた。うまく指した O 鷹につ

いての学問もよく知っていた O 鷹を巧みに放った O 最後はパイスングjレ・ミー

ノレザーとス Jレターン・アワー・ミーノレザーの確執の際に，その最も盛んな時期

に (ulughlughzamanlda)，悪名を得て死んだ。

次はアブドウノレ・アリー・タノレハン 'Abdal-'Ali Tar khanで，ダノレヴィシュ

・ムハンマド・タルハンの近親者であった O その妹もこの人物〔アブドウノレ・

アワー〕の所iこいた O 彼女がパーキー・タノレハン BaqiTarkhan の母であろ

うO ダjレヴィシュ・ムハンマド・タノレハンば慣習法 (tor忌)と地位と iとよれば，

乙の人物より上であったにもかかわらず， このファラオ (fir'a'un) Cアブドウ

ノレ・アリー〕泣彼を菌牙にもかけなかった O 数年間，ブハーラーのハーキム職

22aを (22a) 乙の人物が占めた O 従者iま3，000人に達した O 従者を慈しみをもって

よく世話していた O 彼のほど乙し (bakhshish)，表敬訪問 (pursish)，謁見

(diwan) ，執務室 (dastgah)，宴会 (shilan)，集まり (majlis) はまるで君主

の如くであった O 議格な，暴君的な，好色の，倣J漫な人物であった O シャイパ

ーニーリ¥ーンはその従者 (nokar) ではなかったが， しばらく乙の人物の所

にいた O 大小のスノレターンたちですら，多くの者がその従者になっていた O シ

ャイパーニー・ハーンがかくも上昇する事ができたのは，またかくも古い家柄

の人々が没落したのは，アブドウノレ・ア 1)ー・タノレハンの故であった O

次はサイイド・ユースフ・オグラクチ SayyidYusuf Oghlaqchl であった。

その祖父はモグーノレの出身であったようだ。彼の父をウノレグ・ベグ・ミ-}レザ

ーが寵愛した O その意見や判断はすこぶるすぐれていた O 男らしさもそなえて
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いた G コブズ (qobuz)[ギター〕を巧みに演奏した C 私が最初にカーブノレに来

た時，私のもとにいた c 私は非常に目をかけていたむまことに寵愛にふさわし

い動きもした C 私が最初の年にヒンドゥースターンにむけ出馬した際，サイイ

ド・ユースフ・ベグをカーブルに残した O まさにその時彼立神の御許に召され

7こc

次はダノレヴィシュ・ベグ DarwishBegであった C ティムーノレ・ベグが目を

かけたエギ、ュ・ティムーノレ・ベグ EguTimur Begの子孫でさうった O ホージャ

狽下に師事していた O 音楽の知識では名を矢口られた存在であった c 楽器も演奏

2あした G 詩才が (22b)あった。スノレターン・アフマド・ミールザーがチノレ]1¥の汚

畔で敗北を喫した際，チルJ11へ落ちて造った G

次はムハンマド・マズィード・タノレハン班uhammadMazid Tarkh忌nで，

ダノレヴィシュ・ムハンマド・タ jレハンの同腹の弟であった。数年の間， トゥ jレ

キスターンのハーキムであった。シャイパーニー・ハーンがトゥノレキスターン

を彼から奪った。意見・忠告ばすぐれていたり樟る所のない色好みであった。

私がサマ jレカンドを 2度言及び 3度目に取った際，私のもとに来ていた O 私は

大いに自をかけた o [1512年のブハーラー近郊でのウズベクとの〕キョワ・マ

ザク去りl-iMalikの戦で死んだっ

次はパーキー・タ Jレハン BaqiTarkhanで，アブドウ jレ・アワー・タルハン

の子で，スルターン・アフマド・ミ-}レザーのく父方の〉おばの子〔いと乙〕

であった O 父の死後，ブハーラーを与えられていた C スノレターン・アワー・ミ

ーノレザーの時代にすこぶる強大となった o (彼の〕従者は6，000人に達した。ス

ノレターン・ア 1)ー・ミーノレザーにさほど服従していなかった G シャイパーニ

ー・ハーンと〔ブハーラー近郊の〕力一ライ・ダブースィ Qal'a-yjDawusiで

戦って敗れた C この勝利の結果シャイパーニー・ハーンは進んで [1500年〉ブ

ハーラーを取った O 鷹を非常に妻子んでいた o 700羽の棄を所有していたとも云

われる O 特記すべき品行や生活態度は無かった。王子にふさわしく，光輝につ

つまれて成長した G 彼の父がシャイパーニー・ハーンにかつてよくした事があ

るという理由かるシャイパーニー・ハーンのもとへ行った Q しかしかの義を知

るず，慈しみ心の無い人物は，かつて自らにかけられたあの種々のなさけに対

23aする見返りとして， (23a) し叶〉なる寵愛もなさけも，彼に授けようとはしなか

った G 彼は欝欝として楽しまぬ不遇の内に，アフスィ地方でこの世を去った O
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次はス jレターン・フサイン・アノレグン Su1tan草UsaynArghun で， しばら

くカラ・キヨノレ QaraKolのハーキム職についていたのでスルターン・フサイ

ン・カラキョリーとして知られていた O その意見・忠告はす乙ぶるよかった O

私のもとにも，しばしば滞留したO

次はクリー・ムハンマド・ブグダ- Quli Mu1J.ammad Bughda [<p. 29 

Baghdadi> Jでカウチンであった O 男らしさを所有していた O

次はアブドウノレ・カワーム・アシュザト‘Abdal-Karim Ashritでウイグjレ

族 (Uyghur) であった O スノレターン・アフマド・ミ-)レザーのもとでイシク・

アーガー (ishik-agha) であったG 心のひろい男らしい人物であった O

スノレターン・アフマド・ミーノレザーの残後，ベクーたちは衆議一決して，山道

を通って〔ヒサーノレの〕スノレターン・マフムード・ミーノレザーの所へ人を走ら

せて， cサマノレカンドピ〕来るように求めた G スノレターン・アブー・サーイー
ド・ミーノレザーの兄マヌーチフル・ミ-)レザーの子マリク・ムハンマド・ミ-

Jレザ- Malik Muharnrnad Mirzaは，王権をねらって，若干のごろっき・な

与ず者たちClawandw註 awbash) を自分のもとに集め，オノレドゥ (ordu[軍

営J)を離れた O 彼はサマノレカンドへ来たが何事も為しえなかった O そしてそ

れが彼自身とさらに若干の罪無き王子たちの死の原因となった O

スルターン・マフムード・ミーノレザーにこの知らせがとどくと，彼はただち

にサマルカンドに来て何の国難も無く王位認ついた。しかしスルターン・マフ

ムード・ミーノレザーのいくつかの所業の故 ~C，貴賎を関わず，また兵たると民

たるとを関わず， c皆〉厭気がさして彼のもとを離れていった O その所業の第
23b 1は次の如くであった G 彼は， (23初父方のおじの子であり，また自ちの女婿

でもあった前述のマリク・ムハンマド・ミーノレザーと，さらl乙別の 4人のミ-

jレザーを〔サマルカンドの内域内の〕キョク・サラーイ (Koksaray) cr青の
宮殿JJに送った G そしてその内の 2人を路閉し， マリク・ムハンマド・ミ-
jレザーともう I人のミーノレザーを殺害した O との内の何人かは，王権に対する

権利はまったく無かったし，また王権を取ろうとする意図ももともと持ってい

なかった O マザク・ムハンマド・ミーノレザーにiまあのような罪があったが，も

う1人のミーJレザーには何の罪も無かった O

所業の第 2は以下の如くである O 彼の行政と法規制(手abtwa tuzuk)はまこ
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とによかった O 財務付加担)もイスラーム法に遣っていたO 帳簿についての

学 (siyaq守lmi) も身につけていた G しかしその性格ほ圧制と不道徳の傾向を

持っていた O サマノレカンドへ入るや否や，従来とは異った法規， とりきめ

(tartib wa nasaq) ，租税や矯役 (kharjwa tal).mil)を確立し始めた C 以前には，

租税とか傭役に関して多くの貧しき人々が，その保護によって圧制と不正から

解放されていたホージャ・ウバイドゥッラー狽下の一党の人々に対しても一一

あの方々にこの様な義務が課せられるとは，いかなる根拠に基づくものであろ

うか一一多くの不正と奇数が行使され始めた O というより，乙の不正と苛数が

ホージャの御子息らiこまでも侵透したのである O

第 3は， 彼自らが暴君で色好みであったように，大小のベクザたち (beg w註

begcha)や従士・従者たち(凶karwa sa wdar) も全て暴君で好色であった C

ヒサーノレ人，持にホスロー・シャーの属下の者たちは常乙酒と不義に没頭して

いた o 1度などはホス E 一・シャーの従士の 1人がある男の妻を力づくで連れ

24a去った G 乙の女 (24a)の夫がホスロー・シャーの所に来て正義を求めた G ホス

ロー・シャーはこう答えた:「あの女は何年もお前と一緒にいたのだろうに C

数日ぐらいはあの男と一繕におちせたらどうだj とO

次はこの事である。市民たちも高人たちも (shahriwa b呈zari)，それのみな

ちずトルコ人や軍/人たちのまだひげもはえていない若者たち辻，稚児(chuhra)

にされる事を怖れて家かち出ょうとしなかった G

サマノレカンドの人々は， 20---25年の間，スノレターン・アフマド・ミ-)レザー

の時代に，平安にのんびりと Eを過ごしていた O ほとんどの事柄は，ホージャ

猿下のおかげで，公正に法に従って解決されていた G しかし今や彼らはかくの

如き悪政と堕落のために，身も心も傷つき苦しめられていた。貴蔑を関わず，

また貧富を関わず， .皆が呪詔を口にして，拳をふりあげた O

胞の内なるいたみに心せよ O

内なる傷はやがて顕わとなるであろうから O

できうる限り心を悩ませる事なかれ。

1つのため息は世界をすら悲嘆の震に沈ませるであろうから O

〔サーディー『ゴレスターンJ第 1章第26話〉

結局，その暴政と璽落についての悪評の故に，彼がサマノレカンドを支配しえ

たのは 5---6カ月を越えなかった G
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(900年/1494年10月2日-1495年9月20日/の出来事)

私のもとにスノレターン・マフムード・ミーノレザーの所からアブドウル・クド

ゥース・ベグ‘Abdal-Qudus Begという名の使者が到着した o [ス jレターン・

マフムードの〕長男のスノレターン・マスウード・ミ-)レザーに，兄のスノレター

ン・アフマド・ミ-)レザーのアク・ベギムという名の 2番目の娘を，祝宴・儀

式なoywa a'in) と共に委った時の引出物 (sachlq)を持って来たのであった O

金と銀でアーモンドとピスタチオ (pista)の形を作っていた O この使者は〔私

の宮廷の長である〕ハサン・ヤークーブの親族であったらしい G 彼は種々の約

24b束を与えて，ハサン・ヤークーブをミーノレザーに会わせるために (24b)来たよ

うであった o Cハサンは)いいのがれを云って， と云うより， あちる側につい

た如くにして読者を婦らせた G

5---6カ月後，ハサン・ヤークーブの態度がすっかり変って，私の近くにい

る者たちに対して悪行を為し始めた O 事を私lこまで及ぼし，私を去らせて，

〔私の弟の〕ジャハーンギ-)レ・ミーノレザーを君主 (padishah)にしようとし

ていた O ハサン・ヤークープの，他のアミーノレや兵士らとの関係もよくなかっ

たO 全ての者たちが，彼のこの意図に気づいていた O ホージャ・カーズィーと

カースィム・カウチンとアワー・ドースト・タガーイーとウズン・ハサンとそ

の抱若干の私に好意をょせる人々は，私の〔母方の〕祖母のイセン・ドウラト

・ベギムの前に集まって，ハサン・ヤークープを剖し，反乱をしずめたいと申

し上げたG 女性たちの中で，意見・判断iこおいて私の祖母のイセン・ドウラト

・ベギム程の者は稀であったであろう O 彼女はまこと iこ聴明で思慮深かった O

多くの公務付shk註ch)はあの方の意見を聞いて行なわれていた O

ハサン・ヤークープは内域 (ark)にいた G 私の母と，祖母のイセン・ドウラ

ト・ベギムは外域 (tashqurghan) の塁塁 (chaqar) の所にいた G この意~を

もって私は乗馬して，内域へと進んだ。ハサン・ヤークープは棄狩りに出かけ

25aていたらしい O 知らせを聞くとその場からサマ jレカンド (25a)方面へとむかつ

た O 彼と共にいた全ての兵士やベグたちを捕えさせた O 捕えられたベグの中に

は， ムハンマド・ノてーキノレ・ベグとスノレターン・ムハンマド・ドウラダイの

父のスノレターン・マフムード・ドウラダイがいた O さ与に数人の者たちもい
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た O 何人かを忍はサマ Jレカンドにむけ去る事を許した O 宮廷長の権限 (ishik

ikhiyan) とアンディジャーンのハーキム識はカースィム・カウチンに定めら

れた G ハサン・ヤークープはサマノレカンドをめざしてカンディ・パーダームま

で行っていたO 数日後，邪まな考えをいだいてアフスィにむかい，ホーカーン

地区〈玄hoqanorchin) Cホーカーンは現在のコーカンド〕の近郊に来た C それ

を知ると，私は若干のベク、了こちと若党たちを彼にむけ派遣した G 先鋒のベク、了こ

ちは，彼ら自身よりさらに先行すべく 1にぎりの若党たちを物見に派遣した。

ハサン・ヤークーブはそれを知ると，夜と共にとの物見のため本誌と離れた若

党たちの所にむかつて行き， C彼らが利用していた〕牛小屋 (oym註nguzi) を

盟んで矢を射かけた C 暗い夜で，自軍の兵の矢がハサン・ヤークープの脊椎の

下部に当り，彼は説出する前に，自ちの行為の檎となった。

悪しき業を為せば，不幸よりまぬがれうると患う事なかれ。

報復は白熱のおきてであるが故に。

〔ニザーミ-rrホスローとシーサーンj)J

この年，私は疑わしい食物を避け始めたっナイフ，スプーン，テーブルクロ

ス (dastむ-khwan)にまで大丈夫かと注意を払った O 就寝後の礼拝 (tahajjud)

25bをおこたる事も稀と (25b) なった。

〔スルターン・マフムード・ミールザーについて〕

ラビーゥル・アーヒ)(，月 [1495年 1月J， スjレターン・マフムード・ミーノレ

ザーは重い病いにかかり 6日でこの世を去った o 43歳であった O

誕生と系譜 851年 [1453] 生まれであった G スノレターン・アブー・サーイ

ード・ミーノレザーの第 3子で，スルターン・アフマド・ミーノレザーと母を同じ

くしていた O

姿形と習慣 短身で，薄いひげの，肥った，やや不均衝な人物であったC

品行と生活態度 すぐれていた O 礼拝をおこたらなかった O 法規説・行政も

まことによかった O 帳簿に関する学聞を非常によく知っていた O 彼の領土退から，

Iディラム (diram)， 1ディーナーノレ (dinar) といえども，彼の知ちぬまま

で出て行くという事は全く不可能であった O 従土らの俸禄(、lufa)も滞る事が

無かった O その会合，ほどこし，宴会，謁見はまことによかったu 全ては，法

と規制によって治められていた O 彼が定めたし司会〉なる規則・とりきめであれ，
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兵も民も決してそれを破る事はできなかった O

以前にはすこぶる鷹に熱を入れていたようだ。後には追い立てられた獣を多

く狩っていた C 圧制と堕落を熱愛した G 酒をひき続き飲んでいたO 小姓を多数

身近においていた O その領内に美しい若者がいると，あらゆる手を使って連れ

てきて稚児にしていた O 彼のベクーたちの怠子たちゃ，彼の息子たち〔王子たち〕

26a (26a) の記下のベグたち，そればかりか，彼の乳兄弟たちをすら稚児にしてい

たO いやそれに止まらず，自分の乳兄弟から生まれた者たちにすらもこの奉仕

を命じていた O この厭うべき行為は彼の時代に大いに広がり，稚児を持たぬ男

は全くいない程であったO 稚児を世話する事を徳とし，稚児を持たぬ事を恥ず

べき事としていた O 彼の圧制と璽落という悪しき星のもとに生まれたが故に，

彼の王子たちは全て若死した G

詩才iまあった O 詩集を編んでいた O しかしその詩は全く弱く，味が無かった O

jSのような詩であれば，作るより作ちぬ方がましであった G

悪しき信仰の男であった O ホージャ・ウパイドゥッラー狽下を軽んじていた O

肝のすわらぬ男であった O 謙虚さに乏しかった G 若干の道化人やでしゃばりな

取巻の間にいた O 彼らは会議の席ですち人々わ面前でし 1かがわしくみだらな行

為をしていた O うまく物の云えぬ男で，その言葉をただちに理解する事は不可

能であった O

戦争 2度戦い 2度ともスルターン・フサイン・ミー jレザーとの戦であっ

たo 1度誌アスタラーバード Astarabad で敗北した G 次はアンドゥホード

Andkh註d近郊のチェクメン Chekm釦という所でまた敗北した o 2度，パ

ダフシャーンの南方のカーフィリスターン Kafiristおに聖戦におもむいた

26る (banp ghazat qlidl) 0 このため (26b)， その指令書の花押 (faraminining

toghraSl) にはスノレターン・マフムード・ガーズィー SultanMabmud Ghazi 

Cガーズィーは「異教徒の征服者Jの意〕と記されていた O

領地 スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザーはアスタラーバードを

与えた O イラークでの事件 [1469年におけるアプー・サーイードの致死〕の際，

彼はホラーサーンへ来た O その際， ヒサ-)レのハーキムであったカンパノレ・ア

ワー・ベグ Qanbar‘Ali:Beg はスノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザ、

ーの命によりとンドゥースターン軍をひきいて，イラークにむけミーノレザーの

後方を進んでいた C 彼はホラーサーンに到達すると，ス/レターン・マフムード

-225ー



-ミ-)レザーに加わった G スノレターン・フサイン・ミーノレザ-0)到着の噂を聞

くや否やホラーサーンの人々はスノレターン・マフムード・ミーノレザーを攻撃し

て，ホラーサーンか色退却させた O 設はサマノレカンドのスノレターン・アフマド

・ミーノレザーのもとに来た G 数カ月の後， アフマド・ムシュターク Ab.mad

Musht孟q をはじめ，サイイド・パド jレSayyidBadr，ホスロー・シャー

それに若干の若党たち辻スノレターン・マフムード・ミーノレザーを連れて逃亡し，

ヒサ-)レのカンバル・アリーの所へ来た O

それ以来，クフカ QuhqaC鉄門〕とコーフティーン山脈 Kohtintaghlの南
側の諸地方，開jえばテイルミズ，チャガーニーヤーン Chaghaniyan，ヒサール，

フッタラーン，クンドゥーズ Qunduz，パダフシャーンの諸地方辻，ヒンドゥ

ー・クシュ山探 Hindukush taghlに至るまでスノレターン・マフムード・ミー

ノレザーの支配下にあった O 兄のスノレターン・アフマドの死後，兄の領地もこの

人物の支配下に入った O

子供たち 5男11女あった O 長男はス jレターン・マスウード・ミ-)レザーで，

27aその母は (27a) ミーリ・ブズノレグ・テイ jレミズィ-Mir-i Buzurg Tirmidhi 

の娘であった Q 次男はノイイスングノレ・ミ-)レザー BaysunghurMirz孟で， そ

の母はノマシャ・ベギム PashaBegimであった o 3男はスノレターン・アワー・

ミーノレザー Sultan'Ali Mirzaで，その母はウズベク出身の側女 (ghuma)の

ズフラ・ベギ・アーガ-Zuhra Begi Aghaであった o 4男はスノレターン・フ

サイン・ミーノレザー Sultan草usayn立irzaで，その母辻ミーワ・ブズノレグの

孫のハーンザーダ・ベギム Khw邑nzadaBegim [くp.34 Kh孟nzadaBegim> J 

であった。彼は〔父〕ミ-)レザーの在世中に13歳で神の御許に召された o 5男

はスノレターン・ヴアイス・ミーノレザーで母はユーヌス・ハーンのま良で，私の母

む妹にあたるス jレターン・ニガーノレ・ハーヌムであった O この 5人の王子たち

の諸清況についてはこの史書の〔関係のある)年の出来事の記述の中で述べら

れる予定である C

3人の娘たちがパイスングノレ・ミールザーと昆腹であった O スノレターン・マ

フムード・ミ-)レザーは長女をおじのマヌーチフル・ミ-)レザーの子のマ 1)ク

・ムハンマド・ミーノレザーのもとに嫁に出していた c

〔ここに，ハイダラーバード写本では，約 3行分に担当する空白部分があ

る〕。
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さらに 5人の娘がミーワ・ブズjレグの孫のハーンザーダ・ベギムから生まれ

た。最年長の娘を人々はスノレターン・マフムード・ミ-}レザーの残後， アパ

27bー・パクノレ・カーシュガワーに (27b) 与えた o 2番自はベガ・ベギム Bega

Begimである O スノレターン・フサイン・ミールザーがヒサ-}レを包盟した際，

スノレターン・アブー・サイード・ミーノレザーの娘のパーヤンダ・スノレターン・

ベギム P邑yandaSu1t孟n Begim より生まれたハイダノレ・ミーノレザ- I:Iaydar 

Mirzaという名の自分の息子のために彼女を要って，和を結び， ヒサーノレの地

を離れた o 3番目は，カザク・べ、ギ、ム QazaqBegim (<p. 34 Aq Begim > Jで

あった o 4番目の娘は， <p.34アイ・ベギム AyBegim>でス jレターン・フ

サイン・ミーノレザーがクンドゥズに来た際， [フェノレガーナの，パーフソレの父〕

ウマノレ・シャイフ・ミーノレザーがジャハーンギール・ミーノレザーをアンディジ

ャーンの兵と共に援軍として派遣した機会に，彼女法ジャハーンギール・ミ-

jレザーのいいなづけとなった o 910年 [1504/1505年〕に，アムJ11 Am  u daryasl 

の河畔で， パーキー・チャガーニーヤーニ-Baqi Chagh釦 iy孟討が私の所に

来て仕えた擦，このベギムたちはその母と一緒にテイルミズにいたO この人た

ちもパーキー・チャガーニーヤーニーの家族と共に来て加わった G 彼女が〔カ

ーブjレの北方の〕カフマノレド Kahm訂正1~こ来た時，ジャハーンギーノレ・ミーノレ

ザ、ーが要った o 1人の小さな娘が生まれた O 乙の子は現在，祖母のハーンザー

ダ・ベギムと一緒にパダフシャーン地方にいる o 5番目の娘はザイナブ・スノレ

ターン・ベギムZaynabSultan Begimで，忍がカーブルを征脹した時，忍の母

のクトゥノレク・ニガーノレ・ハーヌムの力添えで私が要った O あまりうまくゆか

なかった o 2.......... 3年後に天然痘の病でこの苦を去った C

きちにもう 1人の壊がマフドゥーマ・スノレターン・ベギム MakhdumaSultむ1

Begimで， スルターン・アワー・ミ-)レザーの同腹の姉であった O 現在はノて

ダフシャーン地方にいる O

28a さ与に 2人の娘が愛人 (ghunchachl) から生まれた o 1人 (28a) の名はラ

ジャブ・スノレターン RajabSultanで，もう 1人の名はムヒップ・ス jレターン

Mu1)ibb Sul惇n である。

妻妾たち 大ハトゥン (ulughkhatun)ばミーり・ブズノレグ・テイノレミズィ

ーの娘のハーンザーダ・ベギムであった。ミーノレザーは大変彼女を愛していた。

スノレターン・マスウード・ミーノレザーの母であった。彼女が残するとミ-}レザ
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ーはすこぶる働突した O

伎はその後， ミー 1) .ブズルグの孫娘で，このハーンザーダ・ベギムのめい

〔兄弟の子]に当る女性を要った O 彼女もハーンザーダ・ベギ、ムと呼ばれてい

たo 5女 1男の母であった C

次はパシャ・ベギムで，黒羊朝 (Qaraqoyluq)のパハーノレjレ一部族 (Baharlu

aymaghl) の， トゥノレクメン人のベグの 1人であるアワー・シュクノレ・ベグ

'Ali Shukr Beg のま良であった。彼女を黒羊朝のジャハーン・シャー・ミ-

jレザー・パーラーニ- Jahanshah Mirza Baraniの子のムハンマディー・

ミーノレザー Muhammadi Mirza が要っていた c アーザー/レバーイジャーン

Adharbaijan とイラークを， 乙のジャハーン・シャーの子洪たちから白羊朝

(Aq qoyluq) のウズン・ハサン Uzun草asanが奪った時，アワー・シュク jレ

・ベク守の息子たちは， 4 ""，5， 0001援の黒羊朝トゥノレクメン人らと共に，スノレター

ン・アブー・サーイードのもとに来て仕えた C スノレターン・アブー・サーイー

ドが〔ウズン・ハサンに)欺られると，後らはこちらの諸地方に下馬した Q ス

ノレターン・マフムード・ミ-)レザーがサマ jレカンドかちヒサ-)レに来た時，彼

らはス jレターン・マフムード・ミーノレザーに仕えた c その時，このパシャ・ベ

ギムをミー jレザーが要った o 1男 3女の母であった G

次はスノレターン・ニガール・ハーヌムで，その出身については(モグーノレの〕

ハーンたちの諸事件を述べた際 (11b-12aJにすでに詳述した G

28b 側女・愛人たち (ghumava ghunchachl) (28b) も多数いた G 有力な側女は

ズフラ・ベギ・アーガーでウズベクの出であった o 1男 1女の母であった。愛

人も多かったが，その内の 1人から前述 (28aJの如く 2人の娘が生まれたC

アミーんたち ホスロー・シャーがいた C トゥ jレキスターン生まれのキプチ

ャク族の出身であった O 若い頃，タノレハン族のベクーたちの身近に仕えていた。

と云うよりまことは<p.36 その稚児であった>。その後，マズィード・ベグ

・アノレグンの従者 (n凸k差r) となった O あらゆる点で日をかけられた o (1469年

む〕イラークの破滅の際，スルターン・マフムード・ミーノレザーに加わり，道

中でいくつかの極値ある奉仕をしたため，ス jレターン・マフムード・ミー jレザ

ーが寵愛した O 後，すこぶる強大となった O まさにスノレターン・マフムード・

ミーノレザーの時代， 彼の従者は 5""，6， 000人に達していた G アムHIかちヒンド

ゥークシュ ~Ü振に至る諸地方は，パ夕、、フシャーンを除き，全て彼の属領であっ
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たO しっかりと把握された土地 (darbast yer) であったO その宴会ばすばち

しく，その施しも同様であった臼トルコ人的な，猛烈な諒求者であったが，取

った物はまたよく iまちまいた C スノレターン・マフムード・ミーノレザーの残後，

その息子たちの時代にはいよいよ強大となり，その従者は20，000人に近かった O

礼拝を行ない，疑わしい食物はひかえていたが，腹黒くみだちであったC 愚かな，

29a知慧のない，忠誠心にかけた， (29a)恩知らずの男であった o 5日を過ごすに

すぎぬ乙の世 ci反の宿にしか過ぎぬ乙の埜〕のために，彼は自分を大きくして

くれた愚人〔スノレターン・マフムード・ミ-)レザー)の子〔ス jレターン・マス

ウード・ミーノレザー〕を盲にしたO さらにもう 1人〔パイスングル・ミーノレザ

ー〕を殺した C 彼は神の前では罪多く，人に対しては神に見放されたる者とな

っていた G また最後の審判の自の間擦に至るまで，呪い呪誼すべき人物となっ

た O 彼は乙のはかない現世のためにこのような悪しき事どもを為した O そして

かくも繁栄した領地とかくも多くの武装した従士らを持ちながら，遂に 1羽の

めん鳥とすち栢まみえる事が無かった o [それらについては〕 この史書の中で

述べられる予定である C

次はムハンマド・イ Jレチ・ブガ Mul;lammadIlchi Bughaで，カウチン部の

者であった O パノレフ門での〔ミ-)レ・ピ-)レ・ダルヴィシュ〕ハザーノレ・アス

ピ-Hazar-asbiとの戦では，スノレターン・アブー・サーイード・ミーノレザー

の面前で， [どちらが勝っかを〕賭けて (da'wa bila)なぐり合った O 男らしい

人物であったO ミーノレザーに常に仕え， ミーノレザーは彼の意見をもとに行動し

ていた Q スノレターン・フサイン・ミ-)レザーがクンドゥズを包罰した時，ホス

ロー・シャーに対する競走心から，少数の者と共に，甲胃もつけず，考えもね

らずに夜襲をかけた O 何も出来なかった O あのような大軍に対して，何を為し

うるであろうか。その後を追跡者が追った oJI!に身を投じ溺死したO

次はアイユーブ Ayyubであった C スノレターン・アブー・サーイードのもと

でホラーサーン小姓軍団の一員として仕えていた C 男らしい人物であった G パ

イスングノレ・ミ-)レザーの後見人 (begataka) であったO 衣食に金をかけて

いた O ひょうきんな口数の多い人物であった O スルターン・マフムード・ミ-

29b )レザーは (29b)i恥知ちずJ(bi -l;laya') と呼んでいたようだ。

次はワワ-Waliであった O ホスロー・シャーの同腹の弟であった O 従者を

よく世話していたG スノレターン・マスウード・ミ-)レザーの眼が富にされ，ま
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たパイスングル・ミ-)レザーが殺されたのは，との男の故であった。彼ほあら

ゆる人の悪口を云っていた O ιiが悪く口ぎたない利己的な愚かな小者であった c

自分以外のし 1かなる者をも， いかなる事柄においても尊重しなかった o [1504 

年〉忍がクンドゥズ地方かち来て， ドゥーシ-D註shi 近郊でホスロー・シャ

ーをその従士・従者たちから切り離して退去を許した時，彼もまたウズベ、クに

対する恐怖心からアンダラーブ Andar忌b とシーラーブ Shir孟b に来ていた。

その近辺にいた者たちは，彼の諸部族 (aymaqlar)を攻撃して略奪し，怠達を

めざすと云ってカーブjレに来たむワワーはムハンマド・シャイパーニーの所へ

行った。〔シャイパーニーぽ〕サマ jレカンド域内で彼の首を打たせた。

次はシャイフ・アブドウッラー・パjレラース Shaykh‘AbdAllah Barlasで

あった。シャー・スノレターン・ムハンマド〔バダフシー)の娘の 1人がこの人

物の所にいた G 彼女はアパー・パクノレ・ミーノレザー〔カーシュガリー〕とスノレ

ターン・マフムード・ハーンの母方のおば (khala) に当るであろう。彼は衣

服を優美にぴったりと身己つけていた G 男ちしい褒雅な人物であった G

次はマフムード・パjレラース MahmudBarlas でヒサーノレ地方の〕ヌン

ダク Nund邑k のパノレラース部の出身であった C スノレターン・アブー・サーイ

ード・ミー jレザーのもとでもベグであった c スjレターン・アブー・サーイード

・ミーノレザーにイラークの諸地方が征寂された時， [ミー jレザーは)キ jレマー

ン Kirmanをマフムード・パルラースピ与えた c アパー・パクノレ・ミ-)レザー

30aに (30a)マズィード・ベグ・アルグンと黒羊朝トゥノレクメン族のベク、ナこちが加

わって，スノレターン・マフムード・ミーノレザーにむけてヒサーノレに来た時，ス

ノレターン・マフムード・ミーノレザーは兄のもとサマノレカンドへ行った C マフム

ード・パルラースはヒサールを〔彼らに〕与えずよく守った c 詩人であった Q

詩集を編んでいた O

スノレターン・マフムード・ミ-)レザーの死後，ホスヨー・シャーはこの出来

事を人々か主語、し，財宝に手をのばした O このようなニュースがどうして漏れ

ないでいょうか。ニュースはたちまち域内の人々にひろまった O サマノレカンド

の人々にとって，その日は大祭の日に当っていた O 軍人も市民もホスロー・シ

ャーを襲撃しようとした C しかしアフマド・ハージー・ベグとタルハン族のベ

グたちが暴動をしずめ，ホスロー・シャーを脱出させてヒサ-)レまで同行した O
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スルターン・マフムード・ミ-)レザー;まその生存中に，長男のス jレターン・マ

スウード・ミ-)レザーにヒサ-)レを与え，パイスングル・ミーノレザーにブハー

ラーを与え，この 2人の王子だちを領地へおもむかせていた O この事件の際，

誰も〔サマ jレカンドに〕いなかった O

ホスロー・シャーを脱出させた後，サマノレカンドとヒサーノレのベグたちは一

致してブハーラーに，パイスングノレ・ミ-)レザーの所へ人を派遣し，連れて来

て，サマノレカンドの王座に郎かせた O パイスングjレ・ミーノレザーは即位の時，

18歳であった O

乙の時に当り， cモグ-)レの〕ス Jレターン・マフムード・ハーンはジュナイ
30b ド・ (30b)ノてjレラースとサマルカンドの若干の有力者たちの言葉ピ従って，サ

マノレカンド征授をめざして兵をひきいてカンパーイ Kanbay近郊に到着したO

サマルカンドからもパイスングjレ・ミ-)レザーが多数の強力な甲胃に身を固め

た兵をひきいて出城し，カンパーイ近郊で戦が行なわれた G モグーノレ軍の主柱

であるハイダノレ・キュケノレタシュ草aydarKokaltashが先鋒であったO 彼ちは

皆下馬して矢を射る事に専念した O 多くの騎兵，愛国Jむにもえたサマ jレカンド

ととサーノレの若党たちが馬を進めると，ハイダル・ベグをはじめ下馬していた

者たちは全て馬のひずめに競ちちされた O 乙れを打ち取ると，もはや彼らは戦

う事もできなかった。彼らは敗北した O 多くのモグーノレの兵士が殺された D パ

イスングJレ・ミ-)レザーは自らの面前でも多くの兵士たちの首を打たせたO 死

者の数があまりにも多いため 3度も幕帳の場所が高い所に移された程であっ

t::. 0 

この時，私の父のもとに幼少時代から仕え，ベグの位にのぼり，ある罪行の

故に後には退けられていたミンワグの出身者 (Minghghili) であるイブラー

ヒーム・サールーがイスファラ誠に入って，パイスングル・ミーノレザーの名で

フトゥパ〔集団礼拝に先立って行なわれる説教〕を読み， c私に対する〕反乱
の口火を切った G シャーバーン月 [1495年 4/5月J，私はイブラーヒーム・サ

31a -)レーの反乱を鎮圧すべく (31a)兵たちを乗馬させた O

私たちはこの月の末にイスファラを毘んで下馬した O その日，若党たち法大

担さを発揮して，到着するとすぐ，敵がその域の外側に，新しい城壁をたてて

作った域を奪取した。イシク・アーガーのサイイド・カースィム SayyidQasim 

Ishi云-aghaは乙の日，誰よりもよく進み〔抱の者に〕先んじて万をふるった。
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スルターン・アフマド・タンノてjレSultanAbmad Tan balも万をふるった O ム

ハンマド・ドースト・タガーイーも万をふるった O しかし「パハードゥノレ〔勇

士〕の分け前J(bahadur ulushi)をサイイド・カースィムが獲得した O 勇士に

与えられる分け前はモグーノレの間で古くからある習積である O 誰であれ人々に

先んじて万をふるったならば，何であれ祝宴や食事があった擦，最初の分け前

をその人物が取るのである。私がシャーノレヒーヤに行って，私の母方のおじの

スjレターン・マフムード・ハーンに会った際 [31b-32a参照J，バノ¥ードゥノレの

分サ前をサイイド・カースィムが取った C

初日の戦闘で，私の後見人のホダーイ・ベノレディに脅弓 (takhsh) の矢が命

中して戦死した。甲胃をつけずに戦をいどんだため， 若干の身軽な若党たち

(yigit ydang) が戦死し，多くの者が傷を負った。イブラーヒーム・サールー

のもとにはすぐれた考弓の射手がいた C まことに見事に射た。あれ程すぐれた

射手をそれまでに見た事が無かった G 彼はほとんどの者を負傷させた C 彼は

〔イスファラ〕域の征服後は私のところにいた C

包囲は長びいた O 私は次の如く命じた 2..........3カ所に〔城壁と同じ位の高さ

31bの)高台 (sar-kub)を築き，対壕を構築し， (31 b)懸命に域の攻略の手だてを

構ずるようにと G 包毘期間は40B ~こ及んだ。遂にイブラーヒーム・サールーは

万策っきてホージャ・マウラーナーイェ・カーズィーの仲介で降伏句ulluq)

を選び，シャッワール月 [1495年 5/6月〉，万と簸を首からぶらさげて来て服

従し，域を51渡した O

ホジャンドも長い間ウマ jレ・シャイフ・ミー jレザーの管轄下にあった ('Umar

Shaykh Mirza diwanlgha ta'alluq edi) 0 この間，その掌握が弱まっていたた

め，との地はスノレターン・アフマド・ミ-)レザーになびいていた O このような

清況になっていたので，私立その地へも行った O ホジャンドの域内にはミーノレ

.モグーノレ MirMoghulの父のアブドウノレ・ワッハーブ・シガーウール 'Abd

al-Wahhab shighaul [シガーウールは「客の随斧役JJがいた G 忍たちが到着

すると，ただちに域を問題も無く引渡した O

乙の時，ス jレターン・マフムード・ハーンはシャ-)レヒーヤに来ていた。こ

れ以前に，前述した如く，スノレターン・アフマド・ミーノレザーがアンディジャ

ーン近郊に来た時，ハーンも来てアフスィを屈んだのであった c 私はふとこう

考えた C こんなに近い所に来ており，ハーンは私にとっては父や兄のごとき方

っ“qu 
q
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であられる O それ故行ってお会いして，過去の難しい事どもを水に流せば，遠

くや近くで噂を間いたりお会いしたりするのに益するであろうと O そこで私は

行って，シャーノレヒーヤ域外の，ハイダル・ベグが作った庭菌でハーンにお会

いした O

32a ハーンは庭匿の中央に建てられた大きな 4門のある (32a)テントに坐って

おちれた G テントに入ると，私は 3度ひざまづいた C ハーンも挨拶するため立

上がられた O 挨拶を交し，もどって， cもう 1度〕ひざまづいた後，(ハーンは〕
お側に呼ばれて多くの愛情と温清をお示しになった G

1~2 日後に私はケンディノレリク峠 Kendirlik dabanlを経て，アフスィ，

アンディジャーンにむかった O アフスィに着くと父の墓に詣で巡回を行なったO

金曜日の礼拝の時刻にアフスィを出て， パンディ・サーラーノレ Band-iSalar 

路を経て，夕刻の礼拝と就寝前の礼拝の中間の時刻にアンディジャーンに到着

したO パンディ・サーラール路という乙の路は 9ユガチの道のりである O

アンディジャーン地方の遊牧民(号a己ra-neshin)の 1つにチェクレク Chekr孟k

族がある C 多人数の部族である o 5---6，000帳の部民を持っている C フェノレガー

ナとカーシュガルの間の山地にいる G 多数の馬と多数の羊を持っている O その

山地では牛の代りにヤクをかっている O ヤクの数も多い G 山々誌唆しく，辺境

地害にいるため，彼らは税 (mal) の納入をスムーズに行なわなかった O 私ば

カースィム・ベグに兵をひきいさせて，チェクレク族にむけ派遣した O チェク

レク族かろ説をとちたてて，兵にその半分を与える約束であったO カースィム

・ベグは行って， 20 ， 000頭に近い羊と 1 ， 000~1 ， 500頭の馬を取って兵士らに分

配した。

兵がチェクレク族の所からもどった後，私たちはウラ・テペにむかったO

32b (32b)ウラ・テペはしばらくウマ jレ・シャイフ・ミーノレザーの支配下にあった

が， ミーノレザーの死んだ年にその手を離れた C この時にはパイスングノレ・ミー

ノレザーの方かち弟のス jレターン・アワー・ミー jレザーが来てそこにいた o Cさ
て〕 スノレターン・アり一・ミーノレザーはそれを開くと， 彼自身誌プ jレガノレ

Pulgharとマスイーハ一山地に出て，ウラ・テペには後見人のシャイフ・ズー

ン・ヌーン ShaykhDhu al-Nun を残した G 私たちがホジャンドを過ぎて，

中ほどまで来た時，私はシャイフ・ズーン・ヌーンの所へハワーファ Kha1ifa

を使者に仕立てて派遣した O かの無分別な小者は明確な答を与えず，ハリーフ
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ァを捕えさせ死を命じた O しかしそれは神の御意志ではなかったらしく，ハワ

ーファは釈放され，無数の苦しみをなめながち 2-.， 3日の後に捷歩で，ほとん

ど裸で帰って来た O 私たちはウラ・テペの近郊に到着した G 冬が近づいていた

ので，人々は穀物や飼料を全て持って行ってしまっていた O このため，私は数

日後にアンディジャーンにむけ出発した O 私達がひきかえした後に，ハーンの

兵がウラ・テペめざして進んだ。ウラ・テペの J人々は保ちえず，引渡して出域

した O ハーンはウラ・テペをムハンマド・フサイン・キュレゲン Mul}.ammad

I;fusayn Kuragan Cキュレゲンはハーン家の「女婿」の意)に与えた O この時

から908年 [1502/03年〕までウラ・テペ誌ムハンマド・フサイン・キュレゲン

の手中にあった G

引
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901年 (1495年9月21日-1496年9月8日)の出来事

33a スjレターン・フサイン・ミーノレザーがホラーすーンからヒサーノレに (33a)む

け出兵し，冬，テイルミズの前面に到着した O スノレターン・マスウード・ミー

ノレザーも兵を集めてテイルミズに対決のために来て障を構えた O ホスロー・シ

ャー自ら誌クンドゥズを冨め， (マスウードの〕軍には弟のワリーを送ったO

両軍はその冬のほとんどを〔アムJ1Iの〕河畔で過ごしたが， J 11を渡る事はでき

なかった O スノレターン・フサイン・ミーノレザーは聴明な，経験豊かな君主であ

った O クンドゥズ方面に)I1の上流にむかつて移動した G 対岸にいる兵に気づか

せず，アブドウノレ・ラティーフ・パフシ 'Abdal-Latif bakhshlにひきいちれ

た 5-.，600の精鋭をキワーフ Kilif の渡しへ送った。敵兵が気づく前に，アブ

ドウノレ・ラティーフ・パフシは任命された人たちと共にキリーフの渡しを渡っ

て対岸を占領したO

乙の知らせがスノレターン・マスウード・ミーノレザーのもとに届くと，ホスロ

ー・シャーの弟のワリーはこの渡河した散にむかつて進軍する事を懸命にすす

めた。しかし，スノレターン・マスウード・ミーノレザーは露病のせいか，あるい

はワリーのライヴァノレであったパーキー・チャガーニーヤーニーの口説のせい

か，とにかく渡河した敢にむけ進軍しなかったO 彼らほ，まるで破られた者の

ごとくにヒサーノレへと退却した C

スノレターン・フサイン・ミーノレザーはJIIを渡ると，バディーゥッ・ザマーン

・ミーノレザー Badi'al-Zaman Mirza，イブラーヒーム・フサイン・ミールザ

- Ibrahim I:Iusayn Mirza， ムハンマド・ワリー・ベグ Mul)ammadWali 

Beg， ズーン・ヌーン・アノレグンをホスロー・シャーにむけ急行させた G そし

33bてムザッファ jレ・ミ-)レザ-Muzaffar Mirz孟 (33b)とムハンマド・ブノレンド

ゥク・パノレラース Mul)ammadBurunduq Barlas をフッタラーンにむけ派遣

した O 彼自らはヒサールに来た O

接近すると〔ヒサーノレの人々も〕それを知った O スルターン・マスウード・

ミーノレザーはヒサーノレに留まる事を良策とせず，カム・ノレード Kam-rudJIIを

さかのぼり F シラ・タク Slra-taq道によって，弟のパイスングノレ・ミーノレザー

のいるサマノレカンドへ行った O ワワーもフッタラーン方面へ退いた O ヒサーノレ
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域をパーキー・チャガーニーヤーニー， マフムード・パノレラース Mahmud

Barlas，クチュ・ベグ QuchBegの父のス jレターン・アフマド Su1tanAhmad 

が囲めた O

ハムザ・スノレターンI:IamzaSu1tan とマフディー・スノレターン Mahdi

Sultan は，シャイパーニー・ハーンのもとを離れてスルターン・マフムード・

ミーノレザーに仕えてすでに数年もたっていた C 設らは全てのウズベクと，ムハ

ンマド・ドゥグラト，スノレターン・フサイン・ドゥグラト，それにヒサール地

方にいたモグーノレらと共に，この混乱の繋，カラ・テギン QaraTeginの方へ

退いた G

スノレターン・フサイン・ミ-)レザーはこれちの動きを知ると，アブノレ・ムフ

スィン・ミ-)レザー Abual-羽uhsinMirzaと若干の若党7こちにカム・ノレード

の谷をさかのぼり，スルターン・マスウード・ミ-)レザーを追跡させた G 彼ら

;ま， cマスウードがJI盗路に入った時に後ろから追いついたが，どれ程の事も為
しえなかった O ミーノレザー・ベグ・ファランギー・パーズ討irzaBeg farangi 

baz Cファランザー・パーズは「火縄銃手β がそこで万で奮闘した O

イブラーヒーム・タノレハン IbrahimTarkh孟Iし アイユーブの子のヤークー

プ，そして若干の兵をハムザ・ス jレターンとモグーノレらにむけ力ラ・テギンヘ

派遣した G 彼 G~まカラ・テギ、ンで後ろから追いついて戦った o [ハムザら泣〕

34aスノレターン・フサイン・ミーノレザー (34a)の先鋒を破り，これらのベグたちの

大半を落馬させたが，またただちに釈放した O

かの〔ヒサーノレかちの〕脱出の結果，ハムザ・ス jレターン，マフディー・ス

ルターン，ハムザ・スノレターンの子のママク・ス jレターン MamaqSuJtan，後

にはムハンマド・ヒサーワーの名で知られるようになったムハンマド・ドゥグ

ラト，スノレターン・フサイン・ドゥグラト，これらのスノレターンたちに属して

いたウズベクたち，ヒサーノレ地方に住地を持ちス jレターン・マフムード・ミー

ノレザーの従者であったモグーノレたち，乙れちの人々泣私を〔主人にしよう〕と

云って，ラマザーン月 [1496年 5/6月)，アンディジャーンに来た O 私は，そ

の様な擦のティムーノレ朝のスノレターンたちのやり万に従って，高く広い座椅子

(toshak) の上に坐っていた O ハムザ・スノレターン，マフディー・スルターン，

ママク・スノレターンが来た持，私はこれらのスノレターンたちの挨拶に対して立

上がり，座椅子かちおりて，このスノレターンたちと挨拶を交した。私はスノレタ
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ーンたちを右手にあぐらをかいて (baghlshda) 坐らせた O ムハンマド・ヒサ

サ-1)ーにひきいちれた全てのモグールたちも来て，全員が私に仕える事にし

7こO

スjレターン・フサイン・ミ-)レザーは到着するとヒサーノレ域を包囲して野営

したO 坑道設置，域攻め，投石，投石機の仕事などで，夜も昼も，休慧・休息

は皆無であった o 4........-5カ所に坑道を設置したO 域内にむかつて域内の所に作

った坑道は非常に先の方まで来ていた O 域内の人々も坑道を作って，この坑道

34bを発見した G 域内の人々は (34b)上手か与こちら側の人々にむけ煙を流した O

ところが彼らが穴をふさぐと，煙は上手の域内の人々の所へ逆流したO 域の人

々は怠がつまって逃げ出した O 域の人々は最後に沢山のかめで水を運んで(上

から〕流し，域外の散を坑道から逃亡させた O また 1度は 1隊の若党たちが

出撃して，坑道の所にいた〔包囲軍の〕若党たちを逃亡させた O

また， [包屈軍は〕ミ-}レザーが野営した北方かち，投石機を整えて， 多数

の石を投じ 1つの壌に穴をあけた O 就寝前の礼拝の時期iに壌は倒れた O 若干

の若党たちは急いで戦におもむく許しを求めたO ミ-}レザーは i[今は〕夜だj

と云って許さなかった O 夜が明けるまでに，域民江塔を全て再建していたO そ

の朝，彼らは戦もしかけてこなかったG この2カ月ないし2力月半の詰に，包

毘し，坑道を作り，土台を築き，石を投げる以外には， [ス Jレターン・フサイ

ン・ミーノレザーは〕はなばなしい戦費をしなかったG

ホスロー・シャーにむけ派遣されていたバディーゥッ・ザマーン・ミールザ

ーとその軍団がクンドゥズより 3........-4ユガチ下流の所で下馬した時，ホスロー

・シャーはそこに岩あわせた部下と共に，隊恒を整えさせて，クンドゥズを出

発し，途中宿営して，バディーゥッ・ザマーン・ミ-}レザーとその軍隊にむけ

隊伍を整えてやって来た O これらの，あのようなミーノレザーたち，あのような

35a指揮官たるベグたちは， (35a) たとえその兵力がホスロー・シャーの兵力の 2

倍はなかったにせよ，少くとも 1倍半はあったという時に，いったいどういう

口実で，意を決して重壕から出ょうとしなかったのであろうか。ホスロー・シ

ャーの提士法貢蔑長幼を合わせても 4........-5，000にしか過ぎなかったであろうに O

ホスロー・シャーは，この無価檀のうつろいやすい現世のために，また不信

心の動揺しやすい家臣のために，あのような悪と悪名を選び¥あのような暴室

非道を行なう事を自らにモートッーとして課した G 彼はかくも広大な領土也を獲
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得し，かくも多数の従士・従者を手元におく事をたくらんだ。それどころか，

やがてその従士・従卒は 2---30， 000に達し，彼の領地・軍隊は自与の君主・王

子らをも凌駕した O その生涯に為した諸事ほかくの如くであった O かくの如く

であるにもかかわちず，ホス E ー・シャーの部下たちも指揮者として傑出し勇

敢であった O 整壕を出なかった者たちは臆病者として評判になり，担方の無さ

で物笑いの種となった O

バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーはそこかふ移動して数宿を数えた後，

ターリカーン Taliqanのアノレグ山 Alghutaghlに来て野営した O ホスロー・

シャーはクンドゥズ域にいた O 彼は弟のワリーを一国の精鋭と共にイシュケミ

シュ Ishkamish，フルーノレ Fulul，そしてその山麓の一帯へと派遣していた G

外側から〔散に)不安惑を与えるためであった C またムヒップ・アワー・コノレ

チ Mul}ibb'Ali qorchl Cコルチは「箆筒手JJは一毘の精鋭を率いて来て 7

35b ッタラーンJl!の (35b)河畔で cミーノレザー側の〕これらの人々の兵に遭遇し，
破って，若干の人々を落馬させ，若干の者の首を切って去った G

後に，これに対する対抗心かち，サイイディム・アリー・ダノレバーン Sayyidim

'Ali dar-ban [ダノレバーンは「門番JJとその弟のク 1)ー・ベグ QuliBeg， そ

してアイユーブの子のバブルール Bahlul が，一回の精鋭と共に来て，アンパ

ノレ・クー7 'An bar-kuhの麓，ホージャ・チャンガー jレKhw孟jaChangal近

郊で，ホラーサーン軍が移動して来た際に襲し 1かかった O 大勢が来て，サイイ

ディム・アリー，クリー・パーパー，さらに一団の精鋭たちを全て務馬させた。

このニュースがスノレターン・フサイン・ミールザーに{云えられた O またヒサ

ーノレの春の雨の故に兵たちは不安をまぬがれえなかったO 和平の提案が出され，

域内かちマフムード・パノレラースが来た O 域外かちはハージー・ピーノレ・ブカ

ーウノレI:IajjiPir buka'ul [ブカーウノレは「酌人JJと高官たち (uluqaghalar)， 

それにそこにいた全ての楽部や歌手らが来て，スノレターン・マフムード・ミ-

jレザーの〔妃の〕ハーンザーダ・ベギムから生まれた長女を， スノレターン・

アブー・サーイードの孫娘であるノ々ーヤンダ・スノレターン・ベギム Payanda

Sultan Begim かち生まれた〔スルターン・フサインの子の]ハイダル・ミ-

jレザ-I:Iaydar Mirza に要って， [フサインは)ヒサーノレ城下を出発してクン

ドゥズ方面へむかった。

クンドゥズに来るとまた包囲鰐をしいて包圏の体制をとった。結局，バディ
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ーゥッ・ザマーン・ミーノレザーの仲介で和平を結び，域の内外に捕虜になって

3ぬいた若党たちを交換してはお)ひきあけYこG ホス 5ー・シャーがかくも強大と

なり，かくも摂りない事どもを達成できたのは，スルターン・フサイン・ミ-

jレザーが 2度も来攻しながら遂に彼を捕える事ができなかったためであったO

スノレターン・フサイン・ミーノレザーはパルフ Balkh に到達すると， マー・

ワラー・アンナフルに対する関心の故に，パノレフをノてディーゥッ・ザ、マーン・

ミーノレザーに与え，彼〔パデーゥッ・ザマーン〕の領地であったアスタラーバ

ードを〔弟の〕ムザッファル・フサイン・ミ-)レザーに与えた Q 両者に，パノレ

フ及びアスタラーバードを領地とする事を，同じ 1つの会合で，承諾させた O

乙のためバディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーは複を立てた G 乙こ数年の反乱

.離反の原因がこれであった O

この間じラマザーン月 (1496年 5/6月〕にサマノレカンドでタルハン族の反乱

が起乙った O その詳細は以下の如くであったむパイスングル・ミーノレザーは，

ヒサーノレのベグたちゃ軍人たちと親しく毘懇に交わった程にはサマルカンドの

ベグや軍人たちと交際しなかった c シャイフ・アブドウツラー・パjレラース

Shaykh‘A bd Allah Bar las ~ま彼の非常にお気に入りのベグであった。その息

子たちは文字通りの鶴近・近臣 (muqarrabwa ichki)で，その関係はまるで

恋人どうし〔愛する者と愛される者〕むようであった G

タノレハン族のベグ、たちゃ若干のサマノレカンドのベグたちはこれらに立腹して

いた O そこでダノレヴィシュ・ムハンマド・タ jレハンがプハーラーから来て，ス

ルターン・ア 1)ー・ミ-)レザーをカノレシ Qarshiから連れて来させ，君主に推

戴し (padishahkotarip)， 彼らは〔サマノレカンドの〕 パーゲ・ナウ Bagh-i

naw (r新庭園JJ乙来た。パイスングjレ・ミーノレザーはパーゲ・ナウにいた C

36b彼らはノてイスングノレ・ミーノレザーをとらわれ人のごとくに (36b)して，その従

士・従者たちからひき離し，内域 (ark) に連行した O 再ミ-)レザーを 1カ所

に坐らせた G 後，午後の礼拝時にパイスングル・ミーノレザーを〔内域内の)キ

ョク・サラーイ (r青の宮殿心へ連れて行くつもりでいた O
みそぎ

パイスングノレ・ミーノレザーは模をするという口実で，ブスターン・サラーイ

の東北にある建物かち 1つの家に入った O 門の所ピタノレハン族の者たちが立っ

ていた O ミーノレザーと共にムハンマド・クザー・カウチンとハサン・シャルパ
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トチ草asansharbatchl [シャノレパトチは「シャーベット作りJJが一緒に入っ

たO 手短かに云えば，ミ-)レザーが模のために入った部の裏手に，火ぼし煉瓦

で〔ふさいで〕壁にしている円があったらしい O それは内部から外と通ずる円

であった与しい。彼らはただちにこの壁を倒して説出し，内域のガーティファ

ノレ Ghatifar側の城壁の 1っか主，水の通路を利用して出て 2重の (du-tahi)

塁壁を越えて外に出て，ホージャ・カフシール KhwajaKafshir区の〔ナクシ

ュパンディー教団の故ホージャ・ウパイドゥッラーの子の]ホージャカ・ホー

ジャ KhwajakaKhwajaの邸へ行った O 先の邸の門の所に立っていた者たちは，

やがて気づいた。彼るはミーノレザーが逃げたのを発見した。

その翌朝，タルハン族の人々が集まってホージャカ・ホージャの門の所へ行

った G ホージャば「毘イよいj と云って引渡さなかった O 彼らも力ずくで奪呂す

る事はできなかった。ホージャたちの尊厳は，彼告が力を行使しうるより以上

に高かった口

1...........2日の後，ホージャ・アブjレ・マカー 1)ム Khw邑jaAbu al-Makarim， 

アフマド・ハージー・ベグ，それに若干の大小のベク、了こちゃ軍人市民らは，民

37a衆蜂起を起こし， (37a) ホージャの邸からミ-)レザーをかつぎ出し，ス/レター

ン・アワー・ミーノレザーとタルハン族の人々を内域に囲んだ。彼らは内域を 1

日すら守る事ができなかった C ムハンマド・マズィード・タノレハンはチャハー

ノレ・ラハF号 (Chahar-rahadarw孟zasl) を出て，ブハーラーへ行った。スノレタ

ーン・アワー・ミーノレザーとダルヴィシュ・ムハンマド・タルハンは捕えられた。

パイスングル・ミーノレザーがアフマド・ハージー・ベグの邸にし可た時に，ダ

ルヴィシュ・ムハンマド・タノレハンを人々が連行して来た。ひと言ふた言質問

したが， cダノレヴィシュ・ムハンマドは) うまく答えられなかった O うまく答
え与れる位なら，あのような事はしなかったであろう G 死刑を命じた O ダノレヴ

ィシュ・ムハンマド・タルハン辻絶望して柱にしがみついた O 柱にしがみつい

たからといって，彼らが許すであろうか。判決が執行された C

スノレターン・ア 1)ー・ミーノレザーについてはキョク・サラーイへ連行しその

再眼に焼けた鉄棒をあてるよう命令された。ティムー jレ・ベグが建設したすば

らしい建造物の 1つが，サマルカンドの内域にあるキョク・サラーイであるじ

不思議な性格を持った建物であるいティムーノレ・ベグの子孫、たちの中で，頭を

もたげ、て王位についた者ば皆こ乙で即位した C しかし，王位をねらって肯を落
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した者も，また皆とこで首を落した G 「さる王子をキョク・サラーイへ連れ出

した」といういいまわし誌， r殺したJという事の培喰にすらなっていた O
彼ちはスノレターン・アリー・ミーノレザーをキョク・サラーイヘ連れ出し，再

37b眼に焼けた鉄棒をあてた O 外科医の故意によるものか (37b)，それとも不本意

にもそうなったのか，スノレターン・アワー・ミーノレザーの再肢は鉄捧によって

損傷をこうむ与なかった O その事をすぐには明かさず，彼はホージャ・ヤフヤ

- Khwaja Yahyaの邸へ行った O 彼は 2.-...3日後に脱出してブハーラーのタ

ルハンたちの所へ行った O

ホージャ・ウパイド現下の子ちり聞でこのために対立が生じた Q 年長者(ホ

ージャカ・ホージャ〕ほ年長者〔パイスングJレ]に組した O 年少者〔ホージャ

・ヤフヤー〕辻年少者〔スノレターン・アワー〕をたすけた G 数日後にホージャ

・ヤフヤーもブハーラーへ行った O パイスングノレ・ミーノレザーは兵をひきいて

ブハーラーのスノレターン・アリー・ミーノレザーのもとにおもむいた。ブハーラ

ーに近づくと，スルターン・アワー・ミーノレザーとタ jレハンたち辻隊恒を整え

て出た O ちょっとした戦闘が怠った O スノレターン・アワー・ミーノレザーの側が

勝ち，パイスングノレ・ミーノレザーが敦北した G アフマド・ハージー・ベグと一

自の精鋭たちが捕嘉になった G 彼らはその大部分を殺した G アフマド・ハージ

ー・ベグを，ダノレヴィシュ・ムハンマド・タノレハンの「血の代償j により，不

名誉なやり方で殺害した C スノレターン・アワー・ミー jレザーはパイスンクール・

ミーノレザーの後を追ってサマルカンドにむけ進んだむ

この知らせがシャッワー，a，j3 (1496年 6/7月〕にアンディジャーンにいる私

たちのもとにも届いた O 私たちもサマノレカンドをめざしてその同じシャツワー

ノレ月に出兵した O スノレターン・フサイン・ミーノレザーほヒサ-)レとクンドゥズ

かち〔ヘラートに〕もどっていた O スノレターン・マスウード・ミーノレザーとホ

38aスロー・シャーの心は 1つになっていた O スルターン・ (38a) マスウード・ミ

ーノレザーもサマノレカンドをね与ってシャフワ・サプズ Shahr-iSabzに来た O

ホスロー・シャーは弟のワリーをミ-}レザーに加わらせた o 3.-...4カ月間，私

たちはこの三方からサマノレカンドを包囲した O

ホージャ・ヤフヤーがスノレターン・アリー・ミ-}レザーのもとかち来て，協

謂・同盟の提案を出した G 会見する事で一致した。忍は私の軍勢と共に，サマ

ノレカンドかち 2.-...3シャ jレイー (shar守)Cシャノレイーは約 6kmJ下流のソグ
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ドSughd側から進んだ。むこう側からスノレターン・ア 1)ー・ミーノレザーがそ

の軍勢と共に来た。一方からは 4--....5人と共乙ス jレターン・アリー・ミ-}レ

ザーが，他方からは 4--....5人と共に私がコーハク)11 Kohak SUylの]11中島

(arahq)に渡り，馬上で会って挨拶を交し，彼ちはむこう鶴へ行き，忍ほとちら

関へ帰った。私は〔詩人・音楽家で有名な〕ムッラー・ピナ一千-Mulla Bina'i 

とヴシャイパーニー・ナーマJの著者〉 ムハンマド・サーワフ Muhammad

$ali与をそこで，ホージャのお側で見た O 私がムハンマド・サーリフを見たの

はその 1目だけであった O ムッラー・バナーイーはその後ながちく忍に仕えた。

スノレターン・アワー・ミ-)レザーと会見した後，冬が近づいており，またサ

マノレカンドの人々も〔包囲の結果として〕さほどに窮乏しでもいなかったので，

私はアンディジャーンにむかい，ス jレターン・アワー・ミーノレザーはブハーラ

ーにむかった。

スノレターン・マスウード・ミーノレザーはシャイフ・アブドウツラー・ノぐjレラ

ースの娘にすこぶる心を奪われていた U 彼女を要ると，国取りの野望を捨てて

38b ヒサ-}レに (38b)婦還した O と云うより，この遠征の真の目的はまさにこれで

あったのかも知れぬむ

〈サマノレカンド近郊の〉シーラーズ Shiraz とカンパーイの近くかち， [ウ

ズベクの王子で，パーブ jレのもとにいた〉マフディー・ス/レターンが逃亡して

サマルカンドヘ行った。ハムザ・スノレターンはずーミーン Zamin から私の許

しをえてサマルカンドヘ行った G
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(902年/1496年9月9日-l497年8月298/の出来事)

乙の冬，パイスングノレ・ミーノレザーの諸事は全般的に発畏した G アブドウル

・カザーム・アシュリトがスノレターン・アワー・ミーノレザーの側からクーフィ

ーン Kufin とその近郊へ来攻していた O サマルカンドからマフディー・スノレ

ターンがパイスングノレ・ミーノレザーの先鋒軍をひきいて来て，これらの前に立

ちはだかった。アブドウノレ・カリーム・アシュリトとマフディー・ス jレターン

は一騎打となった C アブドウル・カリームの馬をマフディー・スノレターンがチ

ェルケス万 (Cherkesiqlhch)で切ると馬が部れた G 後自身〔アブドウノレ・カ

ワーム〕が立上がろうとした時，マフディー・スルターン;まその手を手首の所

で切り落した G 彼を捕え，むこう方の先鋒軍を大いに破った G

これらの〔ウズベクの〕スルターンたちはサマルカンドの政靖とミーノレザー

たちの宮廷をどうにもなるぬものと見てとって，明け方に草原地帯 (yaZl)のシ

ャイパーニー・ハーンのもとへと去った O

このような〔ささやかな勝利という〉事でサマルカンドの人々は希望を見出

し，スノレターン・ア 1)ー・ミールザーと対決すべく兵をひきいて出城した O パ

イスングノレ・ミーノレザーはサ 1) ・プノレ Sar-IPulに来た O スノレターン・アリー

ミーノレザーはホージャ・カーズルーン Khwaja Kazrun Cくp.48 Khwaja 

Kardzan> Jに来た O この時に当り， ホージャ・ムニーノレ・オシ- Khwaja 

Munir Oshiにそそのかされて，ホージャ・アブノレ・マカーリムと，アンディ

39aジャーンのベクーたちの中では (39a)ヴアイス・ラーガリー，ムハンマド・パー

キル，さらにカースィム・ドウラダイ QasimDawladay，そしてパイスングノレ

ミーノレザーの 1国の側近 (ichki)の者がブハーラーに急行した C 彼らが近づ

くと，ブハーラーの人々も気づいた c 乙れちの人々の事は成らずに引きかえし

7こO

スノレターン・アワー・ミーノレザーとの会見の際，春 (yaz)になったら，彼ら

はブハーラーから，在はアンディジャーンから来てサマノレカンドを包屈すると

いう約束が為されていた。私たちはその約束に従って，ラマザーン月 (1497年

5/6月J，アンディジャーンを出馬し，ヤール・ヤイラク YarYaylaq近郊に

到達した時 [2入の〕ミーノレザーたちが相対峠しているという情報を得て，
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モグ-}レのトウールーン・ホージャ TulunKhwaja Moghu止を， 2 ---300人

の奔放な若党たち (qazaqyigit) とjhにえ派した υ これらのfJt，こちが近づいた

持，パイスングル・ミーノレザーは私たちについての情報を得ると，まるで敗北

者の如くして退却したっこれらの若党たちはその夜，間道を通って突入し，多

数の者を射て捕え，多くの戦利品をもたらした。

夜、7こち:まその 2日後，シーラーズ域に達した O シーラーズはカースィム・ド

ウラダイの手中にあった。彼のダノレガ (darugha) [1軍政管民宮JJはシーラー

ズを保ちきれず，域をさし出した。シーラーズ域をイブラーヒーム・サ-)レー

に委ねた。翌朝，ラマザーンあけの礼拝行d-i fitr namaZl)をそ乙で行ない，

サマルカンドにむかい，アーブヤール禁地 (Abyarqurughl) に下馬した O こ

の日，カースィム・ドウラ夕、イ，ヴアイス・ラーガリー，ハサン・ナピーラ，

3gbスノレターン・ムハンマド・サイファノレ Su1tanMuhammad Sayfal， (39b)スノレ

ターン・ムハンマド・ヴアイス Sultan Muhammad Ways C <p. 49 Sultan 

Muhammad Darwish > Jが 3---400人と共に来て:私に〕仕えた。彼らは「私
たちはノぐイスングル・ミーノレザーが移動して退却した時に別れて，お設様の家

来になるためにまいりました j と云った c しかし後に判明した真相は，彼らは，

命令によってパイスングノレ・ミーノレザーのもとを離れ，シーラーズを確保する

ために来たが，シーラーズの情況がと述の布くになって，途方にくれて〔私た

ちの所ヘ〕やって来たという事であった c

カラ・ブラク QaraBulaq C i黒泉JJに野営した時，若干のわれわれの支配

下に入っていた村々 (kentkesak)に対して思慮の無い行動をとったモグーノレ

たちが捕え与れて連行されて来た c カースィム・ベグは規律をEすため 2---3

人を八つぎきにした o 4---5年後 [99b参照J，志の流浪時代に，私がマスイ

ーハーから〔モグールの〕ハーンのもとへむかった際，カースィム・ベグはま

さにこの理由から〔復讐を捕れて〕私たちと別れてヒサー jレへ行った O

カラ・ブラクを発って， CザラフシャーンJJ 11を渡り，ヤーム Yamに面して

野営した O この日，若干の側近のベクーたち (ichkibegl訂〉法大道 (khiyaban)

の所でパイスングノレ・ミーノレザーの兵と交戦した c 款はス jレターン・アフマド

・タンパノレののどに槍をつきさしたが，落馬しなかった O ホージャ・カラーン

Khwaja Kalanの長兄であるホージャキ・ムッラー・サドノレ KhwajakiMulla 

Saclrのぷ厚い (yoghan) 首に矢が当り，彼はその時神の御許に召された O 非
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常にすぐれた若党であった C 私の父も較をかけて印章宮 (muhr-dar) !こして

40aいたu 学問好きで (40a)，文章をよく知っていたりその〔公文書の〕書式も

よかった O 棄の扱い方 (qushchIllgh) と〔風雨をもたらす〕 ヤダ石の扱い方

(yadachlhgh) も知っていた O

私たちがヤームの近くにいる時， [サマ jレカンド〕域内から，土地の高人た

ちやその抱の商人たち (ilbaz呈riwa ghayr bazari)が出てきて，軍営地のパ

ーザー/レ〔前場〕を設営して (ordu bazarda bolu p )高売をしていた O ある日，

午後の礼拝の時刻に突然暴動が起って，これらのムスリムたちは全て略奪をこ

うむった。軍規がこんな培況であったので，全ての者が自分の所に荷も留めず，

全てをただちに返還するようにとの命令が出された O 翌朝，初更以前に，糸く

ずや針の破片に至るまで，何も兵士らのもとには残らなかった C 全てをただち

に持主に返却した O

そこを発って，私はサマノレカンド東方のハーン・ユウトウ Kh長n-yurt1[1ハ

ーンの宿営地JJに下馬した O サマルカンドかち 3キヨ jレフ (kor註h) Cキヨノレ

フは4，000歩の距離〉であろう O 私は40--508間，乙の宿営地に留まった O こ

こに滞留中に，数度，域の内外から勇気ある若党たちが出撃し大道の所でよく

戦を交えた o 1震は大道の所でイブラーとーム・ベグチクが攻撃したO 顔を坊

ちれ7こO 以後彼は切携のイブラーヒーム(lbrahimchapuq) と呼ばれている C

もう 1度も大道上の，プリ・マガーク Pul-iMaghak (1マガーク橋JJの所で
アブル・カースィム・クーフボ jレAbual-Qasim kuh-bor (クーフボ jレは IW
を切り開く者JJがほとをふるった O 次も大道とのタノレ・ナーウ Tar-naw(1狭

40b水路JJの近くで戦が (40b) あった O ミーノレ・シャー・カウチン MirShah 

Qawchinがほとをふるった O ミ-)レ・シャー・カウチンはすさまじい攻撃を

受け，その首の半分ちかくを切りつけるれたが，結局，大動振は切られずにす

んだ。

ハーン・ユノレトゥピ滞留中に，域内の者たちは策をめぐらして人を派遣して

来てとう述べた o 1夜になったらガーワ・アーシカーン Ghar-i'Ashiqan [1恋

人たちの洞JJの方面においで下さい。域をお渡ししましょう」。このつもりで
私は乗馬してマガーク橋の所へ来た。そして一団の精鋭と歩兵を待合わせの場

所へ派遣した C 域内かろ人が来て我が方の歩兵の内の 4--5人を連れ去った O

彼らは〔私たちの到着〕を知っていたのであった o C連れ去られた者たちは〕
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まことにすばやい歩兵たちであった G その 1人の名はハージーで幼い頃から私

に仕えていた口もう工人をノ久々はマフムード・キュンデ 1).サンガク Mal;lmud

k註nd註r-i Sangak Cキュンデリ・サンガクば「小石の槍JJと呼んでいた。彼
らは全員殺された C

このユノレトに滞在中に，サマノレカンドから市民や商人があまりに多数やって

来たので宿営地 (ordu) は 1つの町のようになった。 町々で求めるような物は

全て宿営の中で見付けられた。

この聞に， サマルカンドを除く全ての城・山・平原 (qurghanlar wa tagh 

wa tuz)が〔在、に〕婦)1震した。シャーダ-)レrJJShah-d亘rtaghl C <p. 51 Shaw-

dar taghl> Jの山麓のウズケト Ozket[<p. 51 Urgut> Jと云う名の域を 1屈

の人々が固めたむ必要にせまられて，私はユノレトを発ってウズケトへ行った。

41a彼らは持ちこたえられず，ホージャ・カーズィーを (41a)中に立てて帰顕した c

私たちも彼らの罪を許した。在、たちは再びサマノレカンドの包囲に帰った。

この年，ス jレターン・フサイン・ミ-)レザーとバディーゥッ・ザマーン・

-)レザーの間の確執は戦にまで発畏した c その詳細は次の如くである。前述し

た如く，先年，パルフとアスタラーバードをそれぞれバディーゥッ・ザマーン

ミールザーとムザッファノレ・ミーノレザーに与えて，それを承諾させていたむ

その時かち今日に至るまで，何度も使者が往復した。最後には，アリー・シー

ノレ・ベグも使者として〈ヘラートから】来たりいかに説得しでも〔バディーゥ

ッ・ザマーンほ)アスタラーバードを弟〔ムザッフア jレ〕に-弓える事に詩意し

なかった O 彼:ま「怠の怠子のムハンマド・ムーミン・ミールザ Mul;lammad

Mumin Mirzaに割礼 (khutna) をほど乙した擦， Cスノレターン・フサイン〕

ミーノレザーは〈アスタラーバードを)乙の子に与えたで;まないか」と云った。

ある日， 7 1)ー・シール・ベグと〔バディーゥッ・ザマーン)ミ-)レザーの

開で次のような 1つの会話が交されたのそれはミ-)レザーの頭の回転の速さ

(tiz fahmhgh) とア 1)ー・シー jレ・ベグの繊細な Jむとをあらわすものである心

アワー・シール・ベグは内密の約束 (sirris邑zlar) をミーノレザーにひそかに何

度も告げた c そしてさちにミ-)レザーにとういう約束の事はお忘れ下さいj

と云った C ミーノレザーは，間髪をいれず「どんな約束の事だね?ーと云った C

アワー・シール・ベグばすこぶる感動して大いに泣いた。
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結局，父と子との間のこの争論は，父が父に対し，子が子に対してパJレフと

アスタラーバードにむけ出兵するという結末となった O グルズィワーン Gurzi-

41b wanの麓む (41b)， ベノレチエラーグ Belcher孟gh の牧場へ， 下手からスノレ

ターン・フサイン・ミー jレザーが，上手からバディーゥッ・ザマーン・ミーノレ
ついたち

ザーが来た O ラマザーン月期E水曜日 (1497年 5月 3日J， アプル・ムフスィ

ン・ミーノレザーが〔父の〕スノレターン・フサイン・ミーノレザーの若干のベクーた

ち，そして 1団の先鋒球と共に前進して来た O たいした戦もなく〔バディーゥ

ッ・ザマーンは〕敗北した O 多くの精鋭が捕嘉となった O スノレターン・フサイ

ン・ミーノレザーは全員の首を打たせた O 単に乙の時だけで誌なかった O いつで

あれ彼辻反乱を起こした息子を破った際には，捕虜となったその従士たちの全

員の首をはねさせた O 何を為そうと，正義は彼の鶴にあった G

乙のミーノレザーたちは，あまりにも度をすごして色と歓楽にふけり，その父

の如く韓明で経験に富む君主がすでにそ乙から半日行程の所までせまっており，

またラマザーンの招き神聖にして清浄な月 〔断食月〕がなお明けるまでには

1夜を残しているというのに，父を恐れず，神を怖れず，なおその仕事はと云

えば，歓をつくした飲語であち，楽をきわめた宴会という有様であった O この

ようになっている者たちが敗北を喫するのは当然である O またこのように日々

を過ごしている者たちを誰であれ征寂するのも定めである O

バディーゥッ・ザマーンがアスタラーバードを支配して数年であった o 彼の

とりまきやおつきの者たち， そして軽装の若党たちはすこぶる擾美にかざち

たてられていた O 金銭の武器や用具を多数所有した C 絹を身につけた若党や

42a (42a)俊馬 (topchaqatl) も無数であった O ここにおいて，その全てが霧散

した C 逃亡に当り，山道に出くわし，滝，漫布の場所にぶつかり，彼自身苦労

してとの滝を降りた O 多くの者がこの滝で死んだ。

スノレターン・フサイン・ミーノレザーは自らの恵子を破った後，パルフに来た G

バディーゥッ・ザマーン・ミ-)レザーはパノレフにシャイフ・ア 1)ー・タガーイ

ーを置いていた o 彼ば為すすべもなく降伏し，パルプを引渡した。スノレターン

.フサイン・ミー jレザーはパノレフをイブラーヒーム・フサイン・ミーノレザーに

与え，ムハンマド・ワリー・ベグ MuhammadWali Begとシャー・フサイン

・チュフラ Shah草usaynchuhra をミーノレザーと共に置いた O 彼自身はホラ

ーサーンへ帰った O
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バディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーは敗北の後，略奪され奪取されつつ，

身に何もつけぬ若党・歩兵らと共にクンドゥズのホスロー・シャーの所へ行っ

たO ホスロー・シャーもよく奉仕したG 彼は馬，らくだ，テント援幕，いや

それだけでなく兵士ちの武器を， ミーノレザーとミーノレザーと共にいた者たちに，

見た者たちの話では以前の武器とこれらの武器の違いはただ金・銀の武具でな

かったというだけだったとし 1う程のものを恵み与えた O

スノレターン・マスウード・ミーノレザーとホスロー・シャーの間誌は，前者の

不公平と後者の強大化の故iこ，童文意、と不興が生じていた o [ホスロー・シャ-

42bは弟の〕ワザーとパーキーを(42b)ノてディーゥッ・ザマーン・ミーノレザーに加

えて，スノレターン・マスウード・ミーノレザーにむけ， ヒサーノレに派兵した O し

かし彼らは域に近づく事もできなかった Q 馬辺地帯で 1""""'2度，再方の儲かる，

万iこよる交戦がなされた o 1度はヒサーノレの北のクシュ・ハーナ Qush-Khana

[1烏小量JJの所でムヒッブ・アワー・コノレチが人々の所を離れて来て大いに

戦った O 落馬して捕えられそうになった持，敵{出から圧力を加えて来て彼を助

けた O 数日後，彼らは誠意のない和平 (gurg-ashti) を結んで帰還した O

数日後，バディーゥッ・ザ、マーン・ミーノレザーは山道を取ってカンダハーノレ

とザミーン・ダーワノレに，ズーン・ヌーン・アノレグンとその子シャー・シュジ

ャー・アルグン Sh忌hShuja' Arghun のもとへおもむいた O ズーン・ヌーン

・アングノレはけちで欲深い人物であったにもかかわらず，よく奉仕した o 1度

贈物 (pIshkesh)をした際に40，000頭の羊を贈った C

不思議な出来事の 1つは，スノレターン・フサイン・ミ-)レザーがバディーゥ

ッ・ザマーン・ミ-)レザーを破ったのは水曜日 (chah訂 -shanbakuni)であっ

たが，その同じ日にアスタラーバードでムザッファノレ・ミーノレザーがムハンマ

ド・ムーミン・ミーノレザーを破ったという事である O もう 1つのより不思議な

出来事は， 1水曜BJ (Char-shanba) という名の男がムハンマド・ムーミン・

ミーノレザーを落馬させ連行して来た事であった。
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(903年/1497年8月308-1498年8月18日/の出来事)

私はパーゲ・メイダーン Bagh-iMaydan cr広場の園JJの後ろにあるコ jレ
パ牧地 Qolbaulanglに下馬した D サマルカンド人ば兵も民もムハンマド・チ

ャフ。橋 Pul-iMu1).ammad Chapの近くへ多勢で出撃した O わが軍は準舗を整

43aえていなかったので， (43a)若党たちが隊伍を整える前に， c散は〕スノレター
ン・ク 1)- Sultan Quli，パーパー・クワーを落馬させて域へ達れ去ったO

数百後，私は移動して，コーハク〔山〕の後方の，コノレパ〔牧地〕の所に下

馬した O この日，人々はサイイド・ユースフをサマノレカンドから出した O 彼は

乙の宿営地に来て私に仕えた O サマノレカンドにいる者たちは，私たちが先の宿

営地から移動してこの宿営地ど来た事を退却したと考えて，援軍，兵，民は，

C 1隊ほ〕 ミ-)レザー橋まで出撃し C1隊は〕シャイフ・ザーダ門を遥って
ムハンマド・チャプ橋の所まで出撃して来た O 怠はそ乙にいた若党たちに武装

して乗馬するよう命じた O 敵は 2つの方向，つまりミーノレザー構とムハンマド

・チャプ橋の方向から圧力を加えて来た O 神は正義をもたらされ，敵は敗北し

た o C味方の者たちは敵の〕きわめてすぐれたベグたちときわめて優秀な若党

たちを落馬させた連れて来た O その内の 1人はハーフィズ・ドウラダイ草afi写

Dawladayの子のムハンマド・マスキーン立u1).ammadMaskinであった O そ

の人差指を切り落して捕えて連れて来た。またムハンマド・カースィム・ナピ

ーラ Mu1).ammadQasim na bira Cナビーラは「孫JJを弟のハサン・ナピーラ
草asannabira が落馬させて達行して来たっ乙のような兵や民，名を知られた

若党たちは多数いた O また町の暴れ者 (shahryatim)では，織工ディーワーナ

Diwana jama-baf とカル・カシュク KalQashu司を連れて来た G 彼らは喧

43b嘩や乱暴の (43b)指導者・場動者であった O 私iま，恋人たちの混 (Ghar-i

'Ashiqan)で死んだ歩兵たちの報復として，彼らを責め苛んで殺すように命じ

7こC

サマ jレカンドの人々にとってこれは完全な敗北であった O これ以後，彼ら

の域からの出撃はやんだ。私たちの側の者が譲の近くまで行って，奴隷たち

(qul wa dadak) を連行して来るといった状況にまでなっていた O
てんびん

太揚が天秤産に移った。寒気が襲って来7こO 会議に出席する全てのベグたち
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を召集して，協議した結果，次の如く決定された:域内の人々はかくも無力に

なっている c 神の加護を得たならば，怠達は今日であれ明日であれ口、つでもJ

征服できる c このまま域の外で寒気の中で苦労するよりも. C~) ったん〕域の

近くかろ退去して 1つの域の中で冬営する事が必要だ。そうすれば，たとえ

〔将来，この地を〕去るような事態が生じるとしても，その時はより心配も少

く去る事ができると G 冬営地はホージャ・ディーダーノレ KhwajaDidar域を

適当とみなし，私たちは移動して，ホージャ・ディーダ-}レの前面にある牧地

に下馬した。在、たちは入城して，テントと小震のための場所を決め，監督吉・

検査官 (ustakarwa muha符il)を置いて宿営地にもどった。私は数日間，冬営

用のテントの準備が整うまで牧地に留まった G

この間，パイスングノレ・ミーノレザーはトゥ jレキスターンのシャイパーニー・

ハーンにむけ引続いて捷者を送り，シャイパーニー・ハーンを援軍として招請

44a していた O 冬営用のテントの準舗が整い，私たちは域内に (44a)入った C シャ

イパーニー・ハーンがトゥノレキスターンから急行して，まさにその日の夜明け

方，私たちの宿営地の前に来て立った O 私たちの兵ば近くにいなかった O 冬営

地の設営のために，ある者ばラパーティ・ホージャ Rabat-i Khwajaへ，ある

者はカーブド Kabudへ，またある者はシーラーズへ行っていた G にもかかわ

弓ず私ばそとにいた兵と共に球伍を整えて出城した。シャイパーニー・ハーン

辻陣地を酉守しようとせずに，サマ jレカンド方面へ返却した O 彼はサマノレカン

ド近郊へ行った c パイスングノレ・ミ-}レザーの思わく通りに事が運ばなかった

ので， cミーノレザーはシャイパーニーを)歓待しなかった。〔シャイパーニー
は〕数日投，何事も為しえないまま，失望してトゥルキスターンへ帰った O

パイスングjレ・ミ-}レザ一段 7力月の包冨を持ちこたえだっ彼の希望の網が

シャイパーニ・ハーンであった。しかしその縞ももはや切れた G 彼は2---300入

のきたえた一族と共にクンドゥズのホスロー・シャーのもとへと落ちのびナこっテ

ィjレミズ近くでアムJ11を渡った時，スノレターン・マスウード・ミーノレザーのー

族でもあり寵臣でもあるサイイド・フサイン・アクパjレSayyidI:Iusayn Akbar 

がテイルミズのハーキムであったが，それを知ると，パイスングjレ・ミーノレザ

ーめざしてやって来た G ミーノレザーはすでに)討を渡っていた G ミー 1)ム・タノレ

ハン MirimTar khanはそこで溺死した C 〔サイイド・フサイン・アクパノレは〕

後に残っていた者7こち (kishiqara) と騒重 (p亙rtalmartal) を奪った c パイ
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スングjレ・ミーノレザーのターヒノレ・ムハンマド TahirMul:lammadという名の

稚児も捕えられた O パイスングノレ・ミーノレザーをホスロー・シャーはまた丁重

に扱った O

44b (44b)ノてイスングノレ・ミ-}レザーが出城するとその知らせはすぐに私たちの

もとに届いた O 私はホージャ・ディーダーノレから乗馬してサマルカンドにむか

った C 途中で， (サマルカンドの〕貫入， ベグ，若党ちが次々に歓迎の出むか

えにやって来た O ラビーゥル・アッヴァル月の下旬 (1497年11月下旬J，私ば

〔サマノレカンドに〕到着して内域のブスターン・サラーイに下馬したO 至高の

神のお加護によち，サマルカンドの町と地方が〔私によって〕領有・征寂されたO

〔サマルカンドについて〕

世界 (rub'-imaskun)でサマ jレカンドのようにすばらしい都市 (shahr)は

稀である O 第 5気候帯に寓する O 天文学的な記号では，経度99度目分，緯度40

度40分である O 町がサマノレカンドで， その地方をマー・ワラー・アンナフル

Ma wara' al-Nahr (アラビア語 fCアム)}lI(J)彼方の地心と呼ぶO いかなる

外散といえども，征服・制圧という形でこの町を獲得する事が無かったために

fC神に〕守護された町JBalda -yi mahf匂 aと呼ばれる O
怠き

サマノレカンドは，信徒たちの長 (amiral-mu'minin) Cカワフ〕ウスマーン

‘Uthm孟n 閣下の時代 (644-656在位〕にイスラムを受容した o Cマホメットのい

とこで，かつ〕教友たちの 1人であったクサム・イブン・アッパース Qutham

ibn ‘Abbasがここで造った O 彼の墓は〔サマノレカンドの〕鉄内の外にある O

現在， r王の墓JMazar-i shahの名で知己れている O
サマノレカンドをアレクサンドロス (Iskandar) が建設した O モグーノレ人やト

ノレコ人はセミズケント Semizkent(r把沃の町J)と呼んでいる O

ティムーノレ・ベグが首都とした O ティムーノレ・ベグ以前に，彼ほどに強大な

君主がサマノレカンドを首都とした事は無かった O 域の城壁の上を歩いて計らせ

たところ， 10，600歩あった O

〔住民とイスラム学者〕住民は全てスンナ派 (sunni)で，正統法学派に属し，

シャワーアを重んずる敬愛な人々である G 預言者関下〔マホメット〕の時代以

来，多数のイスラム学者がマー・ワラー・アンナフルに出現したが，これ程の

45a例は，抱の地方では知ちれていない o (45a)神学者のシャイフ・アブー・マン
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スーノレ ShaykhAるu.Man号註rはサマ jレカンドのマートワード M孟trid という

名の居住毘 (mal).alla)の出身である G 神学者は 2派に分かれるが 1派がマー

トワード派。1atridiya)であり 1派がアシュアワー派 (Ash'ariya)である G

マートワード派の名はとのシャイフ・アブー・マンスーノレに起源するつ

また(有名な伝承集成であるJuサヒーヒ・ブ.ハ-1) - ~ Sa/:li/:l-i Bukha ri 

の著者で=あるホージャ・イスマーイーノレ・ハ jレタング KhwajaIsma'il Khar-

tangもマー・ワラー・アンナフノレの出身である。

さらに〔有名な法学書であるJil ヒダーヤ~ Hidayaの著者(ブノレハーヌッ・

ディーン・ア 1)ー・クノレチュ〕もフェノレガーナのマノレギーナーンという名の地

方の出身である C アブー・ハニーファ Abu.}Janifaの学派〔ハナフィ一派)で

『ヒダーヤiよりも名高い注学書 (kitab-ifiqちは少いであろう O マノレギーナ

ーンもマー・ワラー・アンナフル内部の町で，居住地域のはずれにある。

〔呂屈〕 東はフェノレガーナと力一シュガノレ，西はブハーラーとホーラズム

Khwarazm， 北はタシュケンドとシヤールヒーヤ c:書物にはそれぞれ〕シャー
シュ及び、パナーカトと書かれている).南辻ノぐノレフとテイルミズである O

CJlfJ コーハク川1Kohak SUylがjとを流れている。サマノレカンドから 2キ

ヨノレフ koruh Cキヨ jレフは4，000歩の距離〕の所であろうりこの)11とサマノレカ

ンドの間に 1つの丘があって，コーハク〔現在のチョパン・アタ〉と呼ばれる。

乙のJlIはこの丘の麓から流れているのでコーハクJr 1と呼ばれる G このJ[Iから，

1つの大きな水路が分岐してし 1るが，まるで)11のようだG ダノレガム]ftDargham 

suylと呼ばれ，サマ jレカンドの南を流れる口サマ jレカンドから 1シャ jレイ一

程であろう G サマノレカンドの果樹菌や居住豆，そして若干の諸地毘 (tumanat)

は，この]11の水で濯翫されている C サマルカンドから30---40ユガチ程の道のり

であるくブハーラーまでは約250kmJブハーラー，カラ・キヨノレ QaraKolに

45b至る地域はコーハク )11によって謹翫されている C これ程の大河(45b)なのに，

農業や住宅用になお十分でない G そればかりか夏には 3---4カ月間，ブハー

ラーには水が遣しないっ

〔農作物〕 ぶどう，メロン，りんご，ざくろ，と云うよりあらゆる果物が

すばらしい c しかし中でも 2種類の果物がサマノレカンド産として名高い G サマ

ノレカンドりんごとサマノレカンドぶどうである c

く気候〕 冬はおそろしく寒l'o雪も降るが，カーブノレ程ではない。夏は気
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侯がよい O もっともカーブル程でほない C

〔ティムールの建造物〕 ティムーノレ・ベグとウノレグ・ベグ・ミー jレザー

Ulugh Beg Mirz孟〔ティム-)レの孫O シャー・ノレフの子〕の造った建造物や庭

園がサマノレカンドと甫内に多い C サマ jレカンドの内域 (ark)に，ティムーノレ・

ベグは 1つの大きな宮殿 (koshk) を置いた o 4階建てで， I青の宮穀JKok 

saray と呼ばれている c 非常にすばらしい建物であるむ

また鉄門の近く，城壁内に，中央モスク (masjid-ijum'a) を建設したO そ

の石づくりは， ほとんどがとンドゥースターンから連れて来た石工 (sang-

tar孟sh)の手になるものである O モスクには， Iかくしてイズラーヒームは基を

きずけり云々 j というコーランの一節 [2章 127節〕を記した銘があるが，非

常に大きな文字で書かれているので 1キュロフ翠離れた所からでも読む事が

できた O これもまことにすばちしい建物である。

〔ティムーノレ辻〕サマノレカンドの東方に 2つの庭園を造った O 遠い方が<p.
58 Iブノレディの園JBagh-i Buldi [正しくは「高みの菌JBagh-i bulandJ， 

近い方が>1よろ乙びの園JBagh-i dilgush丞である O 後者から〔サマ jレカンド
の〕トルコ石門まで 1本の大道を造り，南側に箱椀 (terak)の木を植えている O

46a rよろこびの冨J~こも，大きな宮殿を造らせた O その宮殿 (46a) には，ティム

ーノレ・ベグのインド戦役の函が措かれている O

またコーハクの丘〔現在のチョパン・アタ Chopan-ata] の麓，力一ニ・ギ

ノレ Kan-igilの野の「めぐみのJIIJAb-i raちmatとも呼ばれている黒河 Qara

SUylの所に 1つの庭匿を造った o I世界の{象JNa弓sh-ijahanという名で知

られているが，私が見た時には，この庭置は荒廃して，名前だけしか残ってい

なカ〉っアこ。

またサマルカンドの南に「すずかけの匿JBagh-i chinarがあるむ城壁に近

いG さらにサマノレカンドの下方にリヒの冨JBagh-i shimalと「楽菌JB孟gh-i

bihishtがある O

ティムール・ベグの孫で，ジャハーンギーノレ・ミーノレザー Jahangir Mirza 

の子のムハンマド・スノレターン・ミーノレザ Mu1).ammadSu1tan況なza[1403 

年残〕はサマ jレカンドの外壁の壁塁の所にイスラム学説 (madrasa) を建てた O

ティムーノレ・ベグと，その子孫のうちサマノレカンドで王位についた人々の墓は，

この学院にある O
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〔ウルグ・ペグの建造物〕 ウノレグ・ベグ・ミーノレザーの建造物のうち，サ

マルカンドの域内にあるのは， イスラム学説 (madrasa) とスーフィ一道場

(khanqah) の建物である C 後者のドームはすこぶる大きなもので，世界中で

あれ程大きなものはめったに例がない Q また乙れらの建物の近くに，きれいな

公共浴場(l:tammam) を作った O ミーノレザー思呂 (Mirzahamm孟ml) と呼ば

れている O 各種の石でタイノレ敷きにしてある O ホラーサーンでもサマルカンド

でも，あれ程の浴場はまず知られていない G

46b また (46b)学院の南に 1つのモスクを建てた。「彰亥!J寺院Jmasjid-i muqat斜面

と呼ばれている。このように呼ばれるのは，細かく木に彫刻を己どこして，イ

スリーム風 (islimi) [装飾の 1技法J，中菌風 (Khita'i)の絵を撞き，全ての

壁や天井が，まさにこんな思だからである c 乙の寺院のキブラ (qibla) [メッ

カの方角を示す壁面。とれにむかつて礼拝する)と学院のそれとの間にほ大き

なくいちがいがある c おそらくこの寺院のキブラの方向は，天文学的観測によ

って決定されたものであろう。

もう一つのす迂らしい建物は，コーハクの丘の麓にある天文台 (ra♀ad) で，

乙れは天文表 (zij)を編纂するための装置である o 3階建てで，ウノレグ・ベグ

ミーノレザーは乙の天文会を使って，今百世界中で利吊されている fキュレゲ

ン天文表JlZij-i kun与がniを編纂した G 他の天文表が使われる事は稀である心

乙れ以前には『イノレ・ハーン天文表JlZij-i Il-khaniが長尾されていた C ホ

ージャ・ナスィーノレ・トゥースィ-Khwaja Na号irTusiがフラグ・ハーンの

時代 [1258-1265在位1にマラーガ Maraghaで観測したものである。フラグ

・ハーンはイノレ・ハーンとも呼ばれている。

たぶん世界中で 7"""'8カ所の天文台で天文観犯が行なわれたのみである C

その内の 1つは(アッパース朝第 7代の)カリフ・マームーン M丞mun Khalifa 

(813 -833在位〕が差是測した。~マームーン天文表Jl Zij-i Mamuniがその成果

として著わされている O またプトレマイオス Batlimiyus も観測した C さらに

インド Hindus日n ではインド人のヴイクラマーディトヤ王 (RajaBikram孟jit

Hindu) [Vikramaditya Jの時代〔紀元前 1佐紀j !こウッジャイン Ujjayn と

ダハーノレ Dahar.つまりマールワ冨 Malwam註lki，すなわち現在マンドゥ-

Mand註と呼iまれている所で観測された。さらにもう 1つの観測が行なわれ，

現在インド人たちがインドで使用しているのはその天文表である C この観測を
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47aしたの辻 (47a)， 1，584年前である c この天文表は，その他の天文表に比べる

とかなり不完全である O

〔ウノレグ・ベグは〕またコーハクの丘む麓，西割に 1つの庭圏を造ったが，

「志場の匿JBagh-i Maydan と呼ばれている G この園の中央にすばらしい建

物を作ったが， ，40柱JChilsutunと呼ばれている o 2 ~皆建てで，柱は全て石で

できている O この建物の 4隅の塔の場所に 4つの寺読の尖塔 (minむ)に似

た塔をJifZ立させ，上に昇る道は，この 4隈の塔の中を通っている O それ以外の

あらゆる場所に石造りの柱がある O その内の若干のものには，らせん状のみぞ

彫りの装飾がほどこされている o 2階の 4方はテラスで，その柱は石造りであ

るO 中央は， 4 mHこ開けた (chardara)東屋である。この建物の基盤を，全て
石でしきつめている C

この建物かちコーハクの丘よりの麓に，さらにもう 1つむ小庭園を造った O

そこに大きなテラス付の建物を造り，その内部に大きな石の玉産を置いた C 長

さはおよそ 14--15カノレ (qan)(カノレは「腕の長さJJ，幅は 7--8カノレ， 深さ

は 1カノレである O このように大きな石を非常に遠い道のりを運ばせた Q 中央の

所で割れている G ここに運んだ後に割れたものだと云うっこの間じ小庭菌にも

47bう1つの 4面に開けた東墨 (47b)を造った。前壁詰全て梅器で， ，陶器館J

Chini-khanaと呼ばれている G 中国から，人を派遣して運んで来たものである O

〔その他C建物と庭園〕 サマノレカンドの域内に，もう 1つの古い建物があ

るo ，かささぎ声寺i涜Jmasjid-i laqlaqa と呼ぶ。この寺院のドームの中央で

足で地面をたたくと，全部のドームからかささぎの鳴声が聞こえてくる G 不思

議な事である O 誰もその秘密を知る者はいない C

スノレターン・アフマド・ミーノレザーの時代 (1469-1494在位〕にも大/J¥のベ

グたちは多くの大小の露国を造った O その内で，ダノレヴィシュ・ムハンマド・

タルハンの庭題 (char-bagh) 迂ど美しく，気持がよく，また眺めのよい定圏

は少いであろう o ，広場の冨jよりも下方の丘の上に，コ jレバ牧地を見おろす

1つの庭園を造ったのである G コノレパ牧地全体がその足下にひろがる G 庭冨内
IC:れ

部も，設措状iこ土地を整備して，すばらしい檎の木とか糸杉とか自ポプラを植

えている O ま乙とに完壁な部がある O 欠点は大きな川が無い事である O

〔市街〕 サマノレカンドの町は，驚くほど整備された町である O この町にほ

他の町ではあまり見られぬ 1つの特徴がある O すなわちおのおのの商工民は，
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それぞれに 1つのパーザーノレ σ市場JJを持っていて，お互に混り合わない O
よい習慣である O よいパン屋と焼肉屋がある O 世界で最高の紙ばサマ jレカンド

産である O 紙すき水車の水辻全てカーニ・ギノレの野かち来ている G カーニ・ギ

48a )レは黒河 (Siyahめ)の)11岸にある o (48a) この黒河 (Qarasu) を「めぐみ

の]!IJ(λb-i rahmat)とも呼ぶ。サマノレカンドのもう 1つの商品は真紅のビロ

ードで，諸地方へと運ばれる。

〔牧地〕 周毘によい牧地 (ulang)がある G 有名な牧地の 1つ;主力一ニ・ギ‘

jレ牧地である G サマノレカンド市街の東方にあり，やや北寄りである o 1シャ jレ

イー程であろうか orめぐみの]lr Jとも呼ばれる黒河は， その中央を流れてい
るo 7 ---8台の水車を動かし得るJ11である O このJ11の題国は，全て湿地位b-

giめである O この枚地のもともとの名ばカーニ・アーブザール Kan-iAbgir 

であったろうと云う者もある O しかし史書には全てカーニ・ギルと書かれてい

るc 非常に良い牧地である C くp.60サマ jレカンドのスノレターン7こちほ常にこ

の>牧地を禁地 (quruq) にしていた O そして毎年この牧地に来て 1---2カ月

滞在した C

乙の牧地より上流の，東南の方角に，もう 1つの牧地がある。ハーン・ユノレ

トゥ Khanyurtlと呼ばれている c サマノレカンドの東方にある G サマノレカンド

から lユガチであろう G 先述の黒河が乙の習をよぎってカーニ・ギルへと流れ

ている。ハーン・ユルトゥの所でこの}[!が蛇行しているので，その内側にオ jレ

ドゥ (orduC幕庭J) を設冒するのに了度都合のよい土地であろう。そこかち

の出口は，非常に狭くなっている。この土地の〔戦略的な〕長所を援にして，

サマノレカンドそ包囲した際に，私iましばらくととに津留した。

48b もう 1つの牧地誌は8b)ブーダナ禁地 Budanaqurughlで，よろこび、の菌

とサマ jレカンドの習にある O き与に， キョリ・マガーク牧地 Kol-iMaghak 

ulanglがあり，サマルカンドからおよそ 2シャノレイ一酉にある c やや北寄りで

ある G 乙れもよい牧地である o 1~!需に大きな池 (köl) があるためキョリ・マガ

ーク牧地 cr水たまり池牧地JJと呼ばれる O サマルカンド包毘の際，私がハー
ン・ユノレトゥにいた時に，乙の牧地にはスノレターン・アワー・ミ-)レザーが滞

留した。

もう 1つほコノレパ牧地 Qolbaulanglで，やや小さな牧地である C 北iまコノレ

パ村とコーハク)I!，普段広場の圏とダノレヴィシュ・ムハンマド・タノレハンの定

-256-



冨，東はコーハクの丘である C

〈地方と地区〕 よい地方 (wilayat) と地区 (t註man孟t) がある O サマノレカ

ンドに匹鼓する大きな地方はプハーラーである O サマルカンドの西方， 25ユ

ガチ〔実際は約 230kmJ の道のりである O ブハーラーにもいくつかの地区

(tum忌nat)がある O すiまらしい都市がるる G 果物は豊富でうまい O そのメロン

はすこぶる美味である O マー・ワラー・アンナフルで，プノ¥ーラー・メ口ン程，

多産で，かっすぐれたメロンはない O フェノレガーナ地方のアフスィの「ミ -Jレ

・ティームーリー」と呼ばれている 1種のメロンは，このメロンより甘く繊細

な味がする O しかしブノ、ーラーではあらゆる意類のメロンが大量に生産される O

そして味もよい。またブノ¥ーラーあんず (alu-yiBukhari) も有名である O ブ

ハーラーあんずのようなあんずは，他の何処にも生産されない O その皮をむい

49aて乾燥させ，珍品として地方 (49a)から地方へと運ばれる G 下期!としてすこぶ

るよい薬である c ふとった羅ゃあひるが多い O マー・ワラー・アンナフルでブ

ハーラーの酒 (chaghtr)程強い酒は無い G 私がサマノレカンド.で最初に飲んだ

際には，ブハーラーの酒を欽んでいた O

次はケシュ地方 (KeshwilayatI)である C サマノレカンドの南 9ユガチ〔実

際は約65kmJの道のりである O サマノレカンドとケシュの間に 1つの山があり，

ヱトメク峠 (Etmakdabanl) と呼ばれている O 石細工に使う石は，全てこの

山から運ばれる O 春にiま， cケシュの〕野や町や， 壁面や，屋根が美しい緑に
なるために，シャフワ・サブズ Shahr-isabz cr緑の町JJとも呼ばれている O
ティム-Jレ・ベグの故郷がケシュであったた治，彼は都会や首都にするために

大いに努力し，すばるしいいくつかの建物をケシュに建てた G 彼自身のために，

宮廷会議 (diwan) を開催するための 1つの大きな，アーチを持つ部屋 (pish

taq) と，またその右手と左手に，トゥワチ・ベグ (tuwachlbeglむ〉とディーワ

ーン・ベグたち (diw忌nbeglar)が坐って会議を行なうための 2つのやや小さ

な部屋を造った。さらにと訴の人々が坐るために，この会議場 (diwankh加 a)

の西方に，きわめて小さな部室を造った G このようにすぼらしい宮穀は世界で

もほとんど抱に列をあげる事ができない o Cバグダード近郊の〕ホスロー宮

(Kasra taql) よりこれの方が大きい (biyikr誌)と云われている O また〔ティ

ム-Jレは〕 ケシュにイスラム学院 (madrasa) と墓地を造った u Cティムーノレ

の長男の〕 ジャハーンギール・ミ -Jレザーとその伯の幾人かの子孫、らの墓が
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4gb (4gb) そこにある G ケシュの括値段，大都市にするにはサマノレカンド程では

なかったので，結局，ティムール・ベグば首都としてサマノレカンドを選んだ。

次は力 jレシ Qarshi地方である C ナサフ Nasafとかナフシャブ Nakhshab

とも呼ばれる O カルシ辻モンゴノレ語名である G 墓所〔正しくは「宮殿JJをモ

ンゴノレ語でカルシと云う c おそらくこの名は，ジンギーズ・ハーンの統治時代

以降のものであろう Q やや水の乏しい所である。春はすばらしい。穀物やメロ

ンがよい O サマルカンドの南方とあり， 少し西寄りで， 18ユガチ 〔実擦は約

130 kmJの道のりである G パグノレ・カラ鳥 (baghnqara) C胸黒鳥〕に似た小

鳥がいる G クノレ・コイルグ (qIlqoyrughl) と呼ばれている c カルシ地方に無

数にいるため，そのあたりではカノレシ鳥 (murghak-iQarshi) と呼んでいる Q

次はフザ-}レ地方 (KhuzarwilayatI)である G

次はケノレミーナ地方(五erminawilayatI)である G サマルカンドとブノ¥ーラ

ーの中間にある O

次はカラ・キヨノレ地方 (Qara-kolwilayatI)である O 最も)J[下にある C ブハ

ーラーかる 7ユガチ〔実際は約60kmJ西南にある。

よい地丞 (tumanat) がある O その 1つはソグド Sughd 地区と，ソグドに

近接した諸地区である C 先端辻ヤーノレ・ヤイラクで，末端がブハーラーである O

1ユガチも行って村とか入居の無い所泣無いっティム-}レ・ベグが「私に:ま長

さが30ユガチにも及ぷ 1つの庭菌があるJと云った事がよく知られているが，

この諸地区の事を述べたものである c

次ばシャウダ-}レ Shawdar地区 (t己mぉ)である。市街地・居住区に近接し

ている。まこと;こよい地区である O 一方は，サマルカンドとシャフ 1) .サプズ

50aの関の山 (50a)であるつその村々はほとんどこの山の麓にある O もう一方はコ

ーハク )[1である。気侯がよく心地よい所で， 71<も豊富で珍品も安い u まことに

すばらしい村である。エジプトやシワア (Mi号rwa Sh忌m) を見た事のある旅

人たちもこれと同じような所を挙げる事ができなかった c

他にもいろいろの地区があるが，ここで述べた地区程でiまない。以とで十分

であろう G

〔統治者) ティムー jレ・ベグはサマルカンドの支配権命ukumat) をジャ

ハーンギ-}レ・ミー jレザーに与えたむジャーンギーノレ・ミーノレザ-0)残後，そ

の長男のムハンマド・スノレターンに与えた。シャー・ノレフ・ミーノレザーは全マ
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一・ワラー・アンナフル地方を長男のウノレグ・ベグ・ミーノレザーに与えた O ウ

ノレグ・ベグ・ミーノレザーからその息子のアブドウル・ラティーフ・ミーノレザー

が奪った O 後はこの 5日で過ぎゆく現世のために，あのように学識に富んだ，

年老いた父を殺害した O ウノレグ・ベグ・ミ-)レザーの死の紀年銘〔アラビア文

字の持つ数価を利用して，事件の年代を短い文章で表現する〕が巧みに作られ

ている。

ウノレグ・ベグ，学問と知恵の海。

世界と宗教にとちての支柱。

アッパースの手により鶏教の蜜を味いたり O

「アッパース，殺害せり ('Abbaskosht) Jの 1句，その紀年銘 [853年を

示す〕となりたり O

彼自身〔アブドウル・ラティーフ〕も 5---6カ月以上は王権を保持できなか

った O 次の句が有名である O

父殺しは王権に益する事なしC
むつき

益したとて，そ辻 6Jjを過ぎず。

彼の紀年銘 [854年を示す〕も巧みに作られている O

アブドウノレ・ラティーフ，栄光はホスロー，ジャムシードの如く，

50b (50b) しもべの列にファリードゥン，ザノレドゥフシュトの姿あり O

金曜の前夜，パーパー・フサイン，矢にて彼を試せり O

紀年銘，そはとれなり rパーパー・フサイン，殺害せり (Baba草usayn

kosht) Jo 

アブドウノレ・ラティーフ・ミーノレザーの死後，シャー・ノレフ・ミ-)レザーの

孫で，イプラーヒーム・スノレターン・ミーノレザーの子のアブドウツラー・ミー

ノレザー‘AbdAllah Mir誌が王位についた D 彼はウ jレグ・ベグ・ミーノレザーの

女婿であった o 1年半ないし 2年間ほど支配した C その後，スノレターン・アブ

ー・サーイード・ミ-)レザーが王権を取ったG その生存中に長男のス jレターン

・アフマド・ミーノレザーに〔サマノレカンドの支配権を〕与えた O スノレターン・

アプー・サーイード・ミ-)レザーの死後，ス jレターン・アフマド・ミーノレザー

が王権を行使した O スノレターン・アフマド・ミーノレザーの死後，スルターン・

マフムード・ミーノレザーがサマノレカンドの王位についた C スノレターン・マフム

ード・ミーノレザーの死後，人々はノてイスングノレ・ミーノレザーを即位させた G タ
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ノレハン族の反乱の擦，人々ばノてイスングノレ・ミ-)レザーを捕え，弟のス jレター

ン・ア 1)ー・ミーノレザーを 1---2日間統治させたい 再び、パイスングjレ・ミ-)レ

ザーが〔王権を〕取った。この史書の中ですでに述べた如くである c パイスン

グjレ・ミーノレザーから私が取った C イ告の諸官況はこれから以後の諸事件の記述

の中で，明らかにされるであろう O

私はサマノレカンドの王位につくと，ただちにサマノレカンドのベクーたちを，そ

れまでと同様に， γ重lご懇切に扱った。立たちと共どいたベグ了こちにも，それ

51aぞれに適わしし 1ように， (51a) 地位や恩顧を写えた。スルターン・アフマド・

タンパノレ SultanA己madTanbalが最大の恩恵を受けた G 伎は近習ベグ (ichki

beg) のランクにあったが，大ベグ (ulughbeg) のランクに昇格させた。

忍たちはサマ jレカンドを7カ月間包毘して，苦労の末に獲得した O 最初に弼

着した時，兵士 iろにあれ乙れといった事柄拘lchamunchadak nema) が生じ

ていたのまず，サマルカンドを捺く全ての諸地方が，私か，スノレターン・アリ

ー・ミ-)レザーかに服属していた C 服罵したとれらの諸地方を略奪する事はで

きなかった o (それに7このように〔ずっと〕略奪・強奪され続けてきた地方

から向かを取り立てる事自体，どうして可能であったであろうか?o兵士らの

戦利品が尽きた c サマ jレカンドを征服した時，サマノレカンドば荒療の極みにあ

り，援助や種子・金子の前貸しが必要ですらあった C そこかる何かを取ち立て

る余地など£ったであろうか?o

こういった理由から兵らはすこぶる圏窮していたむ荘、たちも彼ちに物を補給

する事ができなかった O 兵士らは家族の事をも想い出した。 1人2人と脱走し

拾めたっ最初に脱走したのはパヤン・クワ-Bayan Quliの子のハーン・クリ

- Khan Quliであった G またイブラーヒーム・ベグチクであった G モグーノレ

らも全て逃亡した c 後にはス/レターン・アフマド・タンパノレも逃亡した O

この騒ぎをしずめるため，在、たちはホージャ・カーズィーを派遣した。〔ア

51bスフィにいる7ウズン・ハサンが (51b)ホージャにすこぶる心酔・師事してい

たので，ウズン・ハサンの協力で逃亡した者たちの若干を罰し，若干を怠たち

のもとに送還する事ができればと考えたのであった C しかしこの騒ぎの煽動者，

こ乙を脱走した者たちの悪行への場動者がまさにこの恩知らずのウズン・ハサ

ンその人であったらしい。全ての者がス jレターン・アフマド・タンパノレの逃亡
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を墳として，明らさまに反乱の姿勢をとった C

，私だちはサマ jレカンド征服を呂的ピ，何年も，懸命に軍をひきいた O スノレタ

ーン・マフムード・ハーンは，数え上げられるような援助を何 1つ与えられな

かったにもかかわらず，サマルカンド征服後，アンディジャーンを要求された O

ほとんどの兵士やモグ-)レらが全て逃亡して，アンディジャーン，アフスィへ

去ったとの時に当つては，ウズン・ハサンとタンパノレほかの地方をジャハーン

ギ、-)レ・ミーノレザーに与えるようにと要求した G しかしいくつかの理由から彼

らに与える事は不可能であった O

第 1には，在はハーンにこれらの地方を与えると約束してはし 1なかったが，

ハーン立それを求めていた O ハーンが要求し続けている時にジャハーンギー jレ

・ミーノレザーに与えるには，ハーンとあらゆる点で合意しておく必要があった O

第 2~と;ま，皆が逃亡してあの地方へ行ったというこのような情況下に，彼〔ジ

ャハーンギー jのはまるで命令するかの如くに要求を出して来た c もしもっと

52a前に (52a)との話がもちかけられたのであれば，全体的に対処の仕方があった

であろうoCしかし今は〕彼らの命令に誰が従うであろうか?o

そ乙にいたモグ-)レとアンディジャーンの兵，さらに若干のベグたちゃ近習

たちもアンディジャーンへ去った C 私と共にサマノレカンドには，ベグ，若党，

貴賎あわせて約 1，000人が残っていた O ジャハーンギールの側の者たちは彼与

の要求が実現しなかったので，脱走した不安な人々を全て呼び入れて，自分た

ちの側に加わらせた。不安にさいなまれた人々は，その恐怖心から，このよう

な事が起乙る事を神に顕っていたのであったO 彼らはアフスィからアンディジ

ャーンにむけ兵を進め，その反乱と敵対をあらわにした C

トウールーン・ホージャという名の者は， cモグーノレの〕パーリン部の出身
で，勇敢で優秀な，奔放な若党 (qazaqyigit)の 1入であった。私の父のウマ

ノレ・シャイフ・ミーノレザーが呂をかけていた O なお現在も寵愛されていたが，

私自ちが昇進させて，ベグの地位を与えたc 驚く iまど勇敢で奔放な若党であっ

た O 日をかけるに値する者であった O モグーノレらの内で怠が目をかけた信用で

きる部下がトウールーン・ホージャであったので，私は，サマ jレカンドからモ

グ-)レの民が脱走し始めた時，彼を〔モグーノレの人々の所へ〕派遣した O 人々

に忠告して，不安を心かち去与せ，人々が不安のために理性を失わないように

するためであったG

-261-



52b (52b) これらの煽動者・恩知らず〔ウズン・ハサンら)は人々に葎々の約束

を与え，忠告，おどしを行なっていたが，何の効果もえられない状態でいた。

トゥーノレーン・ホージャの進路はイキ・スー・アラス Iki-su-araSl[1 2河の

間JJを経ていたが，この地はラパータク地区 (Rabatakarchini) とも呼ばれ

ていた C ウズン・ハサンとス jレターン・アフマド・タンパlレは 1隊の急襲i誌を

トゥー jレーン・ホージャにむけ派遣した O 彼等は行って，不意打ちをかけて彼

を捕え，連行して殺した。ウズン・ハサンとタンバノレはジャハーンギーノレを連

れて来てアンディジャーンを包毘した心

在、は先の出兵に当って，アンディジャーンにはアリー・ドースト・タガーイ

ーを，またアフスィにはウズン・ハサンを置いた。 1麦，ホージャ・カーズィー

も〔アンディジャーンに〉来たっホージャ・カーズィーはその寵域の際，私に

味方するために， 18，000頭の羊を域内の若党たちと，私たちと一緒にいた若党

たちの(アンディジャーンに残っていた〕家族とに分ち与えた C 包囲されたさ

中にも， 私の母7こち〔母と祖母〉とそしてホージャ・カーズィーから引続き以

下のような内容の手紙が来た o 彼らは在、たちをこのように包屈しておりますり

もしあなたが来て，在たちの叫びに応じられなければ，事態は必ず悪化するで

ありましょう c サマノレカンドはアンディジャーンの兵力によって獲得されまし

53aた o (53a) もしアンディジャーンさえ手中にあれば，そしてもしまた神が正義

をもたらされるならば，サマノレカンドをいつか必ず手中にできるでありましょ

うム引続いて，同様の趣旨の子紙が何通もとどいた O

その頃，立は 1要病気にかか勺たが，回復に10]っていた G しかし立は回復期

を大事にして過ごす事ができなかったコ私の身体法バラバラになっていたっこ

の時また，立はすこぶる悪質の病いにかかった。忍は 4日間，物も云われず，

人々は私の口に綿を使って水を 11寵11高したたらせていた。私と一緒に残って

いたベグや若党や軽装の若党 (yigitYl1ang)は私の呂復に絶望し，それぞれが

物思いに沈んだ。まさに乙のような状態の時に，ウズン・ハサンの従者が愛者

として到着し，けしからぬ言辞をもたらしたが，ベクーたちが判断に誤りを犯し

て，私に会わせて彼に退去を許した c

5日後，私は少しよくなった O しかし私の言葉にはなお障害が残っていた G

数日後，自分のいつもの状態にもどった O 私の母たち，つまり在、の母と，母の

母であるイセン・ドウラト・ベギム，そして忍の師であり父であるホージャ・
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マウラーナーイェ・カーズィーから，前述のような手紙が何通も来て，このよ

うに懸命に私の来援を求めている時に，いったい人は，どんな心地で留まって

おられょうか?o

ラジャブ月 (1498年 2/3月〕の土曜日，私たちはアンディジャーンめざして

53bサマルカンドを発った O この時 (53b)， 私はサマ jレカンド域で100日間王権を

行使した (padishahhqql1dlm) 事になる O 私がホジャンドに達したのは同じ

土曜百であった O 乙の同じ自に，アンディジャーンから I人の男が来て，これ

より 1週間前の土曜8，つまり私たちがサマノレカンドを出たのと同じ自に，ア

リー・ドースト・タガーイーがアンディジャーン域を反乱者たちにさi渡したと

いう知らせをもたらしたO その詳紹詰次の如くであったO 私の病臥中に私に会

って退去を許されたウズン・ハサンの従者が，反乱者たちがアンディジャーン

域を包囲した擦に，行って， r王様は物が云えなかった O その口に綿を用いて

水を 1漉 1i高したたらせていた。」と述べた O 彼は行って，全くこれと毘様の

事をアワー・ドーストの前でも宣誓して述べた G アリー・ドーストはハーカー

ン門(l三hakandarwaza) にいた O この言葉を聞くと絶望的になり，反乱者た

ちを呼んで和平の条件をとりきめ，域を引渡した O 域内には糧食にせよ兵士に

せよ，何も不足しているものは無かった o (域引渡しを〕決定したものはかの

無神の小者の女々しさであった O 彼は前述の〔パーブノレの病についての〕言葉

を自分の行為に対する云いわけとしたO

アンディジャーンの占領後，彼らは私がホジャンドに来た事を聞くと，ホー

ジャ・マウラーナーイェ・カーズィーを内域の丹に不名誉なやり方でつるして

54a殺害した O ホージャ・ (54a)マウラーナーイェ・カーズィーの名法アブドウツ

ラ-'Abd Allahであったが，乙の名で知られていた O その系譜は父方でシャ

イフ・ブノレハーヌッ・ディーン・クノレチュにさかのぼり，母方ではスノレターン

・イリク・マーズィーに至る O この一族はフェノレガーナ地方で指導者，シャイ

フJレ・イスラーム (shaykhal-Islam)， カーズィーの地位を占め続けて来た。

ホージャ・カーズィーはホージャ・ウパイドゥッラー狽下の弟子で，あのお方

の教えを受けられた O ホージャ・カーズィーが聖者である事 (walihgh) につ

いて私は何の疑念も持たぬ。かのお方の命をねらった者たちについては， ~まん

の短期間の後に，もはや何の痕跡すらも残らなかったという事実ほど，彼の聖

者性 (walayat) をよりよく証明するものは無いであろう O
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ホージャ・カーズィーはすiまらしい人物であった。彼には怖れほ無縁であっ

た C あのように勇敢な人を見た事がない C この属性も彼の聖者たる事の証しで

ある O 他の人々はし 1かに勇敢であろうともむがみだれ不安になるものだが，

ホージャには全く心のみだれや不安が無かった G ホージャの死後，彼らはホー

ジャに関係のあった人々，例えば従者，従士，部長，罵民を全て捕えて略奪し

7こO

私たちはアンディジャーンのためにサマノレカンドを放棄した o (今や)アン

ディジャーンをも失ったという C 私たちは「愚か者はここを出て，そこにも入

れないJ(ghafil az inja randa， wa az anja m孟nda)という〔ペルシア語の)

諺の如くになった O まことに苦しく医難な状態となった O 何故なら，私は即位

54b して以来，乙のように私の従者たちゃ忍の国 (54b)か与離された経験が無かっ

たし，また私が物心ついてこの方，このような困難や苦しみを件験した事が無

かったかちである C

私がホジャンドに到着すると，若干の無神論者的ふるまいの者たちは(ニ

ザ、ームッ・ディーン・アワー〕ハワーファが私の宮廷の中に居る事を心よしと

せず，ムハンマド・フサイン・ミーノレザ'~ドゥグラト)と幾人かの者たちを

たきつけたので，私;まハワーファにタシュケンド方面への退去を許した O 私は

カースィム・ベグをタシュケンドのハーンのもとに派遣して，アンディジャー

ンにむけ進軍してくれるよう頼んだ。ハーンも兵をひきいてアーハンギャラー

ン Ahangaranの谷を通って来て，ケンディノレワク峠 (Kendirlikdab孟nl) の

下に下馬した時，私もホジャンドから行っておじのハーンに会った O 私はケン

ディノレ 1)ク峠を越えて，アフスィ近郊にキャンプをはった。

向う側からも反乱者たちがそこにいた兵を集めてアフスィに来た O この時，

人々はノマープ域 (Papqurghanl) を「私にJ(与えよう〕といって固めていた G

しかしハーンのちょっとした行軍の誤ちのために，反乱者たちがパープ域を攻

撃して奪った O ハーンは，その他の行動とか生活慈度は良かったが，軍事とか

指揮者としての資質の面では欠ける所が多かった O この場合も，もし彼がもう

1行程進んでいたならば，まず戦う事なく地方を掌握できたはずであった O ま

さにそのような時に，反乱者たちの欺きの言葉に耳をかし，和平の話に応、じ，

55a (55a) ホージャ・アブノレ・マカー 1)ムと， 当時ハーンのイシク・アーガー

(ishik aghaSl) (1宮廷長JJであったタンパルの兄のベグ・テノレベ BegTelba 
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を使者として派遣した C 彼ちは自分自身の安全のために，若干の真保入りまじ

った言葉を語って，ハーンと，問に立った者たちとのために分前，贈物を受け

とった G かくしてハーンは軍をかえした O

私と共に残っていたベクYこち，近習7こち，若党たちの誌とんどの者の家族ば

アンディジャーンにいた o 彼らはアンディジャーンを取られた事で希望を失っ

たため，大小のベグたち，軽装講の若党たちの内， 7 ---800人が全て志のもと

を離れていった O 離脱した者たちの中には，ベグで法アワー・ダノレヴィシュ・

ベグ 'AliDarwish Beg，アワー・マズィード・カウチン，ムハンマド・ノてーキ

ノレ・ベグ，シャイフ・アフドゥッラー・イシク・アーガー， ミーワーム・ラー

ガリーがおり，私のもとに留まった者たち，異郷での暮しと国難とを選択した

者たちは，貴蔑あわせておよそ 200人以上， 300人以下であったと思われる G

ベグでは，カースィム・カウチン・ベグ，ヴアイス・ラーガリー・ベグ，イブ

ラーヒーム・サールーイェ・ミンリグ・ベグ lbrahimSaru-yi Minghgh Beg， 

シーリーム・タガーイー，サイイディー・カラ・ベグ SayyidiQara Begであ

り，近習では， ミーノレ・シャー・カウチン MirShah Qa wchin ，サイイド・

カースィム・イシク・アーガー・ジャライノレ SayyidQasim ishik-agha Jalayr， 

カースィム・アジャブ Qasim'Ajab，アワー・ドースト・タガーイーの子のム

ハンマド・ドースト，ムハンマド・アリー・ムノぐッシノレ，ホダーイ・ベノレディ

・トゥグチ・モグ-)レ Khuday-berditughchl Moghul，ヤーノレ・タガーイ-

Yar Tagha'i，パーパー・クワーの子のス Jレターン・クワー SultanQuli，ピ-

55b )レ・ヴアイス PirWays，シャイフ・ヴアイス ShaykhWays (55b) ，ヤーノレ・

アワー・ピラール Yar‘AliBilal，カースィム・ミーラーフーノレ Qasimmir-

akhur Cミーラーフーノレは「既舎長JJ，ハイ夕、、jレ・ 1)カーブダーノレI:Iaydar

rikab-dar Cワカーブ・ダーノレは「あぷみ持ちJJであった O

私にとっての怖るべき試錬であった c 私はどうする事もできず号泣したO そ

れから私はホジャンドに来ナこ O 忍の母と祖母，そして若干の私のもとに残った

者たちの家族が，ホジャンドの私のもとへと送られて来た G そのラマザーン月

[1498年 4/5月〕をホジャンドで過ごした O 私はマフムード・ハーンに人を遣

し，援軍を求め，サマノレカンドにむけ出発した O ハーンは息子のスノレターン・

ムハンマド・ハーニケ Su1tanMuhammad Khanik註とアフマド・ベグを 4---

5，000の兵と共にサマノレカンドにむけ任命し， 自与も出馬して，ウラ・テペま
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で来た C 在、はそこでハーンに会い，サマ jレカンドにむけヤーノレ・ヤイラク経由

で進んだO スルターン・ムハンマド・ス Jレターンとアフマド・ベグは他の道を

通って先にヤール・ヤイラクに到着していた O 忍ばブルカ・ヤイラク Burka

Yaylaqを経て，ヤーノレ・ヤイラクのダノレガの駐在地であるサングザーノレ Sang-

zar誠に到着した O スノレターン・ムハンマド・スルターンとアフマド・ベグは，

シャイパーニー・ハーンが来てシーラーズとその近辺を略奪したという情報を

得ると返却した O やむを得ず私も軍をかえしてホジャンドに帰った。

私は王権に対する野望と征寂に対する欲求を持っていたので 1度や 2度，

事がうまくゆかぬからといって， 見て寵まったりして~\ないで， アンディジ

ャーンにむかう考えで，援助を求めるため， タシュケンドのハーンのもとに

56a (56a)おもむいた oCハーンの母の〕シャー・ベギ、ムと私の親族 (uruqqayash) 

与に，私立もう 7--8年会っていなかった C その理由で，私は彼ちにも会った。

数日後，サイイド・ムハンマド・ミーノレザー・ドゥグラト，アイユーブ・ベ

グチク，ジャーン・ハサン・パーリン J孟nI:Iasan Barinが， 7--800人程の兵

と共に援軍として任命された C 私たちは，この援軍を得ると，来て，ホジャン

ドに留まちず，過ぎて出て，急行してカンディ・パーダームを左手に過ぎて，

来て，夜と共に梯子をかけて，ホジャンドから10ユガチ，カンディ・パーダー

ムから 3ユガチの道のりの地点にあるナスーフ域 (Nasukhqurghanl)を奪取

した O メロンの熟する時期であった G ナスーフには 1意のメロンがあって「イ

スマーイール・シャイヒ-J と呼ばれていた。皮が黄色で， シャグワーン皮

(keymokht) に畝た〔ザラザラした〕よいメロンである c 種子はワンコーのよう

で，肉は指 4本分もあるすばらしく美味のメロンである C あれに匹敵するよう

なメロンはその男辺では産出されないっ

翌B，モグーノレのベグたちが「我々の兵ば少数である C この 1域を取ったと

乙ろで，何事にもならないであろう j と上奏してきた O まさにその通りであっ

たO 私たちは，そこに留まちその域を酉める事を上策とはみなさず，ひき返し

て再びホジャンドに到着した O

乙の同じ年，ホスロー・シャーはノてイスングjレ・ミ-)レザーと共に兵をひき

いてチャガーニーヤーンに至り，計略を用いてそこを取った G ホスロー・シャ

56bーはスノレターン・マスウード・ミーノレザーに後者を送り (56b) ， I来られよ O
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サマルカンドにむけ進まれよ G もしサマノレカンドが手に入れば 1人のミーノレ

ザーがサマノレカンドに君臨し，もう一人のミールザーがヒサールに座す事にし

ようJと伝えたO スノレターン・マスウード・ミ-)レザーのベグ，近習，軽装の

若党たちは(ミーノレザーに〕立援していた O それは以下の理由のためであった O

シャイフ・アブドウツラー・ノてルラースがノイイスングノレ・ミーノレザーのもとか

ら，スノレターン・マスウード・ミー jレザーのもとへ来た時，彼がミ-)レザーの

義父であったために，非常な愛頭を蒙った O ヒサーノレ地方立小さな狭い地方で

あったにもかかわちず，彼の棒禄 ('ulufa) を鋸銭 (fulus)1，000万 (ming

t註manfulus) と定め，フッタラーン地方をそっくり賜与した O しかしフッタ

ラーン地方にはスルターン・マスウード・ミーノレザーの多くのベク7こちゃ近習

たちが土地 (tan)を所有していた。シャイフ・アブドウツラーはその全てを支

配下に収めた C 彼自身とその息子たちが，全般的な事であれ些細な事であれ，

宮廷の権限を握った o J献気のきした者たちは次々に脱出してパイスングノレ・ミ

ーノレザーのもとに来始めたO

〔ホスロー・シャーは〕欺騎を主りまぜた言葉でスノレターン・マスウード・

ミーノレザーをだまし，チャガーニヤーンから急行して，朝を告げる太鼓の時刻

にヒサ-)レ域を詔んで奪取した O スノレターン・マスウード・ミ-)レザー誌域外

の居住区にその父が造ったダウラト・サラ-Da wlat sarãσ幸せのJ];~J の意〕

という名の建物記いた G 設は域内に入れず¥のがれて，シャイフ・アブドウツ

ラー・バノレラースと共にフッタラーン方面へと退いた O さらに途中でシャイフ

・アブドウツラーと別れ，アウパージュ Awbajの渡しで渡汚して，スルター

ン・フサイン・ミーノレザーのもとへとむかった O

57a (57a) (ホスロー・シャーは〕ヒサ-)レ地方を征服するとパイスンクソレ・ミ

-)レザーをヒサーノレに置き，フッタラーンを〔弟の〕ワリーに与えたG 数日後，

バルブを囲む呂的で出発した O 巨分より先に，ナザjレ・パハードゥルという名

の大従士 (ulughnokar)を 3---4，000人と共にパルフ近郊へ差し向け 3..-....，;4

日後にパイスングjレ・ミ-)レザーを連れて来て，パJレフを包囲した O パルフに

はイブラーヒーム・フサイン・ミーノレザーがいた O スノレターン・フサイン・ミ

ーノレザーのベクーたちの内の多くの者もそとにいた o (ホスロー・シャーは〕弟

のワワーに大軍を授けてシャブーノレガーン Shaburghanを囲み，その近郊を略

奪・劫略するために派遣した。ワワーは行って，シャブールガーンを近くから
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包囲できず，そこにいた兵を，ザル夕、、ク・チョ 1) Zardak Choli Cチヨノレは「野，

砂漠JJにいる部民，部族を攻撃するために派遣した。行って，ザルダク・チョ

りを攻撃し， 100，000頭を越える羊と3，000頭にi互いちくだを取って来た O ワリ

ーばその後，手ーン・チャーノレヤク S五nChar-yak地方毒攻撃し略奪し，山地

で，揮を固めた若干の諸部族を捕えて来て，バルブで兄に合流した O

ホスロー・シャーがパノレフを包罰した時，ある日，前述のナザ/レ・パハード

ゥルという名の従者を，パルフのいく本かの水路 (anqlar) を破壊するために

派遣したO 域内から，スノレターン・フサイン・ミーノレザーが眼をかけたベグで

57b あるテングワ・ベノレディ・ (57b)サマーンチ Tengrjber・diSam長nchlが7'"'-'80 

人の若党と共に出撃し，ナザノレ・パハードゥルと一騎打となり，落馬させ，首

を斬って域内に持って帰った。まことに勇敢に打って出て，めざましい動きを

したものである G

また乙の局じ年，ス jレターン・フサイン・ミ-}レザーはズーン・ヌーン・ア

ングン Dhual-Nun Arghun とその息子のシャー・シュジャー ShahShuja' 

を撃つため兵をひきいて来攻し， (アフガニスタン，ハノレマンドJlf流域の〕ブ

スト Bustに下馬した。彼らはバディーゥッ・ザマーン・ミ-}レザーに臣従し

て， 娘を与え，反乱・故対の立場をとっていた o Cスルーン・フサインの〕軍

にどの方面か与も糧食が到着しなかった G 飢えのために厭戦の気分が出始めて

いた持，ブストのダノレガがブスト域を引渡した。プストの蓄えに助けるれて，

彼はホラーサーンに帰還した C

スノレターン・フサイン・ミ-}レザーの如く強大な君主が，あのように装備を

ととのえ，あのように華々しく，何度もクンドゥズ，ヒサー jレ，カンダハーノレ

に出兵しながち，征服できずに引きかえしたため，彼の息子たちゃベグたちが

かくも尊大となって，敵対し反乱を起こしたのであった O

春になるとスノレターン・フサイン・ミ-}レザーは，アスタラーバードを支配

して敵対の立場をとった息子のムハンマド・フサイン・ミーノレザーの反乱をし

ずめるため，ムハンマド・ワリー・ベグ Mul).ammadWali Begをはじめとす

るベグたちを大軍と共に急行させ， 自らは〔へラートに近い〕ニシーン牧地

(Nishin ulangl) に滞留した O その時，バディーゥッ・ザ、マーン・ミーノレザー

58a とズーン・ヌーンの息子のシャー・ベグが (58a)不意をついて兵をひきいてミ

ーノレザーめざして来攻した c 幸運にも， ヒサーノレを取られてスノレターン・フサ
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イン・ミ-)レザーの所に向っていたスルターン・マスウード・ミ-)レザーが了

度この同じ日に到着した C またアスタラーバードに行っていた軍も帰り，まさ

にこの同じ日に，ミーノレザーに合流した O 棺対揮すると，戦もせず，バディー

ゥッ・ザマーン・ミーノレザーとシャー・ベグは逃走した Q

スノレターン・フサイン・ミーノレザーはスノレターン・マスウード・ミー/レザー

を厚遇し，女婿として蹟かせ，好意と愛情をそそいでいた O ととろが〔スノレタ

ーン・マスウードは〕乙れ以前に〔へラ-r KJ来てスノレターン・フサイン・

ミーノレザーに仕えていたホス 3 ー・シャーの弟のパーキー・チャガーニーヤー

ニーにそそのかされて，ホラーサーンに留まちず，ある言いわけを用いて出奔

し，スノレターン・フサイン・ミーノレザーの許しを得る事なくホスロー・シャー

のものへとおもむいたO

ホスロー・シャー誌ヒサーノレからバイスングノレ・ミーノレザーを招きょせた O

乙の時， ウノレグ・べ夕、、・ミーノレザーの子のミーラーン・シャー・ミー jレザ-

Miran Shah Mirzaが父に敵対して，ハザーラ族の中に入ち，ハザーラの所で

も法外の行動をとってそこに留まりえず，彼もまたホスロー・シャーのもとへ

来た O 若干の浅患の者たちほ，(乙れらのJ3入の王子たちを一緒に殺し，ホス

ロー・シャーの名でフトパを読ませようという意見であった G ホスロー・シャ

58bーはこのやり方を上策と考えず， (58b)幼少時かち面倒を見て成長させ，また

その後見人でもあったスノレターン・マスウード・ミ-)レザーを，この 5日のは

かない現世の事どものために一一ーそれは彼〔ミーノレザー〕に対して誠実な行為

ではなかったし，また誰に対しでも決して誠実な行為ではないであろう一一捕

えた G そして乙の恵美口らずの小者，~:土王子の再眼に刃針を剥して言自にした。

若干の彼の乳兄弟，友人，古くかちの下僕ちがス jレターン・マスウード・ミ

ーノレザーを連れてサマノレカンドのス jレターン・アワー・ミ-)レザーのもとにお

もむく考えでケシュに到達した O しかしその一派〔ス jレターン・アリーら〕も

〔マスウードの〕命をねらう状況になったため， (マスウード誌〕ケシュをの

がれ，チャーノレ・ジュー Char-juの渡しで〔アム)討を〕渡り，スノレターン・フ

サイン・ミーノレザーのもとへ行った。

このような不快な行動に努めるあらゆる者に対し，また乙のような事どもに

努力する人聞に対し， 100，000の呪いがかけられるむ最後の審判の関ぎわに至

るまで，誰もがホスロー・シャーのこの行為を関け迂呪詔せん事を。さらにこ
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の行為を聞いて呪詔せざる者も，また呪詔されるに植する者と知れO

ζ の不快きわまり無き行為の後， cホスロー・シャーは〕パイスングノレ・、
ノレザーを即位させヒサーノレに帰ろせた。ミーラーン・シャー・ミーノレザーには

サイイド・カーミル SayyidK孟milを援軍に加え， パーミーヤーン B邑miyan

方面へ派遣した G
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904年 (1498年8月訪日-1499年8月7BJの出来事

私はサマノレカンドとアンディジャーンにむけ，くりかえし進軍したが展望は

開けず，再び引返してホジャンドど帰った。ホジャンドは小さな土地である O

59a 100人ないし200人の従者を持つ人物がやっとの事で (59a)時を過ごす事ができ

るG しかし野望を持つ人物がどうして子をこまねいて留まってい与れょうか。

ムハンマド・フサイン・キュレゲン・ドゥグラトがウラ・テペにいた O 怠た

ちはサマノレカンドに進軍するという野望をもって彼の所に人を派遣し，相談し

て，ホージャ狽下私有の村々の 1つで，当時はムハンマド・フサインの支配下

にあったヤール・ヤイラクの村々の 1つであるパシャーガル Pashaghar をこ

の冬の間貸してくれるよう求めた O それは私たちがそこ ζ醒まって，サマノレカ

ンド地方に出来るかぎり進軍しようという吾的のためであった O ムハンマド・

フサイン・ミ-)レザーも同意した O 忍はホジャンドを出発してパシャーガノレに

むかった O

ザーミーン Zamin に到着した時，私は発熱した O 発熱にもかかわらずザー

ミーンを発って急行軍で山道を通りラパーティ・ホージャの前面に到着した G

それは， シャウダー jレ地区 (Shawdartumanl) のダノレガ駐在地であるラパー

ティ・ホージャ域を，款の気付かぬ内に梯子をかけて登って占領するためであ

った O 明け方に到着した G しかし住民が気づいた O そこでまた引返し，どこで

も休息をとらず，パシャーガjレに着いたむ私立発熱にもかかわらず， 13-..14ユ

ガチの道のりを苦しみ骨折りつつ踏破した O

数自後，イブラーヒーム・サーノレーとヴアイス・ラーガリー，シーリーム・

タガーイーを近習のベクーたち，若党たちと共に急行軍に任じた G 行ってヤール

・ヤイラク域を談合ないし実力行使によって入手するためであった G 当時，

5gb (59b)ヤーノレ・ヤイラクはサイイド・ユースフの手中にあった C 彼は，忍がサ

マjレカンドを離れた際，なお〔サマルカンドに〕残っていた O スノレターン・ア

リー・ミ-)レザーも彼に援をかけていた O サイイド・ユースフ・ベグはその弟

と怠子をヤール・ヤイラク諸城の掌握・統治のために派遣していた G 現在スィ

ヤーノレコト Siyalkot のハーキム職を占めているユースフの子のアフマドがそ

の諸城にいた O わが方のベグたちゃ若党たちは行って，冬の関かけて，若干の
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域を和平の談合によって入手し，若干の域を戦って力で取った O また若干を計

量各・策略を用いて盗み取って支配下に置いた G その地方ではモグーノレやウズペ、

クの侵入にそなえて城壁 (qurgha討を持たぬ村は皆無であった C この時には

私たちの故に，人々はサイイド・ユースフ・ベグと，彼の弟及び息子に疑心を

いだき，後らをホラーサーンへ退去させた O

この冬;まこのような戦闘・返却で明け暮れた O 春になると，彼らは和平のた

めにホージャ・ヤフヤ-Khwaja Yal).ya を派遣して来た O 彼ら自主も軍に鼓

舞されてシーラーズとカーブド Kめudの近郊へ来た O 私たちのそこにいた兵

は200人以上， 300人以下であったであろう o 4 TIiHこは強力な敵がいたむアンデ

ィジャーンに進撃しでも幸運の星iまし功〉なる助けもしてくれなかった。サマノレ

カンドに手をつけても，何の展望も開かれなかった O やむをえず和平の如きも

60aのを結び，私はノマシャーガルから (60a)帰還した。

ホジャンドは小さな土地で 1人のベグがそこでやっと暮せる程度であった O

弘たちはすでに 1年半<p.74 ないし 2年に>近く家族・郎党と共にそこに滞

在した O その地のムスワムたちも，この間，出来うるかぎりの出費を重ね，私

たちに奉仕する事に誤る所がなかった。立はどんな顔をして，また再びホジャ

ンドに行く事が出来ょうか。ホジャンドに行ったとしても，人々は〔私のため

に〉荷を為しうるであろうか。

おもむくべき住まい無く，

留まるべきすみか無しO

結局，まさにこの不安と混乱の内に，立たちばウラ・テペの南方にある諸夏

営地 (yaylaqlar) へおもむいた G 数日間，その近辺で自らの事どもに思いわず

らい，行くべき，留まるべき地をも矢口ちず，あてどもなくさまよって日を過ご

した心ある日，この土地にいる時に，立たちと同様に亡匿の状態でさまよって

いたホージャ・アブル・マカーワムが私に会いに来た O 設は，私たちがどこへ

行きどこに留まるつもりであるか，また何を為し何を為さなかったかを質問し，

心を動かされ，私たちの清況に同情し， rファーティハ I (Fatil).a) [1コーラン

の巻頭の章β を読請して去った。私も非常に心を動かされ， r司JI青の念を禁じ

えなかった c

この日，午後の礼拝時よりおそく，谷の入口に 1人の騎馬の者が出現したむ

この者はアワー・ドースト・タガーイーの従者と忌われるヨルテュク Yolchuq
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という名の者で，以下の伝言を長えるために派遣されて来たのであった o 1"私

は大変な罪を犯してしまいましたが，お願いでございます。どうか私の罪をお

60b 許し下さって~ (60b)私どもの所へお越し下さい O さすればマルギーナーンを

お委せし，私の罪が雪がれ，私の面目がとりもどされるような臣従・奉仕をい

たすでありましょうム

このような混乱と困惑のさ中にこの知らせがとどくと，私は全く露躍する事

なく，ちょうど日没時に当ったまさにその時に，マ jレギーナーンにむけ急行軍

の速度で進んだ。乙の地とマノレギーナーンの誌はほぼ24---25ユガチであったで

あろう O その夜が明けるまで，またその日の正午の礼拝時まで，どこでも休患

をとらずに進んだ。 正午の礼拝持に，ホジャンドのタング・アーブ Tang-Ab

という名の村に下馬した O 馬を横たえ，馬にかいばを食ませ，夜半の太鼓の時

刻にタング・アーブを出発した O その夜が明け，次の日の太陽も沈み，またそ

の夜が明けるよりはやく私たちがマルギーナーンの 1ユガチの地点に到達した

時に， ヴアイス・ベグと若干の者たちが心配してこのように上奏してきた O

「アリー・ドーストはありとあらゆる罪を犯した人物でございます。両者の間

を 1---2度人が往来する事もせず，また会談や条件のとりきめもせぬ状態では，

とても信用して進めません」。たしかに彼ちの心配誌もっともであった G 忍たち

はしばし留まって棺談した O 結局，次のような結論が出された o 1"この心配に

61aは一理ある O しかし (61a)もっと前に心記すべきだった G 私たちは 3昼夜休ま

ず，留ま与ず， 24---25ユガチの道のりをやって来たO 馬にも人にももはや力は

残されていない O ここからどのようにして戻る事ができょう O 戻ったとしても，

ど乙へ行ったらよいものか。こうして来てしまった以上，行かねばなちぬG 何

事も神のお望みになる以外の事は起乙りはせぬJoこのように決定して，神を

信じて進んだ。

朝の礼拝持 (sunnatwaqtl) ~ 私はマノレギーナーン城の域内に到着した。ア

リー・ドースト・タガーイーは丹の後ろに立って，門を開かず，誓約を求めた O

後は誓約・条件をとりきめた後，門を開き，円の拐で私に挨拶した O 私はアワ

ー・ドーストに会った後，域内の 1軒の適当な邸に下馬した O 私と共にいたの

は大小合わせて 240人であった C

ウズン・ハサンとスノレターン・アフマド・タンパノレがその地方の人々にすこ

ぶる圧制を加え，悪行をなしていた G その地方の人々誌全て私を望んでいた。
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マノレギーナーンに入城して 2---3日後に，私はカースィム・ベグに，パシャー

ガルの人々，新たに私の従者となった者たち，それにアリー・ドースト・ベグ

の従者たちの内から選んだ 100人以上の兵を授けて，アンディジャーンの高方

61bにある山岳地帯の民， (61b)例えばアシュパーリーヤーン Ashpariyお， トゥ

jレクシャーラーン Turuqsharan， チェクレク (32a参照)といった人々とそ

の男辺地帯iこむけて派遣した c それは，談合による lこせよ実力を用いるにせよ，

これちの人々を報属させるためであった O

さらに私はイブラーヒーム・サールー，ヴアイス・ラーガワー，サイイド・

カラをアフスィ方面へ 100人近い兵と共に派遣した O ホジャンド)11を渡って，

その平地の諸域と山地の諸部族をあらゆる手段を用いて私たちの側につかせる

ためであった C

数日後，ウズン・ハサンとスノレターン・アフマド・タンパノレはジャハーンギ

-)レ・ミーノレザーを連れて，集められる限りの騎兵，モグ-)レを集結させ，ア

ンディジャーンとアフスィが軍に出す人々を軍に出させて，マルギーナーンを

包囲する考えで ?Jレギーナーンの 1シャノレイー東方のサパーン Sapan とい

う名の村に来て下馬したむ 1---2日後，彼らは隊伍を整え，武装して，マ jレギ

ーナーンの窟住区地域に来襲した。怠辻カースィム・ベグと，イブラーヒーム

・サールー，ヴアイス・ラーガリーを:まじめとする者たちを 2方面に急行軍と

して派遣していたにもかかわらず，私のもとに少数が残っていた O 残っていた

若党たち:討議伍を整えて出撃し， I教が居住区を越えて乙ちらに来る事を許さな

かった G そのB， ターバン巻きの小姓ハワーノレ (Khalilchuhra-yi dastar-

pich)が進撃し，めざましい積きをした心敵は来攻したが何事も為し得なかっ

62aた o 2人共， (62a)域の近くへは来なかった C

カースィム・ベグがアンディジャーンの南方のdl地へ行くと，アシュパー 1)

ーヤーン， トゥ jレクシャーラーン，チェクレクそしてその馬辺の山地，平地に

いた農民や遊牧民が全て眼属した O 騎兵ちの内でも 1人 2人と私たちの所に

逃げて来はじめた。アフスィ側へ)I[を渡って行っていたイプラーヒーム・サー

ルー， ヴアイス.ラ一ガガ、リ一を:ほまじめとする者者.たち;に乙パ一フプ。域とさらに 1---2

の域が服属したよ

ウズン.ハサンとタンパ jルレ:はま暴E震雪非道の牙邪f)教f徒走的な人物であつた C 農民たち

やこの地方の人々辻彼ちによってすこぶる苦しめられていた O アフスィの有力
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者の I人であるハサン・ディクチェ草asan Dikch註ばその一党と共に，アフ

スィの一群の悪漢・ごろっき(lawandwa awb忌sh) たちをたきつけて握棒を

ふるわせ，アフスィの外域にいた者たちを打ちのめして内域に押し込み，イブ

ラーとーム・サーノレー，ヴアイス・ラーガワー，サイイディー・カラをはじめ

とする人々を招き，アフスィの外域に入らせたO

スJレターン・マフムード・ハーンは，ハイダjレ・キュケノレダシュの子のパン

ダ・アリ-Banda 'Ali と，当時シャイパーニー・ハーンのもとを遁れてハー

ンのもとに来ていたハージー・ガーズィー・マンギ、トI:IajjiGhazi Manghitと，

さらにパーリン部族軍(Barintumanりとをそのベグたちと共に，在たちの所へ

援軍として任命していた。彼らはまさにこの時到着した。乙の知与せがウズン

62b ・ハサンにとどくと，彼はあわてふためいて，眼をかけていた(62b)従者たち，

すぐれた若党たちをアフスィの内域にむけ援軍に任命して派遣した O 日の出前，

彼らは河岸に到達した C 私たちの軍とモグール軍はそれを知ると 1団の人々

を，馬の武装をといて裸にして， Jl!を渡らせた O 敵の援軍ばあわてて，船をと

にひき上げもせず，渡った地点で掛を離したO 彼らは域に行けず，そのままそ

こに下馬した O わが軍とモグーノレ軍が両岸から馬を裸iとしてひ11に〕入り始め

た O 船との者たちは全く戦う事ができなかった O ただ〔敵の〕カ jレノレガチ・パ

フシ QarlughachBakhshlがモグールのベグの患子の 1人を呼んで，その手を

と与え，万で打って殺した C しかしそれも何の役にも立たなかった O 何故なら

事態の趨勢はすでに決していたかちである O この行為は，船上の者のほとんど

が死におもむく原因となった o Cわが軍は〕ただちに川にいる者たちを全てと

ろえ，全員を殺害した C ウズン・ハサンの有力な部下の 1人がカノレノレガチ・パ

フシであり，ハリーノレ・ディーワーナ KhalilDiwana であり，カーズィー・

グラーム Qa<jiGhul孟m であったO 乙の内の 1人力一ズィー・グラームは奴隷

である (qulluq) という口実で釈放された O さらに有力な若党たちの中には，

〔現在〕忍のもとで有力であるサイイド・アワー SayyidζAliと，さらにハイ

ダノレ・クリ-I:Iaydar Quli. クリーケ・カーシュガリ-Qulika Kashg hariが

いた C 教の70---80人のすぐれた若党たちの内，釈放された者は，この 5---6人

63aを (63a)越えなかった O

散はこの知らせを聞くと 7)レギーナーン付近に留まりえず，アンディジャー

ン方面にむけ敗残者の知くにして移動した。彼ら;まアンディジャーンにウズン
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-ハサンの義兄弟のナースィル・ベグ N勾irBeg を置いていた。彼は，そむ

捧営の第 2位の人物ではなかったにせよ，第 3{立という点では疑問の余地が無

いG 経験に富んだ人物であった。勇敢さも持ち合せていた G 彼はこの状況を知

り，彼らの基盤がくずれた事を知ると，アンディジャーン域を匡め，志の所へ

人を遣した c 彼ら〔ウズン・ハサンとタンパjレ〕がアンディジャーンに到達し

て域が固められているのを知ると 2人の意見が合わず，分裂して，ウズン・

ハサンはその一族のいるアフスィにむけ返却した c スノレターン・アフマド・タ

ンパルは自らの領地のオシュへむかった。若干の近習・若党たちがジャハーン

ギ、ール・ミーノレザーをウズン・ハサンの所かち奪い取り，逃亡して，なおオシ

ュに到達していないタンパルの所に行って合流したむ

アンディジャーンが国められたというニュースが私のもとに届いた O 私は龍

諾する事なく，日の出にマノレギーナーンを出発し，正午にアンディジャーンに

到着した O ナースィノレ・ベグとその子のドースト・ベグ DustBeg， ミ-1)ー

ム・ベグ MirimBegに会見し， 挨拶を交し，患、恵、・愚愛の言葉で彼らに希

望を持たせた O 神のお恵みにより 2年近く私の子を離れていた父の所領が

63b (63b) 904年ズィーjt，・カーダ月 [1499年 6/7月〉再び私の手にもどった O

ジャハーンギール・ミーノレザーと合してオシュにむかっていたスルターン・

アフマド・タンパルがオシュに入ると，オシュでも暴徒ら (qlZllayaq)が提棒

をふるってさんざんに打ちのめし，オシュを空にして私たちのために守って，

私たちの所へ人を派遣してきた O ジャハーンギーノレとタンバルは数名と共に途

方にくれて進み，ウズケンド Ozkendに入った 3

アンディジャーンに入城できなかったウズン・ハサンはアフスィ方面へ進ん

だ c 彼らが行ってアフスィの内域に入うたという知らせがもたらされた G この

人物が首謀者・首魁であったから，この知らせがとどくと，私たちはアンディ

ジャーンに 4""-'5日以上は留まらず，アフスィにむかった G アフスィに到着す

ると，彼は如何ともなし難く，誓約と生命の保証を求め，域を引渡した G 私は

数日間アフスィに留まって，アフスィとカーサーン及びその方面の諸務を片づ

け，急行して来てくれていたモグーノレのベグたちに〔タシュケンドへの〉退去

の許しを与え，ウズン・ハサンをその一族郎党と共に連れて，アンディジャー

ンに帰った。アフスィには，かつては近習の階級にあったが，志の所でベグの

階級に登っていたカースィム・アジャブ Q孟sim'Ajabを仮に一時的に置いた O
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誓約がなされていたので，忍はウズン・ハサンの生命・財産を奪い損う事な

64aく，カラ・テギン Qara-tegin道をとってくp.79 ヒサーノレ〉方面に (64a)行

く許しを与えた O 彼は数名と共にヒサ-}レヘむかった of也の全ての彼の従者た

ちは離れて残った O 乙の時代に，私たちに罵した人々や，ホージャ・カーズィ

ーとその従者たちを捕え略奪したのがこの人々であった O 私たちは若干のベグ

たちと棺談して以下の如く決定したG このように災難・破壊をひきおこし，乙

のように私たちに属する信心深きムスリムたちを捕え略奪したのが乙の連中で

ある O 彼らは自らのベグたちに対しても忠誠をつくさなかった C 彼らが私たち

に忠誠をつくす事などあり得ょうか。もし私たちがこの連中を捕えたとて非難

される事ほ無いであろう C 特に，彼らが忍たちの巨の前でかつて私たちが所有

した馬に乗り，私たちの衣類を身につけ，私たちの物であった羊を食べて行き

来しているのを，誰ががまんする事ができょう O もしも私たちが許可を与えて

彼らを捕え，彼らを略奪する事をせずに，私たちと放浪・辛苦を共にした人々

の持物である事が分る品々を全て持主の手に返すよう彼らに命ずるのであれば，

彼らiまこの事をむしろ幸せと思い，有難い事と思わねばならぬc

確かにそれ誌もっともと思われた O 私たちと共にいた者たちは，自分のもの

と分る諸物を取るよう命令されたO これは理由のある事であり，正当な事では

あった O しかしやや性急記過ぎた G ジャハーンギーノレ・ミーノレザーの如きゃっ

64bかいな人物が私たちの所にいる時に，人々を (64b)このように混乱させる事は

まったく無意味であった G 征寂とか統治に当り，若干の事柄は表面的には正し

い行為だと思われでも，それぞれの内面には無数の混察が必要不可欠である C

このような私たちの 1つの浅はかな命令のために，どれ程の混乱・反乱が勃発

した事か。そして私たちが2度目にアンディジャーンを出奔しなければならな

くなったのも，私たちが無思慮にも出したまさにこの命令の故であった O この

理由からモグーノレたちは彼ち自身に対して疑心暗危を生じ，イキ・スー・アラ

スとも呼ばれるラパータク地匿を経て，ウズケンド方面に移動し，タンパJレに

むけ人を派遣した O

私の母のもとに誌1，500---2，000人に近いモグー jレ・ウノレスの出身者がいた c

さらにヒサールからハムザ・スノレターン，マフディー・スノレターン，ムハンマ

ド・ドゥグラトと，彼らと共に同じ程の人数のモグ-}レが来ていた O 常に悪行

・罪行はモグーノレの民によって引起とされてきた O 現在までに，彼らほ 5度私
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に敵対した O 札との関係が薄かったという理由で故対したのでほなかった O 彼

らはこのような行動を日らのハーンらに対しても操返していた。

この〔モグ-)レの離叛の〕知らせをスルターン・ク 1)ー・チュナク Sultan

Quli chlnaq Cチュナクは「鎧持ちJJがもたらした c その父のホダーイ・ベ jレ

65aディ・ブカク Khuday-berdiBuqaqを (65a)私ほモグ-)レらの間では寵愛し

ていた O しかしこの父は以前に残し，彼自身はモグーノレたちと共にいた O よく

やった。自らの部族，部員を離れてこの知らせをもたらしたのである C 彼はと

の時はよい噴きをしたが，後に辻，このような奉仕をたとえ無数にしたとして

もとうてい覆いつくしえない程の恥ずべき諸行為を行なった G それについて立

後に述べる予定である。後の恥ずべき諸行為もモグールの属性 (Moghulhq)

のもたらした結果の Iつであった c

ニュースが私たちの所にとどくと忍ばベグたちを集めて会議を開いた。ベグ

たちは fこれは小事です G 王様が出馬する必要はありません O カースィム・ベ

グに全てのベク守たちと兵をひきいて行かせるがよろしいj と述べたっそのよう

に決定されたっ彼ら辻安易に考えたっこの半lj新ほ誤っていたらしいっこの日，

カースィム・ベグがベク、、たちと兵をひきいて出発した G その間ピタンパ jレ白

身が来てモグーノレらに合流したらしいじ翌日平朝， イラミシュ JII (Ilamlsh-

daryasl)のヤス・ケチト (Yasl-kechit)Cケチトば「渡しJJという名の渡しを

渡った持，相対持した。よく戦った。カースィム・ベグは自らスノレターン・ム

ハンマド・アングン Sult如 Mul}.ammadArghun と一騎打となり 2---3合

し合ったが，首を取るのを許さなかった。多くの詐党たちが打ち合った O しか

65b し結局，敗北をきっした。 (65b)カースィム・ベグ，アワー・ドースト・タガ、

ーイー，イブラーヒーム・サールー，ヴアイス・ラーガリー，サイイディー・

カラ，それに 3---4人のベグや近習が脱出したが，他のほとんどのベグや近習

たちは敵の捕賓となった O 捕虜となったベグや近習たちには，アリー・ダルヴ

ィシュ・ベグ， ミーリーム・ラーガリー，タガーイー・ベグの子のトカ・ベ

グToqaBeg，アリー・ドーストの子のムハンマド・ドースト， ミーノレ・シャ

ー・カウチン， ミ-1)ーム・ディーワーンが含まれていた。

この戦で 2人の若党が奪戦した O 弘たちの側からはイブラーヒーム・サーノレ

ーの弟たちの 1人であるサマドミamad という者，そして敵傑から誌ヒサーノレ

・モグーノレの 1人であるシャフスワーノレ Shahsuwむという者が一騎打となっ
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たO シャフスワーノレが猛烈に打ちかかったので，その万が胃を貫いですマドの

頭にしっかりと達した O この負蕩にもかかわらず，サマドは万をふるってシャ

フスワーノレの頭から手のひら程の大きさの骨をそぎ取った O シャフスワーノレほ

脅を付けていなかったのであろう O 人々はシャフスワーノレの頭を関頭した G 彼

はよくなったc サマドの頭に関頭術をほど乙す者がいなかったo 3""""" 4呂後，

彼;まその傷のために死んだ。

乙の敗北は，私たちが放浪と逆境から解放され，新たに領地を獲得した時だ

けに，す乙ぷる時宜にかなわぬ敗北であった O わが方の主柱の 1人であったカ

ンパノレ・アワー・モグーノレは私たちがアンディジャーンを獲得した時にiまその

66a領地に行って (66a)不在であった O かくして， タンパノレがジャハーンギーノレ

を連れて来て， アンディジャーンの 1シャルイーの所にあるアイシュの丘

(poshte-yi 'Ays初の前の牧地に下馬した O 彼は 1"""""2度，チーノレ・ドフタラー

ンChil-dukhtaran経由で琢伍を整えてアイシュの丘の麓まで来攻した O 私た

ちの若党たちは居住区，果樹園の外に隊を整えて出撃した O 敵iま前進できず，

丘の麓かちむ乙うへと返却した G タンパノレはこの近郊に来た時，捕実にしてい

たベグたちの内， ミーリーム・ラーガワーとトカを殺害したO 彼はとのあたり

に 1カ月近く滞留したが何事も為しえず，オシュ方向にむかつて返却したO オ

シュはイブラーヒーム・サー jレーに与えられていた O 彼の部下がそこにおり，

オシュを囲めた O
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905年 [1499年8月88-1500年7月27日)の出来事

私は諸地方の騎兵，歩兵らどむけて急ぎトゥワチらとムハッスィノレ (muQ.a-

号号ilC召集人J) らを派遣した O またカンパノレ・アワーと，それに諸地方に行っ

ていた全ての兵士たちの所にも，間ちがいの無いように， トゥワチらを走ちせ

たO 居，つるはし，おの，それに荷であれそこにいた兵士が必要とする諸物資

・諸物品を集めるために手ぬかちのない徴集人 (muhassil) たちを任命した O

軍に加わる騒兵・歩兵を諸地方からさがし求め，またあちらこちちに公務のた

めに赴いていた従者・騎兵ちを集めさせて，とにかく神を信じ，ムハッラム月

66b (66b) 18 E [1499年 8月25日J，私はハーフィズ・ベグの定菌 (char-bagh)へ

と出発した C

1---2日間，定園に留まり，なお必要な諸物資・諸物品を整えそろえ，オシ

ュ方面の反乱者たちにむけて，右翼，左翼，中軍，先鋒軍，騎兵，歩兵を整列

させ， !球伍を整えて進んだ。オシュ近郊に到着した時，敵がオシュ近郊に留ま

りえず，オシュ北方りラパーティ・サノレハング地区 (Rabat-i Sar hang orchini) 

方面へと返却したとの情報に接した G 私はその夜はラートケンド村 (Latkend

kent) に下馬したO 翌朝，隊伍を整えてオシュを過ぎる際，敵がアンディジャ

ーン方面へむかったという情報に接した。私たちもウズケンドにむかった O 私

たちは，忍たちより先にウズケンド近郊を攻略するために急襲誌を分遣した G

アンディジャーンにむかった敵は，夜陰に乗じて壕に入り，域壁に梯子をか

けたが，その時城中の人々が気付いたので，何事も為しえないで退却した G 私

たちの急襲隊も行ってウズケンド近郊を攻略したが，たいした成果は得られず

に帰還して来た O

オシュの諸域の内で，マーズ一城 (Madhuqurghanl) はとりわけ堅固さで

知られた域であったが，そこにタンパjレは弟のハリー jレを， 200---250名の兵と

67a共において， (67a) その域を酉めていたG 私たちはもどって来て，マーズ一城

に戦をしかけた O マーズ一城ばすこぶる堅固な域である O 北側は河床 (say)で

あるが[上までは〕すとぷる高い C もじ河床から矢を射たならば，たぶん城

壁にはとどくであろう o 1本の地下水路 (ab-duzd) [1水泥棒」の意〕がこの

同じ側iとある G 域から谷底 (quy)まで，わき道のように南側から壁を立てて，
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導いて7](の所に到達させている o 3方の丘の側法壕である o C域が〕河床に近

いため{皮らは河床の石の内かち，きわめて巨大な，大釜のような石を域内に

運び入れていた O このような域攻めの擦に，マーズ一城で投げ落された程巨大

な石を他の域では投げられた事が無かったO

カッタ・ベグ KattaBeg の兄のアブドウノレ・クドゥース・コフブノレ 'Abd

al-Qudus kohbur Cコフブjレは「出切り人JJは城壁の下まで出撃していたO 城

壁〔の上〕から〔敵が)あのような石を投げ、たので，彼はどこにも大地に全く

足をつけられず，まっさかさまにあれ程高い所から，域の土塁の底部の所まで

ころがって来た O しかし彼はそれで死なず，すぐに乗馬して去った O 次には水

路の所でヤー jレ・アリー・ピラー jレの頭にむけ強裂に石が投げられたO 後，彼

67bの頭に関頭術がほどこされたO 多くの人々が石でく67b)死んだ。

私iま朝，戦を始めた O 昼前に水路の所を占領した O 夕刻まで戦が続いたO 忍

が水路の所を取ったので，彼らはふみ留まる事ができず，翌朝までに生命の保証

を求めて出城した O タンパノレの弟のハ 1)ーノレをはじめとする70，......，80ないし100

名の者たちを捕虜にしてアンディジャーンに送った O 保護監督下におくためで

あった G わが軍のベグ，近習，そしてすぐれた兵士たちの内には彼らの側の捕

勇になっている者もいた O 乙の [1車場交換の〕仕事はうまくいった O 私はマー

ズーを取って帰ると，オシュの村々の 1つであるウンジュ・トゥパ Unju-tupa

という村に下馬した O

あちち側ではタンパノレがアンディジャーンからひき返してラパーティ・サノレ

ハング地区の村々の 1つであるアーゼ・ハーン Ab-i五hanという所に下馬し

たO この南軍の聞は 1ユガチであったであろう O この時，カンパノレ・アワーは

病気のためオシュへ行ったO

私はひと月ないし40a閏〔そこに〕滞留した O 戦にはなちなかった O しかし
毎日，怠たちの側の食糧係と彼与の側の食糧係が矢を射合った O この詰敵は夜

ごと，宿営の男屈を厳重に警戒していた。壕を掘り，壕を作らぬ場所には技を

立てていた G そ乙にいた騎兵を全て武装させて，壕の所まで出むかせていた O

68a (68a) このような警戒にもかかわらず¥3日か48に 1度は夜と共に軍の所で

さけびゃときの声がきかれた C ある日，食糧孫の前方にサイイディー・ベグ・

タガーイーが行っていた G 敵の兵が襲って来て，あっという関に戦の最中にサ

イイディー・ベグを捕震にした。
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〔パイスングル・ミールザーについて〕

この間じ年，ホスロー・シャーはノイノレフにむけ進軍する考えで，パイスング

jレ・ミ -Jレザーを呼び，クンドゥズに連れて来て，パルフにむけ出馬した G ア

ウパージュに到達した時，悪しき星のもとに生まれ，邪教徒のともがらである

ホス 3 ー・シャーは王権をねらって一一一それにしても王権があのような非人間

的な無教養の者たちの子にどうしてとどく事があろう O 彼には由緒正しい生ま

れも血筋も，また教養，思慮，分別，勇気，公正，公平も何 1っとしてそなわ

っていない一一パイスングル・ミールザーをそのベグたちと一緒に捕え，ミ-

jレザーの言に弓のつるをかけ， ムハッラムF.ll0日 [1499年8月17日J， あのよ

うに気立てのよい，美点に満ちた，思慮と血統にかぎられた王子を殺害した O

さらにそのベグや近習らの内の若干の者をも殺した。

誕生と系譜 882年 [1477/78年〉 ヒサ-Jレ地方で生まれた O スノレターン・

マフムード・ミ -Jレザーの 2男である O スノレターン・マスウード・ミーノレザー

より年下で，スルターン・アザー・ミールザー，スノレターン・フサイン，スル

ターン・ヴアイス・ミーノレザー(通称ハーン・ミーノレザー〉より年上であった。

その母はノマシャ・ベギム PashBegimであった。

68b 姿形 (68b)と習寝 授の大きい，青白い顔の，中背の， トゥノレクメンの顔だ

ちをした覆雅な若者であった C

品行と生活態度 公正な，男らしい，気立てのよい，すぐれた王子であったり

彼の師のサイイド・マフムード SayyidMabmudはシーア派教徒 (shi'i)であ

ったらしい O このためパイスングjレ・ミ -Jレザーも〔 ζの異培;と〕汚染されて

いた C 彼が後にはサマノレカンドでかの悪しき{言抑から回心して，浄ちかな〔正

統派の〕信徒になったと人々は云っていた C すこぶる酒 (chaghtr) を好んだ O

酒を飲まぬ時は礼拝を行なった O 彼の寛大さ，気前のよさは度をわきまえてい

た。ナスフ・ターリーク (naskh-ta 'liq)体の書をよくした。絵画でも腕は悪く

なかった C 詩をも巧みにものしていた G アーディワ-'Adili [1公正JJを雅号

にしていた C その詩は，詩集を編むまでにはなっていなかった G この冨頭の

1句(matlaつは彼の作である c

われ力なく，影のごと，あなたこなたへと慣れふしぬ。

よるべき壁のなかりせば，ただとこしえに慣れふしなむ。

サマ jレカンドではパイスングノレ・ミーノレザーのガザノレ (ghazal)[1'予清詩)が
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非常によく知ちれており， ミーノレザーの詩を見かけぬ家ほ少い程である O

戦争 2度戦った o 1度は〈モグールの〕スノレターン・マフムード・ハーン

との戦である [30b参照J0 [1495年に〕彼が最初に王泣に却いた時，スノレター

ン・マフムード・ハーンはスノレターン・ジュナイド・ノてノレラースちにそそのか

69aされて，サマルカンド征脹を (69a) 自的に兵をひきいてアク・キョテノレ Aq-

kotel [r白い峠JJを越え，ラパーティ・ゾグド Rabat-i Sughdとカンパーイ

近郊に到着した O パイスングル・ミーノレザー誌サマ jレカンドを出て，カンパー

イで戦い，大いに破り， 3"，-，4，000人のモグーノレを打首にした O ハーンの額りと

したくb.all-o-'aqd)ハイダル・キュケノレダシュが乙の戦で戦死した O

もう 1度はブハーラーで〔弟の〕ス Jレターン・アワー・ミーノレザーと戦って

敗北した (37b参照Jo

領地 父のス Jレターン・マフムード・ミーノレザーはブハーラーを与えていた O

(1495年 1月の〕父の死後，父の配下のベクーたちが集まって相談して彼をサマ

ルカンドで王位につけた O ブハーラーもしばらくはその領域内に含まれていた

(munlng diwanlgha d呈khiledi) 0 [1495年 5/6月の〕タノレハン族の反乱の後，

彼の支配下かる離れた o (1497年11丹末〕私がサマ Jレカンドを取った際， (クン

ドゥズの〕ホスロー・シャーの所へ逼塞して行った O ホスロー・シャーはとす

ーノレを取って〔彼に〕与えた O

子供は 1人も残さなかった O ホスロー・シャーのもとへ来た時，彼は父方の

おじス jレターン・ハリーノレ・ミーノレザー Su1tanKhalil Mirzaの壊を要った O

他には妻妾はいなかった O

彼は 1人の人間を自前で取りたてて，有力なベグにするといった，独立

性を持った統治はしなかった O 彼のベグたちは， しょせん，彼の父やおじの

69る (69初配下のベグたちであった O

パイスングノレ・ミーノレザーの死後， クチュ・ベグ QuchBeg の父のスノレタ

ーン・アフマド・カラウノレ Sult孟nAb.mad qaraulが兄弟・一族・郎党と共に

「忍たち〔バーブノレら)に〔加勢しようJJと云ってカラ・テギン地方を出て

到着した C オシュで病気になっていたカンパル・アリーも病床から起き上って

到着した O このような時期に思いがけない援軍であるスルターン・アフマド・

カラウノレがその一党と共に来て加った事を吉兆と考えて，私たちは次の朝，敵
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にむけ隊症を整えて進んだ。散はアービ・ハーンで迎えうつ事をせず，その宿

営地から移動した O 若干のテント，じゅうたん (gelim)，軽重 (p忌rtal) の如

き品々が兵士の手に落ちた O 私たちは到着して，その宿営地に下馬した O

乙の日の夕刻，タンパノレばジャハーンギーノレを連れて，私たちの左方をまわ

って，フーパーン Khuban[70aでは KhunanJという村に到著してそこに入

った G その村ばアンディジャーン方面の私たちの側にあり，私たちの所から 3

ユガチの地点であった O 翌朝までに私たちも右翼，左翼，中軍，先鋒を整え，

罵によろいをつけ，甲胃に身を冨め，隊列を整え，君をかかげた歩兵を前に出

して敢にむかつて進んだ。私たちの右翼はアワー・ドースト・タガーイーであ

った G その挨党と一緒であった。左翼はイブラーヒーム・サーノレー，ヴアイス

・ラーガリー，サイイディー・カラ，ムハンマド・アワー・ムパッシル，ホ-

70aジヤ (70a)・カラーン・ベグ Khwaja1匂i忌nBegの元のキチク・ベグ五ichik

Beg，そして若干の近習たちであった c 私はスルターン・アフマド・カラウル

を，またクチュ・ベグをその兄弟らと共に左翼に任じた G カースィム・ベグは

中軍で私の接らどいた G 先鋒はカンパjレ・アワーと若干の近習たちであった。

私たちがフーナーン〔又はフーパーン〕の東南方かる，フーナーンから 1シ

ャルイーの所にあるサカ-Saqaという名の村に到達した時，敵兵がフーナー

ン村かる隊伍を整えて出撃したり立たちもより急いで進んだ。整列させていた

歩兵たちは，注意を守って留まり，会戦の探には後方に残っていた Q 神の語]加

護により彼ちを必要としなかった c 到着するや否や，私たちの左翼の兵がより

はやく散の右翼と交戦した O ホージャ・カラーンの兄のキチク・ベグがそこで

奪戦した G ムハンマド・アワー・ムパッシノレもキチク・ベグについで戦った c

かくして故辻支えきれず逃走した。左翼と先鋒には〔款と〕向い合つての

(pesha-pes匂戦は波及しなかった C 多くの〔敵の〕若党たちが連れてこられ

たc 私たちば打首にするよう命じた O 私たちのベグたち，カースィム・ベグ¥

アワー・ドースト・ベグ，持にアワー・ドーストは， y:目心と軍を指撞下におく

70b事とを重く見て，追跡者を (70b) 遠くまで派遣する事を得策とみなさなかっ

た C このため，多くの敵兵を捕えそこねた O

立たちはフーナーン村に下馬した O これが私の初めての会戦 (ma弱ffurushl) 

の経験であった。至高の神はその自らなる好意と寛大さによって勝利をお恵み

下さった C 私たちは吉兆と考えた G 翌朝までに，私の母の〔義〕母，つまち私
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の〔義〕祖母のシャー・スノレターン・ベギムがアンディジャーンから到着した O

ジャハーンギールがもし捕えられたのであれば命乞いをしようと思って来たの

であった O

冬が近づいていたが平地 (yaZl)に法穀物・飼料が残されていなかったので，

私はウズケンドに向う事を得策と考えず，アンディジャーンに帰ったO 数日後，

相談して，以下の如く決定した O すなわち，アンディジャーンに冬営しても敵

に何の損害・損傷も与える事ができない O というよりむしろ散は，略奪とかゲ

リラ活動によって強化される可詑性がある o 味方の兵が食糧不足に悩んだりせ

ず，また款をこれまでのように悩ませておくにはーカ所に冬営すべきであると O

この策を実行するため，私たちは，イキ・スー・アラスとも呼ばれているラパ

7laータク地区のアルミーヤーン Armiyan，ヌーシャーブ Nぉhab付近 (71a)に

冬営する考えで，アンディジャーンを出発し，前述の村々の近郊に到着して冬

営地を設営した O

この一帯はすばらしい狩猟地である O イラミシュJ11に近い多くの森には沢山

の雌雄の鹿や猪がいる。非常に小さな森には，きじゃ野兎が多くいる O 丘には

きつねがまことに多い O そして多彩である O ここのきつね立他所のきつねに比

べてよく走る C 私はこの冬営地に滞在中に 2""'-'3EIに 1度狩をするために出馬

した G 大きな森に火を放って雄鹿雌農を狩った O 小さな森;乙は包屈網を形成し

て，きじに驚を放ったり，弓弦l乙矢をつがえた O きじは無摂であった O その冬

営地に滞在したあいだ中，きじの肉が豊富であった O

この冬営地に滞留中に，私が新たに目をかけてベグの位に昇進させたホダー

イ・ベノレディ・トゥグチ Khuday-berditughchlが2""'-'3度馬をおりてタンパ

ノレの側の略奪者 (qazaq) を攻撃し，首を切って持って来た O アンディジャー

ンとオシュからも〔我が軍の)冒険者的な若営たちが大胆なやり方で，途中休

まずに進んで，散の馬群を蹴ちらし， <p.88兵士ちを殺し>，すこぶる敵を

弱らせたG もし私がその冬をその冬営地で最後まで過ごしていたならば，まず

71bおそ与くは (71b)散は春までにまったく戦わずして壊滅していたであろう O

まさにこのように散を弱らせ悩ませていた時に当って，カンパノレ・アリーが

その領地へ婦る許可を求めた O 私がこのような状況判断を挙げ、てやめさせよう

とする程，彼はますます無視した。彼は驚く程軽薄で，軽率な小者であった C

やむを得ず退去の許可を与えた C 彼の以前の領地はホジャンドであった G 当時，

5
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私はアンディジャーンを取った擦，彼にイスファラとカンディ・パーダームを

も与えていた O 私たちのベグたちの間で最も多くの領地を持ち，最も多数の従

者を所有していた者がカンパノレ・アリーであった O 抱のしミカ〉なる者の従者も領

地も彼程ではなかった G

私たちは40--50B間，その冬営地にいた O 私はカンパjレ・アワーに退去の許

可を与えた際に，若干の兵士たちにも退去の許しを与えた O 私たち自身もアン

ディジャーンにf毒った O

私たちが冬営地とアンディジャーンにいたこの間に，タンパノレの部下;またえ

ずタシュケンドのハーンのもとに行き来していた O ハーンの息子のスノレターン

・ムハンマド・スノレターンの後見人で，ハーンがすこぶる寵愛していたベグで

あるアフマド・ベグはタンパルの父と同ーの母から生まれたおじであった O ハ

ーンの宮廷長 (ishikagh幻であったベグ・テ jレベはタンパノレの毘腹の兄であ

った O 彼与iま行き来して，ハーンに，タンパノレにむけ援軍を送るよう云いくる

めた。

72a 護軍よち先に，ベグベ72a) テノレベが家族・一族郎党をタシュケンドに置い

て，彼自身来て弟のタンパルに加った。ベグ・テノレベは生まれて以来この方，

モグーリスターンにおり，モグーノレの間で成長し，都市 (wilayat)には入った

事が無かった G 彼は者s市の君主に仕えた経験が無く，ハーンたちにのみ仕えて

しitこC

この時F 驚いた事が起こった O 私がアフスィ lこ仮に一時的に置いていた [63b

参照〕カースィム・アジャブが少数の，本隊と離れた〔敵のj 1団の後を追っ

て行って， ピチノレ・アタ Bichir-ata でホジャンド)11を渡っているタンバノレ制

の大軍に遭遇して捕虜にされた C

タンパノレは私たちの兵が四散したという情報に接し，また兄のテノレベがハー

ンと栢談の上で来ており， [ハーンか与の)援軍の到来について確信を持てる

状況になると，ウズケンドを出てイキ・スー・アラスに到着した。この聞にハ

ーンがタンパjレに対する援軍として怠子のスノレターン・ムハンマド・ハーニケ

(通称スルターニム〉をアフマド・ベグと共に任命し， 5---6，000の兵を与えた

という確かな情報がカーサーンから冒いた G 彼らはアノレチャ・ケント Archa-

kent道を通って来てカーサーンを包囲した。

私たちも遠方にいる味方の事は考えず，そ乙に居た部下たちと共に，ただち
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72bに，冬の鼓寒むさ中，神を{言じ，アンディジャーンかちパンディ・ (72b)サー

ラーノレ Band-iS孟lar道を取ってス Jレターニムとアフマド・タンパノレにむけ出

発した O その夜はどこにも留まらず，夜を徹して進んで，朝アフスィに下馬し

た O その夜iまことの他寒気が厳しかった O 若干の者たちの手足が凍傷にやられ，

多くの者の耳が全くりんごのように水ぶくれして，真赤になった程であった O

私たち辻アフスィに留まらず，そこにカースィム・アジャブの代りにヤーラク

・タガーイ -y孟rakTagha'i をまた仮に一時的に置いて，カーサーンに向っ

た。カーサーンに 1シャ jレイーの所に到達した時に，アフマド・ベグがそれを

知るとスノレターニムと共にまるで敗北したかのように急いで返却したという情

報が届いた Q

タンパJレほ私たちが出馬した事を知って， c自分の〕兄〔ベグ・テノレベ〕を
助けるべく急ぎ来たようであった O 昼の 2つの礼拝〔正午と午後の礼拝〕の間

と思われる時刻にタンパノレの軍勢がナウカンド Nawkandの方面かち出現した G

タンパルはその兄があのように軽率に去り，私たちがこのように早く到着した

ために鷺きとまどって，留まっていた G 私たちは「神がこれをこのようになる

様になされたのだ。散は馬を攻めつつやって来た O 進んで手合わせすれば，も

し神が正義をもたらされるなら，敵の 1兵といえども脱出できぬであろう j と

述べた O ヴアイス・ラーガワーと抱の若干の者たちは「今日はもう晩い U 今日

73aでなくても，明日 (73a)散はどこへ行く事がありましょう? 明朝，どこであ

れ，彼らに出合えるでしょう」と云って，ただちに手合わせする事を適当と考

えなかったっこのように〔攻略するのに〕絶好の状態にあった散は，何の損毎

も受けずに去った O 諺がある r手中の物を取っておかねば，老人になるまで
後悔するJ(qabudaghlnl qapmasa， qanghuncha qayghurur) 0 

事物，事宣をえて手にすべし。

事宜を失せる事共はげにはかなきものO

翌日までに敵はそれを好機と考え，夜に至るまで何処にも下馬する事無く進

み，アルヒーヤーン域 Arkhiyanqurghanlに入った O 私はその翌朝まで敵を

求めて進んだが発見できず，後から来てアノレヒヤーン域を近くから包囲する事

を適当と考えず 1シャルイーの所にあるガズナイ・ナマンガーン Ghazna-yi

Namanghanに下馬した O 私たちは30--羽田間このユノレトに滞留した。タンパ

ノレはアノレとーヤーンの域にいた O ごく少人数の兵がこちら側から出かけ，向う
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剖か与も来て途中で矢を射合ってもどっていた O 敵はある夜，夜襲をかけてき

たO 宿営地の外槌からひとにぎりの矢を射かけて去ったっ私は宿営地の周囲に

壕を設け，木の技を量いて警戒していた C 設は何事も為しえなかったむこのユ

73bノレトに滞在中にカンパノレ・アワーは 2---3度(73b)気分を害して領地に帰ろう

とした o 1度などは乗馬して出発していた O 立たちは若干のベグナこちを派遣し

て，苦労してもどろせた c

この需に，サイイド・ユースフ・マジャミ-Sayyid Y註sufMajamiがスノレ

ターン・アフマド・タンパjレピ人を遣して，彼になびいたむアンディジャーン

の山麓地帯の 1つをウイグノレ Uyghur， 1つをマジャム Majamと呼んでいる。

2つは. !U麓地害である O サイイド・ユースフはマジャムの首長 (ulugh) で

あった O 後年には宮廷でも名を知られる (tanlman) ようになった O 彼の業績

は首長の程度 (ulughluq) を越えていた G 誰もベグにしなかったのに， ベグ

(beglik)をよそおっていた O 驚くべき偽善者で無節操な小者であった O 私が当

時アンディジャーンを取って以来，この時点に至るまでに，おそらく彼は 2---

3度忍の側についてタンパルに敵対し，また 2---3度はタンパノレについて私に

敵対したと思われる O 最後に故対したのがこれであったっ設は多くの部民・部

族を所有していた G

私たちは了タンパルに合流させるな」と両者の詩へ出馬した O 途中で I治し

てビシュハーラーン Bishkharan近郊に到達したリピシュハーラーン域にタン

パノレの兵が来て入城していたらしい O 私たちの側む急襲隊のベグであるアリー

・ダ jレヴィシュ・ベグとクチュ・ベグ，それにその兄弟はピシュハーラーンの

74a域開の所へ行きょく交戦した。クチュ・ベグはその兄弟と共に (74a)よい働き

をした。彼らは誌とんど場合成果をあげたり私たちはビシュハーラーンかち I

シャ jレイーの所にある 1つの高みの上に下馬した υ タンバノレはジャハーンギ-

jレを連れてピシュハーラーン域の内を調べてそこに下罵した。

3---4日後，立たちの，立に反対の立場に立つベクーたち，つまりアワー・ド

ーストとカンパル・アワー・サッラーフがその一党，追i瑳者らと共に，和平の

話を持ち出し始めたり私も私の支持者たちもこの和平の事は全く知らされてい

なかった G また立たちはこのような事に全く同意していなかった G しかし〔私

たちの関の〕大ベグが乙の 2人の小人らであったため，もしこれらの二左たちの

三葉に耳をかさず. t11平をしなければ，地のいくつかの計り難い可能性があっ
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た O やむをえず，以下の如く和平のとりきめが為された O

1. ホジャンド)11のアフスィ剖の諸地方はジャハーンギーノレピ属する O アン

ディジャーン棋の諸地方は忍に罵する G

2. ウズケンドは，彼らの家族を出城させた後，私たちの支配下に入る

(bizning diwangha qoyghaylar) 0 

3. 領地の開題が解決し，私とジャハーンギーノレ・ミー jレザーが相談一致し

た後，そろってサマルカンドに進撃する O

4. サマルカンドの王権を掌握したならば，アンディジャーンをジャハーン

74b ギーノレ・ミーノレザーに (74b)号える C

忍はこのように決定した O ジャハーンギー/レ・ミーノレザーとタンパノレはその

翌朝までに来て，ラジャブ月の下旬 [1500年 2月下旬J，私に会った O 乙のと

りきめの如くに誓約・協定された O 忍はジャハーンギ-}レ・ミーノレザーにアフ

スィ方面への退去を許し，自らはアンディジャーンに向った O アンディジャー

ンに到着するとただちに投獄してあったタンパルの弟のハワーノレなど全員を牢

から出し[栄誉の〉長衣を身につけさせて退去させた G 彼らも彼らの側に捕

われていたベグや近習たち，つまりタガーイー・ベグ，ムハンマド・ドースト，

ミーノレ・シャー・カウチン，サイイディー・ベグ，カースィム・アジャブ， ミ

-}レ・ヴアイス， ミーリーム・ディーワーンをはじめとする人々を釈放して送

ってきた O

アンディジャーンに入って後，アワー・ドーストの態度が完全に一変した O

彼ほ私と共i乙亡国のつらい日々を過ごした人々を痛めつけ始めた O 彼はまずハ

ワーファを追放した O ついでイブラーヒーム・サールーとヴアイス・ラーガワ

ーを，罪なく理由なくして揖えさせ，略奪させ，その領地から追放した C 彼は

カースィム・ベグとお互いに攻撃し合いながら (chlrmashlp)暮していた O そ

して表面的には， rハリーファとイプラーとームは， ホージャ・カーズィーの
仲間だ。彼らは私に復讐するだろう j とこの件については主張していた G 後の

75a息子のムハンマド・ドーストは，彼自身まるで君主の如くに (75a)為し始めた O

彼は会合，宴会，語見，装嬬どれをとってもスノレターンたちの法式をとり始め

7こO

この父と子はタンパルに支援されてこのような行動に出はじめたのであった O

私にも，後 iろのあのような権勢下では，このような承認し難い彼らの行動をや

Q
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めさせ得る力が残されていなかった G 何故な与タンパルの如き敵が彼らの支援

者であり保護者であったかちである O 彼らは思いのままに行動していた G まこ

とに微妙な時期であった C 何も云えなかった G 私はこの父子によってその閉す

こぶるみじめな思いをさせられた C

私はシャーバーン完 [1500年 3月J， スノレターン・アフマド・ミーノレザーの

アーイシャ・スノレターン・ベギムという名の娘を要った O 私の父が生存中に，

おじに私のために結納金を支払い，彼女はホジャンドに来ていたのである。最

初に要った時には彼女を嫌っていたわけではないが，はじめての結婚で，遠慮

の気持やまた気恥しさもあって， 10日， 15日あるいは20日に 1度しか彼女のも

とへおもむかなかった O 後には，その愛情そのものも消え失せたが，気恥しさ

だけはなお増大した O ひと月ないし40日に 1度，私立〉母のハーヌムがその訳を

いろいろとたずねては，苦労して私を彼女のところへ行かせていた C

75b この頃 1人の (75b) オルド高人の怠子がいた c パーブリ- Baburi とい

う名であった O その名もうまく〔弘の名に〕一致していた G 私は彼に不思議な

程強く魅せちれた。

波の人に対するわが炎，わが身を焦し，われを狂気へとかりたてぬ。

われいまだ人を恋せし事なしO

否，恋につき関きし事，語りし事すらもなし。

その頃私は 1行ずつ 2行ずっとペルシア語で詩を作っていた C その時作った

1行がこれである O

待人もわれ程に心みだれ恋い焦れ恥辱にまみれる事なからんO

何人もなれ程につれなく心づかいせぬ者またなかちんO

時折，パーブリーが私のもとに来ていた C しかし私は遠慮と気恥しさで真っ

すぐにパーブリーの方を見る事ができなかった G とても会話談笑するなどでき

なかった。忍法興奮と混乱の故に， c来てくれた事について)礼を云う事もで
きなかった C 彼が去る事についてうらみ事を云えるはずもなかった Q 会見の際

のきまり事を行なう力がいったい誰に残っていたであろう?

ある日，このように恋におちいっていた頃 1群の同行者たちと共に，私は

とある小路にさしかかっていたっ突然，パーブワーとはち合せした C 私;ま気恥

しさのあまり，彼が近くにいるという事で，まるで溶けてしまいそうだった G

76a彼を直視したり，会話を交す事 (76a)などとても不可能だった O 私ほ無限の恥
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しさと苦しさとにさいなまれつつ通り過ぎた C ムハンマド・サーザフのこの詩

の 1行が心に浮んだり

友を見るごとに忍ほほほを染める O

友が私を見れば，忍はあらぬ方に較をそらすO

この 1行は不思議な程，情況にぴったちである C 恋慕の情の激しさの故に，

また若さと狂気に支配されて，立はターバンも付けず裸足で大路小路や大小の

庭園をさまよい歩いた O 知人にも見知らぬ人にも眼を向けず，また自分にも他

人にも注意を向けなかった。

われ恋におち，われを忘れ狂いたり。知らざりき一一一

美わしき人々との恋の，乙れがまことであろうとは。

私は時には愚者の如く独り山や野におもむき，また時には園や街区を小路か

ら小路へとさまよった O 進むも留まるも，それを選ぶ力なく，行くも止まるも

それを決する力が無かった G

われに進むべき力なく，留まるべき力なし。

ああわが心よ，この有様のとりことなせしは，そは汝。

乙の年，スノレターン・アワー・ミーノレザーとムハンマド・マズィード・タル

ハンの間で確執が生じた O その理由は以下の如くであった G タjレハン族の者た

ちはす乙ぷる寵愛され権勢ある者となっていた。ブハーラーをパーキー〔タル

7Gbハン〕ががっちりと (76b)握り，ブハーラ一政府 (Bukharasarkan)から 1

ダング (dang) [銅銭〕すら人に与えようとしなかった O ムハンマド・マズィ

ード・タノレハンもサマノレカンドの支配権を握り，全ての諸地方を，息子たちゃ

一族郎党らに取り乙み，町 (shahr)からは定め与れていた俸禄以外は 1フィル

ス (fils) [銅銭〕 といえどもいかなる経路からもス jレターン・アワー・ミーノレ

ザーのもとに届かなかった O

スノレターン・アワー・ミーノレザーは立派な青年 (ulughyigit)に成長してい

たO 彼らのとのようなやり方にどうして我漫できょう O 数人の近習らと共にム

ハンマド・マズィード・タルハンの命をねらうようになっていた O ムハンマド

・マズィード・タルハンはそれに気づき，従者・従士，一族・部党，さらに彼

のもとにいたスノレターン・フサイン・アルグン，ピール・アフマド，ウズン・

ハサンの弟のホージャ・フサイン，カラ・パルラース，サーザフ・ムハンマド
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といった部下やベグたち，さらに若干のベクーや若党たちと共に町を出7こO

当lt!J"'， [ス Jレターン・マフムード〕ハーンばハーン・ミーノレザ、ーにムハンマ

ド・フサイン・ドゥグラト，アフマド・ベグ，さらに多数のモグーノレのベグた

ちをつけて，サマノレカンド遠征に任命していた O ハーフィズ・ベグ・ドウラダ

ィI:Iãfi~-Beg Da wladayとその子のターと jレ・ベグ TahirBeg はハーン・ミ

ーノレザーの後見人であった。ハサン・ナゼーラとヒンドゥー・ベグ Hindu

Beg， それに若干の若党たちはハーフィズ・ベグ，ターヒノレ・ベグの関孫から，

77a スノレターン・アワー・ミ-)レザーの所を脱走して (77a)， ミーノレザー・ハーン

のもとに行っていた。

ムハンマド・マズィード・タ jレハンは人々を派遣し，ハーン・ミーノレザーと

モグール軍を招請し，シャウダーノレ近郊に来て， ミ-)レザー・ハーンに会見し，

幾人かのベグたちと会談した O モグ-)レのベクーたちの，ムハンマド・マズィー

ド・ベグちとのほど良い関係は生まれなかった口というより彼らはマズィード

・タ jレハンを捕える考えすらも持っていたのこれをベグたちが知って，モグ-

jレ軍から 1つの口実をもうけて離れた。彼らが去るとモグ-}レ軍も留まりえず，

退いてヤーノレ・ヤイラクに下馬しだ時，スルターン・アワー・ミーノレザーが少

数の兵と共にサマノレカンドから急行し，ハーン・ミ-)レザーとモグ-)レ軍の所

に到着したが，戦う事すらできずに敗走した G 晩年におけるスルターン・アワ

ー・ミ-)レザーの 1つのかなり良い行動がこれであった。

ムハンマド・マズィード・タ jレハンちは， このミーノレザーたちに絶望して，

モグールのアブドウル・ワッハーブ‘Abdal-Wahh孟b を私の所に派遣して私

を招請した。アブドウノレ・ワッハーブはこれ以前にも私のもとにいた事があり，

Cウズン・ハサンとタンパルによる〕アンディジャーン包囲の察にも，ホージ

ャ・カーズィーとよく協力してその命をかけて働いた人物であった。私たち自

身，このようにどうにもなちぬf吾況にあった O このため，私たちは〔ジャハー

ンギールと〕和平を結び，サマルカンドにむけて出兵せる事を決定した O ただ

ちにミール・モグーノレをアフスィのジャハーンギーノレ・ミーノレザーのもとに，

集結地の知らせと共に派遣し，サマルカンドにむけ出発した O ズィー)(.，・カー

ダ月 [1500年 5i6月J，私たちはサマ jレカンドにむけ出兵し，途中 2福してク

ノぐ-Qubaに到着して下馬した O 午後の礼拝時に，スノレターン・アフマド・タ

ンパjレ{の弟のハリーノレが来てオシュ域を盗み取ったという清報が届いた O その
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詳細は以下の如くである G

和平のとりきめをした時，前述の如く，立はタンパノレの弟のハ 1)-}レをはじ

めとする者たちを釈放した O タンパルはハリーノレをウズケンドにいる家族・親

族を連れ出す為に派遣した C ハワーノレは家族を連れ出すという口実で行って，

ウズケンドに入り，今百行く明白行くとだまして出発しなかった O 私たちの軍

が出発した時，機会を見出し，オシュが空〔無訪備〕の状態の時，夜に来て，

オシュ城を盗み取った O 乙の情報が我たちの所に届いた時，いくつかの理由か

ら，私たちはそこに留まる事，あるいは彼らと関わりになる事を得策とみず，

サマノレカンドめざして進んだ。その理由の 1つは，私たちの側の騎兵も歩兵も

全員が，軍の装備を整えるため，家を持つ者はその家へと，あらゆる方面に分

散していた事である G 忍たちは和平のとりきめを信じて，彼ちのこの陰謀・破

78a約にまったく気づかなかった G もう 1つの理由は，アリー・ドースト (78a)， 

カンパル・アワーといったわが方の大ベグらが，何度も，記述の如く，彼告を

{言用できぬような行動に出ていた事であった G さらにまた，ムハンマド・マズ

ィード・タノレハンをはじめとする全てのサマノレカンドのベグナこちが，私を求め

てミ-}レ・モグールを派遣して来た。サマノレカンドの如き首都がそこにあると

いう時に，いったい誰がアンディジャーンの如き土地のために兵と時間とを浪

費しょうか。

私立クパーからマノレギーナーンに到着した O 私はクチュ・ベグの父のスノレタ

ーン・アフマド・ベグピマノレギーナーンを与えていた O 彼は諸関係、・諸障害の

ため加わる事ができず，マノレギーナーンに残った O 怠子のクチュ・ベグは 1............ 

2の兄弟と共に私と進んだ。私たちはイスパラ Ispara道を進んだ。イスパラ

の属領のマハン Mahan[叉は <p.96Muhsin> Jという名の村に到着して下

馬した C よいめぐり合せで，乙の夜マハンに滞留中に，カースィム・ベグがそ

の一党と共に，アワー・ドーストがその一党と共に，さらにサイイド・カース

ィムが 1団の多数の若党らと共に，集結の約束通りに到着して合流した O

そ乙を出発して，ハスパーン KhasbanC叉はくp.96草asan>Jの野を経て，

チョパン橋 (Chupank凸pr註ki) を過ぎ，ウラ・テペに到着した c カンパJレ・

アリーは自らの領地のホジャンドから，タンパノレを信じ軍事につき桔談するた

めにアフスィに来た O 情勢が乙のように変化するとタンパルは彼を捕え，共に

78b連れて (78b)彼の所領に向った。ことに 1つのト jレコ語の諺がある:r汝の友
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を{三ず、る事勿れ。伎は麦わらもてj女の皮膚を貫く (lnanmaghI1dostunggha， 

saman tlqar postunggha) [l Cカンパノレ・アリー辻j連行されて行く途中で，徒

歩で脱走し，四苦八苦してウラ・テペにたどり着いた u

ウラ・テペ滞在中に， シャイパーニー・ハーンがダブースィ一城 (qal'a-yi

Dabusi)でパーキー・タ jレハンを破り，ブハーラーに向ったという情報が入っ

た。私たちはウラ・テべからブルカ・ヤイラク (BurkaYaylaghl)道をとって

サングザーノレ Sangzar に到着したのサングザールのダルガは域を与えたの カ

ンパノレ・アリーが捕えられ連行されたにもかかわらず、来たという理由で，伎を

サングザーノレに置いて，私たちはそとを通過した。

立たちが到着してハーン・ユルトゥに下馬するとムハンマド・マズィード・

タルハンをはじめとするサマルカンドのベグたちが来て挨拶した。私はサマノレ

カンド征服の手だてを彼与と相談した。彼らは rcナクシュパンディー教毘の〕
ホージャ・ヤフヤーも王様〔パーブルユの味方です。もしホージャが承認され

るならば，サマルカンド;主戦う事無く簡単に征服できましょう」と云った G こ

のため，私は何度もホージャ・ヤフヤーの所へ人を遣し相談した。ホージャ・

ヤフヤーは私たちをサマルカンドに入れる事を決定したとは云ってこなかったむ

しかし絶望するような事も云わなかった c

私はノ¥ーン・ユ jレトゥを出て，ダノレガムJI [の岸辺に来たっダノレガムの岸辺か

るホージャ・ヤフヤーのもとにホージャ・ムハンマド・アリー・キターブダ-

jレKhwajaMubammad 'Ali kitabd孟rfキターブダールは「司書JJを派遣し

79aたo (79a) 彼は I彼ちを来させよ c 忍たちは域を号えるであろう Jという伝

三をもたちしたっダルガムを，夜に近く出発し，域に向った G しかしスルタ

ーン・ムハンマド・ドウラダイの父のス jレターン・マフムード・ドウラダイ

Sultan Mabmud Dawladay がその宿営地から逃げて行き，この談合について

彼ら〔スルターン・アワーら〕に通報していた O 後らが知ったためにその計画

は不可能になった O 私たちは退いて夕、 jレガムの岸辺に下馬した。

私がヤーノレ・ヤイラクに到着した際，私がかつてよく眼をかけた私のベグで，

ア 1)ー・ドーストが捕えさせて追放させていたミンワグのイブラーヒーム・サ

ールーが，サイイド・ユースフ・ベグの長男のムハンマド・ユースフと共に来

て私に仕えた G 私たちの吉いベグたちゃ近習たちも 1人 2人と集まってやっ

て来た。彼らはアリー・ドーストの敵対者で，アリー・ドーストは彼らの内の
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幾人かを追放し，幾人かを略奪し，幾人かを捕えさせていたのであった G アリ

ー・ドーストは怖くなった O 何故なら彼はタンパjレを後震に，怠や私の支持者

だちを圧迫・迫害していたからである O 私も乙の小者には我漫な iらなかった O

彼は恥と怖れにたえきれず，退去の許しを求めた O 私も有難い事と考え許可を

7gb与えた O アワー・ドーストとムハンマド・ドーストはその(79b)退去の許しを

得るとタンパルのもとへおもむいた。

彼らはタンパjレの取りまきとなったO 多くの離叛や確執が乙の親子によって

顕現した o 1........... 2年後，アリー・ドーストの手にギネヤ虫〈弓art) が出て死ん

t!. 0 ムハンマド・ドースト誌ウズベクに投じた O 概して悪くなかったO その後

また不義理 (kur-namak-lik) Cクール・ナマクは「塩に対して富目なJJを犯

し逃げてアンディジャーンの山麓地帯へ行き，多くの反乱・騒乱を:騒動したO

最後にはウズベクに捕えちれ，両眼を盲自にされた o Iその両摂を塩が取った

(kozlarini tuz tuttI) Jという表現に法乙の意味がこめられていたようだ。

彼らを去らせた後，私はグー 1)ー・パノレラース GhuriBarl討を若干の若党

たちと共に情報を得るためにブハーラ一方面託送った O シャイパーニー・ハー

ンがブハーラーを取りサマルカンドに向ったという清報がもた与された O 忍た

ちはその近辺に留まる事を得策と考えず，ケシュ方面に向ったO このサマルカ

ンドのベグたちのほとんどの家族もケシュにいた O ケシュに到善後 1...........2週間

すると，スノレターン・アリー・ミールザーがサマルカンドをシャイパーニー・

ハーンに与えたという情報が居いた O その詳細は次の如くである O

スルターン・ア 1)ー・ミーノレザーの母ズフラ・ベギ・アーガ-Zuhra Begi 

Agha はその無智蒙昧の故に密かにシャイパーニー・ハーンに人を遣わし次の

80a如く缶えた O すなわちもしシャイパーニー・ハーンが (80a)彼女を要るなら，

彼女の患子はシャイパーニー・ハーンにサマノレカンドを与えるであろう O シャ

イパーニー・ハーンが彼女の息子の父の領地を征服したら，それを患子のス jレ

ターン・アワー・ミーノレザーに与えて欲しいと O この考えについてアブー・ユ

ースフ・アルグン AbuYusuf Arghunは承知していたはずである O というよ

り乙の考えを示させた者は，まさにこの同じ裏切者であった可能性もある O

F
h
u
 
mm 



906年 (1500年7月28日-1501年7月16日〕の出来事

シャイパーニー・ハーンはこの女〔ズフラ・ベギ・アーガー〕の約束にもと

づいて到着し，法場の匿 (Bagh-iMaydan)に下馬した c 正午に，スノレターン

・アワー・ミ-)レザーは，そのベグ，若党，軽装講の若党らに，誰にも知らせ

ず，誰とも相談せず，数人の近くにいた大小の者たちと共にチヤール・ラフ円

を経て広場の醤のシャイパーニー・ハーンのもとにおもむいたっシャイパーニ

ー・ハーンはさ迂ど歓待せず，拶挨がすむと下座に坐らせた G

ホージャ・ヤフヤーはミーノレザーの出城の知るせを得ると落つかなくなった。

他にどうしようもなく，ホージャも出かけた O シャイパーニー・ハーン誌産っ

たままで挨拶した G 彼はまた非難がましい事をも述べた O しかしホージャ・ヤ

フヤーが立ち上ると，シャイパーニー・ハーンも敬意を表して立ち上ったむ

ホージャ・アワー・パイ Khwaja ‘AliBayの子のジャーン・ア 1)- Jan 

'Aliはラノてーティ・ホージャ Rabat-i Khwaja にいた C ミ-)レザーが出かけ

たという知らせを毘くと彼もシャイパーニー・ハーンのもとへ到着した G

この幸うすき女は聴明さに欠ける所があったため，結婚するという者望のた

80b めに，自らの息子の家・ (80b)財産を雲散霧消させたのである C しかしシャイ

パーニー・ハーンはごくわずかすらも彼女に親切にしなかった。と云うより，

妾・傑女程にも眼をかけなかった O

スノレターン・アリー・ミーノレザーも自ちのとるべき行動に迷い，出城した事

を限りなく後悔した O 若干の近くにいた者たちがその情況を聞くとミーノレザー

を連れて逃亡する事を計画した C しかしミーノレザーは賛成しなかった。最後の

時は来ており，彼にはのがれるすべはなかった O 彼はティムー jレ・スノレターン

と宿営を共にしていた o 4 -.... 5日の後，彼はコ jレパ牧地で、殺された C この 5日

で死する命のために彼は悪名を残して逝った O 彼は女の話に首をつっこみ，白

らを名声の圏外に去らせたのである。このような男の出来事につき，もはやこ

れ以上書き記す事は無い。このようなおぞましい行動は，もはやそれ以上聞く

にたえぬO

シャイパーニー・ハーンはスノレターン・ア 1)ー・ミーノレザーを殺害した後，

ジャーン・アワーをもそのミー jレザーのもとに行かせた C殺害したJ。 シャイ
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ノてーニー・ハーンはホージャ・ヤフヤーを怖れていたので，彼をその子ホージ

ャ・ムハンマド・ザカリヤ-Khwaja託ubammadDhakarya，ホージャ・パ

ーキ-Khwaja Baqiと共にホラーサーン方面に去らせた O その後を数名のウ

ズベクが追って行き，ホージャ狽下をその 2人の若い息子たち共々，ホージャ

・カーズノレーン Khwaja五azrunC又は Kardzan]近郊で殉教させた O シャイ

81aパーニー・ハーンはこう云っていたという Iホージャの件は (81a)私がさせ

たのではない O カンパル・ピ-Qanbar Biとキョペク・ピ-Ko予ekBiがし

た事だJo これはあの行動そのものより，より悪質である O 諺に云う Iその

弁解誌罪行より悪しJ('Odhrash batar az gunah) 0 もしベクYこちがこのよう

な行動を，自分の頭で考えて，ハーンや君主に知らせる事なく為し始めたなら

ば，ハーン権や王権をどうして信ずる事ができょうか。

ウズベクがサマノレカンドを占領すると，怠たちほケシュからヒサーノレ方面に

向った G ムハンマド・マズィード・タノレハンをiまじめとするサマルカンドのベ

グたちほ部下や家族郎党と共立私たちと一緒に移動した O チャガーニーヤーン

のチ Jレトゥ Chiltu[叉ば<p.99 I:Ialtu> J牧地に下馬した時，ムハンマド・マ

ズィード・タルハンをはじめとするサマノレカンドのベグたちは別れて去って，

ホス口一・シャーに臣従した O

私たちは町や領地を追われ，行くべき，また留まるべき土地がどこであるか

をも知ちなかった G ホスヨー・シャーは乙れまでどれ程私たちの一族に対して

敵対行動をとってきた事か。しかし他にどうしようもなく，やむをえず私たち

は彼の領地のまっただ中を通過した O 私たちは 1つの計画を持っていた O それ

はカラ・テギンとアライ Alayを経て私のおじの小ハーン，つまりアラチャ・

ハーンのもと詑おもむく計画であった O しかしそれ法不可能となった O 私たち

はカム・ノレード Kam-rudをさかのぼり，シラ・タク峠 (Slra-taqd昌banl)を

通る事になった O

ヌンダク Nundak付近に到達した時，ホスロー・シャーの従者が 1組の 9

頭の馬と 1組の 9枚の布地を持って来た G カム・ノレードの入口に下馬した持，

81bシーノレ・アワー・ (81b)チュフラ〔チュフラは「誰克 IJ¥姓JJが脱走してワ

ワーとホスロー・シャーのもとへ行った G 翌朝までにクチュ・ベグが離れてヒ

サーノレへ行った O 私たちはカム・ノレードの谷に入り上流にむかつて進んだ。せ

まく切りたった様にけわしい道々や，高くけわしい捺の諸所で馬やらくだを放
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棄した o 3'""'" 4宿してシラ e タク峠に到達した。峠一一一何という 1I串であろうっ

私はかつてこれ程までに高くけわしい峠を見た事が無かった O また 1度も，こ

のようど狭くけわしい道を進んだ事が無かったむ在たちは幾多の困難を克寂し

ながら危設な騒路・狭路を通過し，無数の苦しみをなめながら死と隣り合せの

高u愛な峠を越えてファーン Fan近郊に到達した O

ファーンの山々の間に 1つの大きな湖が横たわっている O その周囲がおよそ

1シャルイーもある美しい海である O 珍しい物にも事欠かぬ。イブラーヒーム

・タルハンがシーラーズ域を酉守しており，またヤール・ヤイラクの諸域そも

カンパノレ・アリーとアブル・カースィム・コフブノレが毘守しているという情報

が届いた。アブル・カースィムはホージャ・ディーダーノレ Khwaja Didar に

いたが，ウズベクのサマ jレカンド占領の擦そこに留まりえず，ヤール・ヤイラ

クに来て，その下方の諸域にいたのであった。怠たちはファーンを右手に見て

カシュトゥード Kashtud方面に向った O

ファーン王は寛大さと気前のよさ，了重さと手厚い譲待で有名であった。

82a (82a) スノレターン・マスウード・ミ-)レザーは，ス jレターン・フサイン・ミー

ノレザーがとサー jレに来攻した時，弟のパイスングノレ・ミ-)レザーのもとへ，サ

マノレカンドへ，乙の道をとって進んだ。ファーン王は70'"""'80頭の馬を献じた O

この抱の接待をも同様に行なった O しかし私には 1頭のより下等の馬を送って

来ただサで，彼自身も出向いて来なかった O 私たちの所へ来た際には，気前の

よさで有名だった人々がけちくさくなっておち，寛大きで記述に残された人々

の寛大さも忘れ去られていた O

気前の良さと手厚いもてなしで有名だったホスロー・シャーがノてディーゥッ

・ザマーン・ミーノレザーにどれ程のもてなしをしたかは記述した (42a参照〕

通りである O 彼はまたパーキー・タノレハンやその他のベグたちにも非常な接待

・歓待を示した O 私たちは彼の領地を 2度通過した O 私たちと同等の人々の事

iま云わずとも，在たちの，より下位の家来たちに彼が為した接待すらも i皮は

私たちには為そうとしなかった O と云うより，立たちの家来程にも，彼iま私た

ちを重く見ていなかった O

おお心よ，世の人々からの恵みをいったい誰が見たであろうか?

恵、みなど有りはせぬO 故i乙恵みがあるなどと期待する事なかれ。

ファーンを過ぎた時，私たちほカシュトゥード域にウズベ、クの兵がいると考
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えて，カシュトゥードにむけ急行したO カシュトゥード域そのものは荒廃して

いたようで，との頃，そとに人が滞留した事はなかったちしい。そ乙を過ぎて，

82b (82b)私たちはコーハクJl!の岸辺に到着して下馬した O 私たちはヤーワ-Yari 

の対岸でコーハク)11を橋を通って渡った O 私はカースィム・ベグをはじめとす

るベグたちをラパーティ・ホージャ域を略取するために派遣した O 私立ヤーリ

ーを過ぎて，シュンカノレ・ハーナ山 (Shunqar-khanataghl) を越え，ヤー jレ

・ヤイラクに到着した O ラパーティ・ホージャに行ったベグたちは梯子をかけ

た際に気づかれ，退却させられた O 彼らは域を取る事ができず帰って来た。

カンパル・アリーはサングザールにいた o 彼は来て〔忍に〕会った凸アブjレ

・カースィム・コフブノレとイブラーヒーム・タノレハンは私の配下に加わるため，

そのすぐれた部下たちを派遣して来，臣従の意を表した O 私たちはヤーノレ・ヤ

イラクの村々の 1つであるアスフィーダク域 (Asfidakqurqhanl)に到著した。

当時，シャイパーニー・ハーンばホージャ・ディーダ-)レ付近に滞留してい

たo 3--...，4，000入のウズベクがいた O また土地の (yerlik) 騎兵の内からも同じ

位の数の者たちが集まっていた O シャイパーニー・ハーンはサマルカンドのダ

ルガ職 (Samarqanddarughahghl) をジャーン・ワファー・ミーノレザー Jan

Wafa Mirzaに与えていた O ジャーン・ワファーは5--...，600人と共にサマノレカン

ド域内にいた O ハムザ・スノレターンとマフディー・スルターンは罵僚・従者ら

と共にサマ jレカンドに近いブーダナ禁地誌滞留していた O 私たちの兵は，貴残

83a合わせて， 240人 (83a) であった G

私たちは，全てのベグや軽装の若党たちと相談して，次の如くとり決めた:

シャイパーニー・ハーンはサマルカンドを最近に征服したばかりで，まだ住民

たちは彼と親密になっていないし，また彼も住民たちと親密になっていない O

この擦，私たちがもし何かを為すとすれば，まさに今為そう O サマ jレカンド域

に梯子をかけ，密かに略取すれば，サマノレカンドの人々も私たちの側につくで

あろう O 他にやり方があろうか?oまたたとえ彼ちが私たちに味方しないにせ

よ， c少くとも〕ウズベクのために彼らが戦うはずがない O サマノレカンドを入
手した後には，神のお廷しまうし通りに事が進行するであろう G

この結論を得て，正午の礼拝の後，私たちはヤール・ヤイラクを出発し，夕

刻から夜に入っても休まず進み，夜半にハーン・ユルトゥに下馬した O その夜，

散が気づいていると云うので，サマノレカンド域近くには行かず，ハーン・ユノレ
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トゥから退却した O 明け方，私たち誌ラパーティ・ホージャの下方でコハク J11 

を渡り，再びヤール・ヤイラクに到着した G

ある臼，アスフィーダク域に，ナースィルの子のドースト，ノヤン・キュケ

ノレダシュ， <p.102カースィム・キュケルダシュ>，ハーン・クリー，カリー

ム・夕、ード，シャイフ・ダノレヴィシュ，ホスロー・キュケ lレダシュ， ミーワー

ム・ナースィノレといった全ての近習たちが全員そろっていた O 彼らは私の前に

坐っていた O 私は「もし神が正義をもたらされるならば，さあ云ってごるん，

83b (83b)私たちはいつサマルカンドを征服する事になるであろう'ii とたずねた O

ある者たちは「春までには取れるでしょう j と云った C その時は娩秋であった O

ある者たちは f1カ月J，ある者たちは f40B J，そしてある者たちは f20日j

と答えた C ノヤン・キュケノレダシュは f15日で征殺するでしょう」と答えた G

神は正義をもたちされた c まさに了度15日で在、たちはサマ jレカンドを取った G

その頃，私は不思議な夢を見た O 夢を見ていると，ホージャ・ウパイドゥツ

ラー猿下が来られた。私はお出迎えに出た G ホージャが来てお座りになった。

ホージャの前にまことに不作法なやり方で食卓用の布片 (dastar-ikhwan)が

置かれた O このため狽下は何かお考えになったらしい O ムッラー・パーパ-

Mulla主主誌が私の方をむいて合図した O 忍も眼で，それは私がした事ではな

く，布を置いた者が間違えたのである事を知らせた C ホージャはそれを理解さ

れ，この言訳を笥き入れられた O 立上がられた。忍はお見送りに出た O この家

の玄関の所で， cホージャは〉忍の右手か左手を攻られ， 私の 1本の足が宙に
浮くほど私を持ち上げられた c そしてトルコ語で「シャイフは最善の道を恵ん

だ」と云われた O まさにその数日後，私はサマ jレカンドを獲得した O

1'"'-'2日後，忍はアスフィーダク域からヴァスマンド域 (Wasmandqurghanl) 

に到着したO 私たち;ますでに 1度サマ jレカンド近郊まで行って気づかれでもど

84aったのではあったが， (84a)再び神を信じ， サマノレカンド征服をめざして，

ヴァスマンドから正午の礼拝の後，サマノレカンドめざして急行した O ホージャ

・アブノレ・マカーワムも司行した G 夜半，大道 (khiyaban)の70 1) ・マガーキ

- Pul-i Maghaki Cf掘り製橋JJの所に到達した。 70'"'-'80人のすぐれた若党た

ちを先に分遣した C それは彼ちが「恋人たちの泊」の向いで梯子をかけて域内

に入り，進んでトノレコ石門 (Piruzadarw孟zaSl) にいる者たちの前に立ち，門

を手に入れ，私たちにむけ人を派遣するためであった。これらの若党たちは行
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って，恋人たちの洞の前で梯子をかけて域に入った O 誰も気づかなかったO 彼

らはそこからトルコ石門に到着し， ファーズィ jレ・タノレハン F対ilTarkhan 

の前に立った O ファーズィノレ・タノレハン泣くp.103挟jのベグのタンハン>ら

の 1人ではなく， トゥノレキスターン出身の奇人のタノレハンたちの 1人であった O

彼はシャイパーニー・ハーンにトゥノレキスターンで仕え， 寵愛されていた O

〔若党たちは〕ファーズィノレ・タルハンを数人の従者ともどもに斬って殺し，

門の錠前を斧で打ち壊して門を開いた O

この時，私ほ到着するとすぐにトルコ石円から入城した G アブノレ・カースィ

ム・コフブル自身は来ていなかったが，弟のアフマド・カースィムを30---40人

程の従者と共に派遣して来ていた O イブラーヒーム・タノレハンの部下は〔私と

共に)ひとりもいなかった O 私が入城してスーフィ一道場 (khanqah) の所に

84bいた持， アフマド・タ jレハンという名の弟が (84b)数名の従者と共にやって

来た O 町の人々はまだねむっていた O 活主7こち (dukk如おのが!苫々から見て，

私である事に気づき，視語を述べたO 少時の後，町の人々にも知れわたった。

私たちの関の者たちも町の人々もすこぶる愉快になり，喜々となった G 彼ら

はまるで狂犬のように小路や溝の所でウズベクを石や槙棒で殺した O 彼らはお

よそ 4---500人のウズベクをこういうやり方で殺した O 時の町のダノレガであっ

たジャーン・ワファーはホージャ・ヤフヤーの邸にいたが，逃げに逃げてシャ

イパーニー・ハーンのもとへ行った O

私は門を入ると， c町の中心部の〕イスラム学院とスーフィ一道場の方へま
っすぐに進んだ。到着してスーフィ一道場の門(領心の上に座った。夜が明け

るまで i[馬から〕落とせ!落とせ!Jという叫びやおたけびが問えた O 若干

の，知らせを開いた貴人や商人たちがやって来て，喜色万面で私に会い，急い

で用意された品々を持って来て視語を述べた O 夜が明けた後，鉄門の所でウズ

ベクが2つの門〔外門と内門〕の間を冨めて闘っているという知らせが届いた O

私はただちに乗馬して鉄円に向った O 私と共にいたのは10人， 15人，あるいは

20人程であったであろう o C他の〕悪賢い人々は，新7こに町が手に入ると，い

85aずれも財宝あさりにそこかしこで (85a)熱中していた O 私が到着するまでにウ

ズベクは鉄円から撃退されていた G

シャイパク・ハーン ShaybaqKhan Cシャイノてーニー・ハーンの別称〕は，

この知らせが毘くと，混乱と共に日の出時， 100---150の兵をひきいて鉄円に到
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着したO 彼ほ絶好機に来たものであった O しかし前述のように忍と共にいた兵

もきわめて少なかったO シャイパク・ハーンは，何事も為し得ないと見てとる

と，留まらず，急ぎ退却した O 私はそ乙かちひきかえして来て内域のブスター

ン・サラーイに下馬した。貴顕・大人それに町の有力者たちが私の所に来て拶

挨し，祝福した O

140年聞に近く，首都サマノレカンドは私たちの一族の子中にあった O しかし

何たる事か!外敵のウズベクが来襲して領有した。しかし神は手からこぼれ落

ちた王国を再び与えられた O 略奪と強奪にさらされた領地が忍たちの掌握下に

とりもどされたのである c かつて [1470年に〕スルターン・フサイン・ミーノレ

ザーも全くこれと同様の不意打ちによってへラートを入手した O しかし物事を

よく知っている人々の前では明白であり，また公正に判新する人々のもとでは

明瞭であるように，彼の仕事と私の占領との間には大きな違いがある O

第 1は，スノレターン・フサイン・ミーノレザーは多くの物事を見，また多くの

試練をくぐり抜けてきた，歳取った君主であった Q 第 2は，彼の桔手であった

ヤードガール・ムハンマド・ナースィノレ・ミーノレザー Y孟dgar Mubammad 

85b N勾irMirzaは17，"，"，18歳の経験不足の (85b) 王子であった O 第 3は殻方の内

部から，清勢.'r青況を知っている人物，つまりミール・アリー主馬頭 (Mir

'Ali mir-i akh註r) がミーノレザーの所へ人々を送り，気づかぬ内に敵方へと案

内して来たのであった C 第 4~ま， 散は域内におらず，了からすの園J(Bagh-i 

Zaghan) にいた O スノレターン・フサイン・ミーノレザーがへラートを占領した

時には，ヤードガーノレ・ムハンマド・ミーノレザーとその一党は飲酒にふけって

いた C すなわちその夜ヤードガール・ムハンマド・ミーノレザーの宮廷には 3人

が残っていたが，彼ちもまた酪町していた G 第 5は彼は〔以前に気づかれたり

などせずに)初めて密かに来て占領したのである O

一方，私がサマノレカンドを取った時，私は19歳であった G 多くの物事を見て

もいず，また経験記も乏しかった。第 2は，私の散はシャイパク・ハーンの如

く経験に富み，多くの物事を見てきた歳取った人物であった O 第 3は，怠たち

の所にサマ jレカンドから誰も来なかった C 町の人々は怠に心を寄せてはし可たが，

シャイパク・ハーンに対する怖れから誰もそのように考えうる者がいなかった。

第 4は，私の敵ば域内にいた O 私は域を取り，かつ敵を逃走させたのである G

第 5は 1度サマノレカンドをねらって来て，敵に気づかれたが 2度自に来7こ
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時に，神が正義をもたらされて，サマルカンドが征脹されたのであった O

とのように述べたのは，人に対する評価を{尽くさせようとするためではない O

86a (86a)述べた事がすなわち事実である G またこのように記したのは，自分をえ

らく見せようとするためではない。書いた事が真実なのであるつ乙の勝利に当

って，詩人たちが紀年銘を含む詩を作った G その内の 1つがまだ記壊に残って

いる C

知慧，口開きぬ:その銘は

「ノてーブノレ・パハードゥ jレの勝利J(Fa均一 BaburBahadur) [906年を示

す〕なり，知れよと O

サマノレカンドの勝利の後，シャウダーノレ，ソグド，諸地区，それに近くの諸

域が 1つ 1っと志のもとに帰属し始めた O いくつかの域か与は，ウズベクのダ

jレガたちが不安になって域を捨てて出城した O いくつかの域はウズベクの兵を

追い出して，私たちに服属した。またある者たちはそのダルガを捕えて域を酉

めた O

まさにこの頃，シャイパク・ハーンとウズベクらの家族・親族がトゥルキス

ターンから到着した O シャイパク・ハーンはホージャ・ディーダーノレとアリー

アーバード 'Ali一品badにいた O 彼iま諸域がこの様に服属し，人々が乙のように

帰属したのを克て，滞留していた土地からプハーラ一方面へ移動した。神の御

加護により，ソグドとミヤーン・カール Miyãn-kãl の諸域は 3~4 カ月の間

に，誌とんどが私たちに帰属した O パーキー・タ jレハンも機会を元つけて来て，

カノレシ域に入った O ブザー jレとカノレシもウズベクの支配を脱した。カラ・キョ

86b )レをも，アブjレ・ムフスィン・ (86b) ミーノレザーの部下が来て取った O 私たち

の諸事はすこぶる頗語であった C

在の母たち〔母と祖母〕と私の家族・親族らは，怠がアンディジャーンを出

て以後，葉長難辛苦を体験しつつウラ・テペに来ていた O 私は人を遣して，彼ら

をサマルカンドに連れて来7こO まさにその後数百して，忍の最初の正式の妻で

あるスノレターン・アフマド・ミールザーの娘のアーイシャ・スノレターン・ベギ

ム [75a参照〕か与 1人の娘が生まれた G ファフルン・ニサ-Fakhr al-Nisa' 

と名付けた O 乙れが私のはじめての子であったっその時私は19歳であった口し

かし彼女{まひと月か40日で神の御許に召されたの

サマノレカンドの勝利の後，何度も何度も周辺の諸地方・諸方面にv，るハーン
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やスノレターン，アミ-)レや地方諸侯 (sar-baddnishin)たちの所に，援助・援

軍を求めるため，次々と捷者やトゥワチ与が往復した O しかしある者たちは，

その経験にもかかわらず，簡単に斬った G また私たちの一族に対して不親切な

不愉快な行動をとってきたある者たちは， その怖れの故に， c求めを〕無視し
た。またある者たちは援軍を寄越しはしたが，十分な援軍ではなかった。その

各々についてはそれぞれの場所でその詳細について説明する予定である。

この 2度目にサマノレカンドを取った時， (ヘラートの宮廷の宰相であり文人

87aである〕アワー・シール・ベグが (87a)なお在世中であった o 1度，彼の子紙

も来た C 私も 1通の子紙を送った O 私は裏面に， トノレコ語の詩を作って書き送

った υ 返事をもらうまでに，不和と確執が生じたっ

シャイパク・ハーンはサマノレカンドを取った際， c高名な詩人・文人〉ムッ
ラー・ピナーイーを召しかかえた G 彼ほシャイパク・ハーンと共にいた。サマ

jレカンドの勝手IJの数日後，彼はサマノレカンドに来た。カースィム・ベグは彼を

疑い，シャフワ・サブズ方面に去らせた C 数日後，すぐれた人物であり，何の

淳行も明らかにはならなかったので，忍たちは彼をサマノレカンドに連れて来た。

彼はいつもカスイーダ (qa写ida) [頒詩7とガザノレ (ghazal) C存情詩〉を作っ

ていたむナワ-(nawa)語で 1つの歌を私の名で作曲して歌った。その需に彼

は 1つの四行詩 (rub訂)を作って謡んだ。

我に食むべき殻粒 (ghalla) なし。

また身につけるべき殻粒の対応語 (muhmal-ighalla) [ghallaと韻を同じ

くする語。この場合は malla，すなわち木棉，衣類〕もなしO

金を欠き衣を欠く者の，

学芸に尽くし得るは，そはし 1ず、れの地ぞや。

当時，私は 1行ずつ 2行ずっと詩作していた O しかしガザノレは完成できない

でいた。忍は 1つの貧弱なトルコ語の四行詩を作って彼に〔返歌として〉おく

っ7こり

事々は全て，そなたの思うがままになりましょう O

贈物も捧禄も，全てが命ぜられるでありましょう O

そなたの言語まれた殻粒とその対町、語[=木棉・衣報〕を私は理解致しまし

7こO

そなたの肢体が対応語衣服〕を満たし，そなたの家を殻物が溝たすで
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ありましょう O

87b ムッラー・ビナーイーはこの回行詩の (87b) 最後の 1行 (mi号は‘) の脚韻

(qafiya) をリフレインにして (radifqlhp) ，別の脚韻でまた 1つの四行詩を

作って歌った O

わが君は陸海の君主となられるでありましょう。

iit界でその学芸につき常に人の口の端にのぼられるでありましょう O

わずか 1つの対JZ語のためにこれ程の患寵を下されました。

たとえ適当な言葉を用いたにせよ，それがどれ程の事でありましょう O

当時，ホージャ・アブノレ・パラカ KhwajaAbu al-Baraka (通称フアラーキ

- Faraqi)がシャフリ・サブズからサマルカンドに来ていた O 彼は「関じ部

韻で請まねばならぬj と云った G この四行詩をホージャ・アブノレ・パラカが作

っ7こO

彼が為せし悪道は，時が問うでありましょう O

思清の主〔神〕はその言訳けを求めちれるであちましょう O

ああ酌人よ! わが盃はなお満たされぬというのに，

この世におけるわれらが盃はいつか必ず満たされるで£りましょう O

この冬，私たちの諸事はすこぶるj顎謁であった G シャイパク・ハーンの諸事

は不調であった G しかしこの間に 1-...2の出来事はやや不都合であった O まず

マノレヴかち来てカラ・キヨノレを取った者たちは留まりえず，カラ・キヨノレは再

びウズベクの支配下に入った O 次にダブースィーの城にイブラーとーム・タル

ハンのアフマド・タルハンという名の弟がいたが，シャイパク・ハーンが来て

包屈した O 彼iま，忍たちが兵を集めて援軍の準舗を整えるまでに，攻撃して占

領した G 住民を皆殺しにした G

88a 私がサマノレカンドを取った時，合計 240名の部下が (88a)いた O しかし私た

ちは，すぐ後に述べる如く， 5 -... 6カ月の間に，至高の神の御加護により，シ

ャイパク・ハーンの如き人物とすり・プノレ Sar-ipulで会戦する程にまでなっ

たc 見屈の諸方面にいる人々の内 cスjレターン・マフムード〕ハーンからは
アイユーブ・ベグチクとカシュカ・マフムード Qashqa瓦1a1)mud とノてーザン

部の 4-...500人が援助に来7こG ジャハーンギ-}レ・ミールザーからはタンパル

の弟のハリーノレが100-...200人と共に援助に来た O スノレターン・フサイン・ミー

ノレザーの如く，シャイパク・ハーンの行動・性清を誰よりもよく知っている経
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験豊かな君主のもとからは誰 1人として援助に来た者はいなかった G パーディ

ーゥッ・ザマーン・ミールザーのもとかちも誰も来なかった O ホスロー・シャ

ーも自分自身についての不安から人を派遣しなかった c 前述した如く，彼iま限

りなき悪行をわが一族に対して行なっていたので，私たちを怖れる事甚大であ

っ7こむ

シヤヴワーJ(，月 [1501年 4/5月J，忍はシャイバク・ハーンと戦う望みをも

って出発し，新庭菌 Bagh-inawに出た o 5'""'-' 6日間，軍を集め，装舗を整え

るために新庭圏に滞在した G 新産量を出発して行軍を重ね， cサマノレカンドと
フ、、ハーラーの中間にある〕サワ・プjレを過ぎて下馬した G 軍営地の男盟を全て

88b技と壕 C88b)で警戒して国めた O シャイパク・ハーンは彼方から来て，ホージ

ャ・カーズノレーン〔又はカールドザン〕近郊に下馬した c 両者間の距離はおよ

そ 1ユガチであったであろう。

私は 4'""'-'5日このユルトに留まった O 私たちの兵と敵方の兵法連日あちら慨

かち来，またこちら{民から行って矢を射合って戦った。ある日，敵兵が多勢で

現れた。詩文戦となった。しかしどちち側も得る所が無かった C 私たちの慌の 1

人の嘉手が軽々しく返却して壕;こ入ったO ある者たちはそれをサイイディー・

カラ・ベグ SayydiQara Begの豪だと云った O サイイディー・カラは口舌は

すば告しいが，刀では並の人数であったむこの際，ある夜，シャイパク・ハー

ンが夜襲をかけて来た C 私立兵の男菌を技と壕で固めていた O 彼;ま来たが，何

事も為しえなかった。壕の外側からときの声をあげ，ひとしきりの矢を射て去

っ7こじ

戦のための諸事に，怠は懸命に努力したりカンバル・アリーも努めた O バー

キー・タノレハン{ま1，000'""'-'2，000の武装した兵と共にケシュに駐屯していたが，

2日で私たちに加わる予定になっていた G サイイド・ムハンマド・ミーノレザー

.ドゥグラトも私のおじのハーンのもとから援軍として来て， 1，000'""'-'1，500の

89a兵 (89a) と共にディユ-)レ Diy討に駐屯していた。距離は 4ユガチの道のり

であった。朝までには私たちに加わる予定であった。このような靖況の時に，

豆、は急いで戦の火ぶたを切った。

急ぎすばやく刀をとれば，

海みの甲を歯でかまんO

立の憂恵の理出は，戦の日，八星が両軍の間にあったが，もしその日を過ぎ

戸
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ると， 13---14日間，八星は教の背後に留まる事になるという点であった O そん

な事は考える必要が無かったようだ。理由もなく忍たちは急いだ。朝，戦う希

望をもって甲胃を身につけ，馬にも武装させ，右翼，左翼，中軍，先鋒，後衝

の隊列を整えて進んだ。右翼はイブラーヒーム・サーノレー，イブラーヒーム・

ジャーニ-lbrahim Jani， アブノレ・カースィム・コフブノレ，それに若干のベ

グナこちであった O 左翼はムハンマド・マズィード・タルハンとイブラーとーム

・タノレハン，そしてサマノレカンドのベグたち，すなわちスノレターン・フサイン

・アルグン，カラ・パルラース，ピーノレ・アフマド，ホージャ・フサインであ

った O 中軍にはカースィム・ベグと若干の近しい近習らがいた O 先鋒はカンパ

ノレ・アワー・サッラーフ，パンダ・アリー，ホージャ・アワー， ミール・シャ

ー・カウチン，サイイド・カースィム・イシク・アーガー，ノてンダ・アワーの

弟のハールダーノレ Khaldar，カースィム・ベグの子のクチュ・ハイダノレがいた G

それにそ乙にいたすぐれた若党たち近習たちを全て先鋒に在命した。

89b 私たちが陣を整えて進むと，散も正面から (89b)隊列を整えて現れた O 右翼

をマフムード・スノレターン，ジャーニー・ベグ・スノレターン，ティム-)レ・ス

jレターンが〔将いJ，左翼はハムザ・ス jレターン， マフディー・ス jレターンそ

してまた幾人かのス jレターンたちであった G 翼と翼とが近づいた時，敵の右翼

の先端が私たちの背後にむかつて進んだ。私も彼らの方に向きを変えた O 私た

ち;ま，そこにいた経験に富み，万をふるった事もある若党たちを全て先鋒軍に

任命していたが，先鋒軍が右手にとり残された O 私たちの前に法，誰も残って

いなかった o にもかかわらず，私たちは前進して来た散を押しもどし，その中

軍に合流させた G 乙うなった時，シャイパク・ハーンの歳取った族長たちはハ

ーンに「進まねばならぬO 止まっていて誌だめだj と告げたが，ハーン自身は

止まって立っていた O 教の右翼が私たちの左翼を破って，背後にまわって来た O

わが軍の先鋒も者手の方に残されていて，私の前面は無関備になった O 後ろか

らも前からも敵兵がおしょせ矢を射かけ始めた O

援軍のため来ていたモグーノレの兵は戦いそのものには戦力にもならなかった O

彼らは戦わずに，私たちの側の者たちを略奪し，馬かち落とし始めた O ただこ

90aの時のみではなく，常に，呪われたモグ-)レ (90a)の習積的行動がまさにこれ

であった O 勝てば戦利品を取り，欺ければ自軍の者を略奪・落馬させて戦利品

を取るのである G

-307ー



立たちの前方に来た散は向度も押しよせてきたが，私たちは打って退却させ

たυ 私たちの前の者たちも攻撃したむ在、たちの背後にまわった敵の者たちも

来て私たちの毒素にむけ矢を放ち始めた C 彼与は前後から攻撃してきた O 私た

ちの者を動揺させた。ウズベクの戦における 1つのすぐれた戦術がこの旋回

(tolghama)である c 旋回なしにおわる戦はない G もう 1つの戦術は前後のベ

グや従者らが全員で矢を射かけ子綱をとって来襲する点である O 退却する時も

〔馬なりに〕ちちちりにならず，馬を自由にあやつって返却するのである O

在、と共には10"，-，12人が残っていた O コハク)[[が近かった。右翼の先端はJl[ ~こ

接していた臼私たち法)11に自って退却した G コハク)l[が流れのあるはezgan)

季節であった G 私たちはJI!に着くと甲寄・馬鎧をつけたまますぐに水にとび込

んだ G 半分以とは水中を歩いて進んだ C その後は馬を泳がせた。矢を射て属く

程の距離を，甲胃・馬鎧をつけた罵を泳がせて渡った o ) I!を渡ると馬鎧を切っ

てはずしたり

90b )1 1の北岸に渡ったので，私たちは敵から (90b)のがれる事ができた G しかし

孤立した私の僚友たちを落馬させ，身ぐるみはし 1だのは，全てこの都ずべきモ

グーノレであった。彼らは， イブラーヒーム・タ jレハンとその他のまことにすぐ

れた若党たちを略奪し，落馬させて殺した G 私たちはコハク)11の北岸を進み，

コルパ付近でコハクJ1!を(高へ〕渡った O 私たちが〔サマノレカンドの〕シャイ

フ・ザーダ門か込入って内域に到達したのは，疋午の礼拝と午後の礼拝の中間

の時亥IJであった。

まことに偉大なベクーたちゃまことにすぐれた若党たち，そして多くの兵士ら

がこの戦で失われた O イブラーヒーム・タ jレハン，イブラーヒーム・サールー，

イブラーヒーム・ジャーニー，不思議な事にもこの 3人のイブラーヒームとい

う名を持つ偉大なるベグたちがこの 1つの戦で失われた。またアブjレ・カース

ィム・コフブル，カースィム・ベグの長男のハイダル，ホダーイ・べ/レディ・

トゥグチ，また先に何度も言及したスルターン・アフマド・タンパjレの弟のハ

ワーノレがこの戦で戦死した C また若干の者たちは各方酉へ逃亡した G その内，

ムハンマド・マズィード・タ jレハンはホス百一・シャーにむけ，ヒサ-)レ，ク

ンドゥズ方面へ行った O また私が大変目をかけたベグの 1人であったカンパjレ

・アリー・サッラーフ・モグールは，この様に寵愛されていたのに， この様な

時に味方せず，来てサマ jレカンドから一族を連れてやはりホスロー・シャーの
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91a所へ去った O また若干の (91a)近習や若党ナこち，例えばホダーイダード・トゥ

ノレクメンの子のカ 1)ームダード，ジャーニケ・キュケルダシュ Janika五註k孟1-

dash，ムッラー・ノてーノてー・ノマシャーガリ-Mulla Baba Pashaghari らはウ

ラ・テペ方面へと出発した O 当時ムッラー・パーパー立従者で誌なく，客人の

様に暮していた O さらに若干の者たち，例えばシーワーム・タガーイーはその

一党と共に以下のような行動をとった O 彼は私たちと共にサマノレカンドに入り，

相談の結果，生死を域内で決する事どして篭城する事に決定しており，また私

の母や姉妹が域内にいるというのに，そこにいた〔自分の〕家族・一族・従僕・下僕

らをウラ・テペにむけ出城させた O そして彼自身は数名の従撲・下僕らとただひ

とりで域内に留まったのである O とれに止ま iらない C 乙のような難しい出来事

が生じた際に，彼はこの様な役立たず、の敵対的な行動をとるのが常であった O

翌朝までに，ホージャ・アブノレ・マカーリム，カースィム・ベグ，そして全

てのベグや近習たち，さらに意見を持つ若党たちを召集して会議を開き，篭城

して，生死を城中で決する事に決定した O 私とカースィム・ベグが，私の近く

にいた近習・若党たちと共に予錆軍になった C 乙のため私は町の中央の，ウ jレ

91b グ・ベグ・ミーノレザーのイスラム学院 (madrasa) の星上に (91b)白いテント

を張って産した O 他のベグたちゃ若党たちには，諸問や周囲の城壁の塁壁の所

に持ち場を分ち定めた O

2'"'-'3日後，シャイパク・ハーンが到着して域から遠い所に下馬した G サマ

ノレカンドの居住区ごと (mal:tallamal:talla)，街路ごと (kuykuy)の任挟無頼の

者7こち (awbash wa yatim) は群をなして集まり，なちず者嵐に「アッラーは

偉大なり Jなどと叫び，学院の入口の所に来て戦に出かけて行った G シャイパ

ク・ハーンは馬で戦に出てきたが，域に近づく事も出来なかった O 数百はこの

ようにして過ぎた Q 矢や万の打ち傷や会戦や平原での戦を体験した事の無い任

後無頼の者たちはこの両軍のやりとちで大胆になって，より遠くへと出撃し始

めたO 経験のある若党たちがこのような益も無い出撃を止めようとすると，彼

らはそれを非難し始めた O

ある日，シャイパク・ハーンが鉄門の方に戦をしかけた O 無頼の者達は大胆

になっていたので，いつもの様に大胆に遠方まで出撃した O 私は，乙れらの者

たちの後を追って若干の若党たちを騎馬で出城させた G ウシュトゥノレ・ギャノレ

ダン Ushtur-gardancrらくだの首JJ付近にキュケルダシュたちと側近の近習
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たちが出ていたのすなわちノヤン・キュケ jレダシュ，クルナザ、ノレ・タガーイ-

Qul-na伊 rTagha'i， <ズィードその他であるけそこで 1人か 2人か 3人のウ

92aズベクが (92a)彼らに馬をしかけたっ彼らはクノレナザノレと万を交えた。そこに

いたウズベクらも徒歩で攻撃してきた。彼らは町の無頼の徒らを追いたて，鉄

門に押し込んだ o Cわが方の〕クチュ・ベグとミーノレ・シャー・カウチンはホ

ージャ・ヒズノレ寺院 Khw孟jaKhiclr masjidの傍らに馬を降りて残った O 先頭、

の騎馬の者たちは，徒歩の者たちに〔無頼の者たちを]追走させると，ホージ

ャ・ヒズjレの寺院に集まって来た。クチュ・ベグが出て，この前進して来たウ

ズベクとよく戦った O 彼iまめざましい働きをしたら全ての者が，眺めて立って

いた。下の(我が軍の〕逃走者たちはただ逃げるのに懸命であった O 彼らは矢

を射たり，戦のためにふみ止まる時期をすでに失していた O 私は門の上から小

箭 (nawalりを射続けた。また若干の私の傍らにいた者たちも矢を射続けた O

敵はヒ方から矢をあびせられるためにホージャ・ヒズル寺院より前へは進めな

かった。その直後，彼らは退却した。

包囲されている間中，私は毎夜，城壁の tから見廻らせていた。時には私が，

時にはカースィム・ベグが，また時にはベグか近習の 1人が見廻っていたいト

ルコ石門からシャイブザーダ門まで城壁の上を馬で行く事ができた O 他の所は

92b徒歩で(92b)進んだ。ある者たちが徒歩で進んで見廻ったが 1局するまでに

夜が明けた。

ある日，シャイパク・ハーンが鉄内とシャギブザーダ門の中間地点に来襲し

たの忍ば予婿軍であったので，戦がそこで起こるとそこに向った。ガーズリス

ターン門 G邑zuristandarwazaSl [1漂布地門JJとスーザンギャラーン門 Suzan-

garan dawrazaSl [1針作り職人男JJ方面については注意を払っていなかった O

その日，忍誌シャイブザーダ門の土から，その先端の所で 1人の百騎隊長

(yuz athq) の馬を小箭でうまく射7こ。一発で死んだ。この間に散はウシュト

ウノレ・ギャノレダン間近で城壁の基部に到達する程に攻撃して来た C しかし私た

ちはここでの交戦に忙しく，その方吾については全く気づかないでいた O

教は25---26本の梯子を用意していたらしいっその梯子の広さほそれぞれ 3〆人

ないし 2人が身を寄せあえば登れる樫の広さのものであったらしい。敵は 7---

800人のすぐれた若党たちをこの操子と共ピガーズリスターン門とスーザンギ

ャラーン門の中間地点の前に潜伏させ，シャイパク自身はyjlJの方面から攻撃を
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しかけていたのであった O 人々が，全てこの方面の戦に勃頭して，持場が無人

93aになった時，彼らはこの潜伏していた場所を出て (93a)殺倒して 2つの門の

中聞の，ムハンマド・マズィード・タノレハンの邸の<p.113前の所から 1度

にこれちの梯子を城壁にかけたのである O ここはクチュ・ベグ>，ムハンマド・

ク1)ー・カウチン，そしてその抱の若党たちの持場であったO この若党たちは

ムハンマド・マズィード・タルハンのi誌にいた G スーザ、ンギャラーン門はカラ

・パルラースの持場であった O ガーズリスターン門はシーザーム・タガーイー

とその兄弟， そしてクトゥルク・ホージャ・キュケルダシュ QutluqKhwaja 

玄ukaldashの持場であった O

戦が別の方面であったため，持場の人々は油断して， 下撲や召使 (qulwa 

qulluqchl)たちは用事のために家やパーザーノレへ行って分散していた O 持場の

ベグたちは 1"'-'2名の不頼・下層民 (yatimyasir)と残っていたO クチュ・ベ

グ，ムハンマド・クザー・カウチン，シャー・スーフィー Shah$ufi，さらに

1人の若党がよく動いて，勇敢さを発揮した O 城壁の上へすでに敷兵の幾人か

が現れていた O また幾人かiままさに現れる所であった O これらの前述した 4人

は走って行って，そこに到達すると切って切って打ち続けた O 彼らは〔敵を〕

落として逃走されたG 中でもクチュ・ベグが最高の母きをした O これが彼の賞

讃さるべき勇敢な行動であった O この包囲の間に彼は 2慶子柄をたてた G カラ

93b ・パルラースもスーザンギャラーン内の持場に(93b)独りで残っていたG 彼も

よくもちこたえた O クトゥノレク・ホージャ・キュケノレダシュとクノレナザノレ・ミ

-)レザーもその持場であるガーズワスターン門にいた O 彼らも少勢と共によく

留まって側方かるよく弓矢を射かけた O

さらに 1度は，カースィム・ベグが若党たちを将いてスーザンギャラーン門

を出てウズベクをホージャ・カフスィール KhwajaKafshirまで追って幾人か

を落馬させ言を切って来たO

今は穀物が実る季節であった O 誰も新しい穀物を域内に運んで来なかった O

包囲の期間が長びいた O 人々の間に非常な食糧不足が生じた O 遂には貧しく困

窮した者たちは<p.114犬の>肉やろばの肉を食べ始めた O 馬の飼料も入手国

難となった O 人々は木々の葉を馬に与えていたG そ乙で捧験した所で辻，あら

ゆる葉の中で，桑の葉と黒檎の葉が罵にばわりとよく合った O ある者iま乾壊し

た木をけずってその破片を水につけて馬に与えていた O

qu 



シャイパク・ハーンば 3'""4カ月間，域の近くには来なかったれやや遠くで，

域の周囲をめぐり，移動して時を過ごしていた。ある夜，われわれの側が油断

している時，夜半近くにトルコ石門方面に現れて太鼓を打ちならし，ときの声

94aをあげた O 私はイスラム学院に (94a)いた O それは非常な不安と混乱をひき起

した O 乙れ以後，彼らは毎夜現れて太鼓を打ちならし， ときの声をあげて我々

をかき乱した。

私が何度男辺諸方面に夜者や人々を派遣しでも，誰の所からも援軍・加勢が

来なかった O 私たちになお勢力・力量があり，忍たちがし叶ユなる敗北・損失に

もみまわれていなかった時ですら，彼らは救援・援助しなかった。いったいこ

のような時に，彼らがどんな胸算用で加勢する事があろうか?i皮らをあてiこし

て箆域する事は理なき事柄であろう O 古人はこう云っている:寵域には，頭と

再手と両斑が必要であると O 頭とは指揮官の事であろう C 再子とは 2つの方面

から来る援軍・加勢の事であろう G 南関とは域の71<と貯えの事であろう c 私た

ちは乙れらの諸方面からの援軍・加勢に期待していたが，彼らはまったくどの

人もどの人もそれぞれの患惑で行動した O

スノレターン・フサイン・ミーノレザーの如き勇敢にして経験に富んだ君主は，

私たちに加勢しなかっただけでなく，精神的な援助のよすがとして使者を派遣

して来る事すらもせずに，シャイパク・ハーンにむけ，カマ-)レッ・ディーン

・フサイン・ガーズノレガヒ-Kamal al-Din lJusayn Gazurgahiを，包居中に，

使者とした派遣した。

タンパノレはアンディジャーンかちピスケト PisketC又はくp.115Beshkent> J 

付近へ来た O アフマド・ベグとその一党は， Cスノレターン・マフムード)ハー

ンをもタンパルと対決するために出馬させた O 彼ちはラクラカーン Laklakan

94b (94b) とトゥーラク Turakの庭菌 (char bagh) の近くで相対持した。しか

し南者は戦う事も踏み止まる事も無く栢別れた G スノレターン・マフムード・ハ

ーンは軍にたけた人物ではなかった。軍事については全く無知であった G タン

パルと対崎した時，ハーンはいくじのない言動をあらわにした O アフマド・ベ

グは素朴な人物 (t註rkkishりであった O しかし男らしい善意の人物であったO

口はまことに荒かった O 彼は「あんたが怖れ，こわがっているこのタンパルな

ど，たいした奴じゃねえむあんたの眼がこわがっているのなら，援をつむって

進み，対決しようじゃねえかJと云った Q
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907年 (1501年7月17日-1502年7月6日〕の出来事

包囲が長び、いた O 糧金・食料はいずこからも来なかった O 援軍・加勢もどこ

かちも来なかった O 軍民共に希望を失い 1入 2人と域を出て逃亡し始めた O

シャイパク・ハーンは域内の人々が弱誌になったのを知ると，来て恋人たちの

洞近くに下馬した G 私もシャイバク・ハーンに対面する，パーヤーン街(五色y，-i

Payan)のマ 1)ク・ムハンマド‘ミーノレザーの認に来た G 乙の頃，ホージャ・

フサインの子のウズン・ハサンがお~詩人の従者らと共に到着して域に入った G

前述 [51b以下〕の如く，彼はジャハーンギー jレの敵対となたちおサマノレカン

ヨ5aド放棄の原因となった人物であった o (95a)この入城;ままことに勇敢な入城で

あった C

軍民の間乙困窮と窮乏が増大したっ忍l乙近しい者たちゃ怠が重用した者たち

が域を出て逃亡し始めた O ベグ措級の名を知られた者たちの内，ピ-)レ・ヴア

イス，シャイフ・ヴアイス， <p.116ヴアイス>・ラーガリーは古くかちの家

来であったが，逃亡して投降した O

忍7こち立周辺諸地域からの望みを完全に絶たれた O どの方面からも援軍の来

る望みは残されていなかった G 糧食・食料も乏しくなった O あった糧食もほと

んど尽きた G どこからも糧食・食料法来なかった G

との状況の中でシャイパク・ハーンが和平の提案をしてきた O もしも 1方面

からでも希望が持てたなら，あるいはき量食が期待できたなら，誰が和平話に耳

をかす事などあったであろう O しかしやむを得なかった G 和平の約束のごとき

ものをして，夜，二更に近い時刻に，忍はシャイブザーダ円から出城した O

私は母のハーヌムを伴って出た O また 2人の女性も出城した o 1人はピチュ

ケ・ハリーファ BichkaKhalifaで， もう 1人はメンワク・キュケノレダシュ

Menglik Kuk註ldashであった O 私の姉のハーンザーダ・ベギムはこの脱出に

当ってシャイパク・ハーンの手に落ちた O

私たちiま，真暗な夜，ソグドの大公共用水 (uluqsh誌 -juylar) にぶつかつ

て道を見失い，四苦八苦しながら夜明け時にホージャ・ディーダーノレを過ぎ，

95b朝の礼拝時 (sunnatwaqt1) ， (95b) カルブグ Qarbughの丘によ 15登った G

カノレブグの丘の北からジューダク村 (Judak kenti) の麓を経て，イラン・オ
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ティIlanOtl ，乙向って移動した O 道を進んでいる時，私はカンパノレ・アワー，

カースィム・ベグと馬の駈けくらべをした O 私の馬が先行した O 私は後方にい

る彼 iろの馬を見ょうとしてふりかえった。結び自がゆるんでいたらしく，鞍が

まわって私は頭か与大地につっこんだ。その時は起き上って出発したが，私の

頭は夕刻まではっきりしなかった。この世で起とった諸事件がまるで夢・まぼ

ろしの如く私の眼前に現れ，心をよぎった。

おそく午後の礼拝時に，怠たちはイラン・オティに下馬し，馬を殺して肉を

串に剥して境肉 (kebab) にした O 馬をほんの少時休ませて出発した G 私たち

は夜明け前にハリー 1)ーヤ村(I三haliliyakenti) に到着して下馬した c ハワ-

1)ーヤからジザク Dhizakに到着した O 当時ジザクにはハーフィズ・ムハンマ

ド・ベグ・ドウラダイの子のターヒノレ・ドウラダイ TahirDawladayがいた。

肥えた肉と泉質のパンが豊富にあり，甘いメロンとうまい葡萄もたっぷりとあ

った O 私たちはあのような菌窮からこのような潤沢に，またあのような試練か

らこのような安全へとたどり着いたのであったむ

不安と困窮の後，安患を見出したり O

新たなる命，新たなる世界を見出したり O

96a 死の怖れは心からとりのぞかれ，凱の (96a)苦しみも人々からぬぐい去られ

7こO 私たちの人生で，これ程にゆったりとした気分を味わった事が無かった O

それまで私たちほ安全と潤沢の値打ちが乙れ程のものとは知らないでいた O 喜

び、立苦しみの後，安全は難儀の後，よりうれしく，よりよいものである C 私は

生涯に 4.-...-5 @]，乙れと同様，苦しみから安らぎに，難儀から安逸へという体

験を味ったが，これがその最初の体験であった O 私たちはこのような敵という

試諌と飢えという苦しみから解放されて，安全のもたらす安らぎと，溜沢のも

たらす寛ぎに到達したのである O

私たちは 3.-...-4日，ジザクで休患をとった O その後，ウラ・テペに向って出

発した O パシャーガjレは少しこの道かちは離れていたが，私がかつてしばらく

そこに晋た事があったので C59a-60a参損J，過ぎて行く途中で行って，そこを

訪れた O パシャーガノレの域で，ながらく忍の母に仕えたがこの時ば馬が無いた

めにサマノレカンドに残る事になった家庭教師に出くわした O 挨拶を交し，私ば

状況についてたずねた O 彼女はサマノレカンドからここまで歩いて来たのであっ

たO 私の母ハーヌムの妹のフブ・ニガール・ハーヌムがこの世を去ったと云う
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事であった。皆がウラ・テペでそれをハーヌムと私詑告げたO 私の母の母もア

96b ンディジャーンで死去した (96b) と云う G その事もここで聞かされた O

ハーヌムは，私の祖父のハーン〔ユーヌス・ハーン〉が鷹となって以来〔死

去して以来J， その母，弟， 妹たち，つまり〔義母の〕 シャー・ベギム， (弟

の) スノレターン・マフムード・ハーン， [妹の) スノレターン・ニガーノレ・ハー

ヌムとダウラト・スルターン・ハーヌムに会っていなかった O 別れてから13-...

14年たっていた O 彼女はこれらの親族に会うためにタシュケンドに向われた。

私ばムハンマド・フサイン・ミーノレザーと相談して，ウラ・テペの<p. 118 

村々>の 1つであるディフケト Dikhket(又は<p.118Dihket> Jという所に

冬営地を設営した O 行って家族をディフケトに置き，数日後，忍もシャー・ベ

ギム，おじのハーン，それに親類縁者に会うためにタシュケンドに向ったO 私

は行って，シャー・ベギムとおじのハーンに拶挨し，数日間そ乙に滞在した O

私の母の同腹の姉であるミフノレ・ニガーノレ・ハーヌムもサマノレカンドから到着

された G 私の母のハーヌムは病にかかっておられた O ま乙とに重い病であった O

きびしい危険な状態を過ごしておられた G

ホージャカ・ホージャ狽下がサマノレカンドを出て来られてファノレカト Farkat

iこ滞留しておられた O 私はファルカトにおもむきホージャにお会いした O 私は，

おじのハーンが恩恵・親切の立場に立って私に 1地方とか 11Z域 (wilayatwa 

pargana) を与えてくれる事を希望した O ハーンばウラ・テペを約束された G

97a しかしムハンマド・フサイン・ミーノレザーは (97a) (それを私に〕与えなかっ

たO 彼が自分の判断で与えなかったのか，それとも上かち指示があったのか，

私は知らぬG

数日後，私たちはディフケトの農民の家々に下馬した O ディフケトはウラ・

テペの山麓村の 1つで，大きな山の麓にある G この山を越えるとマスチャ-

Mascha [叉は<p.118 Masikhay> Jとなる O 住民辻サノレト人で定住民 (deh-

neshin) であるが， トルコ人む様に家畜を所有する人々であった O ディフケト

の羊辻40，000頭と数えられていた o 1入の老人がいた o 60-...70歳になっていた O

しかしその母がまだ健在であった O すこぶる長生きした婦人で， 111歳であっ

たO ティムール・ベグがインドに遠征した持，との婦人の親援の 1入がその遠

征に加わったという O それを記壊し，話していた。ディフケトにはこの婦人自

らの血をひく孫や孫娘， ひ孫が96人いた G 死んだ者を合わせると200人にのぼ
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った O 彼女の孫の孫の青年ば25.-.....26歳の真黒なひげを持つ若者であった O

私はディフケトピ滞在中に，ディフケト閤辺の山々をいつも徒歩で見てまわ

97b った O ほとんど裸足で (97b)歩いていた O 裸足でよく歩いたので，足は山と;行

を区別せぬ程になっていた O そのような散歩の際，ある 8，午後の礼拝とタの

礼拝の告の時刻に 1本のせまい変りやすい道を 1頭の牛が下手へ進んでい

た C 私は「この道ほどとヘ行くのだろう?牛をよく見よ O 道がど乙へ通じてい

るのかがわかるまで，牛を見失うなι と云った c ホージャ・アサドゥッラ-
Khwaja Asad Allah が冗談ど「牛が寝た与どうしましょう」とペルシア語で

云った。

この冬，騎兵の内の若干の者たちは，私たちと共に根なし草の状態で過ごす

事にたえられず，アンディジャーンにおもむく許しを求めた G カースィム・ベ

グが「乙の人たちが行く時に，ジャハーンギーノレ・ミーノレザーに，特別にあな

たが身につけている物を贈りなさいj と懸命に上奏した C 私は私の白テンの椙

子を贈った O カースィム・ベグはまた「タンバjレにもあなたが何か送ったら，

まずい事になるでしょうかj と強調した C 私は同意しなかったけれど，カース

イム・ベグが強調するため，ノヤン・キュケルダシュがサマ jレカンドで夜自身

の為に作ろせた彼の万をタンパjレに送った C 来年の出来事の中 (107a参照〉で

述べるように，私の頭を切る事になるのがまさにこの万であった。

数日後，私がサマノレカンドを脱出した擦に残留しておられた私の祖母のイセ

98a ン・夕、、ウラト・ (98a) ベギムがサマノレカンドに残った家族・一族，そして飢え

やせた者たちと共に到着させた G

この冬のなかば，シャイパク・ハーンはホジャンド)I[を氷上を渡って，シヤ

ールヒーヤとピスケント Piskent[又は 94aPisket ; <p. 119 Beshkent > J付
近を攻撃した C 知らせが届くと，私たちは兵が少いのには眼もくれず急ぎ出発

した G ホジャンドの下流の村々の 1つであるハシュト・ヤク Hasht-yak の対

岸を通って進んだ。寒気はす乙ぷる較しかった G この付近ではハー・ダルヴィ

シュの嵐 [4b参照、)がやまずに堂に強烈にまい上っている O 寒さは，その 2.-.....

3日の関に 2.-.....3人が寒気の猛威によって死亡した程であった。私は沫浴する

必要があった o 1つの用水路の所で，その両岸の部分は全て結氷していたが，

中央の部分は水の流れが速いため結氷していなかった心私はこの水に入って身

体を清めた。 16回水に身体を沈めた o 7.Kの冷さはすこぶる身にしみた。
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翌朝，忍たちはホジャンドJ!Iをハースラル Kh勾lar の対岸から氷上を渡っ

た。)1¥を渡ると，夜になっても休まずピスケントに到着した。シャイパク・ハ

ーンはシャーノレヒーヤ近郊を攻撃して去った O

当時，どスケントはムッラー・ハイダノレの子アブドウノレ・ミナーン 'Abdal-

Minanの手中にあった G アブドウル・ミナーンより年下のムーミンという名

の駄自なぐうたらな息子が私がサマルカンドに居た時に私のもとに来ていた O

98bおおむね私は自をかけていた O ノヤン・キュケルダシュがサマノレカンド (98b)

で彼とどのようなみだれた生活をしていたか江志辻知らぬO 乙のおかま (k凸t

berguchi)はうらみを誌ぐくんでいたらしい O 私たちは，ウズベクの攻撃隊が

去った知らせを得ると，ハーンのもとへ人を遣し，ピスケントから移動して，

アーハンギャラーン Ahangar加の村々に 3'"'-'4日滞留した O

ムッラー・ハイダノレの息子のムーミンは，サマノレカンドでのなじみの故に，

ノヤン・キュケノレダシュ，アフマド・カースィム，そして若干の者たちを宴会

に招いた O 私がピスケントから移動した時，彼らはピスケントに残ったのであ

った O ムーミンはこれちの人々を 1つの産の傍らで接待した O 私たちは進んで，

アーハンギャラーンの村々の後，サームスィレク Samsir誌という村iこ下馬し

たO 翌朝，ノヤン・キュケノレダシュが崖から酔って落下して死んだという知ら

せが届いた O

私はノヤンの母方のおじにあたるハック・ナザノレ Baqq-na伊 r を一隊と共

に派遣した C 彼ら法行って，ノヤンが落ちた所を謂べ，ノヤンをピスケントに

埋葬して掃って来た O 彼ちが妻会を催した場所かち 1アトゥム(アトゥムは

「矢の飛ぶ距離JJ離れた 1つの高い崖の下にノヤンの死誌が発見された G ム

ーミンがサマノレカンドでのうらみをほぐくんでノヤンを殺したのではないかと

疑う者もあった O しかし真相を誰も知らなかった G 私はすこぶるショックを受

けた O 忍が入の死i乙これ程動揺した事は蒋であった O 私は 1還問ないし10日

99a 間， ずっと (99a)泣き続けた O 忍はその死の紀年銘「ノヤン死せりJ(fawt 

shod Nuyan)を作った O 数日後，私は引返し，ディフケトに到着した O

春になって，シャイパク・ハーンがウラ・テペに来るという情報があった G

ディフケトは平地であるため，忍たちはアープ・プノレダン峠 (Ab-burdan

dabanl)を通ってマスチャ一山地 (Maschak註hist孟nl)へ越えたO マスチャー

の下の村がアープ・ブjレダンである O 乙のアープ・ブjレダンより下方に 1つの

円
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泉がある O 乙の泉の所に 1つの墓がある O この泉より上方がマスチャーの領内

である O そして下方はパノレガル Palghar の罵地である G この泉の所で泉の傍

らにある石に，忍ば次の 3行の詩を彫りこんで刻した O

聞きたり，幸せの星持つジャムシード，

泉のほとりなる鼓石にかく刻めりと O

「乙れなる泉のほとりにて，われらのごとき者多く息継ぎぬ。

されど，われろがま誌、たきの関に皆透きぬ。

われら，勇と力もて世界を征したりき O

されど家墓にまでそを持ち行く事かなわざちきJ

その山地では石に刻して詩やその抱のものを書きつけるのがならわしであっ

た。このマスチャーにいる時に，詩人のムッラー・ヒジュワ-Mulla Hijrlが

ヒサーノレ方面かち来て私に仕えた G その頃，忍はこのカスイーダの冒頭の 1行

(matlaつを書いた O

肖録画，いかiとそなたを飾りたてんも，そなたはそれに勝る O

人， そなたを「命Jと云う。 されど卒直に云わん， そなたは命に勝る O

シャイパク・ハーンはウラ・テペの周辺地帯に来てある程度の略奪をして去

99b った O シャイパク・ハーンがウラ・テペ (99訟にいた時，私たちは兵が少く武

器も無いのをかえりみず，マスチャ(又は MaslbaJ に家族を残して，アー

ブ・ブノレダン峠を越えてディフケト近郊に到着した。夜明けに近いのを頼りに，

眼前の好機をのがさぬためであった O しかしシャイパク・ハーンは急ぎ退却し

た O 私たちはまた峠を越えてマスチャーに帰った O

私はふとこう考えた:このように山から山へ，略奪・強奪してさまよい，領

地もなく土地もなく留まっているのは勧められた事ではない G ハーンのもとヘ

タシュケンドへ行こうと。カースィム・ベグは行く事に同意しなかった O 記述

の如く (3gb参照J，彼はカラ・ブラクで 3..........4人のモグーノレを軍規を正すため

に殺していた C おそらくこの理由で彼は行く事をため言ったのである O 私はか

なり行くように強要したが，結局はそのようにならなかった O 彼lま元弟族

郎党と共にヒサーノレへ去った C 怠たちはアーブ・ブノレタン峠を越えてハーンの

もと，タシュケンドに向った O

まさにこの時，タンパルは出兵して，アーハンギャラーンの谷に来た。軍中

でムハンマド・ドゥグラト(通称ムハンマド・ヒサー 1)ー)， そしてその弟の
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スノレターン・フサイン・ドゥグラト，カンパル・アワー・サッラーフが共同し

てタンパノレの命をねちった G タンパノレがこの重大事に気づくと，彼らは留まり

えず，ハーンのもとに逃亡して来た O

私たちがシヤールヒーヤにいる時，犠牲祭の昌 (qurban'idl) Cズィー・ヒ

ツジャ月10日:1502年 6月16日〕がやって来た O 私は滞留する事無く遥過して

ハーンのもと，タシュケンドへおもむいた O 私は次の西行詩を作っていた O 私

100aは決められた脚韻句afiya) に不安を持っていた G 当時は，なお詩のく1∞a)
術語を今程には研究していなかった O ハーンは詩才のある人で，詩を作ってい

たG 首尾ととのったガザル〔叙悟詩〕ではなかったが，私はこの四行詩をハー

ンに請んで，私の不安を申し上げた。しかし安心できるような新定的な答を得

られなかった O ハーンもおそらく詩の術語ほほんの少し勉強されただけだった

のであろう O その詩がこれである O

人，逆境にあれば，抱者を想わざりき。

人，異都にあれば，その心楽しまざりきO

わが心，乙の異郷にありて楽しむ事なかりき O

人，異郷にあれば，げに心楽しまざりき O

私は後に， トノレコ語で〔詩作する場合〕は，必要な時にはター (t)とダーノレ

(d)，さらにガイン (gh) とカーブ (q) とカーフ (k) をお互いにおきかえる

事ができるという事を知った O

数日後，タンパノレがウラ・テペに来攻した G この知らせが届くと，ハーンは

タシュケンドから出兵した O ピスケントとサームスィレクの間で左右両翼を整

列させて，関兵が行なわれた (dimkordilar) 0 モグーノレの漬習に従って，憲

Ctugh)が集められた G ハーンが馬から下りた o 9本の震 (toquztugh)が，ハ

ーンの前に立てられた o 1人のモグーノレが 1本の牛の麗骨に 1枚の長く白い

綿布を結び¥それを手に持った O また 3枚の長い綿布を 3本の震のヤクの毛の

やや下方に結び，憲の木の部分の下を通して持って来て，その 1枚の綿志の先

端をハーンが踏んで立った Q 別の 1枚の，震に結んだ綿布の先端を私が踏んで

立った O もう 1枚の綿布の先端をスノレターン・ムハンマド・ハーニケが踏んで

おOb立った o (100b)かのモグーノレは，綿布を結んだ牛の座骨を手に取って，モグー

ル語で何かを云い，菱重を見なが与仕ぐさをし続けた G ハーンと全ての立ってい

た者たちは震にむけて馬乳酒 (qumiz) をまいた O 全ての笛・太鼓が 1度に鳴
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らされた C そこにいた整列して立っていた兵士らが 1度にときの声をあげた。

彼らは 3""-'4@]乙のようにした O その後彼らは乗馬して，ときの声をあげ，同

様に兵のまわりを駆け続けた c

モグーノレの毘では，チンギーズ・ハーンの法令 (t註zuk) は， 今日に至るま

で，チンギーズ・ハーンが定めおいたまさにそのままである。右翼は右翼，左

翼は左翼，中軍は中軍と，先担以来のきまった場所に彼らは立つ。右翼でも左

翼でもより尊敬されている者が，より端の方に立つ C 右翼では，常にチョラー

ス部とベグチク部の者が先端に行く事を要求していた U その当時， c先端iこ立
つ権利は〕チョラースのテュメン・ベグのカシュカ・マフムードの手中にあっ

た O 後はま乙とに勇敢な若者であった c 単にテュメンとして知ちれていたベグ

チク・テュメンのベグはヤークープの子アイユーブ Ayyub-iYa'q註b であっ

た O 彼ら 2人は先端に行くためど殴り合った。また互いに万を抜き合った O 結

局は，たぶん次のように決定された:巻狩の円障の擦にはその内の 1人が上位

に立ち，軍障ではもう l人が先端に行くと。

彼らは翌朝までサームスィレク付近に巻狩の円障を布き狩りをした O 私は来

101aて， トゥレク庭園に下馬したむ(101a)忍が完成した最初のガザjレを，私はこの

日，このユノレトで完成した O その完成したガザル〔の第 1行1がこれである G

わが魂の他，信じうる友なかりしか。

わが心の他，秘を告げるべき友なかりしかc

8行であった C この後に私が完成したガザルは全てこのやり方で書いた Q

この後 cモグ-}レたちは〕移動を重ねて，ホジャンド川の岸辺に到着した Q
ある日，私たちはピクニックのようにして， }! Iを渡り，食物を料理して，若党

や小姓たちをよろこばせた O この日，私の腰帯の金の留め金が盗まれた G 翌朝

までにパヤン・クリーの子ハーン・クリーとスノレターン・ムハンマド・ヴアイ

スが逃亡してタンパjレの所へ行った O 皆がこの行為〔盗み〕は彼らの仕わざで

はないかと疑ったが，確かめられたわけではない C アフマド・カースィム・コ

フブルも退去の許しを求めてウラ・テペへ行った乙彼もこうして去ってから再

びもどって来なかったっ彼ばタンパノレの所へ行つだっ
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908年 (1502年7月78-1503年6月25日)の出来事

ハーンの乙の出兵は，あまり得る所の無い出兵であった O 域も取らず，教も

破らず，ただ行ってただ帰った O 乙の間，私がタシュケンドにいた時，怠は非

常な函窮と貧苦の生活を送っていたO 領地も無く，領地に対する希望も無かっ

たO 家来たちもほとんどが四散していた O 残った少数の者も，貧窮のため私と

生活を共にする事ができなかった O 私は，おじのハーンの宮廷へ出かける時に

も，時にはたった 1人，時にはたった 2人の伴を連れて行っていたO しかしよ

い点は，彼らが知らぬ人々ではなく，司じ血をひく人々であった点である O

101b (101b)怠はおじのハーンに顔を見せると，いつもシャー・ベギムの所へ行っ

ていたO 私はそこに自分の邸と同様に，ターバンもつけず，靴もはかずに入っ

ていた O 遂には，このような窮状とこのような貧窮によって，私は絶望的にな

っ7こO

私はこう思った rこのような困難と共に生きるよりは，立ち去った方がま
しだ。私がこのような困窮と鵠突と共にある事を人が知るよりも，足のおもむ

く摂り進んだ方がましだJとO 私は中国 (Khi弱y)へ行く事に決め，立ち去る

事に決めた c 私は幼少の頃より，中国の方面に興味を持っていた O しかし王冨

や関係者たちのため，これまでは不可能だった O 王菌は失われ，私の母は，そ

の母や弟のもとに合流された O 旅の妨げとなるものは除去された O あの心配事

は無くなった O

ホージャ・アブル・マカーリムの仲だちで私はこう提案した rシャイパク
・ハーンの如き敵が出現している C 彼の与える損害誌， トルコ人にとってもモ

グール人にとっても同様である O 彼がなお部民を十分に統御できず，強大化し

ていない今，次の詩にもあるように，乙の計画を実行する事が必要である O

消せるなら今Eの内に消せ。

火が撚え上れば世界を境く O

弓引く事を忘れるな。

教が弓弦をかけちれる内は。

〔サーディー「ゴレスターンJ第 8章第11話)

私のおじの小ハーン〔スノレターン・アフマド・ハーン;アラチャ・ハーン〕

-321-



も24，.......25年間ほど兄君に会っておちれなかった O 私もあのお方に会った事がな

い G 忍が行って，おじの小ノ、ーンに会い， c両ハーンの〕会見の仲だち役，仲
102a介役をつとめる事はできないだろうか」と G 私がこの口実でこの凄境を002a)

抜け出し， モグ-1)スターンとトゥノレファン Turfan に行き着けば， もう何

の妨げも不安も残らず，私は自分のたずなを自分の手中にする事ができるであ

ろう O 乙の私の考えに誰も気づいていなかった G また誰にも知らせなかった O

なぜなち私の母にすらこのような事を話す事はできなかったのであるから O

また立の毘囲には幾人かの毒々の身分の者たちがいた O 後らほこれ以外の希

望をもって，私の所に〔皆からは〕離れて，医窮しつつ暮していたのである O

彼ちにもこのような事を告げるのは無慈悲な事であった O ホージャ・アブノレ・

マカーワムはシャー・ベギムとおじのハーンにとの事を告けやた時，彼らが同意

したと理解した G しかし彼らはまた，ふと私が親切にされないので退去の許し

を求めているのではなし1かと考えた O 彼 iろはこのために恥じて，しばらく許可

するのをためらった G

まさにこの時，私の小おじの所から人が来て，まさに小ノ¥ーンが来つつある

事を告げた O かくして忍のこの計画ぽ不可能となった G また 1人が来て，小ノ¥

ーンが近くまで来たという知らせをもたちすと，シャー・ベギ、ム，小ハーンの

妹のスノレターン・ニガー jレ・ハーヌムとダウラト・スノレターン・ハーヌム，私，

スlレターン・ムハンマド・ハーニケ， ミーノレザー・ハーンが皆でおじの小ハー

ンを出迎えに出発した O タシュケンドとサイラーム Sayram の詞にヤガ-

Yagha C <p. 125 Yaghm忌n>J という村とさちにいくつかの小村がある O イ

ブラーヒーム・アタ IbrahimAtaとイスハーク・アタ Isl}.aqAtaの墓がそこ

にある O 私はこれちの村々の所まで行った O

102b 私は小ハーンがこの持来ているという事を (102b)はっきりと知らずに，状

況から，急いで乗馬していた O 突然，ハーンと出くわした O 皆すぐに下馬した O

私ほ前進した O 忍が下馬するとハーンも止った O 彼は大変とまどった G おそち

く 1カ所で下馬し坐って私と堂々と拶挨を交そうと患っていたのであろう O

近づくと私は下馬した O 場所が場所だけに彼ば膝まづく機会も無かった G 私は

藤まづいて進み拶挨した G ハーンlまとまどい困って，すぐに L患子の〕ス/レタ

ーン・サーイード・ハーン SultanSa 'id Khanとパーパー・ハーン・スノレター

ン BabaKhan Sultan に下馬して忍と漆まづいて拶挨を交すよう命じられた Q
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ハーンの子息らの内，乙の 2人の王子が同行して来ていたのである o 2人は13

-...14議ぐらいであったろう O 私たちは乙の王子らと拶挨を交し，乗渇してシャ

ー・ベギムのもとに来た G 皆は座を占めて，過ぎ去った諸情況や過去の出来事

について夜半まで産を立たずに語り合ったO

翌日，おじの小ノ¥ーンは私にモグーノレ式の衣服一式 (bashayaq) と自分の

腰帯と自分の鞍付きの馬をくれた o Cすなわち〕金のかざりのついたモグーノレ
轄と耕嬬した中国のすテンの長衣，中国の腰帯であった O 中国の接書記は，古

い慣例によって，左側に火打ち石の袋 (tashlchantay)と旅行袋，さらにまた

3っか4つの物，つまり婦人がその諒らにつるす香水入れや小袋のような物を

つるしていた O 右側にも同禄の 3-...4の物をつるしていた O

103a 皆はそ乙からタシュケンド方面に向った o (103a)おむの大ハーンもタシュ

ケンドから 3-...4ユガチの所まで出迎えに出た o 1つの場所に天幕を張り，大

ハーンが産った O 小ノ、ーンが正面から進んで来た C 近づくと， c乗馬のまま〕
ハーンの左手を遥ってハーンの後ろをまわって来て，ハーンの前で下馬して進

んだ。会見の場所に着くと 9度藤まづき，進んで，拶挨を交した。大ハーン

も小ノ¥ーンが近くまで来ると立ち上って拶挨を交されたO しっかりと抱き合っ

て立っていた O もどる擦にも小ノ¥ーンは 9度膝まづいた O 贈物を差出す時にも

荷度も膝まづいた O その後，進んで，座を占められた G

小ハーンの兵は，全てモグ-)レ式に装っていた O モグーノレ式の晴子，中国の

サテン，刺嬬をほど乙した長衣，モグーノレ式の隷の罵のしり皮で作された弓袋，

そして鞍とモグール馬，そして美しい何ともいえぬ飾りを身につけて彼ら誌や

って来たO 小ハーンは比較的少数の伴と共に来た o 1，000人以上2，000人以下で

あったろう O

おじの小ノ、ーンは独特の品行の人物であったO 万の腕の確かな，勇敢な人物

であった O 武器の中では万により信を置いていた O 彼は 6つの出っぱり付の

ほ乙 (sheshpar) や普通の誌こ， また握棒や戦斧や斧は， c効果が〕あるには
あるが，当っても 1カ所に効果があるにすぎないが，万が当れば頭から足まで

効果があると云っていた O 彼はよく切れる万をその身から離さなかった O 腰に

103bさしているか (103b)手に持っていたG 地方で育ったので，やや田舎者でやや

口ぎたなかった O 忍ば，前述したモグーノレ式に着飾っておじの小ノ、ーンと共に

来7こO ホージャ・アブノレ・マカーリムはおじの大ハーンと共にいたが，私だと
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わからなかった。彼は「このお方ほどこの王子かな ?Jとたずねていた c 私が

告げてはじめて在、だとわかったい

彼ちはタシュケンドに来ると大急ぎでス jレターン・アフマド・タンパノレにむ

けアンディジャーンへと出兵した O ケンディノレリク峠の道をとって進んだ O ア

ーハンギャラーンの谷に到達すると，小ハーンと私をやや先方に分遣した G 峠

を越えて，カルナーン Karnanのザパノレカーン Zabarqan近郊で，ある日，

閲兵が行なわれた (dimkordilar) 0 兵を数えると30，000人であった。前方から，

タンパノレも兵そ集めてアフスィに来ているという 2清報が入り始めた O 時ハーン

は相談して，私に 1団の兵を与え，ホジャンドJlIを渡って，ウシュ及びウズケ

ンド方面に行き， c敵の〉背後にまわるという策が決定された。こう決定して，
彼らは忍に，アイユーブ・ベグチクをそのテュメンと共に，ジャーン・フサイ

ン・パーリン〔叉はナーワン〕をパーザン部〔又はナ-1)ン部〕と共に号えた O

またムハンマド・ヒサーりー・ドゥグラト，スルターン・フサイン・ドゥグラ

ト， スjレターン・アフマド・ミーノレザーィェ・ドゥグラトは彼ら自身のみを

(ドゥグラト・テュメンは彼ちの手中に無かった)号えたっさらにカンパル・

ア 1)ーを与え， サワグ・パシュ・ミ-)レザー・イテノレチ Sangh-bashMirza 

1t訂chiを軍のダノレガ (cherikdarughaSl) としたむ

忍たちはカ jレナーンでハーンらと別れ，サカーン Sakan付近でホジャンド

104a )11をいかだで渡ち，ホーカーン (1倒的地区をよぎり，クバーを抜き，アライ

jレク Alayluq地区を通ってオシュにむけ急行した O 夜明け時，オシュ域に敵

の気づかぬ内に到達した C オシュの人々はどうする事もできず，オシュを手渡

した。当然，その地方の人々は私たちを大い;こ望んでいた O しかしタンパルに

対する怖れと，忍たちが遠方にいる事のために，彼らはどうしようもなかった

のであった O オシュに入城すると，アンディジャーンの東方や高方にある山地

・平地の住民・部族が全て服属した O いにしえのフェルガーナの首府であった

と忠われるウズケンドにはよい域があった Q ウズケンドは辺境地帯にある O そ

の住民は私たちに臣従する事を受入れて，人を遣して私に寂属した O

数日後，マノレギーナーン人もそのダjレガ、を打って追い出して私に服属した O

ホジャンド)11のアンディジャーン側にある諸城は，アンディジャーンを除き，

全てが振属した C この頃，このように各地で〔自分に対する1反抗・反乱が続

いていたというのに，タンパノレはなお自己をとりもどさず，アフスィとカノレナ
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ーンの中間地点で騎兵・歩兵と共にハーンらに対陣し，自らを技や壕で冨めて

そ乙に駐屯していたり数回そ乙で少人数の小ぜり合いがあったが， 両軍の勝

敗が明らかになるような戦ではなかった c アンディジャーン剖の住民・部民，

104b (104b) 域・諸地方のほとんどが私に服属していたので， 自怒，アンディジャ

ーンの人々も忍を望んでいた O しかし彼ちiまどうする事もできないでいた O

ふと弘法乙う考えた 1夜，私たちがアンディジャーン近くへおもむき，人

を入城させ，ホージャや有力者たちと話合わせるならば，彼らが私たちをどと

か 1カ所から入城させる可能性があると。乙の考えから，忍たちはオシュを出

馬して，夜半，アンディジャーンから 1キヨノレフ [45a参照〕の所にあるチル

.ドフタラーンの正面に到着した O 忍はカンパノレ・アワー・ベグと若干のベグ

たちを，密かに入城してホージャや有力者たちと話合わせるために先行させたO

私たちはこの行ったベクーたちに期待して馬上に留まっていた O

ある者はねむりにつきつつあり，ある者はねむっていた G 夜の 3更であった

であろうか，突然，太鼓のひびきとときの声が起乙った O 敵の多し坊主少いかも

わからぬまま，気づかずにねむっていたr人々は I度に，お互いを見ょうともせ

ず，あらそって急ぎ逃げた O 私は人々を集める較もなく，敵にむかつてっき進

んだ。ミーノレ・シャー・カウチン MirShah Qawchin，パーパー・シー jレザー

ドBabaShirzad， ドースティ・ナースィル Dust-i N勾1rが私と共に出動し

た G 私たち 4人の佑は，全ての者が逃走を選んだのであった O 私7こちほ，この

対決した敵の者たちが矢を射かけ，ときの声をあげ，せまって来たので，少し

ばかり返却した G

1人の額の白い馬に乗った者が私に近く押し込んで来た。私はその馬を射た O

105a横転して死んだ。彼らは，やや形ばかりの返却を (105a) した G 私と共にいた

3人が「真暗な夜で，敵が多いのか少いのかもはっきりわかりませんO この 4

人で，どれ程相手記損害を与える事ができましょうか。行ってしまって帰って

来ない味方の所に行って，それから戦う事が必要ですj と云った O 私:ま走って，

味方の所へ行き，打ったり，むち打ったり色々乙ころみたが，どのようにして

も彼らは集まらなかったO 再び忍たちはとの 4人でもどって矢を射た O 敵は少

しばかり前進して来るのをやめた O しかし，彼らは 1---2度私たちが 3---4人

を越えぬのを見ると，再び味方の者を追って落馬させ始めた O 私はこのように

3---4度行って味方の兵を集めようとしたが，兵が集まるまでに，また同様に
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この 3人の者と共にもどって矢を射かけ，敵を退却させた O

裁は 2---3キヨノレフの地点まで， ハラーブーク Kharabuk とパシャーム

ーン Pashamun に面する丘の所まで味方を追って来た o 彼ちは丘に到達する

とムハンマド・アリー・ムパッシルと遭遇した。私;ま「この敵は少勢だ。止ま

って，馬で攻めよう j と云った O 私たちは止まって，馬で攻めた O 散は到達す

ると，習まったままで〔動かずに〕いた C

諸方に四散していた味方があちらこちらから集まって来た O 若干のきわめて

すぐれた若党たちは，乙の敵との対決に際し，まっすぐにオシュに行った O そ

の事情は以下の如くであったらしい C アイユーブ・ベグチクのテュメンに寓す

る数人のモグールが，オシュで私たちと民れ，略奪 (qazaqhq) のためにアン

ディジャーンの周辺に来たと云う G 彼らは私たちの兵の叫びを開いて，ひそか

に前進して来て，合言葉を云った O

105b この合言葉 (oran) とは2f重類ある o (105b) 1つは各部族それぞれの合言

葉で，例えばある部接の合言葉は iC天窓の〕戸J(darwana) であり，ある部
族の合言葉立「トッカイ J(toq司ay)，拍の部族のは「真珠J(lu'lu') である C

もう 1つは，全軍に，戦時に 2つの言葉を合言葉として決めるものである G

すなわち戦時に，お互いに遭遇した時 1人が 1つの言葉を云うと，もう 1入

がはじめに決められていた言葉を云うものである c それは乙うする事によって，

味方を敵から識別し，自軍の者を外の者から区別するためであった。その進軍

の際に決められた合言葉は「タシュケンド」と「サイラーム」であった o iタ

シュケンド」と云えば「サイラームJと答え， iサイラームj と云えば「タシ

ュケンドj と答える事になっていた O

この合言葉を〔モグーノレが〕云った時，ホージャ・ムハンマド・アワーが前

の方にいたらしい。モグールたちが「タシュケンドJ rタシュケンド」と云い
ながら来た O ホージャ・ムハンマド・ア 1)ーぽサノレト人で，混乱して，向いあ

った時に彼もまた「タシュケンドJ iタシュケンドj と云った O モグ-}レたち

は敵であると考えて，ときの声をあげ太鼓を打ちならして矢を射かけた C まさ

にこのような間違いの言葉をさけんだ為に，忍たちはもちこたえられずに四散

してしまったのである C かくして最初に考えた如くにならず，私たちはまたも

どってオシュに滑った O

5---6日後，由地や平地の域が私に服j書したため，タンパルとその一党誌心
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安からず動揺し，その兵や民は 3人ずつ 4人ずっと山地や平地へと逃亡し始め

たO その内部かち来た若干の者たちは「タンパノレの事は破滅にひんしている O

この 3"'-'4日の内に破れ返却するにちがいない」と述べた O 乙の官報が届くと，

忍たちはアンディジャーンにむけ出発した O アンディジャーン域にはタンパノレ

の弟のス jレターン・ムハンマド・ガノレプク Sultan託ub.ammadGalpuk がい

た。私法トゥトルク道 (Tutluqyoh)をとって来て，アンディジャーンの南に

おおあるハーカーン E三hakanを， (106a)正午の礼拝時に略奪させた O 私自身も略

奪款の後を進み，アイシュの丘 (poshte-yi'Aysh)のハーカーン傑の麓に到着

した O

先鋒かち，スノレターン・ムハンマド・ガjレプクがそこにいた兵を連れて居住

区，果樹園地帯を出て，アイシュの丘の麓に出て来たという情報が入った O 富各

奪誌はなお集合していなかった O しかし私は，それは無視して，ただちに敵に

むかつてすばやく移動した G ガノレプクの兵は500人以上であったであろう O わ

が軍はそれより多勢でるったが，兵士らが略奪のために回数していたG そのた

め対陣した時に誌，まったく同数であったであろう O 私たちは軍陣・隊列を整

える間もなく，大会、ぎで敵にむかつて進んだ。敵は，私たちが接近すると留ま

り得ず 1"'-'2合万を用いる沼どもなく，急に逃走した O 味方は， cアンディ
ジャーンの〕ハーカーン円の近くまで敵を落馬させつつ進んだ。敵を圧迫し，

居住区の傍らのホージャ・カッタ KhwajaKatta ~こ到達した時，日没時の礼拝

の時刻となった O 私;まただちに城門に行く考えだった O しかしドースト・ベグ

の父のナースィル・ベグとカンパノレ・アワー・ベグといった高齢の経験に富む

ベグたちが「夜になりました O 培い時に域の近くに集まって進むのは成算がた

ちません。少し後退して下馬しましょう O 明日になっても教はどうしようもあ

りませんG 彼らは城を与えるでありましょう j と上奏した。私たちはこの経験

l06b豊かなベグたちの言葉に従って，居住区域の接らから (106b)退去pした O もし

忍たちが城門に向っていたならば，疑いなく域が獲得できたであろう C

就寝時の礼拝の時刻であった O 忍はもどり，ハーカーン水路を過ぎてラパー

ティ・ノレーザク Rabat-iRuzaq村の傍らに下馬した O タンパノレが破られて退

却しアンディジャーンに来るという 2情報があったにもかかわらず，経験不足の

故にそれを気にとめなかった O 私は，ハーカーン水路の如く堅固な水路の傍ら

を固めて野営せず，水路を渡って来てラパーティ・ノレーザク村の傍与，低い平
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地lと野営したり私は斥侯も放たず，夜警も置かず¥不注意にねむっていた勺

夜明け方，人々が甘いねむりをむさほっていた時，カンパノレ・アワー・ベグ

が走って来て大声で「教が来たぞ!起きろ!Jと叫んで，一刻も留まらず走り

過ぎて行って，もどらなかった C 忍ほいつも，平時でも長衣をとらずlこ横にな

っていた O 起きるとすぐに刀と態を身につけただちに乗馬した G 嘉手は憲を結

ぶ最も無く，憲を手に持って乗馬した G 私たちは敵が来つつある方向に向って

進んだ。その出発に当って10人からお人が同道した O 矢の 1射程距離 (biroq 

ahml [矢ごろJ)程進んだ時，教の攻略!誌の所に到達した。乙の時，私と共に

は10人程の者がいたであろうか。私たちは急ぎ進んで，敵の所に達し，矢を射

かけ，前方の者を捕え，かつ進んだ。私たちが 1射程追程って行った時，故の

中軍に行きついた。

l07a スノレターン・アフマド・タンパノレは 100人程の者たちと共に (107a) 止まっ

て立っていた G タンパノレ自身はもう 1人の男と，戦列かち前の方に，まるで門

のように立って「打て!打て!Jと云っていた。しかし彼の部下たちは誌とん

どの者が二の足を踏み，.逃げようか，逃げずにおこうかj と云っている如く

に立っていた O この時，私と共には 3人が残っていた o 1人はドースティ・ナ

ースィル 1人はミ-)レザー・ア 1)ー・キュケノレダシュ，もう 1人は力 1)ーム

ダーディ・ホダーイダード・トゥノレクメンであった。忍は親指で(まさんでいた

矢をタンパノレの雪めがけて射た O 私はまた簸に手をのばした O おじのハーンが

1つのま緑色の弓先のねじれを正す機具 (gushe-giり を私にくれていた O そ

れが出て来た O 捨てるのは気がひけた O また簸にもどしたが， cそうしなけれ
ば]その間に 2本の矢を射るだけの時間があったであろう。また 1本の矢をつ

がえて，私たちは前進した C この 3人の者たちもよち後方に残された O

拡に対面した 2人の人物の内の 1人はタンパノレであったと思うが，波もまた

前進して来た G 訪に 1木の公道が三ろった G 私が乙ちる側かち，彼があちら側か

ら道に入り，道の上で相対した G 立の右手の方向が数万で，タンパjレの右手の

方がわが軍の方向であった O タンパ/レは甲胃の{告に全ゆる武器を身につけてい

た G 忍は簸と万の他は何も武器を持っていなかった。私は手にしていた矢で彼

の楯をその留め物を貫いて射た。この擦，散は私の右聴を矢で貫通した O 立は

頭lと掲子のような胃をつけていた O タンパノレが私の頭を切ちつけた O 私の頭は

l07b万で打たれてほっと(l07b)なった。私の胃は糸 1本も切新されなかったのに，
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私は頭に大毎を負った G 私は剣のつかにも手をかけられなかった O 万はさやに

入ったままで，万を抜く暇すちも見出せなかった O 私;ま多くの敵の真っただ中

にたった独りで残っていた O 留まるべき時ではなかった O 私はたづ、なをめぐち

した O さらに 1本の万が私の矢につきささっていた。私が7..........8歩もどった時，

味方の徒歩の 3人が私に加わった O タンパノレは私の後， ドースティ・ナースィ

ノレにも万をふるった O 彼ちは矢が的まで飛ぶ程の距離 (nishanaatlml)，私た

ちを追跡して来た O

ハーカーン水路は大きな公共用水である G 流れほ深く，どこも渡れない C し

かし神は正義をもたらされた O この水路の 1つの渡しのま正面に私たちは到着

した O 水路を渡るとドースティ・ナースィノレの馬が弱って倒れた O 止まって彼

を乗せ，ハラーブークとフアラーギナ Faraghlna の間にある丘を経てオシュ

方面にむかったO この丘に出た時，マズィード・タガーイーが来て加わった。

彼も右脚のひざから下に矢蕩を負っていたG 貫通してはいなかったが，オシュ

まで非常に苦労して到達した O 教は私のすぐれた部下たちを落馬させた G ナー

スィノレ・ベグ，ムハンマド・ア 1)ー・ムノてッシノレ，ホージャ・ムハンマド・ア

ワー，ホス 2ー・キュケ jレダシュ，小姓ヌーマーン Nu 'man chuhraがここで

死んだ。また軽装の若党の多くも死んだ。

ハーンたちはタンパノレを追って来てアンディジャーン近郊に下馬した G 大ハ

l08aーンは禁地の傍ち， (108a)私の祖母イセン・ダウラト・ベギムの， I Jj¥烏立〉水

車場JQush-tegirmanと呼ばれる庭冨に下馬した C ノトノ、ーンはパーパー・タヴ

アッキュノレ道場(langar) の近くに下馬した o 2日後に，忍はオシュから到着

したO そして大ハーンに「小鳥の水車場」で会った C 私がハーンに会ったその

時に，私i乙服罵した諸地域が小ノ¥ーンに与えられた G 後らは私に次のように言

訳した:シャイパク・ハーンの如き敵がサマノレカンドのような町を取って強大

化しつつある O この問題解決のために小ノ¥ーンを何という〔遠し寸所からお連

れした事であろう O 彼は乙乙には土地を持っていない O その領地誌遠い O ホジ

ャンド)11の南の，アンディジャーンをはじめとする諸地域を，そ乙でユノレトを

設営するために〔彼に〕与えねばならない O 彼らほホジャンド川iのjヒにあるア

フスィをはじめとする諸地域を私に約束した O そして彼らは， Iこ乙に留まっ

た後，進撃してサマ jレカンド地方を取ってそなたに与えよう O その後はフェノレ

ガーナ全域が小ハーンのものとなろう j と云った。私にとってこの約束は明ら
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かに歎騎に思われた O サマルカンド征寂が達成された後，実際にどうなるかは

分ったものではなかった G しかしどうしようも無かった O 私ば否応なしに承諾

した O

私が大ハーンのもとを離れて乗馬し小ノ¥ーンに会う為に進んでいた時，サッ

ラーフび皮はぎ人JJの名で知名れているカンパノレ・アリー・ベグが忍に近づ

いて来て云った1"御覧になりましたでしょう?彼らは，ただちに，あった領

地を取ちあげましたね O この連中からはあなたの将来への道ば関かれません G

108b (108b)今は，オシュ，マノレギーナーン，ウズケンドそれに寂属した諸地方や

民衆・部長があなたの手仁和とあります。すぐに行って，オシュに入り，域を冨

め，スノレターン・アフマド・タンパjレに人を送り，和平して，モグ-)レを打っ

て追出し，諸地方を〔あなた方〕兄弟でお分けなさいJとO 私は「そんな事が

許されるだろうか。ハーンちは私の血縁である。乙の人々に臣従する方が，タ

ンパノレを臣下にするよりはるかにましだ」と答えた O カンパノレ・アリーはその

言葉が効なき事を見てとると，話した事を恥じてひき返した O

私は進んで，おじの!j¥ノ、ーンに会った O 前に会った時誌は，私が不意に到着

して進んだので， /J¥/¥ーンは下馬する暇も無く，非公式的に会見した O この時

は，私が近づくと，彼はテントの百ープの端まで走り出た G 私は，践の矢傷の

ため杖をついて苦労して進んだ。着いて拶挨を交した。彼は「弟よ! あなた

は勇敢だったそうだねJと云って，私の子をとってテントに連れて行ったつや

や小さなテントがたてられていた C 辺境で成長したので，彼のテントと坐って

いる所は，麗々しくなくカザク的であった G メロンや葡萄や食料品が昔，彼自

身が坐っている同じ所にあった O

怠は!j¥ハーンのもとを辞して自分のオルドに帰った O 彼は私の傷を見るため，

アテケ・パフシ Atak註 bakhshlC又は Et基gabakhshlJという名のモグーノレの

外科医を派遣した O モグーノレ人は外科医をも「バフシJC博士〕と云う O 彼は

109a外科学にすこぶる熟達していた O 人の脱が [109a] とび出しでも薬で治した G

植物の根で，どんな傷でも箆単に治した Q ある傷にはしっくいの様な薬をつけ

たO またある傷には服用薬を与えた O 私の訴の傷には，獣の掬の皮 (buchqaq)

を押しつける様に命じた C 串線法は用いなかった (fitilqoymadl) 0 根のような

物をも 1度服用させた O 彼自身， 1"ある人の識の細い部分が破損し，子ほどの

大きさの場所がこなとなになった O 私はその肉を切り開いて，脚の骨を全部取
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り出し，脅の代りど薬を粉状にして入れたO その薬ほ骨の代りに，まったく骨

と同様になったJと云っていた O 彼はこのような驚くべき，大変な事をよく話

していたので，乙の地方の外科医たちはそのような治療法にうちのめされてい

7こG

2..........3日後，カンパlレ・アリーは自分の云った事でおそろしくなって，逃亡

してアンディジャーンに入城したO 数日後，ハーンらは協議一決して，アイユ

ーブ・ベグチクをそのテュメンと共に，ジャーン・ハサン・ナーリン(又はパ

ーザン〉をナーリン〔又はパーリン〕・テュメンと共に私のもとに派遣し，ま

たサリグパシュ・ミ-)レザーを軍のベグ (cherikbegi) にして，合計1，000.......... 

2，000の兵を私に加え， アフフィ方面ど派遣した O アフスィにはタンパノレの弟

のシャイフ・ノてーヤズィードがいた O カーサーンにはシャフノてーズ・カノレノレク

Shahbaz Qarluqがいた O その時，シャフパーズは来て，ナウケンドの城の前

面に駐屯していた O 私たち;まホジャンド)1[をピチノレ・アタで渡りナウカンドの

シャフパーズにむけ急行した C

10gb まだ夜が明ける前に，私たちがナウカンド近くに到達した (10gb)待，ベグ

たちは上奏して「この人たちはきっと気づいている G 隊列をくずさず，明るく

なってから到達して進撃するのが適切である」と述べた O 私はかなりゆっくり

と進んだ。シャフパーズは気づかず詑いたろしい O 私たちがナウカンド近くに

到達した特に気づ、いて，域外から，逃げて域内に入った O このような事はしば

しば起こるものだ。敵が気づいていると簡単に患いこんで，好機が去るのであ

るO 経験とは，まさにこのような事のことである O 要するに，機会が来た時に

努力と注意をお乙たちぬ事が肝要で，後の後海は役にたたぬO

夜明け時，域の周囲で小ぜり合いがあった O 私たちは全力で法戦わなかった。

私はナウカンドから山の方角のピシュハーラーン Bishkhwar呈n方面に略奪の

仕事に出かけた O シャフパーズ・カノレノレクはその機会を侵害とみなし，ナウカ

ンドを出て逃げてカーサーンへおもむいたO 私たちは帰って来て，ナウカンド

に駐屯した。

との頃，買辺諸地域に何度か兵がおもむき攻撃していた o 1震はアフスィの

村々を攻撃した O さちに 1度ほ，行ってカーサーンを攻撃した O シャフパーズ

とウズン・ハサンのミーラム Miramという名の養子が戦記出城し，戦って切

ろれ，そとで死んだ。
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アフスィの堅冨な域の 1つがパープ域である O パープの人々はパープ域を毘

めて，私たちの所に人を派遣して来た C 立はサイイド・カースィムを数名の若

110a党と共に派遣した o (110a)彼ちはアブスィの上流の村々の向いから川を渡っ

て進み，パーフ。域ピ入った臼

数日後，めざましい事が起乙った O 当時，イブラーヒーム・チャプク・タガ

ーイー，アフマド・カースィム・コフブノレ，カースィム・ハティケ・アルグン

Qasim Khatika Arghunが〔タンバノレの弟の)シャイフ・パーヤズィードと共

にアフスィにいたO シャイフ・パーヤズィードは，これらの人々に 200人程の

すぐれた若党たちを加え，ひそかに，ある夜，パープ域にむけ派遣した G サイ

イド・カースィムは用心せず，気づかずにねむっていたらしい。敵が域に到達

して梯子をかけて侵入し，円を取り，はね請をおろし，散の70---80人程のすぐ

れた武装した若党与が侵入した時，サイイド・カースィムに知らせが入った O

f皮は寝まきのような物を身につけて 5---6人と共に矢を射かけ，打ちに打っ

て敵を退却させた O 彼は数名の首を切って Cfbの所に〉送って来た O 彼がこの

ように不注意にねむっていた事ほ指指官としてまことにふさわしくない C しか

し少数でかくも多数の武装したすぐれた若党告を打ちのめして返却させたのは

まことに勇敢な行為であった C

乙の間に，ハーンら辻アンディジャーン域の包囲に専念していた c 城中の者

たちは，教が域の近くに来る事を許さなかった O アンディジャーンの若党たち

は騎馬で出城して，域外で戦闘を交えていた。

アフスィからシャイフ・パーヤズィードが〔私の〉味方につく宣言をして人

を〔私の所に〕派遣し;まじめた O 彼は私たちを懸命に招請した心この招請の意

留する所は， あらゆる策を用いて忍をハーンらから別れさせる事であったむ

110b (110b)私がハーンらから別れれば，ハーンらはその立場を失うはずであった O

乙の招請は，兄のタンパノレと栢談の上でなされたものと思われる C ハーンらと

別れて彼与に合流するなどという事は，私たちの側にとってはおよそ考えるれ

ない事であった G 忍はこの招請の事をハーンらにほのめかした心ハーンらは

「行け! あらゆる手を使ってシャイフ・パーヤズィードを捕えよ 1Jと云っ

た C このような偽鵠・謀略は，私たちのいつものやり方ではなかった O 特に両

者の間で誓約を行なう時に，このような偽りの誓約などをどうして行なう事が

できょうむ
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私はふとこう考えた O 在たちが何とかしてアフスィピ入城すれば，あるいは

シャイフ・パーヤズィードばタンパノレと別れて私たちの側につくかも知れぬG

あるいはまたさいの自が変って，よい自が出るかも知れぬと G 忍たちも使者を

派遣した G 彼は誓約を行ない協定を結んで，私たちをアフスィに招いた O 私た

ちは行ったっ彼ば対面のために出城し，私の弟のナースィノレ・ミールザーをも

連れて来て，私たちをアフスィ域に伴って行った O 彼ば外域 (tashqurghan) 

の，私の父の墓陵の所にユノレトと宿営をわち当てた O 私は行ってそこに下馬し

7こO

タンパノレはシャイパク・ハーンのもとに兄のベグ・テ jレベを遣し，服従の宣

言をして招請していた O この間にシャイパク・ハーンの信書が到着した o rc私
は〕行乙う j と書かれていた O 乙の知らせがハーンらのもとに届くと，彼らは

浮足だって，留まりえず，アンディジャーンから出立した G 小ノ¥ーンはその公

正さとよきムスリムである事で名声を得ていた O しかし，オシュとマ jレギーナ

ーン，乙の寂属した域々に彼が置いたモグーノレらば，人々の希望をふみにじり，

l11a悪行・暴虐を為し (llla)始めた O ハーンらが出立すると，オシュとマルギー

ナーンの人々はただちに攻撃して，域内のモグーノレを捕え，略奪し，打ち，奪

って域かち追い出した O

ハーンちはホジャンド川を渡らず，マノレギーナーン，カンディ・パーダーム

を経て返却し，ホジャンドで渡汚した O タンパノレばハーンらを追ってマノレギー

ナーンに到着した O 乙の状況の中で怠たちの心は定まらなかった O 留まる事に

ついては，彼ちに十分の{言を置く事ができなかった O また理由もなく彼らを置

いたままにして出立する事も適当とは思われなかった O

ある朝，マノレギーナーンからジャハーンギーノレ・ミーノレザーがタンパノレと別

れ，逃げて来7こG 私が浴場にいる時にミーノレザーが到着した O 私たちは拶挨を

かわした O この時，シャイフ・パーヤズィードも混乱の態で到着した O 彼;ま動

揺していた G ミーノレザーとイブラーとーム・ベグが「シャイフ・パーヤズィー

ドを捕えるべきだ。内域を子に入れねばならぬ」と云った G 確かにそうする事

が事宜に適っていた G しかし私は「私たちは誓約をしたのだ。どうして誓約に

背くような事ができょうか」と云った O シャイフ・パーヤズィードは内域にお

もむいた O 私たちiま橋の所に人を配置しておくべきであった O しかし忍たちは

;橋の所にも人を配置しておかなかった O 経験に乏しいと，このような失敗が生
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まれるものだ。翌早暁，タンパルが2，000---3，000の武装した兵と共に来て，橋

を渡って内域に入った。

もともと私の兵はより少数であった C 忍ばアフスィに入城すると，若干の者

たちを諸域にむけ，また若干の者たちを統治や数税のため諸方茜に派遣してい

l11bた O 私と共iこアフスィに (lllb)いたの法 100入よりは多かったであろう G そ

こにいた者たちと共に忍ば出馬した C 志たちが路々 (kuchakucha)の入口の

所に若党らを配備し，武具を身に着けた状態でいた時，シャイフ・パーヤズィ

ード，カンパノレ・アワー，ムハンマド・ドーストがタンパルのもとから和平の

ために走って来た C 私ば戦のために任命した者たちをそれぞれの持場に立たせ

て，会談のため，忍の父の墓所へおもむいて下馬し，ジャハーンギーノレ・ミー

ノレザーをも呼んだ。ムハンマド・ドーストはびきかえした C シャイフ・パーヤ

ズィードとカンパノレ・アワー・ベグが来た O 忍たちが墓陵の南のテラスに坐っ

て会談に入ろうとしていると，ジャハーンギーノレ・ミーノレザー誌イブラーヒー

ム・チャプクと棺談して乙れらの者を捕える事に決めていたのであろう O 私の

耳に「乙の者7こちを捕えねばなりませんJと告げナこ。私は「落着け O 今は捕え

るべき時機をすでに失している G 見ょう G おそらく和平を結ぶ事によって事態

ば何とかなるであろう。何故なら，彼らはすこぶる多勢であるのに私たちはき

わめて少数である C また彼らば乙の強力な軍勢と共に内城にいるのに，私たち

は乙の貧弱な軍勢と共に外城にいるのだかち」と云った O

シャイフ・パーヤズィードとカンパノレ・アワーもこの会談に出諾していた O

ジャハーンギーノレ・ミ-)レザーはイブラーヒーム・ベグの方に近づき，この計

画をやめさせようと合図した O しかし逆に解釈したのか，それとも無視してこ

の行動に出たのかは私には分らぬが，イブラーヒームはただちにシャイフ・パ

1l2a ーヤズィードを搭えた O 立っていた若党たちが調々から (112a)接近してこの

2人をめちゃくちゃにした O 和平・和睦の好機ほ去った O 忍たちはこの 2人を

人に委ねて戦へと出馬した O

私ば町の 1方面をジャハーンギ-)レ・ミーノレザーの責任下においた。ミーノレ

ザーの兵ば少なかった o 1団の者たちを，私の部下の内からも， ミーノレザーの

援けとして任命した O 忍はまずそこに到着すると，各地点に戦のための兵員を

任命すると，ついでまた引の方面におもむいた。町の中央にやや平坦な所があ

った O 忍はそ乙ピ 1団の若党らを配置して進んだ。この人々を多数の〔敵の〕
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騎兵・歩兵が来て，そこから打ち払い，ノト路におし入って来たO まさにこり時，

私は到着しつつあった O 私法到着するとすぐ馬を走らせた O 款は抵抗せず，向

きを変えてただちに逃亡した o C散を〕小路から逃亡させ，平地の所まで追い

つめて刀をふるっていた時，彼らは私の馬の足に矢をあびせた O 私の馬は擦を

つき，私は敵の真ただ中に放り出された O 忍はすばやく起き上って，ただちに

矢を射た o C私の〕馬の口とりのカーブノレ Kabulは1頭のあまり良くない馬を

持っていた。彼は下馬して私の所へ〔その馬を〕引し1て来た O 忍はそれに乗っ

たO こ乙に人を任命して，私はまた別の小路の入口に向って進んだ。ス jレター

ン・ムハンマド・ヴアイスが忍の馬が良くないのを見ると下馬してその乗馬を

私の所へ引し可て来た O 私はその馬に乗った C

この時，カースィム・ベグの息子のカンパル・アリー・ベグが傷を負って，

ジャハーンギ-)レ・ミーノレザーの所からやって来たG 彼は「しばらく前に童文が

112b ジャハーンギーノレ・ (112b) ミーノレザーを攻撃して動揺させた O ジャハーンギ

ーノレ・ミ-)レザーは去って行ったJと述べた O 私たちはショックをうけた O こ

の同じ時，パープ域にいたサイイド・カースィムが到着した。思いがけぬ，時

宜にわなわぬ来訪であった。とのような時に，あのような強毘な域が子中にあ

れば有益であったのに O なはイブラーヒーム・ベグに「どうすべきだろうか

?Jとたず、ねた G 彼は少し傷を負っていた G そのためか，或いは混乱していた

ためか，彼は適切な返答ができなかった O 私の考えは，橋を渡って，橋を破壊

し，アンディジャーン方面に向う事であった O

ノてーパー・シーノレザード BabaShirzadがそこでよい働きをした O 彼は「城

門を攻撃して出城しましょう Jと云った O この言葉に従って，私たちは城門に

むけまっすぐに進んだ。ホージャ・ミーリ・ミーラーン Khw忌jaMir-i Miran 

もそこで、勇敢な意見を述べた O ノト路の途中まで来た時，サイイド・カースィム

とドースティ・ナースィノレはパーキー・ヒーズ BaqiKhizと万を交えた O 私

とイブラーとーム・ベグ， ミーノレザー・クリー・キュケルダシュはより前方に

いた O 忍が城門に直面すると，シャイフ・パーヤズィードがシャツの上にマン

トを着けて 3""'4人の騎兵と共に門誌入って行くのが見えた O 私は親指の弓を

つがえて射た O 弓はその言をかすめた O まことに上出来であった O パーヤズィ

ードはあわてて域丹を入り，右手の方へ進み，小路を通って急ぎ逃亡した O 私

たちも彼のあとを追った O
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113a ミーノレザー・クリー・キュケルダシュは 1人の歩兵を (113a)矛で打った。

ミ-}レザー・クザーが通り過ぎると，もう 1人の歩兵がイブラーヒーム・ベグ

にむけ矢をひきしぼった。イブラーヒーム・ベグが「ハイ，ハイ j と云って通

り過ぎると，散は門衛の立っている場所のような〔近しワ場所から私の肢の F

にむけ矢を射た G 私のカ jレマク式の甲胃の 2葉が切断された O 彼はただちに逃

亡した O その背にむけ私は矢を射た O この時 1人の歩兵が城壁の上を逃げ、て

行った O 払はその男の帽子を，城壁の銃眼にねらいをつけて射た。椙子は銃眼

にぴったりと打ちつけられた o t皮はターバンを手にまいて去った G もう 1人の

騎兵が忍の接らを通って，シャイフ・パーヤズィードが逃げ、て行った小路の方

へと逃げて行った C 私は万でそのこめかみを突ききした G 彼は落馬しかけたが，

小路の側壁で身を支えて，落馬せず、四苦八苦して逃がれていった c 私たちは城

門の所にいた騎兵・歩兵を追い払って城門を占領した。

しかし事はすでに時宜を失していた C 何故なら2---3，000の武装した兵が内域

におり，私たちの100---200名は外域にいた G また彼ら;ま， ミノレクがわくほどの

短時間前にジャハーンギール・ミー lレザーを追い払って出奔させていたが，在

たちの兵の半数辻ジャハーンギー jレと共に去っていたからである O このような

状況にもかかわちず，私は，経験不足のため，城門に留まり，ジャハーンギ-

jレ・ミーjレザーに人を送り，-近くに居るな与ば来い。もう 1度攻撃しよう j

と告げさせた。しかし，もはやその時期ではなかった O

イブラーヒーム・ベグの馬が弱っていたのか，傷を負っていたのか，彼は在、

に「忍の馬はもう駄ヨです」と云った。ムハンマド・アリー・ムパッシ jレには

113bスライマーン Sulayman という名の (113b)家来がいた G この時，誰もそうせ

よと云わぬのに，彼は下馬して，その馬をイブラーヒーム・ベグに与えた。ま

ことに男らしい行動をとったものであるつその域内に居る時に， c現在〕キョ
リ・ギュノレ Kol-IG註lの知事 (shiqdむ〉であるキチク・アリ- Kichik 'Ali 

が勇敢な働きをした c 当時彼はスルターン・ムハンマド・ヴアイスの家来であ

った G 彼はオシュで 2度さらによい欝きをした G

私たちは〔ジャハーンギー jレ・ 3ミ-)レザーの所に行った者が帰ってくるま

で域内の所に滞留していた O 行った者たちが帰って来て，もうかなり以前にジ

ャハーンギール・ミーノレザーが立ち去った事を告げた c もはや留まるべき時で

はなかった Q 私たちも移動した G 乙のように留まっていた事は無益な事であっ
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た O 私たちのもとには20---30人の者が残っていた G 私たちが移動すると，多数

の甲胃に身を固めた者たちが後にせまって来た G 私たちがはね橋を渡っていた

時，敵兵がはね橋の市内側に到達した O カースィム・ベグの息子ハムザの母

の父〔母方の祖父〕のパンダ・アリー・ベグ Banda'Ali Begがイブラーヒー

ム・ベグにむかつて「お前はいつもえらそうに自漫していたではないか!止ま

れ!万で勝負しよう j と叫んだ。イブラーヒーム・ベグは私の傍らにいたO 彼

は「来しi !何のさしさわりがあろうものか」と答えた G 愚か者はこのような敗

北の擦にも自漫していた O まったくとんだ自漫であった O ゆっくり留まってい

る時ではなかった O 私たちは急いで進んだ。敵兵は私たちの後から来て，算を

乱した私たちの兵を落馬させっっせまってきた O

アフスィから 1シャノレイーの所にゴンバディ・チャマン Gonbad-i Chaman 

という所があった O ゴンバディ・チャマンを過ぎると，イブラーとーム・ベグ

114aが私を呼んだ。私がふりかえって見ると (114a) シャイフ・パーヤズィードの

ノト姓の 1入がイブラーヒーム・ベグを攻撃していた O 私はたずなをかえした O

パヤン・クワーの子のハーン・クリーが私の接らにいた O 彼は「今もどるのは

良くありませんj と云って私のたずなを取って移動した O 敵はサング Sangに

到達するまでに私たちの側のほとんどの兵を落馬させた O サングはアフスィか

ら2シャノレイーである O

サングを過ぎると私たちの後方に散の姿は見えなくなった O 私たちはサング

) 11を上流へとまっすぐに進んだ。この時には私たち 8人が残っていたO ナース

イノレの子ドースト，カースィム・ベグの子カンパjレ・アリー，パヤン・クリー

の子ハーン・クザー， ミーノレザー・クリー・キュケノレダシュ，ナースィノレの子

シャーヒーム，サイイディー・カラの子アブドウ jレ・クドゥース，ホージャ・

フサイニーそして8番自は私であった O このJ11の上流で，よい小路に出くわし

たO 谷の内部は人道から離れた裏道であった O 谷を上流へとまっすぐに進み，

) 1Iを右手に置いて，また流れのない谷に入った G 私が谷かる平地に出たのは翌

日の午後の礼拝時であった O

平地の所で遠方に軍勢が見えた。皆をかくれさせ，私自身が徒歩で丘に登っ

て債察すると，多くの騎兵が私たちの背後から 1つの兵の上に駆け登っていた。

その軍勢の多少を見定める暇もなく，私たちは乗馬して急ぎ進んだ。追跡者は

20---25人であったであろう O 私たちは前述の如く 8人であった O もし私たちが
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最初に款がこの程度にすぎない事を知っていたなら，私たちもよく戦ったであ

1l4bろうに O 私は追跡者が， (l14b) とれらの者たちの後に続いているにちがいな

いと考えた O そのため私たちは急ぎ前進した O 逃げる敵はたとえ多人数でも，

少数の追撃者に対決する事ほ不可能である or破れた者の諒列には 1つの“ホ

ーイ"で十分だj と云われている如くである。

ハーン・クリーが「このようにしていては駄目です。私たち全員が捕えられ

てしまうでしょう O この内から 2頭のよい馬を選んで，あなたとミーノレザー・

ク1)ー・キュケ jレダシュが〔替え〕馬をつないで急いで行って下さい O おそ与

く逃げられるでしょう」と云った G その云う所は悪くなかった O 戦になる事は

無かったので，乙うすればのがれられる可詑性があった O しかしその時はそれ

ぞれの者たちを敵のただ中に馬も無く置いておく事を私はよしと考えなかった c

結局は，彼与は自ら， 1人 1人と，全員が私たちの馬におくれていった C この私

が乗った馬はやや弱っていた c ハーン・クリーが下馬して，その馬を〔忍に〕

与えた G 私は馬上からその馬に跳び乗ったo ハーン・クワーは私の馬に乗った。

この状況の中で，款はおくれていたナースィルの子シャーヒームとサイイデ

ィー・カラの子アブドウル・クドゥースを落馬させた。ハーン・クリーもおく

れた。しかし支援したり助けに行ける時ではなかった O 怠ほ馬の力の限り急が

せて進んでいたっその馬が進まぬ者がおくれていった。ドースト・ベグの馬も

立止まり，おくれたむ私が乗ったこの馬も疲れを見せ始めた O カンパノレ・ア 1)

ーが下馬してその馬を与えた C 立はそれに乗った c カンパノレ・アリーも立の馬

に乗ったがおくれた G ホージャ・フサイニーは践者であった O 彼は丘の方に舎

かった O 忍がおくれ， ミ-}レザー・クワー・キュケ jレダシュもおくれた。馬に

115aはギ、ヤ 3 ップで駆ける力が (115a)残っていなかった。私たちは速歩で駆けて

進んだ。

ミ-}レザー・クリーの馬も弱まり始めた G 私は「お前を捨ててどこへ行こう

ぞ!進め!生死を共にしよう Jと云った C 私は何度もミーノレザー・クワーの方

をふりかえりつつ進んだ O 最後にミーノレザー・クワーが「私の馬が止まって進

みません O 私iごなどかまわずに進んで下さい。たぶんのがれられるでしょう J

と云った O 私にとって大変な状況となった。ミーノレザー・クワーもおくれた。

私はひとり残った。敵方か与 2人の人物が現れた。その 1人の名はパーパー・

サイラーミ-Baba Sayramiで，もう 1人はパンダ・アリ-Banda 'Aliであ
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った O 彼ちは私に近づいて来た O 私の馬は動かずにいた O しかも山までは 1キ

ヨノレフ (4，000歩の距離〕近くあったり 1つの岩場に行きあたった臼忍はこう

考えた I馬が疲れている O しかも山もかなり遠い O どこへ行こうかJo私の

簸に誌なお20本程の矢があった o I馬をおり， この岩場で矢を全部射る事にし

よう」と C きち iこふとこう考えた Iたぶん山までたどり着けるだろう G 山に

着いたら 1たばの矢をベノレトに差し込み山に登ろう j とo 怠は脚力にはすこ

ぶる自信があった O

乙の考えによって私ほ急に進んだ。私の馬には速く駆ける力が残っていなか

った O 敵の 2人も矢の届く所までせまって来た O 忍も矢を惜しんで射かけなか

1l5bった o (115b)童文も慎重でそれ以上には近づいて来なかった O 彼ちはとのよう

に間隔をとってついて来た O 陽が沈み，私は由の近くに到達した O 突黙敵が

「あなたはこんな思に来てどとへ行くつもりですか? ジャハーンギール・ミ

-)レザー法措えられて連れて乙ちれていますG ナースィノレ・ミ-)レザーも彼ら

の手中にあります」と云った O

彼らのこの言葉で私はす乙ぷる動揺した G なぜなら私たち全員〔パーブル，

ジャハーンギーノレ，ナースィル〕が敵に措えちれれば，殺される可能性が大き

かったからである O 私は答えずに，山の方へ進んだ。かなり進んだ時，彼告は

また話しかけ始めた C この時は彼ら誌最初の時よ与おだやかに話した O 馬をお

りて話しかけてきた O 私はこれ与の者たちの言葉に耳をかさず，急ぎ進んだ。

私立谷を上流にむかつて進んでいたO 就寝時の礼拝の時刻まで進み続けた O 最

後に 1つのテント程の大きさの岩の所に到着した O その岩をまわると，難所に

なった O 馬は通れなかった O 彼らも下馬し丁重に敬意を乙めて，なおよりおだ

やかに話しかけてきた O 彼らは「乙んな嵐に来られて，関夜に道も無いのにど

乙へ行かれるのですか?スルターン・アフマド・ベグ〔タンパノレ〕があなたを

君主に推戴する事を皆が誓い合っております」と云った O 私は「私の心は決ま

っていない O 彼の所へ行く事など出来ぬ。もしもお前たちが私のために時宜に

116a適った霞きをしたいと考えているのなら， (116a) 長年月の間にも，今程の絶

好の奉仕の機会にめぐり合う事;ままずなかなか無いであろう O 私を案内せよ C

私はハーンらのもとに行くつもりだ。私ほお前たちに対して，お前たちが考え

る以上の患恵・栄誉を与えるであろう C そうしないのなら，来た道をひき返せ。

私には起とる事が起とるのみだ。 これもまたよい奉仕だj と云ったO 彼らは
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「もし立たちが来ていなかったのなろばよいのですが，来た以上は，あなたを

このようにしたままでどうしてもどる事ができましょう O もしあなたが来られ

ないのであれば，あなたがどこへ行かれようとも，私たちはお側についてまい

ります」と云った O 私は「それでは言葉に偽りのない事を誓え!Jと云った。

彼らはコーランにかけて重々しく誓った C

私はただちに彼らをf言頼して「皆が，この谷の近くに，広い谷を通る道があ

ると云っていた。その道ヘ案内せよJと云った。彼らは宣誓してはいたが，な

お完全には信用できなかった。私は彼らを先立たてて，その後から進んだo 1 

...........2キュルフの道を進むと 1つの汚床に着いた c 忍;ま「広い谷の道はこれでは

ないだろうJ と云った O 彼らはひきかえして， Iあの道はずっと先の方ですj

と云った c 実は広い谷の道とはまさにこれであったらしい O 彼らは裏切りを策

して真実を隠したのであった C 私たちは夜半まで進んでもう 1つの流れの所に

到達した。彼らは今度は「うっかりしておりましたっ広い谷の道を通り過ぎて

しまいました」と云った。私は「それではどうすべきだろうか?Jとたずねた。

彼ちは「私たちの前方ではガワ一道 (Ghawayoh)が近いです。皆その道を通

116b ってファ jレカト Farkatに出ていますJと云った o (116b) 彼らはその道へ案

内した c

私たちlま夜の 3更までその道を進み，ガワーから来ているカ jレナーンの河床

に着いた O パーパー・サイラーミーが「乙こに居て下さい O 私が行ってガワ一

道を語べてまいりますj と云った。 しばらくして彼は帰って来て， Iモグール

椙をかぶった数人が進んで来ます。この道は遥れません」と云った C 私iま乙の

言葉を聞くと途方にくれた。人里の間にいて夜明けも近く，目的地も遠かったっ

私は「どこか 1カ所へ案内せよ O 昼はそこに隠れ，夜になったち馬を手に入れ

て，ホジャンドJIlを渡り， J!lのむこう側〔南側〕を還ってホジャンドの方へ行

こう j と云った G 彼らは「ここに lつの丘があります。そこに穏れる事ができ

ます」と云った O パンダ・アワーはカノレナーンのダルガであった C 彼は「私た

ちの馬や私たち自身の食糧が無くてはどうにもなりません c 私がカノレナーンに

行って必要なものを全て持ってまいりましょう」と云った C 私たちはそこから

もどってカルナーンに向った c

私たちはカ jレナーンから 1キュロフの所で止まった O パンダ・アワーが行っ

た O 長い間待っていた C 朝らしくなって来ても彼はまったくもどって来なかっ
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た。大変不安になった O 夜が明けるとパンダ・アリーが走って来た O 彼は馬の

飼料を持って来ずに 3枚のパン (nan) を持って来た O 私たちはそれぞれ 1

枚のパンをふところに入れ，大急ぎでひきかえし，上方の丘の上に登り 1つ

の谷に馬をつなぎ，各人がそれぞれ 1方面の高みに登って漬察しながら坐って

~ itこC

117a 昼近くに (117a)アフマド・クシュチ Ahmadqushchl Cクシュチは「薫匠JJ

が4名の騎馬の者と共にガワーかちアフスィの方面へむかっていた。私は乙う

考えた 1アフマド・クシュチを呼んで約束を与え壊柔して，彼らの馬をもら

おう C 何故なち忍たちの馬は 1昼夜の間，戦のさ中にいたO 飼料も見つかち

なかった O 夜いものにならぬ」と O しかしなお怠たちの心が定まらず，私たち

は彼ちを信用する事ができなかった C 私は，私の接ちの者たちと共に以下のよ

うに決めた1"これらの者たちは今晩カノレナーンにいるにちがいない C 夜，ひ

そかに〔カルナーンに〕入城して彼らの馬を連れ出そう。それで私たち自身が

どこか 1カ所ヘ行く事ができょう」と O

正午に，援のとどく所にいる l頭の馬の上で何かが光って見えた O 私たちの

誰iこもそれが何であるかがわからなかった O これはムハンマド・パーキル・ベ

グであったらしい C 彼はアフスィで私たちと共にいた C アフスィを出た際，皆

1方向へ落ちて行ったが，ムハンマド・バーキノレ・ベグは乙の方面に落ちて来

て，こっそりと進んでいたのであろう O パンダ・アワーとパーバー・サイラー

ミーが「馬の飼料を見つけられずにもう 28になります。平地へおりて馬に草

を食ませましょう j と云った O 私たちiまその場所から出発して，平地におりて

罵に草を食ませた O

午後の礼拝時 1人の騎馬の者が私たちが隠れていた丘に登っていった O 私

にはそれがガワーの有力者のカーディル・ベノレディ QadirBerdiである事が

わかった O 私は 2人に「カーディノレ・ベノレディを呼べj と云った O 彼ちが呼ん

だので，彼がやって来た O 挨拶を交し，豆、愛と慈愛に満ちた言葉をかけ，約束

をし，いろいろと懐柔して，ロープ，鎌，斧 J } 1 fを渡る諸用具，馬の飼料，食

1l7b物 J (117b) そして可能ならば馬をも持ってくるように彼を派遣した O そして

忍たちは就寝時の礼拝の時にこの再じ場所に来て会う約束をした O

おそくタの礼拝時に 1人の騎馬の者がカノレナーン方面からガワーの方へ通り

過ぎて行った O 私たちは「誰だ?Jとたずねた O 彼が答えた O これがムハンマ
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ド・パーキ jレ・ベグであったらしい c 彼はおそらく昼に見た所かふまた別の所

へ!言、れに行く所であったのであろうけ?皮はその戸をすっかり変えていたので，

何年も私と一緒にいたというのに，まったく彼だと分らなかった G もし彼だと

分って，私たちに彼が合流していたらよかったものを G この男が通り過ぎたた

め，とても不安になった C 怠たちはカーディ jレ・ベノレディ・ガワ一千ーと行な

った約束の時間まで留まっている事ができなかった〉パンダ・アワーが「カノレ

ナーンの居住区内に人眼につかぬいくつかの小庭冨があります。そこに居ると

は誰も思いますまい。そこへ行って，カーデイノレ・ベ/レディに人を送って，そ

こに来させましょうJと云った。私はこの考えに従って乗馬してカルナーンの

屠住区に行った C

冬であった O すこぶる寒かった。パンダ・アワーが 1枚の古びた羊皮のジャ

ケット (postin) を持って来たので，私はそれを身につけた。また 1カップの

穀物の弼を持って来たので，私はそれを飲んだ。びっくりする裡元気がでたっ

忍はパンダ・ア 1)ーに「カーディル・ベノレディの所へ人を遣したか」とたずね

た。「送りましたJと答えた。 この 2人の幸薄き田舎者の小者たちは， その人

物を，棺談の上で，アフスィのタンパルのもとへ送っていたのであった。忍は

1軒の家に入り，草を燃やし，しばらくねむった c

この小者たちはうまくごまかして，また私にこう云っていた Iカーディノレ

・ベ jレディから清報を得るまではここを動けません G こ乙は居住区の中にあり

118aますO 傍らに誰もいないいくつかの庭園がありますQ そこへ (118a)行けば誰

もそ乙に居るとは思いますまいj とO 私は，夜半，乗馬して傍らの庭園へ行っ

た。パーパー・サイラーミーは屋根のとかち，あちらこちらを債察していたっ

正午近くに彼は屋根から降りてきて私の傍らに来て「ユースフ・ダノレガが来ま

したj と云った。私はす乙ぷる不安になった O 忍ば「私の事を知って来たのか

を開け」と云った。彼は出て行って話し合って帰って来て，こう述べた :fユー

スフ・ダノレガは乙う云っております。“アフスィの域内の所で 1入の徒歩の者

にでくわした所，その者は，王様 (padishah) はカノレナーンのしかじかの所に

おられますと云った O なは誰にも知らせずに乙の徒歩の者を，戦の詩lご私に降

っていた財務官 (khazanachl)のワリーと共にある場所に留めておいて，私自

寿があなたの所へ走って来たのですコベグたちもこの事については何も知りま

せん"JとG 私は「お前は何を考えているのかj とたずねた O 彼は「昔あなたの
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家来ですc 抱に案はありませんC 行かれるべきです。皆はあなたを君主の位に

すえるでしょう」と答えた O 私は「このような争いがあり戦があった時にどう

して信用して行けようか」と云った G

この対話の際中に，ユースフは私の前に再擦をついて「私が何を揺しましょ

うC スノレターン・アフマド・ベグ誌何も知りません。シャイフ・パーヤズィー

ド・ベグがあなたの事を知って私を遣したのですj と云った C 彼が乙う云うと

私はとても恐ろしくなった C このttでは命に対する怖れ程いやなものはないの
であった O 私は「本当の事を云え!もし事態が必ず変わるというのなら〔私が

死なねばならぬ事になっているのならJ，私iまそのために身を清めておこう」

118b と云った O ユーフスは誓った O しかし誰が彼の宣誓を信用しょうか。 (118b)

私は私の置かれているどうにもならぬ状況を理解した O

私は立上った O 庭園の一隅へ行って， ひとりで考患をめぐらしてこう云っ

た:入はたとえ 100年， 1000年生きょうとも，最後には死なねばならぬと O

汝， 100年，否たとえ 1日のみ留まったにせよ，

乙の心楽しき宮殿をいずれにせよ去らねばならぬ。

私は死ぬ事に心を決めた c その庭醤には 1本の流れが入って来ていたO 私は

身を清めた。 2回の礼拝を行なった O 頭を下げて祈願していると，私の眼がね

むりについた O 私はホージャ・ヤフヤーの怠子で，ホージャ・ウパイドゥッラ

ー狽下の孫に当るホージャ・ヤークープ五hwajaYa 'qub が， 白黒まだらの

(ablaq) 馬に乗った多くの人々と共に，私の前に白黒まだらの馬に乗って来ち

れるのを見ていた O ホージャは「心配なさるな O ホージャ・アフラ-)レ[=ホ

ージャ・ウパイドゥッラー〕が私をあなたの所ヘ遣わされた O 彼は，“私たち

はあの方[=パーブJレ〕のために援助の穎いを聞きとどけ，君主の産におつけ

するのだ。どこであれ何か難しい事が生じたら私たちの事を心の中で念ぜよ O

私たちはそ乙に行くだろう"と云われた。今，この時i乙，勝利iまあなたの側に

あります。頭を上げなさい G 起きなさいj と云われた O

私がその時，気持よくなって摂覚めると，ユースフ・ダノレガと彼の同行者た

ちが 1カ所で「彼は口実をもうけてだますだろう O 捕えてしばっておかねばな

らぬj と椙談していた O 忍ばとの言葉を開くと「お前たちはとんな嵐に話して

いるが，お前たちの内の誰が私のそばに近づけるか，さあ見てやろう j と云っ

たO 私が乙う云っていると，庭菌の壁の外側に大勢の騎馬の者が来る物音が聞
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119a こえてきた o (1目的ユースフ・ダルガが「もし私たちが三うなたを捕えてタン

パルのもとへ連れて行っていたなら，私たちの大手柄になっていたものを。彼

辻今また，大勢の者たちを派遣した C あなたを捕えるためですj と云った O 彼

iまこの物苦がタンパルが派遣した者たちの馬のひずめの音であると確信してい

7こO

この言葉を聞くと，私の不安は増大して，私はなすすべを知らなかった。こ

の時，この騎馬の者たちは庭圏の門を見つけようとせず，古くなっていた所か

ち壁をっき破って入ってきた。見ると，私の，命をささげてくれた家来である

クトゥ/レク・ムハンマド・ノミルラース QutluqMu与ammadBarlasとパーノてー

イェ・パjレガリ -B忌ba-yiParghariが， 10名15名あるいは20名であったろう

か，到着したのであったO 彼らは近づくと罵から下りて，遠くかち藤まづき，

敬意を表して，私の足もとにひれ決した C その時私には，あたかも神が新たな

源から命をお与え下さった様に感じられた O 私は「そのユースフ・ダjレガとこ

の立っているおろかな傭兵たちを諸えてしばれ」と云った c その小者たちは急

に逃げ、出したが，あちこちで 1人ずつ 1人ずっと措えられ，しiまちれて連れて

来られた O

私は「お前たちは何処から来たのか?どうして分ったのか?Jとたず、ねた。

クトゥ/レク・ムハンマド・パルラースが「アフスィを脱出した擦，あなたと知

れて落ちて行った時，私はアンディジャーンにまいりました C その時ハーンた

ちもアンディジャーンに来ておられました O 私;ま夢をみました G ホージャ・ウ

119bパイドゥッラーが，“パーブノレ皇帝はカノレナーン (11gb) という村にいる O 行

って，彼を連れておいでO 王{立は彼のものとなっているのだから"と云われま

した O 私iまこの夢を見て気分がよくなりました O 大ハーンと小ノ、ーンにじこの

夢の事を〕串し上げましたO 私はハーンたちに“私には 5---6人の弟や息子が

います。さらに数人の若党をお加え下さい O カノレナーン方面を通って行って4情

報を得るつもりです"と云った O ハーンたちは“私たちも彼がその道の方へ行

ったろうと思う"と云って， 10人の者を任命された。そして“その方面に行っ

てよく謂べて情報を得よ C とにかくはっきりと清報をつかめ"と云われました c

私たちがこの会話を交していた時，パーパーイェ・パノレガリーが“私も行って

探します"と云いました O 彼も 2人の若党と弟と共に一緒になって，忍たちは

乗馬しました O 道を進んで今日で 3日です G アッラーのおかげ、であなたを見つ
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ける事ができましたj と云った G 後らは色々と話した G そして「進んで下さい

!乗馬して下さい! このしばった者たちをも連れて行って下さい! ここに

留まる事はよくありませんO タンパノレはあなたがここに来ているという情報を

得ております。何としてでも行ってハーンらに合流されるよう!Jと云った G

そこで，私たちは乗馬してアンディジャーン方面にむけ急ぎ進んだ。私たち

は2日間何も食べていなかった O タの礼拝時に，皆は 1頭の羊を見つけて来て，

lカ所で下馬し，殺して焼肉 (kebab) にした。忍はその焼肉を満足するまで

食べた O その後乗馬して 5日行程の道のりを 2昼夜急行して進みアンディジ

ャーンに入ち，右じの大ハーン， /J¥ノ¥ーンに会い，過ぎ去ったE々の事を全て

120a話した O 私はハーンらと 4カ月間一緒にいた O 色々の所へ (120a)行って私を

探していた私の家来たちが集まって来た o 300人以上の者たちがいたG 私はふ

と， I~ '1ったいいつまでフェ jレガーナ地方にあてもなく留まっていなければな

らないのだろう O 諸方面に別の機会を見つけようJと考え， (910年)ムハッラ

ム月 [1504年 6/7足J，フェノレガーナ地方かちホラーサーンをめざして出発し

アこ G
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